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序

三重県の中央、津市の南部に広がる高茶屋台地は、東に伊勢湾そして愛知

県を望み、西は布引の山並みを望む眺望の良いところです。近畿地方と東海

地方を結ぶ地点であることが、その立地からもうかがうことができます。眼

下には、中世にはH本三津と呼ばれ栄えた安濃津が広がっています。

高茶屋台地は戦前から開発が繰り返されたためか、祖先の残した遺跡など

は数少ないところです。大正年間には区画整理が行われ、戦時中には海軍工

廠や海軍共済病院が岡かれました。海軍共済病院の跡地に県立病院として設

置された高茶屋病院は、開院40数年の歴史ある病院です。しかし、建築後

長期間が経ち、老朽化が著しくなったことなどから、全面的に建て替えるこ

ととなりました。そのため、今回の県立高茶屋病院の建て替えに伴う調在を

実施したところ、弥生時代から室町時代に渡る遺跡が広い範囲で確認され、

台地上での祖先の暮らしの様子がかなり明らかになりました。数多くの竪穴

住居、大規模な掘立柱建物や土師器焼成坑、 6世紀代と考えられる土馬、「美

濃」亥lj印須恵器など、畿内と東海を結ぶ地域として高茶屋を考えた場合にも、

その璽要性を裏付けるような成果が得られたといえます。

今皿の事業によって高茶屋大垣内遺跡の一部は消滅し、記録へと姿を変え

て保存されました。今後この記録を活用し、未来に向かって役立てていくこ

とが、現代に暮らす私たちに課せられた使命といえましょう。

最後になりましたが、調在にあたってご協力をいただいた津市教育委員会、

県病院事業庁県立病院課、県立こころの医療センター、財団法人三重県農業

開発公社に感謝を申し卜けげ、冒頭のご挨拶といたします。

平成 12年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長大井奥生



例 言

本書は、二直県津市城山 lT目に所在する翡拾棺人1月内遺跡の箱.3.4次発掘調査報告渭である。

り
'
J
本調査は、 _:_貨県教育委員会が二軍県健康福村部より委氏を受けて、平成 9・10年度に県立高茶屋病院賂備事
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業に伴って実施したものである c

調査の体制は以下の通りである。

調介主体

調介担当

三重県教育委員会

て重県埋蔵文化財センター

（第3次誰l在）

（第4次調在）

主事

技師

技師

田中久生

川畑由紀＋

/II紐由紀了・

北条正且I]

技術補助員

主事城古陥

浜辺 4幾

技術補助員 浜辺ー機 e: 田祥ミ 川崎志乃
研修員 松本功 松田久μJ 柴山土：子
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当報告書の執筆は田中久牛•川畑由紀子で、遺物写真撮影は野原宏口]·JII畑で行い、全体の編集を野原が行った。

各分担については目次に示している D その他の作成党務は:-:重県狸蔵文化財センター調介第—•課及び存什普及

グループが行った。

挿図の方位は、全て国土l叫繋第V1系による附椋北てポしている r なお、貞北は庫標北に対し西偏 o゚18'、磁北

の方位は真北に対し両偏 fiO }0'(It] I_地坪院、中成2年度） である

6
 

[
i
 

8
 

木書に記載した遺構•遺物の色調 1よ、農林水産省農林水産技術会成·µ務局監修「新版標準 I:.色帖J(1997年度

版）に準拠している。

当報内晋での用語は以ドの通り統一した

つき...「杯」「杯」があるが、［杯」を）llいた

わん••• 「碗」「椀」があるが、「椀」をIllし＼た

甘報告書で用いた遺構番号は、通番となっている]

ただい同時牝行で敷地区を調介していたため混乱を避ける心味で、第 3 次調査については E~J 区は箱 2 次

(37番）から、 G区は 200番台から始めている]また、第 4次調査においても同様の理調査A~D 区の続き

巾で、 G区は 300番台から、 k区は 500番台から始めている 酋報告書においてもその番号を特に叫品のない

限り踏襲している。

また、番号の頭には、遺構の見た目の性格から以ドの略記号を付けたヘ

Sll・．竪穴住居 SR・．掘W柱住物 s J): i胄 SK: L力［ SF: 焼成t-.坑 SA: 柵、塀

SE: 井戸 pit : Hグく、 rJヽ'A

o

l

 

l

l

 

，
 

挿I文］と写真図版の遺物番号は、実棋IJ['Xlの僻砂と対応している

当報古苫で報四した品録及び出 t逍物は、 一三和即り1・蔵文化財センターに保管している n

発掘調在においては、津市在住の各 1立や津巾教H委員会及び県立1炉応諜、県,i~高茶屋病院冷にご協力いただし＼

たしまた第4次謡l介においては、宮本長 ．郎氏（東成I旦立雌蔵文化財研究所、ヽIJ時）に現地指導を仰いだ、）その

他、卜.記に示す諸氏からは、調奔• 雑’占丸作成に臼たって、様々なご教1/~. ご助言を頂¥.,¥た。記して感謝いだし

ます, (50行舶、敬称略）

上村安生・榎村窟之（斎宮歴史博物館）、岡Ill序肖ii] (名古J尋女f大学）、沌端押（財団法人大阪府埋蔵文化財調

介研究センター）、桑原噸器（静岡県'¥Jn1 m」教介委H 会）、八賀胃(-~ 屯大学名仔教投）、広岡公大（富山大学）、

広瀬禾[I雄（奈良女子大学）、村田Iギ（；．雲町教-n委員会）、 山崎秀→ー（滋質県守山市教育委員会）

12. スキャニングによるデーター取り込みのため、若干のひずみが生じています。各図の縮尺率は、

スケールバーを参照ください。
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I 
1 調査に至る経過

県立高茶屋病院は、開院以来40年余りが過ぎ、老

朽化が著しいために、県健康福祉部において新施設

の整備計画が策定された。県教育委員会文化芸術諜

（平成10年度から生涯学習課と改称）及び、埋蔵文

化財センターには、平成 7年8月にその計胆iが知ら

された。

数匝の協議を軍ね、試掘調杏による遣跡範囲の確

認の結果、事業は柄院建物全ての建て替えであるこ

と、事業範囲は昭和55年に調介された大垣内遺跡

隣接地に及ぶこと、平成 8年10月から I期T事が

始まること、事曼範囲内の遺跡血積は 12,500mてで

あること、平成 8年度内に 2,100m2、平成 9年度以

降に 7,850m'の調杏が必要であることが判明した，

このうち、平成 8年度は 1,600mを調介した。続

く平成 9年度は第 3次調在として本館部分4,130m¥

保育所用地1,150mへ厚生施設用地1,200mを合わせ

て6,480可を調査することとなった。続いて平成10

年度には第 4次調在として、看護婦寮建設地 1,600

m』、本館部分440m¥立会調芥 150m'の合計 2,190

m'を調在した。

2 調査の経過

平成 9 年度の調奔地は E~J の 6 区に分かれるの

E凶は、 2次調査のA・B・C区の間にあった建物

の部分である。 F[;{は第 1次調査地の西側で病院の

実習農場として使われていた:till地である。耕作中に

もよくt器片が見つかったそうである。 G区は当遺

跡でも北力、台地束端に近いところである。 H[えは

Al.{南側、 1区はボイラ棟の固辺、 J厄はF、区の西

南側にヽllたる。総調在面積は 5,280呵である。 E・

II・J区は病院建設工事が始まっている中での調在

となった。また、工事工程との調整から 4月10日か

ら調杏を開始した。平成 9年11月から調介を 2妍体

訓とし、 G区の調介を開始した。

平成10年度の調在はK、G区を対象とし、併せて

、v-成11年3月まで断続的に上事立会を行った。 K区

は I区の東側に位附する。既存建物の取り壊し、 「

事との兼ね合いから、 G区謁作を縮小して’だ施した<

C[>{は平成9年度の東側続合である。職員駐車場と

ヽt.

別戸
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の折り合いを付けながらの調究となった。

調査にあたっては土工部門を二重県農業開発公社

に委託した。

(1) 調査日誌（抄）平成9年度（第 3次調査）

4月10日 E区表上除去開始

4月15日 機材・ベルトコンベア等搬入。

4月21日 E区東南より人力掘削、遺構検W1開始。 SH

4を検出。

4月24日 H区表上除去、検出開始。

5月 1日 E区を西に拡張。遺構掘削終了部分より実測

開始。

5月8日 E 区全景• 個別遺溝写真撮影o H区SH52出

士状況実測。

5月16日 E区引き渡し

5月21日 SH52出上の土馬について、記者会見（古水）

6月10日 H区を北に拡張。 2地区となる u F地区北東

端より包含層除去開始。遺構密度は高そう。

6月13日 H区写真撮影。

6月21R H区SH53カマド断ち割り調杏。 F以I師器

焼成坑SF64埋七除去開始。

6月26日 H区作業終了。引き渡し。

7月23日 F区北東3/1遺構掘削終了。遺構埋tが非常

に似通っており切り合いの確認は困難であった。潰物は

大羅に出土。

7月30日 F [Z北蔀中央は遺構埋tが判然と壮ず検出がtfJ

難なため、検出面を少しずつ下げる。

8月29日 F区写衷撮影、引き続き実消I]。

9月6B F区を対象に現地況期会を閲催。見学者は突

然の降雨にもかかわらず 100名。

9月9・10日 F区熱残留地磁気測定（富山大学広岡教授I

9月11D J区表七除去u F区作業終了、；紆材搬出

9月24日 J [x写頁撮影、実測。

9月25日 J区作業終了、引き渡し。

10月3日 I区表土除去開始uI区は4[.iに分かれる，

最も北の病院本館に近い Ia[メ：から開始C、

10月14日 I a区SD149掘削。深さ1.5m程O)V·y~ 大の

溝となる。

10月21日 I b. CIメ表十除去。

10月22E::1 I a区作業終了0

10月27Fl T b・c区人力掘削開始。 SHl印2埋 t湛合1、・.,

11月6日 J b・C区写貞撮影ぐ，実測準備。

11月13日 向茶屋病院文化祭に参加Q 遺物展示及びスラ

イド上映会。 350名参加。

11月20日 J b・C区作業終了。埋め戻し0

11月19U G区調査区設定。

11月20H c; 区表上除夫開始(-27日）。



11月27日 Gr,<作染員作業開始。

11月24日 I d区表土除去。撹乱、パイプが多く作業は困

難。

12月9日 l d区人力掘削開始。 SH数棟を検出。

12月15日 本館敷地から保育所用地 (F区）へのガス管

坪設に伴う調査を開始。

12月18日 I d区写真撮影。

12月24日 I d区実測開始。

l月6R Td[;{作業終仁

1月27日 G 区実測のためのポイント設定（野原• 北条）。

1月28日 G区掘削と併行し実測開始。調査第 1課大勢

の応援を受ける。

2月16日 F区下水管工事立会。

2月18日 F区雨水管丁事立会。

2月28日 （；［メ現地説明会開催。約80名の参加を受ける。

3月3日 G 区空中写真撮影• 個別写真撮影。

3月6ll E区擁壁工事立会。

3月10日 出上遺物をセンター及び桜憶倉庫へ搬送。

3月11B 資材搬出。

3月13日 G区作業終r。
3月16日 （；区埋め戻し閲始｀撤収。

3月25H G区埋め戻しと同時に第4次調査分表十．除去ぃ

排上は第3次調査地点の駐車場造成上とする。

3月27日 Clえ第4次調介分表土除夫完了。

(2)調査日誌（抄） 平成10年度（第 4次調査）

4月8日 E区隣接地ゲート部分立会（川・till. 川崎・（兵

辺• 野原• 新名・豊田）。

4月15El G区作業員作党開始。研修員研修開始。

5月6日 K区表土除夫（川畑）。地区杭設定（城・ i兵辺・

川崎・農田）。

5月7A K区作業員作業開始。

5月18n G区東部分表J__除去開始（城）。

5月20日 K区北半分写真撮影。

5月218 K区北半分実視I] (坂倉• 松葉・大川・萩原・

松本• 松田・柴山）。南半分据削続行。

§ 月22日 K区北半分弓I極渡し。

5月27日 K区南半分写真撮影。午後より作業員G区へし

5月28日 K 区南半分実測（西出• 坂倉• 松葉・大川・

萩原）。夕h引彦渡し。

5月29日 G区完全再開。

8月8日 G区現地説明会。約200名の参加を受ける。

8月21Fl 宮本長二郎氏に現他指導を受ける。

8月28日 り1き渡し。

9月8日 （；区門柱建設部分立会 (Ill 畑• 城• 松本）。

1月25日 （；［え排水管埋設部分立会 (-28 日。川畑• 野

原）。

3月10日 Clメフ .Lンス設置部分立会(、16日。川畑・

水谷・城• 原田• 川騎）。

-2 --

3 文化財保護法にかかる諸通知

文化財保護法（以下「法」という）等にかかる諸

通知は以下により、文化庁長官等に行っている。

・法第57条の3第 1項（文化庁長官あて）

平成8年 7月26B付け県病第660号

・法第98条の 2第 1項（文化］『長官あて）

平成9年 4月24Fl付け教文第865号

平成10年 4月20日付け教生第85号

・遺失物法にかかる文化財発見・認定通知（津警察

署長あて）

平成9年3月30日付け教文第6-113号

平成10年 9月29日付け教生第8-17号

4 遺跡の名称について

本遺跡は、昭和55年度に大坦内遺跡として調介さ

れている o I日小宇名も大垣内であり問題はないのだ

が、昨今のJ駅杏件数培加により「大煩内」と名付け

られる遺跡が多く、他の大垣内と区別する意味で「高

茶屋」を冠し「高茶尾大垣内」と呼称することとな

った。なお、昭和55年度の調査を第 1次調査、平成

8年度を第 2次、 9年度を第 3次、 10年度を第4次

調介とした。

5 調査の方法

今伯1の調査は 6地区に分かれる〈＼それぞれの間に

は建物があり見通しが利かないため、全体を統• し

て地区設定することは困難である。そのため、各地

区ごとに 4mlll]方の升目で区切ることによって小地

凶を設定した0 各地区とも内から数字、北からアル

ファベ、J 卜を付け、升t」の北西隅の番号をその小地

区の符号とした。なお、小地区の軸は固u亜椋軸に
沿っている。

6 遺構図面について

各調奔とも座標軸に合わせて、 1/20で作成した。

個々の遺構のうち、遺物の出上が明瞭なものについ

ては、個別に 1/10実槻lj図を作成したものもある。

また、調査区土層図は原則として1/20で作成し

た0



II 
遺跡の位置

津市南部から久居市にかけては、標高20m前後の

なだらかな起伏を持った洪積台地が広がる。この洪

積台地は、布引山地を分水嶺として東になだらかに

広がり伊勢為に臨む丘陵の禄辺部にあたる。

南には、三玉県と奈良県の県境、高見山系の三峰

山に源を発し、伊勢平野のほぼ中央部を東内に流れ

る雲出川が下流域に沖積平野を形成している。雲出

/11左岸に、近年都市化が進みつつあるものの豊かな

水田地帯が広がる。しかしながら、近世以前には雲

出地区は塩田が広がり、西島八兵衛により衷出井が

開かれるまでは、水l+Iとはなっていない。このこと

から高茶屋台地より東方の平野部は、ある時期まで

は海水が人り込んでいたものと考えられよう。今回

調脊対象となった裔茶屋大届内遺跡(1)は、高茶届台

地東縁の、北を相/11に、南を天神川に区切られた高

台に位置する。

行政上は津市城山 l丁目地内に所在する 0

歴史的環境

ここでは高茶屋大桓内遺跡を取り巻く歴史を概観

してみたい。高茶犀地区は、開発が早くから行われ

たためか、遺跡の存在は余り知られていなかったn

その中にあって昭和 61年に銅鐸が発見された、四

ツ野B遺跡 (2)が記憶に新しい。銅鐸は、近畿式の
① 

もので全高 60cm近くになる。台地から南へ目を［句け

ると、宍出川北岸に雲出島貫遺跡(3)が所在する。

縄文時代晩期から鎌倉時代にかけての桟合逍跡であ

るが、縄文時代晩期の集落の存在が出上遺物等から
② 

想定されている。

古墳時代前期に入ると、四ツ野B遺跡において古

墳時代前期の竪穴住屈が90棟検出されている。また、

雲畠島貰遺跡では竪穴住居群・墳墓群が調脊されて

いる。併せて落ち込みを利用した水日も確認されて

おり、この時期の居住域• 生産域• 第域が確認され
③ 

る好例である。前期末には高茶届台地の北、垂水丘
④ 

陵繰辺部に池の谷古墳(4)が造営される。全長 87m

の前力後円墳で、伊勢湾を見渡す海上交通を意識し

た古墳といえるのではないか。

占培時代後期になるとこの地域の占墳としては、

位置と環境
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小森III古墳群 (5)と四ツ野古墳 (6)が知られるのみ

である。四ツ野古墳は四ツ野B遺跡の調介似内で発

見されたもので、 6世紀中頃の木棺直秤墳であるこ

とが確認された。生産遺跡として—丑直県では最占段

階（田追編年TK23型式併行期）の須恵器窯跡であ

る久居古窯跡(7)や藤谷埴輪窯跡(8)、法ヶ広埴輪窯

跡(9)が位附している。藤谷埴輪窯跡・法ヶ広埴輪

窯跡は、須恵器兼用窯の可能性が須恵器の出Lから

推定されている。

飛烏• 奈良時代には、雲出島貰遺跡で大刑掘灯柱

建物が検出され、占代嶋抜郷の一部とされる。

中lせには、この地域は安濃城を本拠地とする長野

氏の勢力Fであった。これに関氏が加わり、北朝Ji

に属した。対して雲出川以南は南朝}jであった北畠

氏の勢カドであった。このため、商茶屈地域には小

森卜野城跡(10)、小森城跡(ll八やや離れて垂水城

跡(12)、池ノ谷砦跡(13)、木蘊城跡 (14)など、い

くつかの城や砦か築かれた U 、r成10年度には雲出島
貫遣跡において城館跡が調査され、多数の貿易陶磁

の出上も併せて56題となった，＼雲/!¥JI[を利）tlした、

水 I・交通の出先機関の可能性が指摘されている n

近戦には、参宮街道が台地の東緑部をとおり、行

き交う人々でにぎわったことであろう。そして、大

土期に大規模な区圃整理が始まり、昭和に人って海

軍工廠が設置』され、その東tf備にともない、小森L野

地［）<_には丁＿貝仕‘む及び海軍共済病院が配岡された0

この海軍共済病院が、現高茶届病院の前身ともいえ

るようである。

このような急激な開発の渦中にあっては、知られ

ずに消えていった遺跡も数多いであろう。しかし、

既存建物ドに残されている場合もあり、今後の調介

に期待するものは大きい。

（註）

<l> 『日本の占代遺跡三重』（保育社 1996年）

⑫ 伊廂裕偉• 川崎志Jり『飢抜第 1次調杏』 ••屯児埋蔵

文化財センター 1998年

③ 註②、三重県坪蔵文化財センター平成11年度調脊

④ 藤田充子「遺跡・遺物紹介(8)池の谷占墳出土の円筒

埴輪I(rt里文センターニュース第 9号』津巾埋蔵文化

財センター、 1999年）
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皿 E・H・I・J区の調査結果
1 はじめに

病院本館周辺の調査区である。平成 9年度はE・

H・I・Jの4地区を設定し、調壺を実施した。 E

区は病院旧建物を撤去した地区で大ぎく東部と西部

に分けられる。 2次調在のA・B・C区に挟まれた

地区である。 H区は病院敷地南辺中央部の雨水槽）古j

辺でA区の南にあたる。 I区はボイラ棟及び上水槽

周辺で、細かく a、b、C、dの4地区に分かれる。

このうち Ia区は第4次調介で隣接する K区を調介

しており、同じ遺構が続くことから別項で報告する。

］区は病院敷地西南端にあたる。

2 基本層序

調査地の基本的な層序は次のとおりである。

El;{の東半部は黒色土の堆積が原く、鉄筋建物の

下になっていたが検出面の遺存状況は比較的良好で

あった。建物基促は検出面には到逹していない。西

半部は黒色土がはとんどなく、地表下20cmほどで基

盤層の黄褐上に到達した。木造平屋の建物であった

が、基礎工事による影響を相当受けていたoH・I・ 

J 区は地表から3o~socmは、病院整備に伴う整地が

行われている n 特に、 I b区はテニスコートとして

使われた後、駐車場となっていたため、赤上と砕石

が敷かれていた。

E区東部やH・I・J区では、近現代撹乱層下に

黒色上が2層堆積する。上層は約20cm程度でやや褐

色を帯びた黒色土である。下屠は20~30cm程度で上

層に比べ濃い黒色を呈し、小石を含んでいる。この

2屈は、量は少ないものの遺物を包含する。黒色土

培の卜に黄褐色の小石を含んだ粘質士があり、この

層を基盤層として遺構検出を行った。

3 遺構と遺物

(1)古墳時代後期

ここでいう古墳時代後期とは 5世紀後半から 6世
① 

紀代（田辺編年でいう TK47型式~MT15刑式併行

期）をさす。竪穴住居と土坑、溝を検出した。住居

は数mの間隔を置いて建てられていたようである。

以下、個別に見ていく。

SH 1 (第14図） E区東端で検出した n 2次調介

A区ではプランが確認で彦ずSK1としていたが竪

穴住居であることを確認した。東西はA区へ広がる

ため3.2m以上は不明であるが、主杵穴オ中間と西煕と

の位償関係から約 4.5mと推定できる。南北は4.7m

で、やや東西に長い方形である。検出面からの深さ

は約15cmと浅い。南北軸方向はN17°Eである。 J:

柱の札間は東西2.2m、南北1.9mである。主柱穴は

直径25-30cmで深さ25-30cmを測る。輻25cm、深さ

5 cm程度の壁周溝を 3辺に巡らすが、隅を欠く。

遣物は比較的多い。須恵器杯蓋 (1-3)・ 高杯

器 (4). 横瓶 (5)、土師器椀 (6・7)・ 高杯 (8-

11 l・ 台付甕 (12-22)・鉢(23・24)・甑(25)、土

鍾(26)、鉄刀 (27)が出土した。鉢(23・21)はイ本部

が球形をしており広い[Jを持つ。イ本部外面はナナメ

ハケを折り返して調整する u 甑(25)はブリソジ部

分が十字で、外面にヘラ描きの割付線が残る。

SH 4 (第15図） E区の東端部やや南寄りで検出

した。/¥[ヌにまたがる竪穴住居である。束西3.7m、

南北4.6mの長方形で、検出面からの深さは25-30

cmを測る。南北軸方向はN9°Eである。主柱穴は

確認できなかった。東辺やや南寄りにカマドがあり、

ほぽ中央でKさ20cmほどの支脚石を直立した状態で

検出した0 遺物はt師器が大半で、椀(28-30)・ 高

杯 (31-35)・台付甕 (36-52)・壷 (53・55)・鉢

(54)・ 甑 (56)・ ミニチュア士器(57)などがある。

SH6 SH4の南方6mで検出した。上柱穴、周

溝等は確認できなかったが、形状から竪穴仕届とし

た。埋土は黒色上で柔らかい。大半の遺物が床上20

数cmの埋土中で出土した。唯一床面で検出した遺物

はt師器甕(69)である。埋七中からは土師器台付甕

を中心に30数個体を検出した。それらはほぼ接して

いたとみられる出七状況である。また、埋t中の七

師器の内、外面に付煤のあるものは 1個体のみであ

る0 須恵器は杯蓋片 1点(58)が出上したのみで、 L

師器椀(59)・ 高杯(60-67)・壷(68-72)・ 合付甕

(73-96)・ 鉢 (97-100)・壷(101-104)・仏口壷

(105・106)、管Il点(1()7)がある。 2次調企A区

で確認した遺構である。平面図等は 2次調裔報告を

参照されたい。

SH 8 (第16図） E区ほぽ中央で検出した0 2次

5
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第3図

1 : 暗灰色土（小石まじり、整地 I:)
2 : 賠灰褐色-t.(整地十．）
3 : 黒灰色ヤ．＋黄色十．（ブロック状）包含層
4 : 黄黄色粘質-t(地山）検出血
5 : 黒色±(SD51埋:fJ

E区東半部北壁土層図 (1: 100、水糸高は 19.800m)

6 : Hi'i褐色十
7 : 暗褐色±+黄色Lの混じり！

SDlO狸 I

8 : 暗褐色l.(SD37埋t)
9 : 黒色上(SD48埋土）

_!_ 

6~ ~ 
ー 古二一

e・ 
- 19,BOOm 

二□

旦＿＿＿ 撹乱
11 
12 

撹乱

----ヽ

□ 三□三□
c_ 

第4図 I b区西壁土層図 (1: 100、水糸高は 19.800ml

___ll_~_i__ ニニー，［長舌L

1: 灰色 l
2 : 暗褐色t十必色 I(撹乱）
3 : 賠褐色i:(撹乱）
4 : 賠褐色 I(梢地u
5 : 賠褐色 i
6 : 黒褐色ti他含M
7 : i炎黄褐色礫混しり I(幣地 I心
8 : 焦褐色l(SH152~f II 
, . 7と伺じ
10: I月褐色 I'テース:J-トIllアンソーカ
11: I火色u暗出排水用I火）
12 : 賠橙色 t(地till
13: 賠褐色 I
14: :.I.¥褐色 I
15: 賠褐色 1-.(SD坪 I)

1 : 灰褐色砂質土 2 : 黒褐色上（包含層） 3 : 暗褐色十;(SH161埋土） 4 : にぶい赤褐色土（焼上） 5 : 暗橙色十（地山）

第5図

___l__ 

I b区南壁土層固 (1: 100、水糸高は 19.800ml
E. 

l : I天掲色 I.(小石混じり、格地L)
2 : 賠褐色t
3 : I火褐色砂買 I・
4 : 賠褐色t-.+11名侠掲色i・
5 : II名柁色 I・（地山）

6 : 暗褐色 I.
7 : 暗褐色L
8 : 褐色 t~
9 : 黄褐色 1-.+11;;褐色 l

I SH54埋l
第6図 H区南壁土層図 (1: 100、水糸高は 19.800m)

~1 —- 5ノー~3-

1 ―__ - -i-~ 
3 

上

ー コーI: 灰オリ、ブ色u耕作t)
2 : 灰貨褐色I.
3 : 暗赤褐色 I(地ill)
4 : 賠褐色 t
5 : 黒褐色f. l SH124埋十，
6 : 賠褐色L(焼七混じり）
7 : 賠褐色u焼l知子多い、 SF114埋_l-)
8 : 黒褐色 I:(SK119埋十．）
9 : 黒褐色 L(SH!ll埋七）

4m 

第7図 F区西壁土層図 (l : 100、水糸高は 20.600ml
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第 9図 H区遺構平面図 (1: 200) 
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第10図 J区遺構平面図 (1: 200) 
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第13図 I b区遺構平面図 (1: 200) 

調杏B区で南側 1/4を検出した竪穴住居である。

東西6.6m、南北6.2mの、この調査区では大型の住

居である。検出面からの深さは約10cmと浅い。南北

軸方向はN8°Eである。t柱穴は 4カ所確認した。

柱間は東西3.2m、南北3.lm、主柱穴の規模は径約

30cm、深さ35~45cm と深い。四辺に｝剖溝を巡らすが

南辺東部に約 45cm程度途切れる部分がある。カマ

ド及びその痕跡の焼七等は認められなかった。床面

は踏固められたと考えられる範囲とそうでない範囲

が比較的明瞭に区別できた。主柱穴付近や住居中央

部は締まっていない。遺物のうち須恵器杯 (108)・

揺 (109)の2点で、土師器が大半である。台付甕

(123~130) が多数を占めるが、椀 (110·111)· 高

杯 012~11s)· 大型高杯(119・122)・ 壷 (121・

134)・ミニチュア土器壷(120)などもある。床面

精杏中に臼予 2点(136・137)が出土した。

SH40 E」メ西部で検出した。東側 1/4が残され

ているのみで大半は貯水槽により破壊されていた。

そのため東西規模は不明、南北は5.2mである。検

出面からの深さは約10cm弱である。南北軸方向はN

11°wである。残されていた部分には周溝が巡る。

周溝内には約50cm間隔で径数cmの壁柱穴を確認し

た。上師器椀 (138)・大型高杯 (139)・台付甕 (110

~142) が出土した。

SH41 (第17閃） E区西部で検出した0 かなり削

平を受けており、東辺、南辺及び西辺の一部の周溝

と4カ所の主柱穴、貯蔵穴を検出したのみで南北規

模は不明である。しかし、主柱穴と周溝の間隔から

南北6.2m、東両6.0mと推定される。南北軸方向は

N 1°Eである。 t柱柱間は東西2.85m、南北 2.8

5m を測る。主柱穴の規模は検出面で直径 25~30

cm、柱穴底では直径 15~20cm、深さは南西が 34cm 、

他は 60cm弱と深い。東南隅で貯蔵穴を検出した。東

亜74cm、南北85cm、深さ 35cmを測る。貯蔵穴内の

埋土から土師器高杯(144)・ 台付甕(145)が出土し

た。上杜穴からは姐恵器高杯(143)が出十．している。

SH49 (第18図） 調査区西部で検出した。撹乱

を相当受けているものの東辺、南辺、西辺の南隅の

周溝を検出できた。規模は東西3.8m、南北4.5m、

深さ2cmを測る。主柱穴は 3カ所確認したが、北西は

撹乱されており確認できなかった。南北軸方向はN

-10 --
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第14図 SHl実測因 (l: 50、水糸低は 18.600m)

13°Eである。柱間は東西1.65m、南北 1.75mを測

ふ東南隅で貯蔵穴を検出した。東西0.8m、南北 1

m、深さ40cmを測り、平面形は不整円形である。埋

J-. 中から、須恵器高杯蓋(118)の他、台付甕 (151

-156) と径l-2cmの丸い小石が十数個出土した。

他に須恵器器杯(146・117)・漑杯脚部(119・150)、

土師器高杯(151)・ 面 (152・153)がある。

SH52 (第19図） II区南束部で検出した u 東西

5m、南北は北半が雨水槽により破壊されているが、

主柱穴と南壁の関係から、ほぼ東内と同規模であろ

うと推定できる。検出面からの深さは35cmと比較

的残りがよい。南北軸方向はN12°Eである。東西

柱間は 2.15mで、柱穴は径20-40cm、深さ 50cm余

を測る。輻10-20cmの周溝を三辺で確認した。南

辺の東部で貯蔵穴を検出した。一辺60cmの方形で深

さ30cm余を測る。南辺の西部から粘土塊を検出した。

1 mX0.6m、最も厚い部分で 25cmを測る。白色枯

上が大半であるが黄色粘土もみられた。粘土は周溝

内にも入り込んでおり、竪穴住居存統中にはあった

ものと考えられる。出土遺物は多く、須恵器 (161~

165) 、士師器 (166~169·171~179) の他、 t馬の

頭部(170)が出土したことが注目されよう 0 土馬は

竪穴住同中央の検出面から約 10cm程の地点で検出

した。目、鼻、口を上具による切り欠きで、手綱、

面繋、胸繋は粘土紐を貼り付けることで表現してい

る。貯蔵穴からは台付甕(175)がほぼ完形で出 I:

した。他にこね石と見られる丸伍(180)がある。

SH53 (第20図） 調企区南東部、 SH52の西側

-11 -
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第15図 SH4実測図 (1: 50、水糸高は 18.600m)

で検出した。南西の隅を SH54に切られている。ま

た、ほぼ束半分が雨水槽により破壊されているが、

かろうじて北東の角を確認した。東西5.1m、南北 5

mを測る。 t柱穴は 3カ所確認した。南東は撹乱に

より不明である。南北軸方向はN3° Eである。南

北柱間は 2.36m、東西柱間は2.5mで、柱穴の径は

2Q~30cm、深さ45cm前後である。四辺に幅30cm程

度、深13cm程度の周溝を巡らす。北辺中央にはカマ

ドが築かれていた。カマドは奥行1.5m、輻0.9m、

高32cm、悼道部の残{-f.長 lm、輻30cm、深10cmを

測る。煙道の先端は配水管埋設溝により破壊されて

いる。両袖の先端部分は排水管埋設溝により破壊さ

れているが、焚ぎ口に径約30cm、分銅形の燃焼に

よる硬化範囲があり、その平面形から袖の平面形状

を推定できる。煙道部の天井は崩洛していたが、 力

マド本体の焚き口部及び住居内の煙道部は犬井が残

されていた（，焚き口は天井の硬化部分が若干崩落し

ていたが、幅約15cm、高約I0cmの断面円形のトン

ネル状部分が残されていた。裾付け部の中央には支

A' 

..,,I 

"'I 
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脚石が残されていた。支脚石は径 10cm、長さ25cm

の石をはぼ垂直に立て、根本部分には粘土を巻付け

ている。据付け部から煙道部へのトンネルも崩れず

に残されていた。坪道は崩落しており幅20cmの溝

となっている 0 南辺中央と南東隅には貯蔵穴と名え

られる小上坑2基があった。中央のものは径 80cm、

深さ 23cmである。南東隅のものは長軸 80cm、短軸

60cm、深さ 27cmである n

片が多数出土した。仕居埋土中からの土器片は多く

はないが、カマドの南側約 1m、床から10cm上のと

ころから、鉄製の刀+2点(185・186)が出 tして

いる。住居中央では径 40cm、厚さ 2cmの焼土が検

出された。床面が飩化しておりこの場所でも火を使

ったものと考えられる。遺物は土師器高杯(181)・

台付甕 (182~184) 、砥石 (187) などがある 0

（第21図）

この貯蔵穴からは台付甕

調任区南東部で検出された。

S H53の南西部を切る。東西3.8m、南北4.3m、深

さ15cmを測る。南西の柱穴は調杏区外のため未確

認であるが、 4 T. 柱であると考える。東西柱間は

--12 -
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第16図 SH8実測図 (1: so) 

1.8 m、南北柱間は1.55mである。周溝は検出され

なかった。束辺中央やや南寄りに焼上及び燃焼によ

る硬化面がありカマドの痕跡と考えられる。北西の

柱穴の東南東 70cmのところにも焼土がある。埋土

中からは台付甕 1個体(192)がつぶれた状態で出t

している。つぶれた甕の中にソラマメ大の滑らかな

2m 

小石が確認できた。他に土師質管状 1・.製品(194-196)

や、鏡形 I:製品(197)などが出土したc

SH58 (第22図） 調脊区の南東で検出した。

SH6の南側に当る。基盤暦に礫が多く検出は困難

であったが、 1下居の東隅と王杜穴2個、貯蔵穴と考

えられる土坑を確認した。柱穴は柱間2.6m、径20-

-13 -
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第17図 S H41実測図 (1: 50、水糸高は19.000ml
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第18図 S H49実測図 (1: 100、水糸高は19.100ml

25cm、深さ 43cmを測る。柱ガ向はN15゚ Wである）

札穴と東の角から推定される規模、形状は況辺4.6

mの方形である。貯蔵穴と考えられる I坑は住居束

隅で検出した。平面長円形で長軸1.1m、紅軸0.9m、

深さ13cmを視ljる。土帥器椀(157-158)・台付甕(159・

160)が出 J・.した

SH152 (第23[叉I) 調介区の南東部で検出した（ヽ

SH52とSil168の中間に当る。西側 l/ 3は電杜

保護のため調省ミ不可能だった。東内4.2m、南北4.4

m、深16cmを測る。主柱穴は→力所で確認した。

柱間は南北、東西とも2.2mである，柱穴は径 20-

25cm、深15-50crnである C〉北束には士坑があり柱

穴は確認できなかった。周溝は北・東辺を巡り、南

辺西端で途切れる。幅20cm、深さ 7cm程度である。

東辺の中央やや南寄りにカマドがある。北袖は 70

cm、南袖は55cmを測る。文脚にはf:師器甕を倒立

して罹いていた。煙道部は仕居から20cmはど東上方

に延び途切れる。北東隅のJ-.坑は住居床面で検出し

た。径 1.3m、深さ30cm、底部径 60cmで平面円形、

断面逆台形をしている浅鉢状の土坑である 0 本来、

主杵穴の位償であるが、柱穴は確認されなかった。

土坑埋土は褐色土であるが中に白色粘土が5cmほど

の屈状にみられた。上坑内からは、須恵器脚付壺

(200) の他、 t師質管状 I'.製品 (208)が出tした0

東南隅には径80cm、深さ 37cmの土坑があり貯蔵穴

と考えられる。他に須恵器器杯(198・199)、上師器

(201 -207)、たたき石 (209)があるい

SH161 (第24図） 調奔区東南隅で検出した。 SH

168の南力 6mに当る"住居の北隅を検出したのみ

であるため全体の規模は不明である。深さl(lcm程残

されていた。東辺はN51゚ Eである。 I吉J溝は北辺と

東辺で検出した。東辺では 20cmほど2ヶ所で迎切

れるへ北辺にカマドがある。径55cmのほぼ円形で、

焚き 17部には十．師器甕の口頚部をやや斜めに寝かせ

て据え、焚き口としていた。支脚には上師謡閥杯

(212)を倒立させて据え、さらにその下から ・辺25

cmはどの平らな石が検出された0 石を据え点jさを調

節していたのであろうか。

SH162・171 (第25図） 調査区束南隅で検出し

たぐ SH168の東南東4mにあたる o S H 162・171 

ともに北西隅を検出した。南北方向は5ふm以上あ

るが、全体の規模は不明である。角は隅丸に近い。

酉辺はN13°Eである。内辺中央部で幅10cm、深

4 cmのI弄j溝を 2m検出した。 t柱穴は北西で確認し

たぃ径10cm、深さ30cmを測る,, SH171はSll162 

の杓側で検出した0 両者に切介い関係はなく、 s!I 
162の床面から SH171の周溝と＋．杜穴を検出した。

このことから SHl62はSH171を拡張したもので

はないかと考えられる o SH171も北西角を検出し

たにとどまるため、全体の規模は小明である。方位

はSH162と同様である。北辺に幅20cm、深さ 6cm、

西辺に輻10cm、深さ 2cmの固溝を巡らすい上柱穴は

北西で確認した。径15cm、深さ30cmを測る C 埋十中

--14 -



ト , I 

日~~
~-··· 
~-

I 
-- I 

,Ll 
l
 

A
_
 ~ ゜ーニ□◎ 

吋
吋

A
 

A' 
ー 19.000m

平面図•断面図

@ 
~ ニ五ニニ~凸~600m

・c1 .・. 
、,•

~<o 
L・/; 図 j

O@ 
C
_
 

E
 00
9
'
8
l
7
" ー

J
 息
。
も⑲

W

4

~, 

ク‘ク'O

゜

吋

A' 

E
 00
o
'
6
l
 

`

[

】

cf 
c' 

□□三ニロニこ□□三三〗フrn幽m
S 14 

G

口
G
/

1 : 暗褐色上 1黒色上 t黄褐色十．
2 : 暗灰褐色十．
3 : 淡）火色粘 t・.

遺物出土状況図•土層断面図 l・．賠褐色 L
2 : .'『褐色t
3 : 賠褐色t-
4 : 賠掲色-t-.+黄色 t.(粒状）
5 : 賠黄褐色十
6 : 賠褐色 I

7 ・．賠褐色,.
8 : 黄掲色 I・.+.'.じ色 I
9 : やや梵味の強い賠褐色 t・
10 : 黄色 t(ブロ J ク）+11;: 掲色 l
11 : 賠灰褐色 I
12 : I火白色粘 I.
13: 貨白色粘 I.
14: 黄褐色 I

。
2m 

第19図 SH  52実測図 (1: 50) 
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第22図 S H58実測国 (1: 100、水糸高は20.000m) 

からは土師器の小片が出土したのみである。図示は

出来なかったが古墳時代後期と考える。

SH164• 170、SK167 (第26図） 調査区の東

南部、 SHl68の北東側 4mのところで検出した。相

当撹乱されており、全体規模は不明であるが、とも

に南西部の 1/ 1程度を確認した。方位はN2°W 

で、角は隅丸である。追構埋上の士層観察から、

S Ill 61はSKl67を切っていること、 SHl 70は

S Hl64を拡張したことが判明した。両住居とも南

退と西辺で周溝を確認した。 SH164からはt師器

椀 (213)・ 台付甕(214)・ 甑(215)が出土した。

SH 170からは土師器甑(222)、不明土製品 (223)

が出土した。また、 SKl67からは須恵器蓋(216)

が出土している。いずれも 6世紀前策と考える。

SH168 (第27図） 調査区東南部、 SHl52の東

側 5mで検出したく）中央やや西寄りを SDl65に切

られる。他の部分も相当撹乱されており、東南と北

西の一部を確認したにすぎない。確認した部分から

復原すると東西5.Sm、南北5.7mのはぼ正方形で、

深さは東南で ]Ocm、北西35cmである，，東南と北両

の柱穴を確認した。方位は西辺の固溝から判断する

とN2°Wである。検出した部分全てから固溝を確

認したため、周溝はほぼ四辺に巡らされていたと考

えられる。輻 20cm、深さ10cm程である。検出した

柱穴は径 20cm余り、深さ25cmほどである。東南角

に径 80cm程の上坑があり、貯蔵穴と考えられる。

住居埋土からは須恵器杯身 (217)・ 壷 (218)、土師

器椀 (219)などが出土、貯蔵穴からは土帥器甑

(221)が出土している。 6世紀中頃と考えられる。

S846 (第28図） 束西 2間X南北 2間の総柱建物

で、規模は 3.1X3.5mである。柱間は東西が東から

1.7m、 1.7m、南北が北から1.7m、 I.Smである。

棟力向はN19°Eである。柱穴出土の遺物は細片

ばかりであるが古墳時代後期に収まるものである。

SKS (第29図） S II 4の東方13mの地点で検出

した0 平向長円形の土坑である。長径2m、短径 1.6

mを測る。埋土は粒子の細かい黒色 tをtとする。埋

土中からはぼ完形に復元できる台付甕(225)、須恵

器盗(224)が出土した。墓である可能性もあろう。

2次調:l'tA区で確認した遺構である。

SK7 H区北部で検出した。南北4.Sm、東酉3m、

深さ20cmの長方形l力坑で、 2次調査A区で検出した

SK7に続くく｝主柱穴、周溝は確認できなかったが、

半向形から竪穴住居の残痕とも考えられよう。 2次

調査で台付甕脚部(226)と壷底部(227)か出土した。

SK141 (第30図） J区で検出した。北及び東は

調食区外に広かる。東西 5m以卜、南北4.5m以上、

深さ 80cmを測ふ埋土の状況から比較的短時間で

埋まったことが窺える。遺物は多く須恵器杯盗• 杯

身 (228~234) 、士師器 (235~3()5) が出土した。移

動式カマド(303)・管状土製品(304)が注目される。

SK143 S Kl41の南側 3mで検出した。北西の角

を確認したが、他は調杏区外に広がるためIf~明であ

る。遺物は土師器片が多く出［したが、図示できる

ものは須恵器小形壷 (306) 、土師器 (307~312) であ

った。

S051 (第31図） S H8の北部で検出した 0 幅

40cm、長さ 5m、深さ 15cmの南北に走る溝である。
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撹乱

時代の土師器片や、土馬 (322)が出土した。

(2)平安時代～中世

SD44(第33園） 2次調査A区の SD3に続く溝

である。幅 2.1~3rn、長さ約 40 rn、深さ 10~50cm

である。 E区中央を東西に延びる溝である。西部で

はSD37を切り、緩やかに南に曲がる。西端部では

SD14を切っているが、 SDlOとの切り合いはSD

44が浅くなり途切れることもあり、判明しなかっ

た。出土した灰釉陶器から平安時代後期と推定する。

SDlO （第31図） 調奇区の中央を南北に延びる

~ ~ 戸
A_ 

_!.._ 

,F I' 
0 h 

''.'  

溝である。幅 50~60cm、長さは 2 次調査分も含め

て約34m 、深さ 10~70cmである。南部 1/4 では

削平が進んでいるため浅くなる。南部でやや西に折

れる。断面形は逆台形を呈する。 S044とほぼ直交

第27図 SH168実測図 (l: 100、水糸高は19.200rn) 

埋土は黒色土でSH8の埋土と似ており、関連する

ものかもしれない。古墳時代の土師器片が出土した。

5D38 （第33図）調査区の南部で検出した。直径

16mの円形に巡る溝である。

S0165 （第32図） 調介区の東南部で検出した南

北に走る溝である。延長してみると SD62、SD2

(A区）につながる可能性が高い。

なく時期は不明である。

166を切っている。

SD62は遺物が

SD165はSH168、SF 

この周辺は撹乱が激しいため、

残存状況は厳しいものがある。幅 LO~1.5m、長さ

13.5m、深さ40~45cmである。遺物は少ないが古墳

する。平安時代末期～鎌倉時代と推定する。

SD37 （第31図）

開いていく。

S010の東側を走るが、南に

S010との距離は、溝屑内側で、北端

では2.7 rn、南端では4rnである。幅80cm、長さ27

m、深さ12~15cmである。断面逆台形をしている。

平安時代末期と推定する。

8D50 （第33図） S038の東部を切る溝である。

調査区内からさらに南に延びるものと考えられる。

(3)時期不明

掘立柱建物は柱穴からの出土遺物が少なく、時期

が判断できないため不明とした。溝は 2条とも戦中

から戦後のものであろう。
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SK 141実測図 (1: 100、水糸高は 18.200m)
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S8131 (第28図） 東西 1間X南北2間の建物で、

規模は 4.0mX2.7mである。南北柱間は1.35mの等

間隔である。棟方向はN78°Wである。東西柱間が、

4.0mと広いが、方形に合うため建物とした。東柱

通りの中央の柱穴は、撹乱溝により不明である。

S8154 (第28図） 東西 2間x南北3間の建物で、

規模は 3.1mX4.0mである。柱間は東西が東から

1.6m、 1.4m、南北が北から 1.3m、1.4m、 1.lm

である。棟方向はN23°Eである。

S8153 (第28図） 南北 1間X東西 2間の建物で、

規模は 2.5mX2.4mである。東西の柱間は 1.25mの

等間隔。中央の南北柱間にやや小さな柱穴がある。

棟方向はW17゚Nである。門の可能性がある。

S048 (第34図） E区北部を東西に走る溝であ

る。 1日建物と平行であるため、病院関連の施設であ

る叶能性が高い。幅 50-80cm、長さ51.3m、深さ

15~25cm。断面は西部では長方形、東部では逆台

形となる（〉埋土は表土及び乱れた粘tである。

SD55 E Gメ＾の北西部を南北に走る溝 SD48とは

ぼ直交する。病院関連施設の可能性が高いc

4 まとめ

古墳時代後期の竪穴住居配置について

この調査区で検出した古墳時代後期の竪穴住居は

17棟である。その時期は、古墳時代後期の中でも 6

世紀第 1四半期にほぽ収まるものと見られる。

竪穴住居は調査範囲の南西辺に並んでいるように

見られる。特に、 I区南部からH区、 E区にかけて

は住居が数m間隔でほぼ東西方向に並ぶように配置

されている o A区で確認した SH1・4・6はいずれ

もその西辺にあり、今回のE区方向に広がっている 0

また、 A区北東部では住居は確認されなかったc 竪

穴住居は今回の調在区内では南西部に数m程度の間

隔を岡いて並んでいるように見られる。緩やかな規

則的配置が為されているといえよう。

竪穴住居のカマドについて

検出した竪穴住居17棟の内、 5棟でカマドを検出

した。 3基が東辺、 1基が北辺、残る 1基が北西辺

にある。冬の季節風は北直方向から吹くが北西辺に

カマドを配置するものがある。

SH53のカマドについて

S H53のカマドは遺存状況がよく、焚口部、燃焼

-22 -

部、煙道部の様子が確認できた。焚口部は意外に狭

く低い。燃焼部の中央には支脚石が立てられている。

焚口部から支脚石手前までの床面が最もよく火を受

けておりよく焼き締まった状態であった。焚口部か

ら燃焼部にかけての本体上部には、本体補強のため

の七器片が埋め込まれている。このうち燃焼部内に

張り出している破片は熱効率向上のための［夫では

② 

ないかと考えられる。

SH52の粘土塊について

S H52では白色及び黄白色の粘土塊を検出した。

住居の床面に置かれており、周溝にも入り込んでい

る。このことから、粘土塊は住居の存続中にここに

人為的に置かれたことを示しているといえよう。住

居廃絶後に溜まったものならば粘七の下にある程度

の堆積土が認められる。土坑に納められてはいない

が、住居存続中に意図的に置かれたものであろう。

土器製作のための原料と考えられる。

SH6の集中土器について

S II 6埋t中から検出した七師器類のうち台付甕
③ 

は、山城編年にいう V式から 6世紀第 1四半期に収

まるものと考えられる。

30数個以上と見られる土器を竪穴住居に集めたの

はなにを目的としたのだろうか。

2次調査の報告時には仮定であったが、今回の調

査成果の SH52で検出した粘土塊や、時期はやや下

るが土師器焼成坑の検出したことを考えると、高茶

屋大垣内遺跡では土師器を製作していたと見られ

るe とすればSH6の土師器群は、土器の保管を目

的としたものと考えられないか。当該時期の土師器

焼成坑が検出されなかったのは残念であるが、今匝

の調査区以外のどこかにあるものであろう。土器製

作が自家消費のためのものか、他集落等への供給の

ためのものかは不明である。

SH52出土の土馬(170)について

頭部のみの破片である。タテガミ、目、鼻、口を

刻み、手綱、胸繋、面繋を粘土紐を貼り付けること

で表現している。馬体にかかわることは刻みで、馬

に装着する馬具類は粘土紐貼り付けで、土馬の装飾

方法を使い分けていることがわかる c 竪穴住居埋土

の最l層からの出土であるが、共伴する須恵器から

6世紀前半と考える。



Wi 
F区の調査成果

1 はじめに

Filは、天神川に解析された谷の北側、台地の東

南隅に近い部分にある。調介区は病院の実習農園と

して利用されていた地区で、現況は畑地である 0 調

査区の東方50mには第 1次調作区がある。

院内保育所建設予定であり、駐車場予定地を含む

敷地全血を調杏対象とした。ガス管、下水管、両水

管の埋設に伴う工事立会も、適時に実施した。

2 塞本層序

F区は、従来から土器片がよく見つかっていた。

地表面から30-40cm厚の褐色耕作土）慎直下にある黄

褐色t喘を某盤層として遺構検出を行った。耕作土

（表土）は包含層でもあり遺物を含んでいる。

3 遺構と遺物

占墳時代後期と飛烏• 奈良時代の遺構・遣物が高

密度に検出できた。遺構埋上が褐色であるため、細

かな遺構の切り合い等の確認は困難を極めた。遺

構・遺物の密集は調奔区北部3/4程で、南部ほど

流失したものか残りが悪く、 l剖部 1/4程は遺構・

遺物ともにほとんど見られない。 卜.水管上事立会で

は、調介範囲は狭いがピノトから多くの遺物を検出

し、遺構が東方向へ広がることを確品した。

(1)古墳時代後期

調壺凶全面から竪穴住居と土坑を検出した。

SH63 (第37図） 調在区の北束隅で検出した U

北辺は溝状の遺構に切られ、東辺は調査区外に延び

る。しかし、主柱穴柱間と壁との関係から南北規模

は5.8mと推定できる。また、南辺の中央を SK70 

に切られる。主柱穴は 2カ所で検出した。径30-

10cm、深さ20cm程度である。南北軸方向はN『F、で

ある。西辺には輻60cm、深さ8cmの周溝がある。遺

物は須恵器杯苫・杯身 (349-352) 、土帥器台1寸椀•

高杯·台付甕・宦• 鉢• 甑・ミニチュア上器壺 (353

ゞ 373)などが出土している。

SH65 (第39図） 調介区の北東部で検出した。南

北7.5mを測るn東西は屯柱穴と西墜の関係から7.6

mと指定で§ る。南半部を SHl27に切られる。深

さは数cmで残りは悪い。南北軸方向はN3°Eであ

る。柱間は南北4.7m、東西-1mで、主柱穴は径30cm、

深さ30~1ocmである。遺物は姐恵器杯盗．杯身·

高杯 (402~413) 、 t 師謡高杯・壺· 台付甕 (414

~419) 、七錘• 砥石 (420-422)などがある。

SH127 (第39図） S H65の南半部を切る。南北

6.lm、東西6.5m以上で、主杵穴は 3カ所検出した。

柱間は南北が3.lm、東西が3.3m、軸）j向はN3° 
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第40図 SH66'SK75• 76•82•83実測図 (l : 100、水糸尚は20.200ml

Eである。南東角の主柱穴はその部分に上坑かあり

不明である。

主柱穴は径20-25cm、深さ40cm前後である。北辺と

南内隅で幅約20cm、深さ 5cm程度の周溝を検出したヘ

東辺中央やや竹j寄りでカマドを検出した u カマドは

刷袖の枯底部か数cm残る u 煙道部等は調在区外のた

め不旧である u 文脚石を立て、袖部は焼t粒を含む

褐色枯質土で造られている。住居埋十．中からは、煩

忠器杯益•杯身 (430-434) 、士師器杯•高杯・鍋・

台付甍 (135-118)などの上辟片が多量に出土した。

床間から遊離しているものかほとんどだか、中にば

床J:.1 cm程度のものもあったく9

SH66 (第40図） 調杏区の北部で検出した n閉北

4.omで、 SH99を切っている。北東角、北西角で

主柱穴を確認、した。中柱穴は径 20cm、深さ25-40cm、

柱間は1.8mである。北末角の主柱穴と東壁は1.1m 

であることから東四規校は 4mと推定できる。北辺

でカマドの痕跡と思われる焼 Lを検出したが、袖等

のカマド構造は残されていなかった。周溝は見つか

らなかった n 須恵器杯・杯身 (374-382)、十師器
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椀 (383・384)・裔杯(38S-389)・把了'・付鉢(397)・

台付甕U90-396)・ 甕(398<399)・ 鉢 (400)・壺

(101)か出上したい

SH71 (第51図） S Hl27の南にある。北西の隅と

北西角• 南西角の主柱穴を検出したにとどまる。南

西部を SK79・80・87に、北東部を SK72に切られ、

S F73を切る。主柱穴は径30cm、深さ3Scm、オ中間

は3.8mである。調査lえ外に延びるため令休規模は

不明であるが、北西角の主柱穴から/1¥上した北の壁

面までは1.6mであることから、全体規校は一辺約

7 rn程度と推定できる，〉主柱穴から台付甕の脚部

片が出土したため古墳時代後期と考える n

SH90 (第41図） 北東部を SHl27に切られる。

平面は SK77・78・128に切られている相舟割

平されており周溝及びL杜穴を検出したのみであ

るい規模は東西5.2m、南北4.8mとやや東西に長い。

東辺の固溝は削平されていたため、東西規校1よt杵

穴と両固溝の間隔から推定した。中柱穴は 4カ所で、

径 20cm、深さ 20-30cmである。柱間は東西 3m、

南北 2.7mである。北東角では柱穴 2基を検,4¥した。

周溝は北辺と西辺、南辺の西半で検If¥した。北辺と

西辺の北部 lmほどが幅40-60cmと1広く、他は幅

20cmで、深さ 5-8 cmである。当初は SD86・SK

90としていたが、竪穴住居と判明し、 SII90と変吏

した。須恵器杯益(4S2)、土師器台付甕(4S3・4S4)、

獣形土製品(4SS)が出士した。

SH91 (第43図） 調介区中央やや東寄りで検出し

た0 東世3.7m、南北3.9m、深さは北逗で10cm、南辺

では 2cmである東南部は確忍できなかった,t杜

穴は 3基確認したが、東内角では確認でぎなかったc

須恵器杯身 (423)・短頸壺(424)が出上した('

SH99 (第42図） 調在区の北部で検出した。附部

のみで他は調介[R外に拡がるため、 1咄」規校は不明

であるか深さは30cmであった。南辺を SH66に切ら

れる U 東南角の主柱穴を検出したじ（全20cm、深さ17

cmで、東辺、南辺から1.3m離れている 0 市酉部では

居l溝を、東南部で貯蔵‘火を検出した，貯蔵穴は一辺

70cmの隅丸方形で深さ40cmである，、埋t月中から十上

師器壺 1/2個体分 (470)を検出した。この壺を貯

蔵穴に据えていたように見られる,.須忠器朴位・ 杯

身(456-161)・高杯蓋(-162)、L師器裔杯(463)・
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第41図 S H90実測図 (1: 50、水糸高は 20.400ml

台付甕 (161~169)· 面 (470)、ミニチュア上器

(471)、土錘 (172)か出上したQ

SH101 J恥］作区北西部で検出した。東半部を SF

100・104、SHl05に切られる。規模は東西3.5m、

南北4.2mと南北に長い長方形をしている。主柱穴．

周溝は検出されなかったが、北辺中央にカマドの痕

跡を確認した。土帥器壺 (425)

している。袖等は確認されなかった。他に上帥質管

状 t・.製品LJ縁部の小片(426)が出土した。

SH103 （第45図）

束西3.6m 、南北 3mで、検出面から18~20cmの深

さかある。南西部は土坑群に切られていて不明であ

る。東辺南寄りに焼上の多い部分がありカマドの痕

跡と考えられるが、袖等は確品できなかった，，須恵

器杯小片 (427)・ 上師器片 (428)が出土した。

SH107 （第1S図）

を倒立させ支脚と

泄J'i'f区の北郭中央で検出した。

SH l 03の南側で検出したの

S B135、SHl03に切られている（，束辺• 南辺と束

南角を確認したのみである。検出状況から 2棟が直

なっている可能性が高いか、切り合いは確認できな

かった。杵穴、 I古］溝等は検出されなかった。

SH111 

上、南北5mである。柱穴、周溝は検出されなかっ

t・ -o 

調査区の北西部で検出した。東亜3.6m以

S Fll2・114、S Kl 19に切られる。須恵器杯

蓋．杯身 (173~175) 、土師器椀 (476)・ 高杯

(477~480) ・甕 (481·486)· 台付甕 (182~484)·

鉢 (487~489)· 獣形上製品(492)

(491) 

SHl 15 

SHl 17 

S HlOlを切って検出した。

SH 115の南側で、南辺の

・不明上製品

などが出十．した。

S Fl04に切

られている。南半部を検出したのみで他は削平され

ていた｛，主柱穴は確認できなかった。南辿酉半と囲

辺南半で幅20cm、深さ 5cmの周溝を確認した。

一部を確認した

-27 --
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第43図 SH91実測図 (I: 100、水糸高は 20.200m)

のみであるが、形状から竪穴住居と判I析した。 I村辺

陪血の 2個の柱穴は堺柱穴の可能性も考えられる

SH123 (第11L1..I) 調介区南西隅で検出した c、東

四5.5m、南北1.8m以上である。相当削平を受けて

おり、屯杵穴、固溝を確認したにとどまる 0 --l: 柱穴

は径3S-40cm、深さ10cm前後で｀杵間は2.3-2.7m

とややイ消名な方形てある。周溝は東、西、北辺で検

出したり西と北は輻20cm程であるが、東辺は 20-

70cmと乱れる。深さは10cm前後である。

SH124 (第i[i[図） S Hl23の西で検/1-lした。仕

屈の北東部をごく一部分検出したにとどまり、他は

調介区外に延びる，'J:柱穴、周溝等は検出しなかっ

たか、形状から竪穴仕居と判l祈した。

SF73 (第48-4閏） 調在区東部中央付近で検出

した。削平を受け、かつ SH71・S H90に切られ

ているため北東の角と床面の音いを検出したの全体

の規校等は不明である Cっ検出面からの深さは最も深

第44図 SHl 23• 124実測図 (1: 100、水糸高はどO.:iOOm)

いところで 10cmである 0 北陪と床面中央部で強く

被熱した部分を確，忍した0 出!'.遺物は少ないが、切

り合い関係から古墳時代後期以前と苔えられる。「

帥料鉢小）¥ (651)などがある。

SK70 (第37図） 』乱作区の北束隅で検出した径2

mの不賂円形t坑である。 SK63に切られる 0 出上

遺物は須恵諾杯身 (493・494) の他、 卜師悩高杯

(495)、台付甕 (4%-198)、たたき {1(499)がある 0

SK72 (第51図） S H71の東側で検出した方形t

坑。北西角のみを検出した。深さ 10cm程度である Cう

上帥器甕(598)などか出 Lした0

SK75・76・82・83 (第40図） S H66の消で検出

した o S K75は長さ l.Smx輻 1.4mの長方形、深

さ30cmである 0 床l面はほぼ中らである 0 東部に40

cmX50cm程の台形のテラスを持つ, S K76は検出

時は 4.3mX 1.7mであったが、 10cmほど掘り卜げ

た段階で SK82、SKS:{に分かれたため、その時

-28-
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第45図 SH103•107•88•89 ・ 105 実測図 (1 : 100、水糸高は 20.400ml

点で遺物を分けている。 SK82は2mXl.4mの楕

円形、深さ30cmで、南半はさらに深く、深さ4Scm

である。 SK83は2.9mX 1.9m、深さ28cmの不整長

方形をしている。出土遺物は須恵器杯身・杯蓋と七

師器類である (500-529)0 それそれの出上遺物に

ははとんど時期差はないものと考えられる。

SK77 (第51図） S H90の北祁中央で検出した。

径 lm、深さ40cmの断面逆台形をした円形十坑であ

る。埋上は褐色上単層で、一時期に埋まったと見ら

れる。土師稲小形壺(530)・ 台付甕 (531・532)・

鉢 (533)・ 甑 (534・535) が出土した。

SK78 (第51屈） S K77の東南側にある径 1. 2 

m程の不整円形、深さ20cm余の十．坑である。須恵器

裔杯脚部(529)、土師器(537-S47)の他、石製紡

錘車(519)、獣形士製品(549) などが出土した。

SK85 S H91の南にある東西 5m、南北3m、深

さ:icmのごく浅い長方形t坑である。柱穴竹は確認

できなかったが竪穴住店の残痕とも考えられる。

SK110 (第50図） 調在区中央やや酉寄りで検出

した 2mXl.5m、深さ20cmの不整円形土坑である。

、ド面形から 2店以上の遺構が直なっていると苔えら

れるが、切り合い等は確認できなかった。十師器甕

(600)・ 虚 (601)、たたき石(602)などが出上した。

SKl 13 調査区北逗中央部で検出した"短辺 lm

の二等辺二角形状、深さ15cmの上坑である U 彩状か

ら竪穴住居の南東角部分と考えられる。大半が調奔

区外に広がる。上師器台付甕 (599)が出土した n

SKl 19 調査区の北西部で検出した。 SHlll、SF

114に切られる。 SHl 11を掘り下げて検出した段

階では 1基と考えていたが、掘削後の形状からは3

某の土坑が重なっているものと若えられる。遺物は

多く須恵器高杯 (550・55ll 、上師器類 (552~577)

の他、十錘(578)、獣形 (579)、 ミニチュアt器

(580・581)、石製紡錘市 (582) などが川土したn

SK125 調杏区の南両部で検出した。東酉 4mX

南北 3m、深さ10cm前後の、隅丸長方形の浅い士坑

である，，形状から竪穴住居の残痕の叶能性もある。

SK126 SK125の東側で検出した。南北5.3mX  

束両2.8mで南半品の幅が狭くなる n i菜さは25cm程

である。須恵器壺U頸部(604)などが出tした。

SK128 S K78の南にある径3m、深さ20cmの略

円形I:坑である, SII90、 SF73を切っており、

-29-
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第46図 SH116実測図 (1: 50、水糸高は 20.400m) 

S 1190の東南部 1/4にある。竪穴件居にi平う施設

の可能性もある。上師器椀 (S83)

586)・ 台付甕 (587・588)・ 鉢(589)・ミニチュア

_u且(590)
SKl 29 S Kl08の北匝側で検出した不幣形 1-_坑

である。 卜師器椀(60fi・fi07)が出十▲ した。

(2) 飛鳥•奈良時代

緊穴仕屈と L帥器焼成坑、掘立柱建物がある。こ
④ 

こでいう飛鳥• 奈良時代とは、扇宮上器編年による

飛島時代から奈良時代前半までの時期をいう。

SHl 16 

などが出土した。

（第46図） 晶j杏区の両辺、

• 高杯 (584-

やや北寄りで検

出した。東西3.2m、酎北2.9m、深さ10放cmである。

t柱穴、周溝はない。東辺やや北寄りにカマドがあ

る。ん袖は50cm、石袖は60cm程残っていた0 焚L1

部分がよく焼けている U

据え、

L師謡壺(607)を倒立して

支脚として使用していたものと考えられるく）

須恵器盃 (612)、

616) が出上した。

SF64 （第48-3図）

七師器杯 (613)・ 長胴甕 (615・

調企区の北東部で検出した0

東両2.25m、南北2.3m、奥壁部分の深さ26cm。床

は奥破から内ガ向に向かい直線的に浅くなり、検出

第47図 SF92実測図 (1: 50、水糸高は 20.400m) 

血に全ふ奥壁の一部と1木面の両部中央に強い被熱

がみられる。全体に削平を受けているものと思われ、

平面形は長軸Ji[旬にある程度延びるものと芳えられ

る。 STI13 lに切られている。遺物は少なく図示でき

るものは須忠器鉢(629)、t師器(630-6:lJ)である。

SF104 

SF100 

（第48-1図）

出した0 長軸3.2m、短軸2.Smの隅丸．．．角形で、「U」

、r状とも言うべき平面形をしている 0 検用面からの
深さは最も深い部分で 50cmである，'[IIり半部はt坑

が切り込んでおり、先端の形状は乱されている 0 焼

成坑床面で確認し、

調在区北部やや西寄りで検

,. 層観察用畔で切り合いを確認

したものである。分層は不唄瞭であったが、焼口印

の途切れを決めfとして判断した。奥障と仰l壁は非

常に強く被熱を受けており、表面から原さ 4cmほど

赤変していた。土が脆くなるはとであるぃ墜の基部

幅数cmとその周辺の床l川は被熱が弱い，，床面中央に

も強しヽ被熱が認められた。俎恵器 (636~638) 、土

師器 (639-649) がある。

（第48-1図） SFI04の北西端でこれを切

る形で検出した。長軸 1m、短軸I.Sm、深さ11cmで

ある n 奥数の北半と南の側壁の一部、［和~i 中央にや
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や強い被熱が認められる。土師器杯(635)がある。

SF120 (第48-1図） SF104に切られており、北

東の隅を検出したにとどまる。 SFl04の検出、掘削

時に畦を厚く残し、遺構の保護を図った。 SFl20 

は畦を除去する段階で検出したものである。壁面及

び床面は、その接する部分を除き強く被熱を受けて

いる。ミニチュア土器壺(650)が出土した。

SFl 12 (第48-2図） 調査区の北西部で検出した。

s Hlllを切る。 SFll4との切り合いは判然としな
い。長軸2.3m、短軸2.2m、深さ10cm余である。床

面中央部で径1.2m、深さ20cmの不整円形の土坑を

検出した。この土坑の法面も一部被熱が認められる。

須恵器杯(652)、土師器甕(653)がある。

SFl 14 (第48-2図） S Fll2に繋がるようにそ

の西側で検出した。 SKll9を切っている。長軸3m、

短軸2.5m、深さ30-40cmである。被熱の強い部分

は東半部に集まっている。西半部の床は SKl 19の

埋土に掘り込まれているため不安定であった。遺物

は須恵器(654-658)、土師器(659-671)がある。

古墳時代後期の遺物が多く出土しているがSKll9 

からの混入と考えたい。

S8132 (第49図） 東西3間X南北2間の建物で、

規模は 5.3mX3.9mである。柱間は東囲が東から

I.Sm、 I.Sm、 1.7m、南北が北から 2.0m、 1.9

mである。棟方向はW3°Nである。柱穴は一辺0.4

-0.5mの方形を呈し、柱痕跡の残るものもある。出

士した土師器片から飛鳥• 奈良時代と判断した。

S8133 (第49図） 東西3間X南北2間の建物で、

規模は北辺が5.2m、南辺が3.9m、南北が4.lmで

ある。柱間は東西がl.5-l.9m、南北が l.9-2.3m

である。棟方向はW2°Nである。柱穴は一辺0.4

-0.5mの方形を呈し、柱痕跡の残るものもある。

出土した上師器片から飛鳥• 奈良時代と判断した。

S8134 (第49図） 東西3間X南北2間で、柱間

が不均等であるが建物とした。規模は5.5mX4.6m

である。棟方向はW3°Nである。柱穴から土師器

皿 (608-611)が出土した。

S8135 (第49図） 東西4間X南北3間の建物で、

規模は6.5mX4.7mである。東西の柱間は東から1.5

m、1.7m、I.Sm、1.5m、南北の柱間は1.6m、1.5

m、1.6mで、棟方向はW18°Nである。柱穴は円

-32 -

形をしており、深いものは検出面から60cmを測る。

出土した土師器片から飛鳥・ 奈良時代と判断した。

SK68 (第51図） S F64の南で検出した一辺1.5

m、深さ30cmのほぼ正方形の士坑である。 SH65を

切る。土師器杯 (618~626) ・ 盤 (627)・ 鉢(628)

が出土した。

SK79・80・87 (第51図） S Kl28の東南にある

径 lm程の土坑3甚である。埋土がよく似ており、

切り合い等は判然としなかった。ごく近い時期に埋

まったものと考えられよう。 SK87から飛鳥・ 奈良

時代の土師器甕 (629)が出土している。 SK79・ 

S K80からは図示できる遺物は出土しなかった。

SK81 (第50図） 調介区北辺中央にある。一辺

3.2m、深さ35cmの方形土坑である。埋上中には灰

白色粘土が見られる。北東の辺では灰白色粘土粒の

集合が見られた。飛鳥• 奈良時代の土師器・須恵器

などが相当量出土したが、そのうちの須恵器杯身の

--・ 点(681)には「美濃Jと刻印が施されていた。

(3)その他

SK88・89 (第45図） 調査区中央部で検出した。

隅丸方形土坑が2基重なっているものである。切り

合いは不鮮明であるがSK88がSK89を切っている

ものと判断した。遺物はごく少なかった。

SK93-98 (第50図） 調査区中央部で検出した土

坑群である。数基の土坑が重なっているものと考え

られるが切り合い等は不明瞭であった。遺物は須恵

器 (693~698) 、土師器 (699~708) の他、ミニチュ

ア土器(709~711) 、上錘 (712·713) などがある。

SK105 (第45図） S Hl07の西で検出した略円

形の土坑である。 107との切り合いは不明瞭である。

竪穴住居の痕跡である可能性もある。

SK108 調査区中央北寄りで検出した。 2mX4

mの長円形に近い。深さは30cm程である。この周辺

は堆積土がかなり乱れており、包含層が 20~30 cm 

堆積している。短期間に何度も掘り返されたためと

思われる。そのため遺構の判別は非常に困難であり、

検出までに相当掘り下げねばならなかった。他にも

いくつか土坑があったものと考えられるが認識でき

たものは SKl08である。 lm内外の小さな凹みは

いくつか重なった土坑の残痕であろう。土師器片な

どとともに石製紡錘車(603)が出土した。
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SK94• 140 調査区南部中央で検出した。東西 3

mX南北1.8m、深さ10cm弱の長方形であるが、東

辺は円弧状になる。南辺の西端で、東西 1m、南

北1.3m南に張り出す。張り出した部分の南端にSK

110がある。径 45cm、深さ30cm程で、若十褐色土

が混入しているが、ほぽ白色粘土で満たされていた。

下水管立会（第36図） F区の北部から東方向に延

びるトレンチ調在である。竪穴住居の南辺と東南角

にある貯蔵穴を検出したものと推定するが、ここで

はピットとしておく。遺物は須恵器壺(714)、土師

器椀(715)・ 高杯(716-718)・ 甕(719)・ 壺(720)

がある。土師器高杯はほぼ完形で出土した。

包含層出土遺物 721は須恵器壺の頸部内面に煩恵

器杯身が溶着している個体である。 723は管状土製

品の一部と思われる。 726は管玉、 727は滑石

製有孔円板、 728は鉄鎌である。

4 まとめ

F区では遺構が密集しており、また遺物もコンテ

ナ150箱（未洗浄）以上が出土するなど遺構遺物と

もに密度の高い地区である。遺構埋土は基本的に暗

褐色で、遺構どうしの切り合いは非常に判断しにく

い状況であった。遺構の時期は古墳時代後期と飛鳥

時代末～奈良時代初に大別できる。ここでは、この

調在区での若干のまとめをしておきたい。

古墳時代後期の竪穴住居

病院本館地区に比べ、竪穴住居が集中している c

15棟を検出したが、切り合いが複雑で判然としな

い部分もあり、確認し得なかった竪穴住居もあろう。

住居の同時存在の検討は今後の課題としたいが、 E・

H・I・J区のように一定程度の間隔を空けて建て

られているような様子は窺えない。住居が集中して

いるようにみえる。遺構、包含層からの出土遺物も

この時期のものが大半を占めている。台地の南縁に

間しており居住地として適していたと考えられる。

土師器焼成坑

F区では 8基、 Id区で 1基の計9基を確認したJ

上師器焼成坑内からの出七遺物は少ない。どの焼成

坑も原位償をとどめる遺物はなく、また、完形に近

い遺物もない。古墳時代後期の遺物を多く出tする

焼成坑もあるが、埋上中に混人したものと苔える。

S F73は新旧関係から古墳時代後期以前と考えられ

-36 -

るが、他の土師器焼成坑は、出上遺物は少ないけれ

ども、飛烏• 奈良時代と考えられよう。

8基中 6基は、不整な一＾等辺て角形状で、頂角に

あたる郭分が丸くなっており、底辺を東方向に向け

ている。また、 2辺も膨らみを持っており舟形とも

みえる。 SF64は方形であるが、他の焼成坑と比べ

残りが浅く、床面は東に傾斜している。そのため、

相当削平を受けているものと考えられ、西側にさら

に延び幅広い舟形様となろう，）

規模は底辺が2m余りのものが5基、 lm余りの

ものが 1基である。いずれのt師器焼成坑も底辺を

東に置いており、配置に規則性は見いだせないが、

方向と規模ははぽ等しいものといえる。

S F92では、焼t.. 被熱等は検出されなかったが
⑤ 

その形状から焼成坑と考える。

被熱はほぽ全面に及んでいるが、その中でも強弱

が見られる（第48図）。強く焼けている部分は、底辺

及び側壁の基部から数cmより上位の部分に見られる。

このことは側壁付近から熱が放出されていたことを

示していると考えられる。当センタープロジェクト

チームが実施したt師器焼成実験によっても同様の

結果が得らた。詳しい焼成方法などについてば焼成

実験結果を参照された。
⑥ 

土坑群

S K81やSK93~98の土坑は、いくつかの小規

模な土坑が集中したものと考えられる。切り合いが

判然としなかったため、検出時の形状から SK81は

1基とした。 SK93~98は切り合いの確認につとめ

たが、確認し得なかったため集合体とした。どちら

の七坑も埋士に焼土粒子を多く含んでおり、焼成坑

の廃棄土砂などを捨てたものと考えたい。

SK81出土の「美濃」刻印須恵器

無台杯身の見込み部分に刻印されていた。凸印を

用いており「美濃」の 2文字を縦に配置する。濃の

「曲」は現代字より横線が一本多く、三水は三画目を
⑦ R ⑨ ⑩ 

はねる。三重県では斎宮跡の 2例と鳥羽市贄遺跡の

l例に次いで4例目の出tとなる。他の 3例はいず

れも中央または伊勢神宮に関連した遺跡であるが、

当遺跡では今のところそのような遺構・遺物はな

い。時期がややずれるが焼成坑と関連があるのか、

未発見の遺構の存在か。今のところ決しがたい。
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報告 豊霞 覇査
地区名 種類 器項 出土遺構

口径 諄廣 その他
詞整技法R特徴 胎土 焼成 色罰 残存賓 備考

書号 書号 次数 lcml I心1 1cm gl 

l O O£0 J 1 E H 頃患器 杯叢 SHI "' 50 nクnナデ、天井部外団ロクロケズ'] 粗良 灰白 5Y7/1 1/3 

2 051-0l 'l A-C3 須恵器 杯ll SHI 121 '6 nクnナデ、外面上部ロクロケズリ 密並 灰 5Y5/1 1/2 

l 02HJ 3 I・P6 須恵器 杯董 SH I "' '0 Pクロナデ｀ロクPケズリ
やや
並 灰にぷ白い橙5Y77/5Y1 R6/4 1/3 

密

l 025-02 2 H3  須恵器 蓋 S II I 0ク0ナデ 0ク0ケズリ
やや
不良 にぶい負 2 5Y6/3 

粗

S OOH! J H1  須恵甜 儀賑 S II I 
口縁邪 顎部ロク0ナデ、外面カキメ、内面岡心F:l状当

精緻 良灰 5Y 5/ 1 
口縁部

て具演をナデ消す 完形

£OOH3 3 H7  土"儲 椀 SH 1 13 5 口縁邸ヨコナデ｀外面ケズリ｀内面ナデ 姐並 橙 5YR6/6 1/3 

·~: 橙 (t{)/

？ りり6-08 3 H6  土師甜 椀 SH 1 IJO D縁郎ヨコナデ外面オサエ｀内面ナデ 粗並 内：明-貧褐,.. I-りYR7/6 1/2 

8 0 Ot← 0 I J F-P1 上師聾 高杯 SHl 13 6 ヨコナデ 粗並
外にぷい赤褐 5YR3/4 杯邪

口縁邸外面に黒色の付着物有り
内朔赤褐 5YR6/5 1/3 

9 OOH! 3 !-P6 土!OIi 高杯 SH 1 底,躯・'径 外面絞方向のケズリ｀端部ナデ｀内面シポリ 粗良 橙 5YR6/6
脚

杯部を欠損する
完形

10 05H1 2 A-CJ 土師討 高杯 SH 1 1! 15 底部径 杯郎ヨコナデ、脚部ナデ 確部ヨコナデ｀脚内部シポリ やや
並橙 2SYR 6/6 

脚部

8 8 痕 粗 3/8欠損

ll alt-02 2 A-C:l 土師討 高杯 SH I "' 10 5 
底部径 杯デ部、脚ヨ内コナ部デシ、ポ接リ合痕郁オサエ、脚部ナデ 蟷郎ヨコナ やや

苅橙 5YR6/6
杯部

'' 密 1/4欠損

12 OOH! 3 l-01 土師討 台付甕 SHI 1,1 I 1 ! Sl 体底部部最径大径(UII 〇縁邪ヨコナデ，外面ナナメハケ，内面ナデ，脚懃ナデ 粗笠
灰白 IOYR 2/8 

2/5 脚部を欠損する
8 0 にぷい賣橙 !OYR 3/7 

13 03↑ ・0 l 'I A-C3 土師翡 台付甕 SH I 111 
体部最大径

口縁部ヨコナデ~ 他は風化著しく祖月 や程や 笠 にぷい橙 5YR7/3 1/5 
180 灰貫喝 !OYR5/2 

II~11-03 1 A-CJ 土師霧 台（寸甕 SHI 13< 口緯部ヨコナデ、外面ナナメハケ 内面工兵ナデ
やや
並にぷい寅橙 l0YR7/3 『縁/部3 

粗

15 O:l1-02 2 A← C3 上師摺 台付甕 SH I 11, 〇縁那ヨコ＋デ、外面ナナメハケ 内面工具-;-デ
やや
並にぷい費橙 lOYR7/3 口1縁/部4 

粗

16 031-0t 2 A-C3 上領翡 台付甕 SH I 135 口縁那ヨコナデ、外面＋ナメハケ 内面工具ナデ
やややや

灰 5Y4/ I 
口縁部

粗不良 1/2 

11 m 02 2 Hl  土師器 台（寸甕 SH 1 19 0 口縁部ヨコナデ、体部外面J¥ケ 内面ナデ 密並 にぷい賣橙 ¥OYR?/3 
口縁部

1/8 

18 OH a I l A C3 土"器 台付甕 SH 1 111 n縁部ヨコナデ、体部ナナメハケ、内面オサエ ナデ ゃ；並 にふい貫橙 IOYR7/3 小片

\~OlHI J I F 6 t師甜 台付甕 SH 1 111 
体部最大径

ョフナデ、体部外囮ナナメJ¥ケ、内町ナデ ゃ密や 並 灰白 lOYR 2/8 1/4 
22 0 

20 042-0l 1 A・C3 土"" 台｛寸甕 SHI 
底部径

ナデ，オサエ や粗や 並 にぷい黄橙 10YR7/3 
栖部

'' 完形

lt OlH! 1 A-CJ 土師甜 台I寸甕 SH I .. 
底部径

外面ケズ,; 内面ナデ、脚部外面ナチ｀端部ヨコナデ や:並 にぶい費橙 1 5YR7/4 
脚部

'' 完形

22 Q2S-OJ l A-Cl t師甜 台｛寸聾 SH I ヽ
底郎径

脚部外面ナナメナデ 内面ナデ、端部ヨコナデ や；並 にぶい負棧 7 5YR7/4 
脚部

!CO 完形

13 ID 6-01 J K-P6 土"甜 鉢 SH I "' 
体部最大得

口縁部ヨコナデ｀外面）＼ケ、内面ナデ ゞ並 浅貧橙 lOYRS/4 
口縁部

"' ほぽ完形

2l OH~1 3 E Pti ＋師甜 鉢 SHI 315 
体部最大径

ヨコナデ、体部外面ナナメハケ、内面ナチ 筵並 灰白 IOYRS/2 3/8 
362 

l5 0 l 6 0 l 3~Pti ,.,. 器 甑 SHI 
底部径

外面駁方向のケズリ や粗や 並 灰白 5Y7/1 
底部

底部外面にけびき縁あり
110 完形

残長 1 a o 
26 026・ りi 2 A-n 土製品 上鍾 SH I 穴径ヽ径"' 1 5-4 3 

.. '," _, 8 
ナデ や密や 並 にぷい貫橙 lOYR 7 /3 

27 031 D S 2 H3  鉄製品 小刀 SH 1 
長緬さ 18 ' 

'' 厚さ 0 8 
18 01H1 2 H6  土師儲 椀 SH4 "' '' 

口縁部ヨコナデ、外面ケズリ、内面ナナメ＋デ、底部＋

フ
密良 橙 5YR6/6 1/3 

29 OlHI 2 A-C6 土9酎器 椀 SH4 110 5' 
口縁邪ヨコ＋デ k 外面指オサエ後ナデ、内面ナデ，底部

や；良 浅贄橙 15YR8/4 1/2 
ケズリ

30 り3H3 3 E-Q 10 .ti!" 椀 SH4 ll l 51 ナデの後オサエ、底部外団にケズリ lll 並 橙 5VR6/6 2/3 

31 OSHl ? A-C6 上抒儲 高杯 SH4 13 2 103 
底部径 ナn縁デ郎ヨコナデ，体部ナデ、脚柱状部面取り、端部ヨコ ゃ粗ゃ 並 橙 7lYR6/8 

脚部

82 1/2欠損

32 032-02 3 HlO 土師翡 高杯 SH4 "' ナデ、オサエ 密良
橙 5YR6/6 杯部

灰寅褐 !OYR 4/2 1/3 

33 035-01 2 A-C6 土師討 高杯 SH4 "3 ナデ、脚接合部外団工兵ナデ や:並 橙 1!YR 6/6 椀胸部部 完欠形損 粗製

H 03H2 2 A-C6 ±師甜 裏杯 SH4 (1 01 
底部径

ナデ、脚部外面工具ナデ や；並 壇 5YR6/8
底郎

g 0 1/3 

'.lS 032―り］ 3 Hlり 士"謂 高杯 SH4 
底部搭

ナデ｀オサエ｀内面シポリ痕 粗良 橙 5YR6/8

” 
13' 

36 03H2 l A-C6 土"器 台付甕 SH4 110 213 
底部径 i 5 口縁部ヨつナデ、外面ナナメハケ 下部ケズ']内面ナ や密や 並 浅賃橙 1 IYR 8/3 1/3 
体部最大径 l i 0 デ｀脚部外oo-tデ 内面ナデ、靖部オサユ

31 OJl-02 2 A-C6 土師諄 台付甕 SH4 150 
体部最大径 口縁部ヨつナデ、外面ナナメハケ 下部ケズ＇） 内面工 や粗ゃ 並 にぷい賃橙 10YR7/3 1/3 
151 呉ナデ

3S 028-01 1 A-C6 土師蒻 台付甕 SH4 120 
体郎長大径

口縁部ヨ::Jナデ、外面ナナメハケ 内面オサエの後ナデ や粗ゃ 良 外内 浅淡橙苗橙5↑YRIY8R/84 /3 〇1縁/部2 
155 

H O'.lH~ 2 A-C6 土師器 台I寸甕 SH4 "' 口縁部ヨコナデ、外面ナナメハケ 内面ナデ や粗や 笠 にぷい橙 1 5YR7/4 口1縁/郎4 

io 02H'.l 2 A-C6 土II器 台付甕 SH4 150 口縁部ヨコナデ｀外面ナナメハケ 内面ナデ、 や粗ゃ 良 浅欝橙 1 5YR8/4 
口縁部

1/5 

11 01Hl 2 A-Cti 土師器 台付甕 SH4 138 1g 9) 体部最大径
口縁部ヨコナデ、外面ケズ')後Iヽ ケ` 内OOナデ 誓良

外薫褐 IOYR3/1 n縁部
18 l 内浅貫橙 10YR8/4 1/4 

0 029-02 2 A-C6 土師器 台付甕 SH4 130 (9り） 口縁郎ヨコナデ、外面ナナメハケ 内OO工具ナデ 粗 やや 外灰褐 l5YR5/2 口縁節 3/4 
不良 内浅貧橙 15YR 8/4 体郎 t/3 

n 03H2 3 !-QlO 土9両器 台付甕 SH4 11, 口縁部内面及び外面）¥'7''内面工具ナデ や阻ゃ 並 淡賃 l !Y 8/3 
口縁船 体郎外面にハケの後欅伏工具による沈

1/5 線が 1条あり

り1 0 J l O l 2 A C6 t!i甜 台(,t甕 SH4 "5 口縁部ヨコ＋デ、外面ナナメ）1ケ 内面ナデ や；並 にぶい賞慢 IOYR7/4 口1縁/部4 

0 036 0 I 2 A C6 HI甜 台I寸甕 SH4 110 口縁部ヨコナデ、外面＋ナメハケ 内面ナデ や；並 にぷい貫檀 IりYR7/4
n縁邸
3/8 

H 030 02 2 A-C 6 ± 師甜 台／寸甕 SIi 4 Ill, 6) 18 6) 底... 邪径 外面ケズリ後Jiケ 内面ナデ、脚部ナデ 密やや にぷい霞橙 !OYR7/3 脚部 9/10 体郎内団のナデが丁寧であり、台付き
不良 体部 l /10 椀の可能性有り

0 りH 05 1 A-C! I師甜 台付甕 SH4 底部径 外面＋ナメハケ、内面ナデ、脚部外面＋デ 内面ナデ、 や粗ゃ 並 にぶい費橙 IOYR7/4 
慮郎,, 

端部オサエ 完形

H 033 01 3 ! Q l 0 t師器 台｛寸聾 SH4 底駆径
外面ハケの後ナデ、内面ナデ lll 並 浅貫橙 10YR8/4 脚部のみ 台｛寸鉢の可能性あり103 

l9 032 01 2 A-C6 ナ師器 台｛寸甕 5H4 (2 3 01 底9郎.6径 外面ナナメハケ 下部ケズリ、内団工具ナデ、脚部ナデ や；並 浅賃橙 ↑ 5YR8/3 4/5 口縁部を欠く

50 OlHl 3 ! ―m 土"器 台（寸甕 SH4 
底郡径 外面ナナメ）1ケ 下郷ケズリ、内面工具ナデり脚那外閃

や粗や 並 にぷい費橙 IOYR7/4 底部
105 ナデ 内面ナデ、端部オサエ、ナデ 灰貧褐 IOYR4/2 完形

H OJ! 02 3 ! QlO 士"器 台I寸甕 SH4 底部径 下部ケズリ、内面工戻ナデ、脚部外面ナデ 内団ナデ、 や密や 並 にぶい橙 2 5YR7/3 脚郎のみ
63 端郎ナデ

52 03H '2  A-C6 土"器 台付甕 SH4 
底部径 外面下部ケズ＇），内面ナデ、脚邪工具＋デ 内面ナデ， や粗ゃ 並 浅贄橙 lOYR 8/3 絢部
IOO 端郎折り返しの後ナデ 完形

5 3 0 3りー0'3  ［ーり10 H, 謂 董 SH4 IOI 1J' 体部最大径
ナデ、外面ケズリ や組や 並 にぶい檀 1 SYR?/4 完形 黒斑あり

"8 

54 03H I 1 A-C6 土師器 鉢 SH4 31' I 15 I) 
体邪最大径

口縁部ヨコナデ、外面ナナメハケ 内面工具ナデ 密良 浅贄橙 lOYRS/4 
口縁部

330 1/5 

55 033 01 2 A C! t師器 壼 SH4 "' 136 01 
体郎最大径 口縁部ヨコナ—r、体肩部タテ）＼ケ ヨコ）＼ケ、下半部ケt並 にぷい橙 2 !YR7/4 4/5 

働描自犠嶋

"' ズリ 底郎を欠く

56 o 3 2 a J 3 Hlり 土師甜 馳 SH4 底部径
ケズリの後オサエ、内閲工兵ナデ 粗良 灰費褐 10YR4/2 

底郁
9 0 1/2 

l1 O:ll 03 3 R―QIO 士師器 にわ？士器 SH4 
底部径

ナデ、オサエ や；笠 にぷい罠祖 l0YR7/4 底部のみ,, 

第 1表 出士遺物観察表E区 (1)
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慰告 覺録
悶 地区名 種類 討項 出土遺構 口径 諄高 その他

駒整 技法の特徴 胎土 焼成 色翻 残存度 II考暑号 暑号 lcml '"' [cm f) 

Si OIH2 2 A-C~ 須恵諄 蓋
SH6 

ロクロナデ 密良 灰 1SY 6/ l 小片

" 
S9 OIH2 2 A-C9 土師器 椀

SH6 

"' '' n縁部ヨコナデ｀外面ケズリ 内面ナデ
やや やや

にぷい橙 7 5YR7/4 ほぼ完形 外面に黒斑有り3 粗 不良

fiO OlHl 2 A-C9 土師甜 高杯
SH6 

"' 
,, 底1部00径 杯端部ヨコナデ、外面下部ケズ＇）、内面ナデ｀胸部外面 やや

前橙 5YR6/8 11底縁部部 11//6 3 

" タテハケの後タテナデ 粗

61 006-01 1 A-C9 上師討 高杯
SH6 

"a 116 底部径 日縁部ヨつナデ、杯部外面オサエ ナデ、脚部外OO工具
粗並 橙 5YR6/8 口底緑部部 21//3 3 3' 9 2 ナデ、内面シボリ痕｀脚硝部ヨコナデ

~2 OtHi 2 A-C9 土師器 高杯
SH, 

"' 119 
底部径 外固内面ナデ 脚部外面タテ/¥'Tの後タテナデ、内面シ

粗並 明赤渇 5YR5/8 
ロ緑部

22 91 ポリ痕、端部ヨコナデ 1/2 

63 01H3 1 A C9 tll!! 高杯
SH6 

13 9 12 l 
底部径 外面内面ナデ 脚部外OOタテJ¥l'fの後タテ＋デ、内面シ やや

良橙 75YR6/6 
ロ紐部

11 9' ポリ痕端部ナデ 密 1/3 

61 DlH3 1 A-C9 土9屈諄 椀
SH6 

"8 ョコナデ
やや
並明赤渇 5YR5/8

ロ舷部
外面に黒斑あり20 粗 1/4 

6! 008-02 2 A C 9 土師甜 椀
SH6 

13 0 口縁部ヨコナデ｀体郁ナデ
やや
並にふい賃橙 l~YR7/4 

口縁部
高杯の可能性もある18 粗 1/2 

H 05H3 1 A 土9而甜 高杯 SH 6 不明瞭
やや
並買擾 15YR7/8 脚邸片 二方向透孔（円形）粗

61 り0504 2 A-Ci 土Ii甜 高杯
SH 6 底部径

外面ナデ 内面ナデ、脚端邸ヨコナデ 粗並 にぷい橙 5YR7/4 
脚郎のみ

38 7 I 2/5 

68 Ol6 04 l A-Cり 士Ii諄 畳
SH6 

80 80 
体郎最大径

口縁部オサ工、外面ケズ，) 不厠整、内面ナデ
やや
並にぷい賃橙 10YR7/4 

口縁部
内面全体が黒色33 08 粗 ，，すか

69 02HI 2 A 0 t"器 甕
SH6 

110 
体部最大径 口縁部外面ヨコナデ 内面ヨヨハケ、体部外面ナナメハ

坦並 にぷい費橙 l0YR7/4 
口縁部

床団直.L 22' ケ内面ケズ 1) 7/8 

70 006 OJ 2 A C9 土"器 壼
SH6 

1Gり ヨコ＋デ やや
並にぷい橙 t紅 R6/4 口縁部

一部に黒斑あり

" 密 1/3 

1 l O 15 0 3 1 A-C9 土"器 壼
SH6 ,, 

ヨコ＋デ
やや
笠橙 5YR6/8 ロほ部

31 密 1/G 

12 008 al l A-C9 土師甜 壼
SH6 

13 0 口縁部ヨコナデ、外面ハケ、内閲ナデ
やや 並 外にぷい貫橙 IOYR7/4 口縁邪

" 密 内黒渇 10VR3/1 1/4 

1J O I 8 01 l A-C9 土"器 台付璽
SH6 

18 (12 01 
伍部最大社 ナ口縁ナ部メハヨコケナデ内、面外ナ面デナナメハケ 内面ナデ 脚部外面 やや 良 灰にぷ貫い褐橙IOY15RYSR/72 /3 2/3 内団に接合痕あり22 101 密

11 01~-oi l A-C9 土"摺 台付甕
SH6 

111 口縁部.3コナデ、外図ナナメハケ 内面ナデ
やや
並橙 75YR 6/6 

口縁部

" 粗 1/4 

75 O¥Hl 2 H9  土師翡 台付甕
SH6 

1'1 277 体部底最部大径径 82 3 2 3 Iデ"-"の"後ケコ"ズ T•) ァ、.ヽ』、オ..心サ'エ-7、脚部ハ外面ハケロの,後,"ナデ"、内」匹面ナi やや 並にぷい貫橙 lOYR 6/4 口緑底部部 完1/形10 
" 粗

7! D 17-0 t 2 H9  土師器 台（寸甕 SH6 151 "2  体部底最部大径径 925 2 8 
口縁部ヨコナデ、外面ナナメ／＼ケ 下部ケズ広内面ナ やや

並浅費橙 75YR8/3
口縁部 わずか

21 デ 脚部外面オサエの後ナデ 内面ナデり端部折り返し 困 底邪完形

71 0 0'l-0 l l H9  土師翡 台（寸甕 SH6 

"' (19 5) 体部最大径
口縁部ヨコナデ、外面ナナメハケ、内OOナデ やや

並にぷい貫橙 l0YR7/4 
ロ縁部

口縁OOに強いヨコナデ19 117 粗 1/2 

7 s o a 9-a 2 2 H9  土師器 台付甕 SH6 ll 0 体部最大径
ロ縁部':'l:Jナデ 外面ナナメハケ 内面ナデ やや

並にぷい賃橙 IOYR?/4 
口縁部

粘±接合痕が明暉18 

"' 粗 1/4 

79 ODH2 2 A-C 9 上師甜 台付甕
SH 6 

"' I 12 21 
体部最大径

口縁部ヨコナデ｀外面ナナメハケ、内面＋デ
やや
並 にぷい貫橙 1 5YR7/4 

口縁榔
ロ縁部に強いヨコナデIi 

"' Ill 1/3 

!O OIHI 2 A-C9 上師蒻 台付甕
SH 6 

"' 500 
底部径 ! I 0 ~デ-｀べ細,部-外-TOOTハ,ケ,_の_後ナ,デ M,iooナデ、_、屹,部;,折•」、り"返如しの9 やや やや 浅費橙 !OYR8/3 口緯晋

口縁邪の一部を欠損" 体部最大径 28 J 往 良 2/5 

11 m-01 2 A C9 土"甜 台｛寸甕
SH 6 111 311 体底郎最部径大径1021,0 

ロ縁部ヨコナデ外面ナナメ,,ケ、内面ナデ オサエ， やや
並 iこぷい費橙 7 5YR7/3 3/5 口緑部に強いヨコナデ2 脚部外面Jヽ ケの後ナデ 内面ナデ 祖

82 013-01 2 A・C9 土Bl翡 台付甕 SH6 150 12 9 l) 体部最大径 口縁部ヨコナデ｀外面ナナメ,,ケ、下部ケズ，） 'i.l.J面十 やや
並 外内 橙明褐11 5R !Y6/R6 5/6 3/S 脚部を欠損31 251 デ 粗

n 0.2 01 2 A・C9 土師翡 台付甕 SH6 161 325 体底部最部径大径II"0 ' 
デ-日、臓口・部-外-面アオサ、パエ、 ナ9 ナデメ， が内面オサ9エ心、 ナ,戸.,、 端9』-部ナ・ やや

並にぷい橙 10YR7/3
口縁邸 1/3 

4 粗 底部完形

81 OlHt l A-C9 土師霧 台（寸甕
SH6 

110 体部最大径 口縁部ヨコナデ、外団ナナメ Jヽケ T郎ケズリ、内面仮 や粗ゃ 並 にぷい橙 ↑ 5YR6/4 口縫部
20 l6' 状エ只によるナデ、外OO肩部にヨコ）1ケ一条 1/6 

85 OlHl 2 A-C9 土師翡 台付甕 SH6 150 口縁部ヨコナデ、外面ナナメJ¥ケ 内面＋デ ゃ粗や 並 にぷい橙 7 5YR7/4 
ロ縁邸 Iii'部にヘラ状T具による沈線が 1条あ

18 1/8 り

86 OOHI 2 A-C9 上師譜 台I寸甕
SH6 

"' 口縁部ヨコナデ、外面ナナメ/Iグ、内面ナデ やや
並にぷい橙 75YR7/4 〇縁部

U緑部に強いヨコナデl6 粗 l/6 

R1 006-01 l A~C9 土閲謂 台（す甕
SHO 

15' 口縁部ヨコナデ｀外面ナナメ/Iグ 内面ナデ や粗ゃ 並 浅賃橙 IOYR8/.1 D鍼部
35 2/3 

88 OOHI I A-C9 土"猜 台付聾
SH6 底部径 10 l 

外デ、面端ナ部ナ折メハりケ還、し内の後面ナナデデ、 脚部外閃ナデ 内面工兵ナ ゃ粗や 芯 にぷい橙 7 5YR7/4 
体下半部 1/ 

1 体郎最大径 2 6 a 4 底邪完形

H OIH1 2 A-C9 土師器 台（寸甕
SH6 

12'.lり）
底部径 11 3 外面ナナメハケの後ケズリ 内面ナデ'J1J部外面ナデ や粗や 並 じぷい費橙 IOYR7/3 7/8 肩部以上を欠損

21 体部最大径い？ 端部折り返しの後ヨつナデ 底部完形 折り返しを丁軍に消す

~O OIHl 2 A-C9 土"" 台付甕
SH6 底郎径 11 a 

外ナ面デ`ナ端ナ部メハ折ケり返下し部の後ケズヨコリ、ナ内デ面ナデ、 脚部外面ヨコ ゃ密や 並 にぶい賃橙 10YR6/4 
3/4 

体膚部以下完存5 体部最大径 2 B 8 底部完形

it 02Hl 2 A-C9 土9雨柑 台付甕
SH6 

m 1i 
底酪径 !1 0 口縁部ヨコナデ、外団ナナメJ¥ケ 下部ケズ＇）、内 OOナ や誼や 並 にぷい贄橙 10YR7/3 1/:J 

口縁部を欠く9 体部最大径 バ iデ、脚部外Illオサエ、ナデ 内距ナヂ喘部折り返し 底部完形

9 2 0りH2 1~-C9 土師舘 台付甕
SH6 底部径 外工面，端ナナ部折メハり返ケ、し内の後固ナナデデ、榔部外OOナデ 内面オサ ゃ粗や 並 にぷい橙 1 5YR 6/4 底部
1 g' 2/3 

93 OOH! 2 A-C 9 土"難 台付甕
SH6 医部径 下蔀外薗ケズリ、内固ナデ、脚部外面ヨコナデ、哨郎折 や粗や 並 にぷい橙 1 5YR7/4 1/8 13 110 り返しの後ヨコナデ

91 OOH3 2 A -C9 土"" 台I寸甕
SH6 底郎径 脚部外面ナナメハケの後ナデ｀内面ナデ、端部祈り返し

粗並 にぷい橙 5YR7/4 台邪
脚高部内面に指オサエ" lO I の後オサエ 完形

95 OOH1 2 A・C! .i師諄 台付聾
SH 6 底部径 脚邪外iffiナナメハケの後ナデ、内面オサエ ナデ｀靖部 や粗ゃ 茄 にぷい褐 7 JYR 6/3 台部

脚端部内面に指オサエ" IOO 折り返しの後オサエ ナデ 完形

96 OOH1 2 A-0 土師討 台（寸甕
SH 6 

16 ll 
底部径 脚折部外面ナナメハケの後ナデ、内面指圧の後ナデ、端部 や祖ゃ 並 にぷい橙 7 5YR7/4 台部

" 110 り返し、ナデ｀オサエ 1/2 

i1 OtH2 1 H9  土"器 鉢
SH6 

31 I 体部最大径
口縁部ヨコナデ、外面J¥ケ 内面ナデ や粗ゃ 並 にぷい貧橙 l0YH7/4 口縁部

31 31 J 1/8 

98 りJH! 2 A-Cg 土II甜 鉢
SH6 

"' 口縁郎ヨつナデ｀外OO"ケ｀内面ナデ や密や 並 にぷい貫橙 IDYR7/4 口1緑/部6 33 

99 OOH! 2 A-Ci 士II甜 鉢
SH6 ←ヽ 外団J¥ケ、内面ナデ

な並 灰羨褐 lOYRS/2 小片" 
I 00 0 I 6 -りi 2 A-C9 士II甜 鉢

SH 6 
日縁郁ヨコナデ、外面ナナメ）＼ケ 内面ナデ な埜 にぷい橙 ？バ'R7 /4 小片

" 
101 03Hl 1 A C9 土"翡 壼 SH4 16' JJl 体部底最部大径径 83g 0 J 

口縁部ヨコナデ、体肩邪タテハケ ヨコハケ、 F半部ケ
や；笠 にぷい橙 ↑ lYR7/4 2/5 

体部中央を欠く
ズリ 蜀描き横線

j り 2•J"1 :11 1 A C9 士9眉甜 畳
SH6 

"0  口縁部ヨコナデ，体部＋デ や密や 笠 iこぷい貫橙 IOYR?/4 
口縁部

32 
1/4 

103 020-01 2 A C9 土師猜 壼
SH6 

12i I) 体部底最部大径径 y31 1 ,¥ 体部外面ケズリ 内面＋デ 誓並 にぷい橙 ↑ 5YR7/4 4/5 口縁部 屑部を欠く7 

10り00 I・ りl l A C9 土統謂 壼
SH6 

116 S) 底部径
体部外厠タテハケの後下部にケズ，)、内面ナデ 誓並

外"即開 ： ： 01月こぷ侵収い賃橙'IOK YR/ 7/ 体部下半，底邪
粘体部士接外合面環にあ黒斑りあり12 '1 完形

!05 001-03 2 A-C9 士師請 壼
SH6 

"9 ナデ ゃ祖や 並 檀 lSYR 6/6 口縁部
精口縁製土ト一討部に刺突文21 

1/5 

tO~00 l-03 l A C9 士Ii器 畳？
SH6 

タテハケ や粗や 並 にぷい貫慢 lOYR 7 /3 10cm四方の破片 慣Iii書き沈線、饗状工具による卵J突ll 

長さ 2 I 
!07 038-01 2 A-C9 る製品 管玉 SH6 径 06 没雑

穴径02 

10s on oi 2 H2  須恵討 杯身 SH8 ロク Eナデ ゃ；良 褐灰 IOYRil/1 小片

109 03H3 ]>-Lt 須恵諄 磁 Sii 8 体部最大径
ロクロナデ、 nクロケズリの後1Jキメ、齋lJ突、スカシIL 密；） 灰白 N7/0 

体部
/! I": 一部外面と体下部内閲に自然釉110 

2/3 

110 011-0S l B-rl 土師牡 椀 SH8 11, ,, 口縁部ヨコナデ｀体部ナデ｀体下部ケズリ ゞ並 にぷい橙 75YR7/4 完形 穿孔あり

lll 028-02 3 !-し5 土師討 擦 SH8 II 0 ナデ、ケズリ 粗笠 橙 15YR7/6 口縁部

2/5 

112 rn―〇 I 2 B-F2 土9月諄 高杯 SH8 1, 1 15 0) ナデ、下部ケズリ や距ゃ 笠 橙 5YR6/8 杯部

1/2 

113 013-01 1 H8  土的器 高杯 SHS 13り 風化著しく不明 粗屯 橙 75YR6/6 

lH DlHI 1 H1  土師器 高杯 SH8 、- 底部径
脚部紅方向のナデ｀蛸邪ヨコ＋デ、内面ナデ

やややや
浅賃橙 1 5YR 8/3 1脚/部5 5 I 粗不良

第 2表 出土遺物観察表E区 (2)
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報告 登鎮 II査
地区名 種類 器種 出t遺構

口格 器高 その他
霞整枝法の特徴 胎土 焼成 色謂 残存度 膚考

暑号 暑号 次散 '"' '"' 1cm (] 

115 016 Di 2 B f2 t師器 高杯 SHB 16 71 
旺部径

脚柱状部面取り、端部ヨコナデ 粗良
外内 にぶい費橙 IOYR 7 /-1 

4脚/部5 g' 黒 l0YR2/1 

116 0 21-02 3 !-L5 土"甜 高杯 SH8 ヽ 底部得
ョコナデ 柱状部面取りナデ 粗並 橙 5YR6/6 1脚/部2 

8' 

117 021-03 1~-Ll 士9屈柑 高杯 SH8 
底部径

ョコナデ、柱状部面取りナデ、ハケメ
やや
並橙 5YR6/6 3脚/部4 

'' 粗

111 rn-01 2 B-f2 ヤ師器 高杯 SHB (6 Tl 
底部径

脚部絞方向のナデ 堵部ヨコナデ、内面ナデ
やや
良橙 5YR6/8 J脚/邪2 ,, 粗

119 OSHJ 2 B-12 士師甜 高杯 SH6 (B 01 
衰邪径

脚柱状邸面収り｀端節ヨコナデ
やや
並橙 5YR6/6 1脚/部6 

"' 粗

120 rn-り4 2 B-n 土"器 -~fi7士器 SH8 10 体躯'最8大径 口縫部ヨコナデ、体部ナデ
やや
並灰白 Z!Yll.8/2 1/2 ；こt汀上討

密

121 05Hl 2 H3  土師翡 壼 SH8 ,, 11 5) 風化のため顆整不明 粗笹 橙 5YR7/8
膚部以上

2/3 

1?2 00-0 I ! H2  土闘儲 '"」" SH8 116 (l 9) ヨコナデ 密 やや にぷい貫橙 lnYR?/4 
口縁部

不良 1/8 

113 02H1 3 〖ーし 6 土e,牲 台付甕 SH8 "5 "' 体部底最邪大径径 9録g？ 
D縁部ヨコナデ、外面＋ナメハク 下邪ケズ＇）、内 OOナ

粗並 にぷい貫橙 IOYR 7 /.1 口底縁部邪 l2//3 3 
デ｀胴部外団ナデ 内面ナデ，端部オサエ、ナデ

12! OH QI 2 B n 土"器 台付甕 SHS I<' 325 体底部最部径大径lD 2S 8 3 デ口縁、郎脚郁ヨ外コナ面デナ、デ外面内面ナナナデメハ、端ケ部下オサ部ケエズナ1） 、デ内面ナ
やや
良 Iぶい澄 7 iYR7/3 口江緑部那31//150 

粗

l25 V3HI 3 HS  上師蒻 台I寸甕 SH 8 ll6 
体部最大径 口縁部ヨコナデ｀外面ナナメハケ 下部ケズリり内面ナ やや 並にぷい貧橙 IDYR7/4 

□縁部

210 デ 粗 小片

126 0 Iり-0l 1 B-fl ±師甜 台付甕 SH8 1, 2 口縁部ヨコ＋デ｀外面＋ナメJ¥ケ V-100工具十ヂ
やや
良 にふい坦 SYR7/4 

口縁郎

祖 1/3 

121 OIH2 2 B-Fl 土"甜 台付甕 SH8 IS 8 口縁部ヨコナデ、外面ナナメハケ ~J面ナデ 粗良 浅費橙 ↑ 5YR8/3 
D縁郎
1/3 

118 04H1 2 B-f2 上師摺 台｛寸甕 SHS "8 u縁部ヨコナデ、外面ナナメ）＼ケ 内面 r只ナデ
やや やや

にぷい費橙 10YR7/3 
口繰郎

粗 不良 1/4 

129 O!Hl l H¥3 上9厄器 台付甕 SHS 112 (7り1 n縁部ヨコナデ、外面ナナメハケ 内面ナデ
やや やや

じぷい澄 5YR7/4 
口籍部

粗 不良 1/3 

tJO 029-01 J E-L! 土師器 台付甕 SH8 161 
体部最大径

ヨコナデ、外国ナナメ )¥'J'' 内団オサエ｀ナデ
やや
並浅賃橙 15YR8/3 口体縁部部 19 //2 10 

"' 粗

131 00-03 I B-F2 土膊柑 台付甕 SH8 16 61 
ぼ部径

下部ケズリ、脚端部指オサエ後ナデ 外図工兵ナデ 密 やや 浅費橙 !OYR 8/3 底台部部 51 //4 6 ,, 不良

¥32 OH 03 2 B Y2 t師甜 台付甕 SH8 
底部径

端部折り返し ヨつナデ、他は風化蜻しく不0月 紺 やや 浅費橙 IOYR 8/3 
台部,,, 不● 完形

tJJ 04HJ 2 B-n tll器 台付甕 SH8 
底部澤

某部ヨコナデ端部折り返しオサエ ナデ
やや
良灰褐↑ 5YR5/2 

台部
9 D 粗 3/5 

111 027 Dl 3 I L 5 HI器 壷 SH8 156 
体部最大悴

口縁部ヨコナデ、オサエ ナデ
やや
並にぷい黄橙 10YR7/4 

形＂”．ヽ-体,部.,.ヽ1L 
粘土接合痕が残る

'22 棺

135 on OJ 2 B Fl ±栢器 甑 SH8 ナデ 粗 やや
不只
浅寅橙 1 5YR8/4 ll"H 

136 038 OS 2 6i'2 ら製品 flモ SH 8 径 0' にぷい渇 1 5YR5/3 穴径 ,, 

131 rn ai 1 B Y 2 石製品 日玉 SH8 
径 06

にぷい黄褐 IOYR5/3 
穴径 02 

1H oai H J I N 1 土"" 椀 SHU 111 0 0 こー 口縁部ヨコナデ 体部外面ゲズリの後オサ I- 十デ 内
粗笠 橙 SY且6/6

口縁部

面ナデ 1/3 

13りDH04 J ! 011 士師諄 高杯 SHり し—
底部径

ナデ 粗笹 橙 5Y7/8
脚部

1J 5 一部残

I 10 015 0 l 3 i rn 土師" 台付甕 SHH 111 110 
底部径 6 1 口縁部ヨコナデ、体部外面ナナメJ¥ゲ 下部ケズ＇）` 内 や祖や 並 橙↑ lY 7 /6 

口縁部 1/3 
体部最大径 I J 8 面ナデ｀脚部外面ナデ 内面オサエ 脚部完形

li I 041 03 3 ! 0 l l t師甜 台付甕 SHH 
底邪径

ナデ、オサエ や粗や 'tr. 浅費橙 10YR8/4 
腋部

,o 完形

111 aり102 3 R O l 1 ＋師器 合1寸甕 SH札 底躯径
ナデ や；笠 浅貫橙 1 lYRR/4 

脚部
88 完形

lU m 01 3 ! 17 須恵甜 高杯 SHU 115 体郁外面に槽i書ぎ波状文、 0ク0ナデ 密並 灰白 5Y7/I 
口縁邪

大和高杯
1/8 

Iii 02Hl 3 E-H 士81柑 高杯 SHU 135 111 
底部径

ナデ，柱部面取りM-f"デ、内面シボリ濱 や密や 並 にぷい橙 1 SYR 6/4 杯脚部部 11 //J 2 

'' 
10 IQJ nl J£-JS t!I甜 台I寸甕 SH↓ I 1,, 体部最大径

口縁邪ヨコナデ、体郎外00/¥IT、同内面ナデ 粗並 にぷい閂橙 IQYR 7 /2 口縁部
116 少量欠く

1u on 01 3 H5 須恵謂 杯蛋 SHH 150 0クロ＋デ、外面上部tJクロケズリ や密や 並 灰 5Y5/1
Oli引
1/7 

1n au-Oi 3 !-GS 須恵器 杯身 SHH l t !---I l 2 ,. 口クロナデ、外団下部ヘラ切り や密や 良 灰 1SY 5/1 
口縁邪

ほ部にヽ己う記号
2/3 

148 04!-0l 3 !-G6 須恵甜 高杯蓋 SHH I t 1 ,._ I 2 2 51 口クロナデ、外団上郁ロクロケズリ や密や 良 灰貧 2 5Y 7 /2 
nliOO 
冗形

IU W ー0I J P・G5 須恵器 高" S H49 
底蔀径

ロクロナデK カキメ、三万スカシ 密良 灰白 N7/0 小片 透孔
9 8 

15n llJi-Dl 3 !-G 5 項恵甜 高杯 SHU 
底那径

ロクロナデ、カキメ、―→ぢスカシ 密良 灰白 N7/0 ,, 片ヽ 透孔
'0 

IS! DH-04 J 1-G l 士師器 高杯 SHU 底部径
ナデ、脚端部ヨコナデ 恒並 橙 5YR6/6

2 呼3 大型魔杯Jl 0 

152 OH 05 3 ! G 6 七"器 .. s ll l i 13 9 ＋デ、外面贋蔀ハケ ゃ；並 にぶい貧橙 10YR7/4 口1縁/部6 

151 Hl 05 3 < ~6 .:t肘器 壷 SH代 底部径
ナデ、ケズリ な良 にぶい貫橙 1 5YR7/4 底部のみ8) 

151 ma2 J ! ~ £ tll器 台（寸甕 SH 40 "6  
体部最大径 口縁邪ヨコナデ、体部外面ナナメハケ 下部ケズリ勺内

: 並 1こぷい賃橙 IりYR7/4 1体/部8 

"' 面ナデ

155 り4H3 '.l l―GS 士..器 泊 SHU "1 u縁部ヨコナデ｀外団）＼ケ、内団ナデ 粗並 にぷい賃橙 1DYR6/3 
口縁部

1/3 

156 OU Ol 3 H-G 6 土"" 台I寸甕 S HO 
底部径

外閲)¥ケの後ナデ、ケズリ｀内団ナデ、脚部ナデ 粗並 淡貫 2 5Y8/4 
屑部以上

貯薦穴出土

'' 欠潰

1.11 IIH! 3 H-R I 1 土師器 椀 SHl8 II 0 '35 ナデ、ケズリ や粗や 苅 1こぶい橙 7 5YR7/4 
口縁郎
1/2 

118 15H5 3 H-Ul 土飼II 椀 SH伐 12 0 ,1 ナデケズリ や；芯 にぷい橙 5YR7/4 ロ3縁/部8 

W 1511-0l 3 H-~14 土"諄 台｛寸甕 S H$8 "' 口縁部ヨコナデ｀外OOハケ、内面ナデ や；並 浅賃橙 IOYR8/3 口1縁/部5 

160 15HI J H・RIり 土9原翡 台I寸甕 S H5! 168 口縁部ヨコナデ、外面ハケ｀内面＋デ や；並 灰貫渇 tOYR 6/2 
口縁罰
わずか

161 0¥0-01 l Ml6 須恵諄 杯董 SHH 110 '2 ロクロナデ、ロクロケズリ 密 やや
不良
にぷい費橙 1DYR 7 /3 2/.1 

!62 010-02 3 H-lf 16 須恵器 杯墓 S H51 130 ,o ロクロナデ、ロクロケズ＇）
やややや

灰白 5 Y 7 /2 1/2 t—謂 F 窃克、ロクロは時計回り
粗不良

163 m-o 3 3 H-W16 須恵甜 杯身 SHS1 9 8 '' ロクロナデ、ロク tlケズ')
やややや

淡霞 2 lY 8/3 1/2 
粗不良

¥6l 012 0 I 3 り ~16 須烹器 杯身 SH52 '°' 
,, ロクロナデ、 nクnケズリ や粗や 笠 灰 5Y6/l

口縁部
土器正立時｀ロクロは時寸回り

2/.1 

¥6S 010 0 I 3 H-~16 頌窓啓 甕 SH拉 2り8 ロ緑部 頸部tiクロナデ｀体部外OOタタキ 内面ナデ
やややや

灰黄 2 5Y 5/1 
口縁郭

密不良 1/6 

16 6 11 lりI J りー ~16 土師甜 椀 SHH 115 ナデ、ケズリ や粗や 笠 橙 2!YR 6/ti 
□縁駆
2/3 

l6T 011-0 I 3 りー ~16 土師器 梵 SHH 132 '9 口縁部 体部内面ヨコナデ｀体部外面オサエの後ナデ
やややや

浅貫橙 J(,YR 8/3 
ロ縁部

粗不良 1/3 

m 011-0 'J  りー ~16 土"器 梵 SHS2 110 l l ロ鍼部 体部内OOヨコナデ｀体部外由横方向のケズリの やややや ffl l iYR 7 /6 口縁音
後ナデ 密不良 1/2 

m Oll-0 '' H ー ~l6 土師器 高杯 SH52 "8 口絨部ヨコナデ、体部ナデ や粗や 芯 橙 1lYR7/6
杯照のみ

1/2 

絞墳 l l 8 
や粗や 亜110 0 0 7 D I 3 H ー ~16 士製品 ±,. S HS2 "8 浅買橙 IOYR8/3 頭部

厚さ S 8 

111 O!H 1'  HーWl6 士師器 笥 SH氾 115 SI n縁部ヨコナデ、体部内面ナデ、外面オサエ、底部ナデ 〗ゃ並 橙 5YR6/6 完形
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報；；； 登録 綱傘
地区名 "類 器!I 出土遺構 口径 器高 その他

罰整 技法の特徴 胎土 焼成 色翻 残存度 傭考番号 番号 次数 '"' (c,( lcr.i ,1 

112 011 OJ 3 りーWI! 土"" 椀 SH52 113 51 〇緑部ヨコナデ、体邸内面ナデ｀外面オサエの後ナデ， やや
並浅費憧↑ 5YR 8/6 完形底部ナデ 粗

'" りll-03 3 H WI! 土"" 碗 SH51 161 ,, 〇縁部 体部内面ョコナデ｀体邪外面オサエの後ナデ、 やや やや
外内 ： 橙橙 2 5 Y5 YRR7 6//f 6 完形 粘土板の合わせ目が闊着に残る粘土合わせ痕明瞭 粗 不良

IH 191-D! 3 H~16 士師器 台付甕 SH 52 110 "2 体祁底最部大径径 615 2 I ロ縁部ヨコナデ｀外面/\~八内面ナデ やや
笠橙 1!YR 7/6 翌粗

115 1~1 ーり！ 3 り一 ~15 土師器 台付甕 S H52 "' "' 体部墨晨部大径径 9.521.l ロ緑部ヨコナデ、外面ハケ｀内面ナデ
やや
笙浅黄橙 lOYRfl/3 口底縁部部 11//3 2 外面に煤が付着粗

116 119 0 I 3 H-W I 6 土"器 白付甕 S H52 16 0 337 体底部部最径大径JO汎02 口縁部ヨコナデ、外面ハケ、ケズリ、内面ナデ やや
並にぷい賞橙 IDYR7/4 111/緑部5 粗

l↑ 1 l l 3 0 I 3 H・1'I 6 土"器 台付甕 SHH 16 I 口縁郁ヨコナデ、外面/Iケ、内面工具ナデ
やや
亜浅買橙 10YR8/4 111/縁邸4 

密

118 191-DZ J Hー情16 土師器 台（寸甕 SHl2 底部径
外面工只ナデ、内面ナデ やや 並 にぷい貫橙 IOYR7/2 底部

JO I 粗 渇灰 10YR5/1 完形

119 lH 01 J H・W16 土師甜 壷 SH泣 "' 口縁部ヨコナデ、外面J¥ケ、内面ナデ、オサエ
やや
埜浅貰橙 1lYR 8/3 I1I緑/部2 I!! 

180 1SH2 3~. 柑16 石器 こね石 SH52 

1<l ¥51-03 3 H・U¥5 土9『柑 高杯 Silぶl 125 摩滅著しく、調整不明 粗並
萌笏褐 5YR5/6 口縁部
橙 5YR6/8 2/.1 

in l8H2 3 H!5 七"柑 台I寸甕 S H53 170 33 3 体底部部最径大径1a訂1i 〇縁部ヨコナデ、外団ハケ ケズ＇) 内OOナデ やや
並にぷい褐 7SYR 6/3 

口縁部 1/2 
密 底部完形

l!J 1.12-0l 3 H-Tl5 土師器 台｛寸聾 SH 5J 14' 口縁邪ヨコナデ、外面ハケ、内面ナデ やや
祐浅贄橙 IOYR 8/3 

口鯰部
粗 完形

IH ISHJ 3 廿・Utl 上師柑 台i寸賣 S H5J 111 口縁部ヨコナデ｀外面J¥ケ、内面ナデ
やや
屯にぷい褐 1SYR 5/3 

口緩部
密 1/3 

185 D6t-Ol l HーU15 鉄製品 小刀 S 115J 現長

"3 

186 W-02 3 HIS 鉄製品 小刀 s fl訂 現長
1'0 

18115HI J H-U15 石製品 砥石 S JI 53 ヽ

lii l5H1 3 H-Vl6 上閲諄 高杯 S II 5 4 13 0 摩滅薯しく、瓢整不明 粗並 澄 5YR6/8
ロ簸部
1/2 

189 150-01 3 り-V]6 土師搭 甕 SHH 1, 0 ナデ やや
並浅賃橙 10YR8/4

粗

190 15H2 l H-1'le 土師閑 台付甕 S HS! I<り n縁部ヨつナデ、外面ハケ 内面ナデ やや
並浅黄橙 75YH8/4 

口縁器
粗 1/3 

Ill IBH! J H Vl6 

"'" 台付甕 SHSl 115 口緑部ヨコナデ｀外lfOJ1.I; 八内而ナデ やや
並浅羨橙 75YR8/4 

口籍部
粗 1/3 

19 2 001-りl J H-Vl6 HI器 台（す甕 SHS4 J< l 323 体底部部最径大径1026 0 5 
目緑部ヨコナデ 体部外OOナナメハケ、 ~Ji!!i ナデ、脚部

な並 淡羨 25Y8/4 2/3 外面)¥ケナデ内面＋デ，端部ナデ

19 3 15 1, り1 3 H-Vl6 HI器 蚕 SHH so 摩滅著しく 開尊不明 : 並 橙 15YR7/6 
11緑部
1/2 

191 HS-03 3 H II 6 t製品 土管 SH孔 10, ナデ、エ兵ナデ やや
笠褐灰 lOYRS/1 I I l,00 4 粗

195 148-02 J H —り 16 土製品 士冒 SHH 162 ナデ、オサヱ 誓笠 没黄捲 IOYR8/.1 111緑/部5 

196 llHl 3 HーYl6 土製品 土管 SHS! 210 ナデ、オサエ や粗ゃ 並 にぷい橙 5 YR fi/4 ¥l緑/部4 

191 061-0£ 3 H-n6 土配品 讀形 SHれ 6 I 千捏ね 粗 明寅褐 IOYR7/6 

198 15Hl 3 I b-H1 須恵翔 杯蓋 SH I辞 13 0 nクロナデ｀〇ク0ケズリ 竺良 明膏灰 SB?/1 
u緑部
わずか

199 ISHl 3 I b-H2 須恵器 杯身 SH 152 Ill nクロナデ、ロクロケズ') 密良 灰 NS/0 ロ録部
1/8 

200 l:iHJ 3 I b -H2 須恵甜 脚（寸蚕 SH 152 底部径
nクロナデ｀液状文 や粗や 良 灰 5Y6/1 l底/部3 130 

lOt 15H3 3 ! b -H2 土"甜 椀 SH 152 110 ,, ナデ 粗芯 橙 5YR6/6
口縁部
わずか

202 19Hl 3 I b-Hl t_師甜 椀 SH! 紺 "5 ナデ や粗や 屯 橙 25YR 6/6 
口鎌部
完形

iり3!9Hl 3 I b H 2 土9匝甜 畳 SH l52 体部最大径
内面ナデ、オサエ｀外面ハケ、ケズ') 粗並 橙 25YR7/6 

体部
"0 2/3 

10i 15Hl 3 I b H1 t師器 台付甕 SH1S2 151 口厖部ヨコナデ、外面I¥ケ、内面ナデ 粗並 浅費橙 7 SYRS/4 
ロほ部
1/4 

205 15! —り l 3 lb屈 ヤ師器 台付甕 S Hl!2 I! 0 口緑郭ヨコナデ、外面ハケ、内閲ナデ 誓屯 浅費橙 l0YR8/3 
ロは部
1/3 

2-06 ISHl 3 lb -tt2 士"甜 台付甕 SH I絞 底部径
ナデ -tmや並 にぶい橙 ↑ 5YR 7 /3 底邪

111 完形

207 HHl J Jb 即 土師雰 畳 S Hl51 160 口縫部ヨコ＋デ、外団J¥ケ、内面ナデ や密や 並 浅震橙 IOYR8/:-! 顎部
1/3 

208 l5H3 1 lb 屈 j-製品 士轡 S Hl52 ナデ，オサエ
誓並 浅貫橙 IOYRB/4 

209 1SH1 3 I b-h1 石器 たたき石 SH 152 

110 19HS 3 IH6 土"器 椀 SH 162 120 '3 ナデ、オサユ や粗や 並 橙 5YR7/6 小片

21 I IH-0! 3 ↓ d ll ヤ師器 高杯 SH 161 161 調整不明 ；や並 橙 5YH7/6 ¥! 縁/部2 

l12 13Hl l Idーし5,.,,,. 高杯 SH 161 115 12 65 底部搭
ナデ や粗ゃ 並 にぷい橙 1 5YR7/4 11底縁部部 12//4 3 111 

213 16H6 3 l d -H6 

"'" 梃 SH !61 15 0 ナデ ゃ;: 11 淡赤橙 2 SYR7/4 口縁部
小片

l I l 16 I -0 I 3 I d-H 6 土"甜 台I寸甕 SHl6i 底部洛
ナデ ゃ密や 並 にぷい買橙 10YR7/2 3底/部4 90 

2 t 5 l 6, 0 I 3 Id Ht 土"器 甑 SH 161 "0  口縁部ヨコナデ、外面ハケ 内面ナデ オサ工． や粗や 亜 橙 5YR7/6 口縁郎
1/16 

116 16H 'J  Id G6 環恵舘 蓋 SK 167 95 .. Uクロナデ、 nクロケズリ、キザミ文
誓良 灰白 5Y7/l 

口紐部
1/6 

117 ltH 3 3 Id -J.I 須恵器 杯身 S Hl68 13 0 '" ロクロナ'":! oクロケズリ
な屯 灰e ロ縁部

l/5 
218 160 0 I 3 Jd H 須恵諄 董 SH m 110 0クロナデ、外面ハケ簑タタキ，内面青海波 や密や 良 青灰 5 B 6 / 1 口縁部

ti縁部(J)歪み人1/4 

219 11H 'J  !d H 士師甜 椀 SH 16! 115 ナデ ゃffl'?, 良 橙 15YR7/6 内面が黒ずむ

220 160-0 < J lci Ii tll器 甕 SHl68 23 0 U縁部ヨコナデ外面的面）1ケ や粗や 祐 にぷい橙 5YR6/4 口籍邪
1/5 

m 163-りI 3 I <l -J 5 t師甜 甑 S H168 "' 口縁部ヨコナデ、ナデ、オサエ や，fft苫 橙 15YR7/6 口緩部
1/6 

222 16H '3  Id -G 6 土師舒 甑 SH 170 "' 口縁邪ヨコナデ、外面）ゼた内面ナデ オサエ や粗や 亜 橙 75YR7/6 ロ鍼部
1/6 

221 llS-0 '3  IH6 土製品 歓形？ SHliO ナデ 密良 明貫渇 l0YR7/6 

rn rn~ [|I 1 A-G1 須恵甜 杯蓋 SK 5 12 0 （推i8) 体部最大f呈
ロクロナデ、大＃部外面ロクロケズリ 密良 暗灰 N3/0 "' 

225 055-0 l l A-C1 士9百甜 台（寸甕 SKS 1J 5 261 体郎底最部大径径 8.6IU 
口縁部ヨコナデ 体部外面ナナメI辺八内閲ナT、脚部

密良 にぶい費檀 lOYR 7 /3 2/3 外面に黒斑あり外面ナデ 内OOナデ、端部オサエ

216 03H 2'  ., り t師器 台｛寸甕 SK7 底部径
ナデ、ケズリ や粗や 並 浅負橙 10YR8/4 脚のみ10 6 

221 03S-〔|3 2 '" 土師器 壺 SK7 底邸l!I.
ナデ、オサエ

誓並 にぷい欝橙 IOYR7/4 底邪0)み60 

218 065 0 I 3 J-Sl 須恵蒻 杯籠 SK 141 118 l l 0クロ＋デ'_t_部外同0クロケズリ 街良 賛灰 2 5Y 6/ 1 口縁部
1/2 

219 -06H 1 l JU  須恵翡 杯嚢 S Kl!! "' nク0ナデ J-一部外面Uクロケズリ ゃ；並 灰白 5Y7/2 
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剥告 ；？ 悶地区名 種類 請穫 出土遺構
口径 歴高 その他

罰整 技法の特徴 胎上焼成 色嗣 残存度 傭考奮弓 le副 '"' ltrn fl 

lJO 〇6HJ 3 J-Bl 須恵討 杯蓋 SK 141 "' 30 口クロナデ、上部外回ロク0ケズリ
やや
良灰 1SY6/1 

口縁部
密 1/8 

231 06H3 3 J-8! 須恵甜 杯蓋 SK 141 151 '3 口クロナデ、上部外面ロクロケズリ
やや
良灰寅 l5¥7/2 

口紘部
粗 1/6 

m 08Hl 3 J-61 須恵摺 杯蕃 SK 141 "" u ロクロナデ、上部外閏ロク0ケズリ
やや
良灰 N5/0 口縁部

密 1/6 

m 06Hf 3 J-8! 須恵譜 杯身 SK 141 "' 
,, 

ロクロナデ、底部外園ロクロケズリ 密良 灰 15Y6/l 口縁部

1/2 

234 065-04 3 J-81 須恵器 杯身 SK 141 125 '' ロクロナデ、底部外園nクnケズリ
やや
花灰白 lSY 8/2 口3/鍼部4 

粗

1J5 101-03 8 J-B1 土師器 椀 SK 141 100 '' 
應部径

ナデ
やや
並浅貫橙 1lYR8/3 口19部4 50 密

136~30-01 3 J-Bi ±師器 椀 SI< 141 115 口籠部ヨコナデ，ナデ（エ具ナデか）
やや
並橙 5YR6/6

口縁部

磁 !0/!l 

131 0!0-05 3 J Bl 七"甜 椀 SK 141 IOl 60 
底部径

口縁部ヨコナヂナデ（エ具ナデか）
やや
並にぷい貧橙 !OYR7/3 口縁底部部 完1/形3 31 粗

ns on 01 3 J Bl t師器 椀 S KHt 128 '' 
底郎径

ナデ｀底部木菓文
やや
並浅費橙 10YR8/3 口縁部, a 粗 l/3 

239 m-Ol 3 J Bl ＋師甜 台（寸椀 SK 141 135 ,, 底郎径
口縁部脚地部ヨコナデ｀ナデ

やや
並浅賃橙 T5YR8/4 口底縁郎部 11//2 2 80 粗

W 076 01 3 J -Bl 土師器 台（寸椀 SK 141 "' so 
底部径

口縁郎脚確部ヨコナデ，ナデ ゃ； 並浅貧橙↑ !YR 8/6 
口縁部

9、: 1/5 

211 IりH2 3 J Bl t師甜 台｛寸饗 SK 141 "' '' 
底部径

ナデ や； 並橙 25YR7/6 
口縁部,, 
3/8 

10 080-01 3 J-B! ±節器 台｛寸椀 S Klll "a 9 9 
底部径

口縁部脚端部ヨコナデ｀ナデ
やや
並淡檀 5YR8/4 口脚縁部部 11//3 { lO I 密

in 011-0l 3 J Bl 士師甜 台｛寸績 SK l~I 123 口縁部ヨコナデ｀ナデ 密並 淡貧 2 SY 8/4 
口緑部

3/4 

H4 080 03 J J -B4 土防討 台（寸椀 S Klりl I) I 口縁部ヨコナデ、ナデ
やや
並橙 25YR7/6 

口縁郎

" 3/4 

w m 01 3 J -B4 土師甜 台（寸椀 SK 1•1 "' '' 
底部径

口縁部脚端部ヨコナデ，ナデ
やや
並橙 1!YR7/6 口脚縁蔀部 11//2 5 73 粗

w m 03 3 J -B 4 士節摺 台付椀 SK!U 13 3 口縁部ヨコナデ、ナデ 祖並 浅賛橙 7 5YR8/4 口縁邪

1/3 

247 076-03 3 J -6 4 士師討 台付椀 SK!q 13 0 口緯部ヨコナデ、ナデ
やや
並浅寅橙 15YR8/3 口縁郎

粗 1/8 

Hi Dal-Ol 3 J -~4 土師討 台（寸椀 SK!q 底部径
ナデ

やや
笠にぶい拷 7lYR7/4 口1籍/部4 00 距

rn 011-02 3 J -~! 土師討 高杯 S Kl↓1 161 ナデ
やや
笹橙 SYR7/6 わロ縁ず部か粗

i:50 Di-i-Ol 3 J-~4 土師詳 高杯 SK !ti 12 8 109 
底撚径

ヨコナデ、エ貝＋デ
やや やや

橙 5YR6/8 口底縁部部 31//4 3 82 粗 不良

251 01H3 3 HI 上師枯 高杯 SK!O 26 0 ナデ
やや
匝淡贄 2!Y 8/6 口1縁/部6 粗

Z52 D!Hl 3 H4 ±師討 高杯 SK!U "' ヨコナデ 粗 やや
不良
浅賣橙 7 5YR8/4 杯部のみ

253 08H3 l J-~4 土師翡 高杯 SK!O 底部径
ナデ 密 やや 浅賛橙 IOYR8/4 脚部のみ"2 不良

251 O!Hl J J-B 4 土師討 高杯 SKlO 底郎径
ナデ

やややや
にぷい贄橙 1 SYR7/4 脚部/J)み16 9 密不良

l55 OSH4 J J" 8 4 土師騒 高杯 SK Ill 底邪径
ナデ

やややや
灰白 15YR8/2 杯底部のみ

9↑ 粗不良 脚郎のみ

l56 OSJ-01 l J-B I 土師騒 高杯 SKIO -- 底... 邪径 ナデ ゃ密や 良 橙 7lYR7/6 脚郎のみ

lS7 O!H6 J J -8 4 土師翡 畳 SKlll '1 n縁部ヨコナデ、ナデ ゃ密や 並 灰白 IOYRS/2 口縁部

小片

158 101-02 J J-34 
土"'" 壷 SK Ill '' ナデ、体部外面ケズリ な並 浅費橙 7 5YR8/4 

口縁郎

1/3 

rn 012-01 3 J -B 4 土9百諄 壷 SK lU 10 D ナデ や密や 並 橙↑ SYR 6/6 口縁部

1/.1 

260 06HJ 3 J・B 4 土"討 壷 SKlり1 9< 体部最大径
ナデ、外面ケズ') や粗や 並 浅貧橙 l0YR8/3 口縁榔

1,, 1/5 

261 !OHi 3 J -Bl 土師器 壷 SK¥U 116 ナデ 密並 浅賞橙 lOYR8/3 口縁部

ほぽ完存

262 06H3 3 Hl 土師器 甕 SK¥U 196 ナデ や；並 にぷい橙 7 iYR7/4 口縁感
2/11 

2 6 3り66-01 J Hl 土肝器 甕 SK 141 ". ナデ ゃ，t並 浅寅橙 IDYR8/3 口縁那

1/5 

26りり6Hl 3 H4 土師器 甕 SKIO 15 6 ナデ ゃ；並 橙 15YR7/6 口縁部

1/5 

265 061-01 ~Hl 士師器 甕 S Kill ,,' こー ナデ、外雨ハケ や：笠 淡橙 SYRB/3 ］縁/部7 

266 066-02 3 H4 土師器 甕 SK¥O 18 6 ナデ｀外00)¥ケ やffl~ 並 にぶい橙 5YR8/3 口縁郎

1/13 

161 w-り3 3 J-B4 土師器 聾 S Klil 11' ナデ や，，~ 笠 にぷい橙 SYR7/4 口1縁/部4 

2 6 8 01 i —り l J J -B 4 土師器 鉢 S Kill "' 111 
底部径

口縁郭ヨコナデ、外面工具ナデ、内面ナデ や粗や 笠 にぷい橙 7 5YR6/4 口底縁部部 11//3 8 61 

269 068-りl 3 Hi 土師甜 鉢 S Kill "' 
体部最大径

ナデ や粗や 寸 にぶい橙 5VR7/4 〇1/緑部12 110 

HO 07H2 3 J U 士"甜 鉢 SK Ill "' 口縁那ヨコナデ、外国ケズ')+ナデ、内面ナデ や密や 苅 にぷい橙 5YR6/3 n緑部
口縁内郎に煤が（寸看

1/5 

i↑ 1 068-02 3 J Bl HI" 鉢 S KHI "' ナデ
誓並 灰褐 75YR5/2 

口縁部

l/5 

2↑ 2 061-02 3 J Bl .,,. 器 鉢 SK 141 l50 ナデ、外国ケズリ 誓並 浅賃橙 75YR8/4 
口縁部

1/7 

2↑ 3 !Gl-02 3 J Bl 士"甜 鉢 SKHI 271 口縁罪ヨコナデ、外団 内面ナデ＋オサエ 111 並 浅貰橙 15YR8/4 口縁部
g/¥6 

2↑ 1 01Hl 3 J-BI 士"舘 鉢 SK 141 315 fl縁部ヨコナデ、ナデ や；並 浅賃橙 10YR8/3 ロ1縁/邪5 

271 JOH I 1 JB< 士師器 鉢 S Kl!t 275 n縁部ヨコナデし外面ナデ｀内面/Iケ ナデ ；ゃ並 浅費橙 7 5YR 8/3 ロ5縁/部16 

276 075 0 '' 
J-B4 土師請 鉢 S KIO 底部径

外面ナデ、内面ケズリ や；並 浅負橙 1 SYRB/3 '2 

271~1H '' 
J-Bi 士師謂 鉢 S Kl!! ナデ .,1ll，， 並 にぷい貧橙 l0YH7/3 底郎＊葉文

mm  o 2 3 J-Bl 士師甜 鉢 S Klり1 底部径
ナデ や粗や 並 浅苗橙 ？紅RB/3 底部の木葉文は不鮮朗9 D 

219 Q6H '3  J-Bl 土9屈甜 甕 S Klil "' ナデ
で並 淡費 1 lYS/3 

口縁邪

2/7 

280 01H I 3 J-B4 士"甜 甕 S K!ll 111 u縁部ヨつナデ、外面ハケ、内廊ナデ ゃ密や 並 にぷい橙 2 5YH 6/4 口縁部

1/4 

281 067-0 '3  J-BJ. 士SI摺 甕 SKIH 131 体部最大径
ナデ、外面ハケ や粗や 並 にぷい寅橙 !OYR7/4 口縁部

Ii I 1/4 

281 07H l 3 J-Bl 士!I器 台付甕 SKIH 13 4 体部最大径
ロ縁部ヨつナデ、外面タテ/\~八内面＋デ や密や 並 灰白 JOYR8/2 ロ笞ISO 

m on-o '3  J-Bi 士Bl器 台付甕 SKIH 11 l 〇緑部ヨつナデ外面）W八内面ナデ，ケズリ や粗や 並 にぶい賛橙 1QYR7/3 口縁部

1/4 

28』 01H'3  J-Bl 士勲甜 台付璽 SK 141 139 口縁部ヨコナデ｀外面ハケ、内面ナデ や密や 並 浅胄橙 T5YR8/4 n1緑/部4 

m m-o I J J-B4 土9耐柑 甕 SK Ill 111 体部霞大径
D縁部ヨコナデ｀外面タテハケ、内面ナデ、ケズ＇） や；並 浅寅橙 10YR 8/2 口l縁/部5 186 

286 り19-0'l  J-B4 士師騒 台ば甕 SK lil "' 口縁部ヨコナデ、外面ハケ、内面ナデ や密や 宝 淡贄 l 5Y8/3 口縁部

7/1! 

281 り↑2-〔|3 3 J-Bi 土師甜 台付甕 SKlO "0 口縁部ヨコナヂ外面タテI¥ダ内面ナデ や距や 笠 浅胃橙 lOYRB/4 ロ1/縁部fi 
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帳告 登録 悶 地区名 種類 器" 出上遺構
〇径 器高 その他 調整技法の特登 胎土 焼成 色胴 残存度 備考

番号 暑号 (c,) '"' (cm~) 

"' 0↑ 8-03 3 J・B ! 土9匝器 台付甕 SKlO 111 口縁邸ヨコナデ、外面J¥7"、内OOナデ 粗並 灰白 1 5YR 8/2 口1縁/部4 

m り1H3 3 H4 士師謡 台I寸賓 SKtO 13 2 n縁部ヨコナデ、外面）＼ケ｀内面ナチ
やや
埜にぷい橙 7 SYR7/3 

口縁部

Ill 1/6 

290 01Hl 3 J-S4 ±飼器 台付甕 SK 141 163 II縁部ヨコナデ，外面ハケ 内面ナデ
やや
苫淡橙 5YR8/3

口縫部

祖 1/4 

291 m 02 3 J -Bi 土師甜 台付甕 SK 11! "0 
体部最大径 D縁部ヨコナデ、外面タテ）¥'}"'内面ナデ

やや
笹浅寅撓 lOYR8/3 口1縁/部4 

liO 粗

H2 079 Ot l HI 上9園甜 台付甕 S KHI 110 口緑部ヨコナデ、外面ハケ、内面ナデ 密屯 浅黄橙 1 SYR 8/3 
口縁部

1/5 

m m-H 3 J-Bl 土師盤 台付甕 SK lil 110 口緑部ヨコナデ、外面タテハケ、内面ナデ
やや
並にぷい賞橙 10YR6/3 

口縁郡

密 1/5 

291 HH3 3 J -6 4 上師器 甕 SK!O 13 2 ナデ、外llilハケ や； 並黒 N2/0 口1縁/部6 

295 !DH! 3 J-61 上蒻討 台（寸甕 SK 141 180 ,0' 体部底最部大径径 925 0 0 a縁部ヨコナデ、外面Jヽ が同内面ナデ脚部ナデ
やや
並浅貫橙 7SYRS/4 口縁底部部 完1/形11 

粗

296 10Hl J J B1 土師器 台付甕 S Kl!! "' 
体邪25最.大I径 口縁部ヨっナデ、外面I切へ内面ナデ ",." 並灰賛渇 ¥OYR6/2 口縁部

7 /I~ 

H7 08Ht 3 J B~ 土師器 台付鉢？ SK 141 
底部径

外面ナデ｀内開ケズリ、外面上部Jヽケ や； 並にぷい橙 1IYR7/3 雰
61 

2り807H2 3 J B4 土師器 台（寸甕 SKHl 底u那径 ナデ
やや
並浅贄橙 IOYRB/4 ほ脚ぽ部完形

粗

199 Oit-04 '.l J -B 4 上B胃甜 討台？ SK lll 113 ,, 底愚径
ナデ

やや
並浅貫橙 75YR8/4 

口縁郎 1/7 

80 阻 底部完形

300 lDHI 3 J-61 須恵摺 甕 SK ¥41 182 191 
体部最大径

口縁部ヨコナデ、外面タタキ、内面枚ナデ tや 不良 にぷい費橙 IOYR7/3 口1/縁部2 生焼けの須恵儲か
32< 

301 10Hl l J-B1 上膊諄 甑 SK 111 23' "' 口縁部ヨコナデ、外面ケズリ、内面ナデ
やや
並浅賛橙 7!YR 8/4 

口峰部

粗 2/5 

302 105-01 3 J H 土師器 甑 SKHl "' 
口縁部ヨコナデ、外囮ケズリ、内面ナデ

やや
並橙 15YR7/6 

n縁那

密 2/5 

3り3り86・Ot l J-H4 土"器 鼈 SK¥O 11 I ナデ工兵ナデ
やや
並にぶい賃橙 lCYR7/4 

11縁部

密 3/4 

JOI 08Hl 1 J" B 4 七製品 上警 SK Ill 10 5 工只ナデ 粗並 浅賃橙 7 SYRS/4 

長~~さ'' やや

305 OBH2 3 J Bl 土師甜 土鍾 SK 141 50 ナデ 密
並浅賃橙 75YR8/4 

233 

306 01 HJ '.l J C4 須恵器 董 S Kl4J '' 
ロクmナデ 密良 灰 Nt./0 〇1/縁部6 

JO↑ o~g-04 J J C3 土師器 台付椀 SK!O 
底部径

ナデ
やや
並じぷい橙 15YH7/4 一脚部部欠損

90 粗

30a 071-01 J J-n l.師諄 甕 SK lll 16' 
体部最大径

口緑郡ヨ'.']ナデ、外面タテハケ、内面ケズリ
やや
並浅寅橙 1SYR8/3 

n籍部

200 密 1/6 

lOQ 010-01 3 J -Ci HI甜 鉢 SK \~3 "' 
ナデ外面ケズリ

やや
並浅霞橙 10YR8/:l わ11緑ず部か

粗

JJQ 06Hl 3 J -Ci 土師器 鉢 SK Iい 128 ナ戸外面ケズリ
やや
並渇灰 lOYRfi/1

u緑部
粗 わずか

311 010-0( 3 J-Ci 土師甜 鉢 SK !43 ナデ ゃ粗や 並 褐灰 IOYR6/l 

J12 010 oi J H3 土"翡 鉢 SKIO ナデ ゞ並
浅貧澄 IOYRB/3 

313 090 06 3 <-N9 須恵甜 杯身 SD⑭ 111 0クロナデ、底部ロクロケズJ ？並 灰 N5/0
I1I縁/部6 

J ¥I 158-03 3 H-34 土師器 台付甕 SD闘 9' 口緑郎ヨコナデ、外面,,ケ、摩減すすみ調整不明瞭 な並 灰白
IOYRB/2 

口籍部

わずか

315 17H1 3 1b-n 土師諄 台付甕 P i t 2 1 D "0 
底蔀径 S 8 

口縁部ヨコナデ、外国ハケ、内面ナデ や粗や 良 浅費橙 IOYR 8/3 
体部最大径 11 5 

l 16 りOH2 1 ! JB 土師翡 高杯 Pi t 4 "' ロは部ヨコナデ、体部ナデ 程良 橙 5YR6/6
杯部

1/5 

JI↑ l&l-03 3 カス名 土師蒻 ；こ和7土諄 Pi t 31 
底那径

ナデ ゃ密や 並 橙 5YR6/6 1底/部2 

'' 
ll8 l6HS 3 !d-H 4 土師器 杯 SF 1恥 18 O z I ＋デ、ミガキ• ゃ密や 寸 にぶい橙 ↑ 5YR7/4 

口紐郎

1/5 

31り 176-01 J I d-114 須恵器 壷 SK l69 ロクロナデ、 2カ所耳付 密良 浅貫 iい{7/3 

l 10 16 l -りi 3 ld-14 t師牲 椀 SK ¥69 "' ナデ ゃ；茄 橙 2IY 7 /6 
口籍部

1/8 

311 175-02 3 IH~ ±ii器 甕 SK 169 160 ll緑菰ヨコナデ，外厠ハケ，内面ナデ 密良 浅貫橙 l0YH8/3 
口縁部

1/6 

322 i6H3 3 ld・H 士製品 士鳥 S Dl秘
残長 ゃ密や 五 灰白 10YR8/2 霰を造り出す

"' 
l23 l1H3 3 I b-!l 土9屈甜 杯 SBU3 12 0 ナデ 密良 明褐 ↑ lYR5/ll 口1/緑部8 

314 !THI 3 l b-!3 t!i舘 杯 SB!53 ,, ナデ や，t良 橙 5YR6/6 『緑/部10 

m D2H4 l I-P 9 陶甜 饒 SD3 ロクロナデ、自然釉付着
密 りょ
う
灰白 1 5Y 8/ I 小片

316 016-05 3 !-P9 陶器 椀 SD3 
底部径

貼付高台、高台籾殻痕，底郎糸切り や；並 灰A l SY8/l 7/1 1底/部3 
10 

321 025-06 J R-09 陶器 椀 SDH 旺部糸切り、高台は剥爾 ゞ並
灰白 1 5Y8/l 

底部

小片

HS 015・。i 3 !-09 陶甜 椀 SDH 
底部径

貼｛寸高台、高台籾殻痰、底部糸切り や；並 灰白 10YR7/I 1旺/部4 ,, 
lH 026-0J 3 1―り6 陶＂ 椀 SD 10 18 6 (6 DI 

底郎径
ロクロナチ、貼付高台、高台籾殷痕り糸切り痕 密良 灰白 5Y8/1 1/8 

ll 

3Jり OlHI 2 s n 陶甜 攪 SD 10 
底郎径

tiクロナデ、高台貼付 誓並 灰白 IOYRB/1 1底/部4 
83 

'.l31 DlH2 1 HS 須恵討 長＂壼 SDIO 口ク0ナデ 誓屯 浅貧橙 1QYR8/3 ＂邪のみ

rn 03H'l 1 B-!1 土師討 ミ.:fl7童 SD 10 < I ,, 底部径 手捏ね ゃ；並 淡貫 2 5'i 8/3 完形
3 0 

m 09Hi J H8 陶翡 小椀 SD 31 11' 31 
底部径

ロクロナデ、置台貼付＼糸切り痕 竺良 灰白 2 5Y 8/ 1 〇我緑部部 31//4 4 

'' 
rn 090ーりt 3 HG .,討 椀 SD打 118 0クロナデ 密並 灰買 2 lY7/2 n1緑/都7 

rn 090-0 'J  E-06 陶II 椀 SD 37 
底部径

ロクロナデ、高台貼付、籾般痘、糸切り痕 密良 灰白 llY8/2 1底/部2 
,o 

336 m・G3 3 HI 陶器 椀 SD打
底部径

口クロナデ、高台貼付 糸切り痕 や密や 並 灰白 2 SY8/2 3底/罰8 

'' 
331 09H I 3 !-01 士師詐 甕 S D31 23 I 三コナデ｀ナデ や；芥 にぷい貫橙 10YR7/4 

口籍部

わずか

338 19 5 —り： l ld-Ji 須恵甜 ＂ 
包含層 口クロナデ、ロクロケズリ 密笠 灰白 2 5Y 7 / 1 :: 

Jl9 19¥一りI 3 IH6 須恵甜 譴 包含層
体郎最大径

ロクロナデ、ロクPゲズリ 点1J突文、スカン孔、 ゃ密や 並 灰白 2 5Y8/2 
u縁部

'' 
欠損

340 !8Hl ~Bり"-} 須恵器 杯費 Pi l 8 9' '' 口クロナデ、ロクロゲズ') ；や不良 灰白 l !Y 8/3 ~, 『

HI 18H 3'  朽がキ 土"器 台付甕 P i t 8 109 口縁部ヨコナデ｀外面9ヽケ 内面ナデ や粗や 並 灰褐 7 5YR 6/2 
口縁邸

わずか

3i2 OIH i i HS 土"討 畳 包含：1 110 15 11 風化のため胴整不明 粗良 浅貫橙 7 SYRR/4 『9月 •重 11籍畳

30 OlH 2 2 B-G5 土師討 台｛寸椀 包含層
底部径

風lビ薯しく不明限 や粗や 良 灰褐 1 SYRS/2 1脚/部5 

'' 
'.!41 19 l-0 2 3 1 d -K 6 土師摺 甕 包含層 170 ナデ、オサエ や密や 並 浅貫檀 !OYR8/4 

口縁部

1/3 
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報告 登鐸 覇査
地凶名 "類 器9重 出士遺構

口径 甜高 その他
願整 技法の特徴 胎士 焼成 色翻 残存度 傭考

書号 書号 次数 '"' (tr.ii (cm rl 

長さ 12 9 
やや

"' 161-02 3 Id -J 5 土師器 土錘 包含II 溶 ,o ナデ
密
並にぷい橙 15YR7/3 折れている

穴径 l 0-2 5 

残径長 IO i 

rn m-oJ 2 A C2 士製品 ± .. 包含II '3 ナデ 浅霞 1 SYRS/4 
穴重径;I 'H" 6 

341 l↑ H5 J Hー川11 石製品 臼土 包含層
径 55.1111 
残厚 3 0血

JO り3H4 l A-1!3 陶甜 ポタン 包含II 2 2 密良 浅負 5Y7/4 代用品

W DlO 01 3 f GIO 須懇器 杯盤 S H63 12 3 3' 口クロナデ、外面 K邸ヘラ切り やや
芯青灰 5BG6/1 1/5 

粗

JlO OlO 03 3 f HO 須恵器 杯蓋 S HB3 Ill '" 口クロナデ｀外面 t節へう切り
やや
芯灰白 N7/0 〇縁部

粗 1/4 

351 m oi 3 F Hり 須恵器 杯盪 SHい "0 '' ロク tJナデ、ロクロケズリ
やや
笹灰 N6/0 D縁邪

粗 3/16 

rn rn a1 3 F E¥O 須恵器 杯身 S H6:l 121 ロク[];-デ、下部ヘラ切り
やや
笹灰白 N7/0 口縁部

涅 1/4 

rn an 01 3 r rn tO和愕 椀 SHい 133 ナデ
やや
す浅費祖 !OYR8/4

〇縁船

泥 1/5 

J5i 03Hl ]『-810 土SI柑 椀 S !l 6; 130 ナデ 粗並 浅貧澄 IOYR 8/3 口縁習

1/5 

355 り4Hl ]『 !10 土"柑 台（寸撓 SH63 116 69 
底部程

ナデ
やや
並浅黄橙 lDYR8/3 ほぼ完形12 粗

356 041り2 1 r ! I 0 ＋師器 台付涜 S H63 底部径
ナデ

やや
並浅貫橙 lOYR8/4 口嫌部欠潰

'2 lll 底部 3/4 

357 01 l-06 '.i~-!9 ナ師甜 台付椀 SH釘 底部径
ナデ 粗並 橙 SYR6/8

口縁部欠隕

6 6 底部 1/4 

358 011-0l 3 f-! I 0 士師甜 台I寸椀 SH63 底部径
ナデ 粗並 橿 15YR7/6

脚部のみ

'5 底部 2/3 

359 01 HJ 3 HIO 土9而甜 台（寸椀 SH鈴 底部径
ナデ 粗並 橙 5YR7/6

脚部のみ

'0 底部 2/3 

J60 010-02 3 F-11り 土"器 高杯 S H63 163 116 底部径
ナデ、脚内閲シポリ痰

やや
並橙 杯脚部部 1完/形4 

92 粗

361 O'J8・ り3 3 HlO 土師器 高杯 SH的 "' ナデ 祖並 橙 15YR7/8 
口緑部

7/8 

362 01Hl J HlO 上師器 台付甕 S H63 "' 268 
底部径 8 i 口縁部ヨつナデ、外面ナデ後ハケ、内面ナデ 脚部内面 やや

笠浅黄橙 l0YR8/3
口縁部

体郎最大径 21 B 招オサエ
＂ 

5/6 

363 on-02 3 HIO 上師器 台付甕 S H63 ll I 
体部最大搭

口縁部ヨコナデ 外面J\~八内面ナデ、オサエ 粗埜 浅貰橙 IOYR8/3 口籐郁

19 l 1/4 

36り 00-02 3 F-i 10 土師器 台（寸甕 SH 6l ll I 体部最人径
口縁部ヨコナデ 外面ナデ後}¥ケ 内OOナデ後オサゴ やや

笹にぷい橙 1 .IYR7/3 口縁紐
20 5 粗 7/8 

36S 038-01 3 F-110 上師器 台付甕 SH終 110 外面ナデ')¥ケ 内OOナデ｀オサエ
やや
並浅費橙 75YR8/4 口縁から肩

粗 1/2 

366 038-01 J HlQ 土"" 台f寸甕 SH的 底部径
外面ナデ、ケズ']、内面ナデ｀え―サユ や粗ゃ 並 浅貫橙 75YRB/3 悶'' 

361 り13-01 3 Hl~ 土"器 台｛寸甕 SH屈 底郁径
ナデ 粗並 浅貫橙 1 SYR8/3 !'!ェ"祀83 

16i 03HI 3 F-!10 土師" 壷 S H63 11; 風化著しく顆整不明 粗並 浅賃橿 『5YR8/6 ＂縁から肩
11/16 

169 D4Hl l H:O 土師甜 鉢 SHい "' 口縁郎ヨコナデ摩減著しく顆整不明 屯並 浅賃澄 IOYR 8/3 口縁底部部 欠1/潰4 

J10 OlHl 3 MlO 土師" 鉢 S H63 底郁径
摩減著しく胴整不明 坦並 浅閂橙 10YR8/4 

底郎
13 完形

311 OlHl 3 f-l l 0 土師器 甑 S H63 15 0 ナデ，指オサエ、ケズリ 誓並 浅賃橙 ↑ 5YR8/3 l 1l/縁部10 

312 010-06 3 f HO ±師詐 ミ-h1'藪 S H63 体部最大径
摩減薯しく胴整不明 粗並 浅費橙 15YR8/6 口緑部

'0 欠lll

m m-01 J f [9 土梨品 不明 S H~3 長さ 2 1 
不明 ゃ粗や 並 にぷい貧橙 10YR7/2 径,,

314 m 03 3 r-11 須恵＂ 杯蓋 SM紅 101 ロクロナデ、ロクロケズリ や1Jt良 褐灰 l0YR6/I 口縁部

1/9 

375 O:lHI 3 Y-! 1 須恵甜 杯蓋 S H66 130 '. Dクロナデ、ロクロケズリ 密並 灰 5Y 6/ 1 口縁郎

1/6 

m OH-OJ 3 H! 須恵器 杯蓋 SHH 120 )6 [Jクロナデ、ロタnケズリ 密亜 灰 NS/0 ロ綸吾

1/8 

m 01e-oi 3 F-r1 須恩器 杯墓 SH討 "' 
,, nクでナデ、 nクt'.lケズリ や密や 良 灰 N6/0 1/4 士器正立時、 tlクt]は時計回り

m 09H2 J F-H 須恵器 杯蓋 SH討 136 nクnナデ、ロクロケズ') 密す 灰 NS/0 口縁邪

1/3 

379 OIH3 3 H7 須恵諄 杯蓋 SH66 Ill (4 61 体部最大径
0クロナデ、ロクロケズ'] 密良 灰 NS/0 口1縁/部2 土嘉正立臣、ロクr1は反時計回り

"' 
m 09H5 J F~O 須恵討 杯身 SH舒 I08 口クロナデ 竺不良 灰白 7 5Y8/1 

HI 09Hl 1 F-H 須恵荏 江戻 S H66 13 0 nクnナデ ゃ；芯 褐灰 !OYR 5/ I 口縁部

1 /10 

3!1 {19りH 1 F-!8 須恵器 杯身 SH針 nクnナデ 密花 灰 N5/0 小片

m 091-01 J F-f7 士師器 椀 S H£6 118 '' ナデ 粗並 橙 25YR 6/8 n1縁/部2 

381 り2Hl '.l H9 土師甜 杯 S H66 "0 3' 口クロナデ、ロクロケズリ な良 にぶい橙 5YR7/4 
口縁部 製作技法は須恵甜輸

1/2 燒成は土師甜

335 092-02 l F-F↑ 土頷器 台付椀 S H66 119 16 底部径
口縁部ヨコナデ，＋デ や；並 橙 25YR7/6 口底縁部部 32//4 3 

'8 

386 O!H5 3 l"f7 土師器 台付椀 SH66 底部径
＋デ 誓並 橙 lSYR6/8 1底/郎4 ↑ 3 

J8↑ 09H~ 3 H8 上師器 高杯 S H66 11, ナデ ゃ粗ゃ 並 淡寅 2!Y8/3 D縁部
3/8 

rn 09H6 3 f・!f 土師器 高杯 SH66 底部径
外面ナデ（面取り）、内団ナデ 粗笠 橙 1 lYR!i/6 脚邪のみ

↑ 6 底部 2/3 

3 8 9 09 5ーり'3  f-F1 土師器 高杯 SH討 底部径
脚部外面ハケ後根ナデ、内閲絞り痕 や粗や 宝 浅貫橙 1 5YR 8/4 1底/部4 9< 

390 09H I 3 H8 土師器 台I寸甕 SH紅 151 口縁部ヨコナヂ外閲f¥ケ、内団ナデ や粗ゃ 笠 浅貰橙 IりYR8/4 0縁部
1/6 

391 OOH I J F・E1 土師器 台付甕 S Hfii 12 l 118 底邪径 1 a ロ縁郎ヨコナデ k 体部外団ナナメハケ｀内面ナデ、脚部
キ五や 笠 にぶい橙 10YR7/4 完形体部最大径 1 ,i 0 ナデ

m OH o l'  F・n 土師器 台（寸覺 S H66 II n縁部ヨ:::rナデ、外11il11ケ、内面ナデ 誓寸 浅貫橙 IOYRS/4 

393 092-0 '3  F-n 土"器 台付甕 SH !6 111 11縁部ヨ :Jナデ、外面/Iケ、内面ナデ 誓屯 贄橙 IOYR 8/6 111緑/部4 

JH 091-0 I 3 F-28 .L師器 台付甕 SH託 13 i 口縁郁ヨコナデ、外団}¥ケ、内団ナデ 紺笠 にぷい渇 7 5YR5/3 口縁部

1/5 

3g5 llH '3  H9 土師器 台（寸甕 SH 66 13 0 
口縁部ヨコナデ 外面J¥ケ、内囮ナデ

粗 やや
不良
にぶい貫渇 IOYR 5/3 ¥1縁/部6 

396 09H 3 3 f'-18 上師討 台（寸甕 SH 66 111 口縁部ヨコナデ、外00/¥ケ、内面ナデ や粗や 屯 浅賛橙 IDYR7/2 n1縁/部5 

m 09H 2 3 F-H 上師器 把手1す楡 SH66 ナデ ゃ祖や す 橙 SYR7/6

;9』 09HI l Hi 上師器 甕 SH66 "' ＋デ、オサエ 誓芯 浅費橙 lDYRB/3 111緑/部6 

399 093-D '3  F-F7 上閲器 甕 SH託 110 ナデ ゃ；並 灰貫褐 tOYR6/2 LJI '部4 

m 09H I 0 F・E1 土師器 鉢 SH註 315 ロ縁部ヨ :Jナデ 外面）ヽケ｀内面ナデ 粗並 浅閂橙 10YR8/4 口縁部

1/7 

401 09H '3  f-F8 土師器 頑 SI! 66 "' ナデ、剌突 誓並 橙 SYR6/6
口緑部

1/8 

第 7表 出土遺物観察表E区 (7) F区 (1)
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慰告 登録 駒査 地区名 種類 器種 出土遺構
口澤 蒻高 その他 鵬整 技法の特徴 胎ナ 焼成 色罰 残存度 備考

魯号 書弓 次数 l"I '"' ｛心 ,1

"' rn―06 3 f H l 0 須患討 杯蓋 SH 127 

"' 
50 Uク0ナデ、ロク0ゲズリ

やや
笹灰 N6/0 完形

粗

<03 031-01 3 F G l 0 須恵器 杯蓋 S H65 1!9 10 
体部最大径 ロクロ＋デ、ロクロケズリ 密良 灰 N5/0 

〇縁邪

IJO 1/4 

'°' OOH3 J
 r-~10 須恵器 杯羞 S H111 150 s' 0クロナデ、ロクロケズリ ll! 不良 灰白 t0Y7/1 完形

'°' OJH2 3 H9 須恵営
杯蓋 S H65 115 

体部塁大径 0クロナデ、ロク0ケズ＇） 密良 灰白 1 lY7/I 1/5 歪み大
11, 

9り6a 61 o s ~H9 須恵器 杯Ii SH! 訂 I< 0 '6 Dクロナデ、ロI,;tJケズリ
な
良灰5 5Y6/l 111縁/郎8 fl.Jooに同心円状タタキ

,o, り11-01 3 r-廿り 須恵器 杯身 S H65 119 '1 nクロナデ、ロクロケズリ、内面中央オサエ 密良 灰白 N7/0 小片

<08 03H1 3 H9 須恵甜 杯身 S H65 110 56 
体部最大径 nクロナデ｀〇クロケズリ

やや
並緑灰 10GY6/l 口1縁/部2 正立時反時計回り

"' 
密

<09 OIH6 3 F 須恵＂ 杯身 SH 121 122 '' 
体部最大祥 nクロナデ、ロクロhズリ

やや やや
灰 IOY5/ I 口1緑/部3 土甜正立時、ロクロは反臣計固り

"3 粗 不良

'10 OlHl J ， 須恵器 杯身 S Hlが＇ 110 5 I 
体郁景大径 ロクnナデ、 0クロケズリ

やや
並灰 5Y6/1 '呼5 14J 粗

I! l O 19 02 3 F 須恵器 杯身 SH 117 130 '' 
体部最大径 口クロナデ, nタロケズリ

やや
苫浅賃橙 1SYR 8/3 2受/部3 上摺正立時'0クロは時計回り

"" 
粗

m 037 03 3 ,~GI 0 須恵翡 杯身 SH紅 111 
体部最大径 口クロナデ

やや
良灰口 15Y7 / I 小片

11 l 密

rn 021-03 J F 須恵器 高杯 SH l21 101 Iり3 底u部径 ロクロナデ, nクロケズリ
やや
並賃I反 1SY 6/ I 脚杯部部 1完/形3 透孔なし

密

114 03H3 J Y-f9 土師討 涜 S H65 
"' 
,. ナデ

やや
並橙 5YR7/6

口縁部
歪み大

粗 1/4 

11s m-oi 3 H9 土"翡 高杯 SH 65 Iii 112 底郁径 ナヂ接合部オサエ、脚内面シポリ痕
やや
笠橙 5YR7/6

〇縁部

88 粗 1/4 

rn rn-06 3 rーC9 土師甜 高杯 sms 111 ＋デ，摩滅著しい
やや
芯浅貫橙 l0YR8/4

口縁部

阻 l/5 

417 03!-Dl J f-Gi 土師甜 台付甕 S H61 146 口綽部ヨコナデ、体部外面ナナメハケ
やや
寸浅貫橙 !OYR8/3

口緯郎

阻 1/4 

rn rn-01 3 f C 9 土"器 璽 SH 65 19' 口縁部ヨコ＋デ、外面,,ケ｀内面ナデ
やや
並浅貫橙 75YR.8/3 

口縁部

粗 1/3 

1¥9 DlH3 l r 土舒器 畳 SHl27 9' 101 体部最大径
摩減著しく不明 祖並 灰白 2 SY8/1 n1縁/部4 

120 

長Iiさ ,o

no a 39 02 3 H9 上製品 土鍾 SHい
J6 

ナデ
やや
並浅貫橙 7IYR8/4 完形

重穴,径 '"o' ., 
粗

01 OSHl 3 HIO 石製品 砥石 SH !21 
長さ,, 

り22 03Hl J f-HlD 石穀品 砥石 SHい
長さ 並
ll 4 

m 021-01 3 『-J9 須懇器 杯身 S H9l 11 J '6 nクロナデ、ロクロケズIJ
やや
並灰 5Y5/l

ロ緑部
外団にヘラ記号？あり

密 1/3 

Ui 021-0I l F-J 9 須恵甜 .. SH91 8' 80 
―̀ 

ロクnナデ、-ロクロケズリ
やや
並灰↑ lY 4/ 1 完存

土甜正立時、ロクロケズリは反時計回

密 り

05 OtHl J rーじ4 士師柑 甕 SH 101 "' 111 口縁部ヨコナデ、体部外OOハケ、内面ナデ
やや
並にぶい橙 1SYR7/4 

口縁部
カマド支脚

粗 1/2 

m 11Hl 3 HI t製品 土贄 SH 10し ナデ、オサエ
やや
並灰白 lOYRS/2

粗

m OJH3 l F-H 1 須恵器 杯身 SH lll ロクロナデ 密良 緑灰 10GY6/1 ,, 片ヽ

423 113-り2 3 M7 士9而器 S H103 破片ヘラ記号
やや
寸にぷい寅嗜 5YR7/4 

密

09 OSHl ~Hfi 士討器 壷 SH 165 18 2 口縁部ヨコナデ 他は摩滅著しく不明 粗芯 浅寅橙 !OYR8/4 
口縁部

3/16 

no り5Hl 1 f・H 9 棗恵＂ 杯蚤 SH¥21 lJ I '' 0クロナデ、底体部外面nクロケズリ や；芯 灰 NS/0
口縁部

わずか

OI OSHl 3 HtO 須恵牲 杯葦 SH ¥21 13 8 '' 口クロナデ｀底邸外面ロクロケズリ
やや
並灰 N6/0 r11/縁郭3 

粗

m 061-03 l HlO 須恵器 杯身 S HlH 111 5 I Uクロナデ、ロクロケズリ
やや
良灰白 N7/0

口縁部

密 ほぼ完形

m 06H4 J HtO 須恵牡 杯身 SH 121 110 ロクロ＋デ、ロクロケズ']
やややや

灰白 5 Y7 / l 
口縁部

密不良 1/3 

4H 05Hl 3 H9 須恵翡 杯身 SH ll7 11 R ロクロ＋デ、底部外面ロクロケズ') 、や良 灰 lOY6/1
口縁部

1/:l 

05 061-01 ~HlO 土師器 椀 S H!H 11 l <6 ＋デ、底部外面ケズリ な並 浅貫橙 1 5YR8/4 

rn rn as 3 F-GlQ 土師討 椀 SH121 111 ナデ や；並 浅賃橙 lOYR8/3 
口縁郎

一部欠損

m 05H3 3 HlO 上師翡 高杯 SH !21 1, s 
底部径

ナデ 粗並 橙 5YR7/£
口磁郎

B2 少量欠損

08 051-01 3 F 土師甜 高杯 S H¥l↑ 
底部径

ナデ ゃ矩や 並 浅賃檀 l0YR8/4 ほ脚ぼ邪完形
'1 

m 056-02 1 F 土師謂 甕 SHl27 110 口縁蔀ヨコナデ，他不明 ゞ並 浅貧橙 !OYR 8/3 小片

HO 056 01 3 f 土師器 畳 SH 127 "' 
口縁部ヨコナデ、他不明 や粗や 並 浅黄橙 1lYR7/4 

口縁部

1/4 

Ill 05H! 1 F 土師器 鍋 SH 127 '66 210 
底部径 3 5 

ナデ、体下部外国ケズリ、 fl..Jilii下邪にハケ や粗や 並 冷震橙 1 5YR 8/4 口縁底郎部 完1/形5 
体駆最大径 ＂り

rn rn o: i r .t師諸 臼9寸甕 S Hl21 '' 
11 2S 体部底最部大径径 5l~C 6 摩滅著しく罵整不明、ナデか や；芯 灰白 !OYRS/2 n膨縁部部 31//4 1 

HJ り51Q1 1 r-n 土師討 台付甕 SHl21 92 口縁部ヨっナデ、外図タテf¥ケ、内面ナデ や；芯 浅貫橙 10YR8/4 『縁/部4 

1H OSHl l f 士師甜 台付甕 SH !27 131 口縁部ヨコナデ｀外面タテJ¥ケ、内団ナデ 粗並 にぶい橙 5YR7/4 
口縁部

2/'.l 

Hl 061-01 J f-GlO 士師器 台I寸甕 SH 127 135 体部1最U大径 口紘部ヨコナデ｀外固ナナメ）＼ケ、内面ナデ ；や並 浅閂橙 ↑ lYR8/4 
口縁部

1/4 

m 05Hl 3 F H9 士ii器 台（す甕 SH 12↑ 166 口縁部ヨコナデ｀外面）＼ケ、内面ナデ や粗ゃ 並 浅寅橙 IOYR 8/3 
口縁部

1/2 

441 060-0l 3 F 士師器 台付甕 SH 117 体部底最部大径径 8l 9 I 0 
外面ハケ，ケズ'] 内面ナデ 脚部工具ナデ、内団ョコ

粗並 浅負橙 7 5YR8/4 
脚部完形

ナデ、オサエ 体部 1/6 

HS t 11-Dl J t 土師器 台｛寸甕 SH 127 底'部'径 外面ハケ、内面ナデ
粗 やや
不良
浅貧橙 7 SYR 8/3 3梃/部4 

H9 05↑ -aり：］ ' 土9両器 ミ ~h7土器 SHW ,' ナデ ゃrt並 灰白 2 !Y 8/2 
00 057 OJ 3 HlO 土"討 ；こtサ’上器 SH l21 5' 50 手捏ね 誓並 淡費 2SY8/3 

口綸郎

1/2 

塁幅さ ？ ？ 
3 5 

ゃ；並HI (•57-0fi 3 F GlO 土製品 土錘 SH 12'i 芸径 3 5 穴径0 7、黒既拐り 浅貧橙 10YR8/4. 
0 I 
H 

m 1i1 02 3 I IS 須患器 杯嚢 S K90 120 ,o 口クロナデ、ロクロケズリ
やややや

灰白 5Y8/1 口1縁/那6 
密不良

m moi 3 r 土師器 甕 S K90 "' 
口縁部ヨコナデ、外面J\~八内回ナデ ,e.,t並 橙 1iYR7/6 口鍼部

完形

ii I ¥ 31 0 5 3 r 土師器 台付甕 S KiO 
底部径

外面ハグ、ケズリ｀内面ナデ 粗並 にぷい橙 ↑ 5YR7/4 1底/部3 

'' 
155 116-(• 5'  r Ii ±饗品 獣形 S K90 ナデ 誓笠 灰寅褐 10YR6/2 

rn 159-01 J F 須恵器 杯盤 SK 99 13 0 ロクロナデ、ロクロケズリ ゃ密や不良 灰 1lY 6/ 1 口1/縁部3 

m 111-02 1 F 須恵器 杯身 S KH 10 8 5 I Dクロナデ、ロクロケズリ や粗や 良 灰白 2 5Y8/1 口I9部4 

第 8表 出土遺物観察表 F区 (2)
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耐告 璧録 :: 地区名 種類 器" 出土遺構
口径 器高 その他

胴整技法の特徴 胎上 焼成 色胴 残存度 籟考暑号 番号 (cml {o,{ (rm tl 

"' 145-01 j~- >t 須患柑 杯身 S K9i 132 '' tlクロ＋デ、ロクロケズリ 密苅 灰食 2 !Y6/2 口1縁/部2 内底面にあて貝贖あり

H9 l0-01 3 F-I 8 須息盤 杯身 S K99 "' 56 Dクロナデ、ロクロケズリ やや
笠灰 75¥6/1

口紘郎
粗 3/8 

HO l1H2 3 F 須恵器 杯身 S K99 113 '' 0クロナデ、 0クロケズリ やや
良灰 N6/0 口2縁/部3 

粗

HI l4H'.l 3 H8 須息器 杯身 S K99 '"' 4 I 0クロナデ、ロクロケズリ 密埜 青灰 5PB6/l 口5縁/部8 

U2 111 01 3 Y 18 須恵器 高杯蓋 S K99 IJO '' ロクロナデ、ワクロケズリ
やや
良灰白 N8/0

口縁部
密 1/8 

m 10 Oi 3 H8 土81甜 台付椀 S K99 II 0 ナデ｀爪状の痕跡
やや
並明費褐 IOYR7/6 n7縁/部8 

密

Hl 120 01 3 F-U 士9而謂 台付甕 S K99 "' 311 体部底最部大径径 9243 3 口縁部ヨコナデ、外面 Jヽケ下部ケズ＇）` 内面ナデ 粗並 檀 15YR7/6 口1/緑部4 

U! !41-02 3 F-U 士師甜 台付甕 S K99 11 I 口縁部ヨコナデ、外面）り八内面ナデ
やや
並浅貫橙 tOYR8/4 u2縁/部3 

粗

H! !Bl 01 3 9 士師器 台付甕 S K99 161 口縁部ヨコナデ、外面ハケ｀内面ナデ
やや
並浅芦橙 10YR8/3 ほllぼ縁完部形粗

m 121-01 3 H8 土"翡 台付甕 S K99 150 体邪最大径
口縁部ヨコナデ、外面ハケ，内面ナデ

やや
並橙「 5YR 7 / 6 

口縁部
260 祖 1/6 

m 1n-01 3 F-U 士"甜 台付甕 S K99 16) 口縁部ヨコナヂ外面）＼ケ｀内面ナデ
やや
並浅賃橙 !OYRS/4 口緑部

粗 1/2 

469 !45-0'.l 3 H3 士II器 台付甕 S K99 底部径
外卸ハケ｀ケズリ、内面ナデ

やや
並にぷい橿 1SYR7/3

'' 粗

m 113-01 3 F-18 士"器 畳？ SK舒 既部澤
ナデ、ケズリ

やや
並浅費壇 !OYR8/3

底部
貯蔵穴出 t_

'' 偲 完形

01 IIH1 3 1-U 土"器 、こわ7上舘 S K99 1 J 
,, 

ナデ、オサエ 密並 灰白 2 5Y 8/2 
口縁部
5/8 

り7'171-06 J ,-u 士製品 土鍾 S K99 長穴9さ●径 u Iu U やや
並淡橙 5YR8/3

粗

m rn 01 3 F G3 須恵＂ 杯蓋 S H11t 125 '' nクロナデ｀ロクロケズリ 密並 灰 15YR6/l 〇3縁/部4 

114 Ola Ol 3 HJ 須息器 杯身 SH l!t 11, SI ロクロナデ、ロクロケズリ やや
良灰 5Y6/I 口1縁/部2 

密

OS O!HJ 3 ,-GJ 須恩謂 杯身 SH Ill 11 l ロクロナデ、ロクロケズリ 密良 灰 N5/0 小片

m O!Hl 3 ,-HJ 土師請 椀 SH 1!1 111 ナデ
やや
並橙 75YR7/6 

口縁部
密 1/6 

m OH 05 3 i-HJ 士師器 高杯 SH Ill 底部径
ナデ やや

並橙 5YR7/8 ,"'J, 11 密

m DSHl l 『-Gj 土9百討 台付甕 SH Ill 底部径
ナデ

やや
並浅貰橙 1IYR8/3 ほ脚ぽ郁完形! I 密

m os2-03 l HJ 土師討 台｛寸椀 SH Ill "' 口縁部ヨコナデ、ナデ 粗並 浅貧橙 7 5YR8/fl 7椀/部8 

m on-oi 3 f-KJ 土師甜 高杯 SH Ill "' ナデ
やや
並橙 5YR7/6

口縁部
密 1/2 

181 Dl~-Ol 3 『-G3 土師鞣 甕 SH Ill 9' '' 
口縁部ヨコナデ、野郎Jヽ ケ、外面ナデ勺底部ケズリ、内 やや

笠にぷい橙 11YR7/4 完形団ナデ 粗

H1 052-04 J H3 土師討 台付甕 SH Ill 101 口綸部ヨコナデ、外面ナナメ）'11"、内閲ナデ 粗並 浅寅橙 7 5YR8/4 口7縁/郎l6 

m 052-02 3 H3 土師甜 台｛寸甕 SH Ill 155 口縁部ヨコナデ、外国タテハケ、内団ナデ 粗並 浅贄橙 75YR8/3 口縁部
3/8 

HI 05HI 3 H3 土師甜 台｛寸甕 S Hlll 155 〇縁部ヨコナデ、外図I¥ケ、内面ナデ
やや
笠浅費橙 IOYR8/4 口縁郎

粗 9/16 

m 04H3 3 H3 ±"" 台｛寸甕 S Hlll 底I那径 外面ハケの後ナデ、内閉ナデ
やや
1te 淡橙 5YR8/3 3脚/部4 o, 粗

m り4H2 J H3 土師抒 壷 S Hlll 167 ョコナデ、内面I¥ケ ゃ；笠 浅貫橙 7 5YR 8/3 口1/縁部5 

m り53-02 3 M3 上師牲 鉢 S Hlll 310 u縁部ヨコナデ 外図タテ）＼ケ 内面ナデ ゃ粗ゃ 並 にぷい買橿 IOVR7/4 口嫌部
1/2 

HS OSHI 3 H3 土師＂ 甕 S Hlll 308 口縁部ヨつナデ，外面ヨコ）ヽケ や粗や 並 灰褐 1 SYR6/2 
口縁部
1/8 

489 00・01 3 H3 土師器 鉢 S Hill 25 6 口縁部ヨコナデ｀他は摩減箸Lく不明 や粗や 並 橙 15YR?/6 
口縁部
1/4 

00 0(8-06 3 r Cl 土"器 憂 SHltl 底郎径
ナデ や；並 浅貸橙 ↑ 5YR 8/3 底邪

75 完形

Ol 05H4 3 F-H l 土製品 不明 SHIil 長さ
ナデ : 並 灰賃褐 !QYR 5/2 9り

長高さ 5 ' 
ゃ粗や 並492 06HI 3 H3 土製品 獣形 SH Ill さ 30 にぶい渇 1 lYR 5/3 

幅 20

493 OOH¥ 3 r-FJ 須恵慕 杯身 SK 10 111 '' Uクロナデ、ロクロケズリ やややや
にぶい贄橙 10YR7/4 完形粗不良

Hヽ m DJ 3 1-flO 須恵器 応身 SK 10 13 0 ロクロナデ、ロクロケズリ や密や 良 灰白 N7/0 u縁邸
わずか

m moi 3 Y-『ID 土9籠器 台付椀 SK 70 底部径
ナデ や粗や 亜 橙 5YR7/6 4 ，，， 5 ,, 

U6 m-01 J r-『lO 土師翡 台付甕 SK 10 "5 口緑邸ヨコナデ、外面）ヽケ、内面ナデ｀オサエ や；並 にぶい貫橙 15YR7/4 口縁部
1/2 

m 1oa-a1 3 r-『lO 土睛謡 台（寸甕 S K10 I< I 口縁部ヨコナデ｀外面)¥ケ，内面ナデ やfflJ(, 並 にぶい貫橙 1 !YR7/4 口縁部
1/5 

m 100-02 3 r-r10 上師器 台fす甕 SK 70 "' 口縁郁ヨ :::Jナデ 外面Jりた内面ナデ や粗ゃ 並 浅費橙 IOYR8/3 口1縁/照8 

m IOH4 3 MIO 石昇 叩芦石 SK 70 長幡さ 6 0 

'' 
片僚」に打突頂

500 OOH! 3 MS 土Bl器 壼 S K15 IOJ 12, 体部最大径
風化により調整不明。内面底郎にエ具ナデが残る• 粗並 貧捲 1 lYR7/8 完形13 6 

501 122-0 2 3 M8 土師甜 台（す甕 S K15 底部径
ナデ や；笠 浅霞橙 1 SYR8/3 7底/部8 111 

502 118-0 I)  H8 須烹謂 杯盪 SKH 121 ロクロナデ ゃ；笠 灰 N6/0 わ口縁ず部か

503 118-0 ')  F・FS 土師器 椀 S K16 121 口縁部 内面ナデ、外面ケズリ や阻や 笠 にぷい赤褐 5YR5/4 [11縁/部4 

501 llH 'J  F-H 土師器 椀 S K16 1'0 口縁部 内面ナデ，外面ケズリ 粗 やや
不良
にぷい赤褐 2 5YR4/4 n1緑/部6 

5 0 S 11 B —り3 J P-Yi 土師器 台I寸椀 S K16 119 1 I 底部径
摩減著しく~調整不明 や粗や 笠 朗赤褐 l lYRS/6 n底緑部部 21//3 4 

'' 
50f 118-0 'J  F-FB 土師舘 台付燒 S K16 119 13 

底部径
ナデ な池 浅賞橙 1 5YR8/3 口底緑部部 1わ/ず6か,, 

SOl OIH 2 J F-F! .t師諄 台I寸燒 S K16 120 , a 底部径
ナデ、脚部ヨコナデ や粗や 池橙 5YR7/6 完形 口縁端部に煤が付着'i 

soa 111-0 I 3 H8 上師討 高杯 S K16 "' 摩減著しく、詞整不明 誓笠 にぶい貫橙 10YR7/4 
口繰部
1/8 

509 11H l l ?— H 1.0, 器 台I寸甕 SKH 112 口縁邪ヨコナデ、外面J\~八内面ナデ や粗ゃ 並 赤橙 lOYR 6/8 D1緑/部2 

510 ltH '3  ,-rs 土"器 台付甕 S K76 12' 口縁部ヨコナデ、外面/iケ、内国ナデ、オサエ や粗や 芯 橙 5YR7/6 口縁部
1/2 

511 119-0 I 3 1-r8 .t師柑 台付甕 SKH 1'0 口縁部ヨコナデ、外面ハケ、内面ナデ
やややや

にぶい橙 SYR7/4 
粗不良

512 11H 2 l F-FS 土師柑 台（寸甕 SKH 160 口廠部ヨコナヂ外面I'.ケ、内団ナデ やややや
浅霞橙 1 SYR 8/3 口縁部

粗不良 1/4 

lll 111-0 '3  H8 土師牲 台付甕 SI< 16 "' ―̀ 口縁部ヨコナデ、外面ハケ、内固ナデ や粗や 並 浅費橿 7 5YR8/4 口縁部
1/5 

514 りl7-01 J r-n 須恵＂ 杯身 S K82 II 0 '9 
体部最大径

ロクロナデ、ロクロケズリ や密や不良 浅費 1 SYR7/3 1/4 士器三立時、ロクロは反臣計回り131 
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報告 皇録 Ill傘
地区名 種類 器9● 出土遺構

口往
器le,高) 

そR他
調整技法の特徴 胎t焼成 色昴 残存度 備考暑号 番号 次散 lcol ICl!I rl 

Ill OlH! 3 r ri 須恵器 杯勢 S KU "' 6' 
体部最大径

nクnナデ 0クロケズリ 密良 灰 !OY6/ I 1/2 土器正立時、ロクnは反的計囲り

"' 
I l 6 122 05 3 r-n 須恵柑 杯9 S K75 I< 0 体祁最大径

ロクロナデ やや
良灰白 N?/0 ロ縁部

160 密 小片

517 D l 3 0 3 3 r-F a til" 涜 S K82 111 ,, 摩減肴しく不明 やや
並慢 5Y7/6 『縁/部2 組

51 B 122 0 I 3 Y F 8 土9屯＂ 台付椀 S K!2 II; 11 
咲部径

衰面森I欝のため願整不朗
やや
並橙 5Y7/6 口底緑郎部 13//2 4 65 俎

111 m ―04 3 i-F8 土"器 台I寸甕 SKむ
底部径

ナデ｀オサエ
やや
並にぷい橙 5YR7/4 ほぽ旺部完形Bl 祖

m 12 2―13 J H8  土間詣 台付甕 S Kil 
底部径

ナデ
やや
並にぷい費橙 l0YR7/4 

底部
りl 粗 沿ぽ完形

121 016-0S 3 F-Fl 須恵甜 杯蓋 S K83 12 2 '' ロクロナデ、 ui;LJ!fか） 密良 灰 N5/0 口1縁/郎4 t諄花寸時｀ロクロは時＃回り

122 016-02 l Hl  須恵甜 杯墓 S K8J 13 4 '' 
体部最大径

ロクロナデ、 Eクロケズリ 密良 灰 N6/0 1/2 t枯『寸特，ロクロは時寸回り
13' 

m ooa―02 3 H1  渠恵討 杯身 S K83 10 I ', ロクロナデ、ロクロケズリ
やや
良灰 N5/0 

口稔郁
程 3/4 

l2l 011-01 J Ml  須烹討 杯身 SK屈 115 ,a 体部1最3大5径 ロクロナデ、ロクロケズリ
やや
良灰 N5/0 3/4 土器iE立時、ロクロは反時計回り

粗

525 ¥ZH4 J f-f7 須烹器 杯身 SK ii 11 n ロクロナデ、ロクロケズリ
やや
笠灰費渇 lOYRfi/2 口縁邪

粗 わずか

526 12HI J r-n 上9月討 台付甕 S KSl lli 体部10最大0径 口縁部ヨコナデ、外面）9ケ、内団＋デ やや
並にぶい坦 1.IYR7/3 

口紐邪
箆 3/1 

521127-01 J Ml 上師討 台付甕 S Kil 1,' 口縁部ヨコナデ、外図9ヽケ、内OOナデ
やや
笠橙 1lYR7/6 口縁邪

粗 1/4 

m 121-01 1 r-n .L8百諄 台I寸甕 S K33 161 口縁部ヨコナデ、外閲J¥"T、内団ナデ
やや
笠にぷい橙 1lYR7/4 口縁邪

粗 1/3 

l29 り61-04 3 「-n 土製品 ：オJ7土器 SK iJ 体祁最大径
手捏ね

やや
芯橙 SYR6/630 粗

530 165-0J 3 f-K9 土師器 甕 SK 77 IQ 1 日緑部ヨコナチ｀外面ハケ、内面ナデ
やや
笠にふい橙 5YR7/4 n1縁/部6 粗

Hl l~HI J r H'l t!i甜 台付甕 SH77 ll6 ロ縁部ヨコナデ 外面ハゲ｀内国ナデ
やや
並浅貫橙 15YR 8/4 日3緑/郎8 

阻

m 190 01 3 f Hり tll甜 台I寸甕 SI< 11 II 0 口紐部ヨヨナデ 外面）＼ケ、内面ナデ 誓並 浅費檀 1 iYR 8/3 
口緑部
ほぽ完形

m 161 01 3 r-H 9 士"討 鉢 SI< 11 "' 口縁OOヨコナデ、外面ハケ、内面ナデ
やや
並浅贄橙 15YR8/3 

口縁部
粗 1/4 

Ill 001-01 3 r H 8 ,.., 甜 甑 SK 17 "' 161 
底部径

口縁邸ヨコナデ｀ケズリ、内面坂ナデ、孔へう切り
やや
軟浅裳橙 15YR 8/4 1/2 内面に黒既虎りII D 粗

!35 139 01 3 『 H:l 土"器 翫 SK 11 2l' ナデ｀オサエ 粗並 欝橙 7 IYR8/8 
口縁郎

3/8 

536 !JI 01 3 『 Ii 須恵器 高杯 SI< H 8 0 0クロナデ、三方スカシ やや
良灰白 N8/0 1既/部4 密

rn 111-0:i 3 F 土師器 愧 8 K 1i 12 l '0 ナデ、オサエ やや
笠橙 5YR7/6 口縁部

粗 2/3 

5 li l J 3 0 2 3 f 士師歴 椀 SKH "' ナデ ゃ密や 笠 橙 15YR7/6 口縁部
一部外団に黒斑あり1/2 

5 l 9 l JI -0 2 3 f Ii tB后器 台（寸椀 SK 78 13 l '2 
底部径

ナデ` オ―サJ_ な並 橙 15YR6/8 口脚縁部部 31//4 3 1 I 

¥IO l31 01 l 1 I! -ti! 牲 台付椀 SK73 11 H し— ナデ、オサユ や粗や 並 相 5Yit6/8 〇縁部
3/4 

5H 131 Dl 3 F-Ii 士帥器 台付椀 SK78 II 0 £B 
底部径

ナデ、ケズ＇） や密や 並 橙 5YR7/6
口縁邪 1J, 片

'' 底部完形

542 131-DS J F-18 須恵翡 高杯 SK18 ロクロナデ ゃ密や 埜 灰白 SY7/1 

50 13H! J 『 土師儲 台付甕 S K78 111 体部最大径
口緯部ヨコナデ、外団l¥ケ、内町ナデ 誓並 にぷい橙 5YR7/3 

D縁部
ll 2 完形

5H 13l-02 J f・18 上9眉器 台付甕 S K1i 12 l "' 口縁部ヨコナデ、外団J¥ケ、内面ナデ 誓並 にぷい橙 5YR7/4 Ul /緑部10 

545 130-02 J F 18 土9罰甜 台付甕 S K18 "2 口縁邸ヨコナデ、外団ハケ、内面ナデ や粗や 並 浅費橙 1 5YR 8/3 口縁部

1/:l 

546 132-0 I 3 F-I 8 土61摺 鉢 S K78 Ii l "' 
底部径

[J縁部ヨつナデ、外面ハケ 誓並 灰白 lOYR 8/2 
口縁部 1/3 

50 底部完形

Hi lJ3 —03 3 f ! 8 土師翡 甕 S K18 体部最大径
外団ミガキ ケズ')、内面ナデ :ゃ並 橙 25YR 6/6 

"' 
rn m 02 3 HIり 土製品 歎形？ SH 121 ―̀ 誓 並 褐灰 1GYR4/1 

上径 2 I 

H9 -062・ りl 3 H 18 石製品 紡鐘稟 S K18 底部径 ! H 
オリープ黒 tDY 3/ 1 

重高力さ 1 , 

HO 019 H 1 H3 須恵翡 高杯 SK 11g Iり1 96 底部径 B I 
0クロナデ、ロクnケズ＇） 脚部カキメ、二方スカシ や密や 並 灰 N6/0 口縁部 1/4 

二方向遇孔体部最大径 ]2 l 底部完形

551 019 OS J H3  須恵甜 高杯 SK I 1g '"' 91 
底部径 8 4 

ロクロナデ、ロクロケズリ、二方スカシ や粗や 並 灰 N?/0 底口縁部部 1/小片2 二方向透孔体部最大径 11 7 

rn m 01 3 1'-G3 士"器 椀 S Fili 

"' 口縁菰ヨコナデ、外面ケズ＇） 内面ナデ や祖ゃ 並 橙 15YR 6/6 口縁郎
1/3 

m m-02 J F 土師猜 椀 SF lli 112 ナデ、ケズリ やit並 橙 5YR6/6 口籍部

1/4 

55i QIHI 3 HJ  土"甜 台（寸椀 SK 119 130 ,, 既部径
口緑部ヨつナデ杯邸内外面ナデ、脚邸ヨコ＋デ や粗や 並 橙 5YH7/6

口縁邪 l/2 
'6 底部完形

rn 1n-01 3 HJ 土師請 台｛寸椀 SK 119 110 '' 
底部径

口縁部ヨコナデ｀ナデ や粗や 並 橙 5YH?/6 翌1り

rn 16Hl 3 f-Gj 土"II 高杯 SK 119 底邪径
摩滅著しく 綬整不朗瞭、ナデ、オサエ 密皿111 

rn 18Hl 3 HJ  ±"抒 甕 SK 119 130 口縁部ヨコナデ｀外面ハケ、内OO十デ ハケ や粗や ヱ暗灰貫 2 5Y4/2 nl緑/部7 

rn 17Hl 3 HJ  L師諄 ii SK 1 t9 151 口縁部ヨコナデ、外iliiハケ、内iliiナデ や碍や 笠 浅費橙 1 5YR8/4 ロ縁部
1/6 

rn 110-01 l H3  ±師諄 台I寸甕 SKll9 111 口縁郎ヨコナデ、外面ハケ、内面ナデ や俎や 芥 浅貫橙 7 SYR8/4 口緑部

1/4 

HO 162-01 l F 土師器 甕 SK119 g' II 0 
体部最大径

口緑部ヨコ＋デ外面ハケ、内面ナデ そEや並 にぷい渇 1 !YR 6/3 口紐郎
120 1/6 

561 l3Hl l H3  上師柑 鉢 SK! 19 18 5 ,s, 底部径
口縁部三コナデ、外面J¥.';r、ケズ「人内面ナデ や粗や 並 橙 7lY7/6 底部so 完形

m 113-01 l H3  土師討 鉢 SK !19 18' 口縁部ヨコナデ、外面ハケ、内面ナデ や密や 並 浅賃橙 IOYRS/3 口縁酪
1/2 

S63 162 03 3 F-G3 土師嘉 台｛寸甕 SK 119 ll 8 "' 
底部径 1 8 

口縁部ヨコナデ、外面/¥ケ、内OOナデ や粗や 並 浅費橙 7 SYRB/3 ほぽ完存体部最大径 ¥5 ! 

564 162 0 '' F-Gl 土"甜 台付甕 SK I 19 11" 口縁郎ヨコナデ，外面／辺八内面ナデ や粗や 並 灰白 7 5YR 8/2 口縁部

6/7 

56 5 161 0 l'  HJ  土"討 台付甕 SK 119 I< I 口縁部ヨコナデ外面ハケ、内面ナデ 良 Iごぷい橙 7 lYR7/4 

566 161-{• I)  Hl  土師嘉 台I寸甕 S Kll9 10, 口縁郎ヨコナデ、外iffiハケ、内閲ナデ やややや
淡賛 1 lYR7/3 口縁部

粗不良 1/3 

567 140 0 '' HJ 土師器 台付甕 S Kll9 "3 口縁部ヨコナデ、外OOハグ、内面ナデ や密や 屯 にぷい震橙 IOYR?/4 口縁＆

3/4 

l68 IJ9 0 I J HJ  土師器 台f寸甕 S K!l9 15' 口緑邪ヨコナデ、外面I¥ク、内団ナデ 誓並 浅霞橙 IOYRS/4 
口緑部

1/4 

m llH '' H3 土師器 台fす甕 SK !IQ "0 口縁部ヨコ＋デ、外閲J¥ケ、内面ナデ や阻ゃ 並 にぶい賃橙 IOYR7/4 

m m-〔|5 3 H3 上師器 台付甕 S K11り 150 口縁部ヨコナデ、外閲/Iケ、内面ナデ 密良 にぷい笛橙 ¥OYR?/4 口縁部
1/2 

Sll 13H 2 3 H3 上師蒻 台付甕 S K11i 15 0 ロ緑部ヨコナデ、外団J¥ケ、内面ナデ や阻ゃ 並 浅食橙 1 5YR 8/3 口縁部
1/3 
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” 
登縁 覇査 他区名 種類 器種 出t遺蠣

U径 牲高 その他 靡整 枝法の特徴 胎土 焼成 色胴 残Ir-度 備葺

暑弓 次数 le鳳I [c,l It口 ,1

'" 
16↑ -a4 J Hl .t茄酵 台付甕 SK ll9 ll S l l縁祁ヨコナデ、外面Iヽケ 内面ナデ

やや
笠にぶい橙 1 SYR7/4 

粗

513 l5HJ J f G 3 土9配楼 台杯鉢 SK¥ t~ 130 ナデ
やや
茄浅賃橙 1iYR 8/3 口1縁/部4 

淫

m 01H2 l トーGl 上師甜 台付II SK I 19 "5 '' 
底部径 鉢工部後外ナ面デオサエ後ナデ、内面ナデ、台部ナデ、端部オサ

やや
並にぷい橙 75YR7/4 『緑/部3 

'0 粗

515 tH-02 J f G 3 土師器 台付鉢？ SK 119 
底部径

外団板ナデ、内OO十デ " 101 

516 ¥IHI 3 H) til器 台付鉢 SK 119 "l 17) 
底部径

口縁部オサ工、＋デ、外面工呉ナデ 内面ナデ
やや
芯浅黄橙 10YR8/3 口縁底部部 完l/形3 

'' 
租

rn OIHl 3 HJ ±節甜 台rt鉢 SK! 19 219 11) 底呼
口緑部 体部内面上半ヨコナデ、下半ナデ 外団ケズリ やや 並浅貫橙 ¥0YR8/3 2/台3部欠lll
後....デ，台部外面ハケ、内回ナデ 祖

長さ 6 9 

m 01s o3 1 H3 上製品 土鍮
SK9J- 底部径 3 J 

ナデ
やや
並浅費壇 l0YR8/4

9B 重穴径.,a g " 
姪

519 063-0J 3 Fーり3 t製品 獣形？ S F11↓ 
やや
並にぷい黄培 !OYR?/3 

粗

iao m-as 3 『-~) t製品 ；こ手」l.i抒 SK119 ,. 13 手捏ね、ナデ
やや
並灰白 2lYRS/2 

粗

H! IIHI 3 H3 土虻器 :—わ 9土諄 SK l 19 オサゴ
やや 並にぷい橙 5YR7/3 
粗

上径 2 5 

582 062-02 3 H3 上製品 紡鍾軍 SK I 19 
我部径 5 • やや

良明赤喝 5YR5/88

重高シさ 2 I 
粗

m し2Hl J Mi t師器 碗 S Km  111 < I ナデ、ケズリ
やや
並浅買橙 IりYRS/3 口5縁/部6 

粗

184 11H4 3 r-Hり 士"諄 台｛寸椀 s i< n 110 摩滅著しく 飼整不明
やや
並橙 5YR6/8

口縁郎

厖 1/2 

585 113-01 3 f-H 9 f師甜 高杯 S K78 
底部径

衷面慰I麟のため嗣整不明
やや 並橙 1SYR 6/6 翌11 粗

m 123-02 J H9 士"器 高杯 S K18 
底部径

表面泰l離(l)ため覇整不明ヽ面取り
やや
並橙 5YR7/5 5底/郡8 

12 3 粗

58T 111"02 3 f りり 士Bl器 台付甕 S K78 111 ロ鯰邪ヨコナデ、外面ハケ、内面ナデ
やや
並淡霞 2IV 8/3 

口縁部

粗 1/4 

588 !H-Cl 3 H9 土師器 台（寸冑 SK門 I'8 口縁部ヨコナデ、外面}¥ケ、内閃ナデ
やや
並にぶい貫橙 tOYR?/4 u1緑/部4 

粗

519 llHl l M9 土"諄 甕 SK 1B 30 0 口緑部ヨコナデ、外面タテJ¥ケ、内団ナデ
やや
亜橙 5YR7/6 巧I 部4 

密

m 121-0, J Hg 土師器 '.-和？士器 S K78 
底部径

外面ナデ1内OOオサエ
やや
笠灰苗褐 lOYR6/2 

3 3 密

m 129 03 3 HS 須恵甜 杯II S K35 "' '' 
ロクロナデ、ロクロケズリ

やや
並灰 SYS/I

口緑部

密 1/3 

mm  os 3 f―KB 須恵器 杯身 S K85 110 0クロ＋デ
やや
笹苗灰 2lY6/1 

口縁部

密 1/9 

193 OlHI 1 Hi 渠恵謬 鳩 SK BS 
体部最人径 0クロナデ、ケズリ，菊j突、スカシ孔

やや
芯寅灰 25Y 6/ 1 

顎郎 透孔 (Iつ）

101 密 欠損 刺突文

591 119 01 3 f —K8 土師井 甕 S Kn 16' 日縁部ヨコナデり外面ハケ｀内面ナデ
やや
屯灰白 IりYRS/2

口縁部

密 1/4 

m iiiり1 3 F-U 上"甜 甕 SKい 11 I 口縁部ヨコナデ、外面ハグ｀内面ナデ :ゃ叩 浅黄培 lOYRS/4 
口縁部

1/2 

mm  02 3 HS 土師器 台I寸甕 SK85 
底部径

摩減著しく、胴整不明 や密や す 灰白 10YR8/2 1底/糀2 
5' 

mm  06 l r Xi .L師甜 加工円板 SKB 
長径 2 5 :や並 灰白 l0YR8/2 
短径 11 

m 100 03 3 F-H 11 土師討 台付甕 SKH 11, ロ緑部ヨコナデ、外面I¥ケ｀内面ナデ な並 浅貰橙 1 5YR8/4 
口紘邪
1/6 

599 lH―01 3 H6 L師甜 台付甕 SK113 11 H 181 
底部径 「O 口縁部ヨコナデ、外面ハケ、内OOナデ や粗や 位 にぶい橙 i iYR?/4 

口縁部

体蔀最大径 16 2 一部欠損

6 o o 112 a J :i 1-11 上師甜 甕 SK 160 111 ョコナデ、ナデ
やや
並にぷい橙 SYR7/4 

口峰部

粗 1/8 

60l 16~ ―n I 3 f 土師器 甕 SK 110 100 114 〇縁部ヨコナデ、外Illケズリ ＋デ、内OOナデ 、や密 橿 5YR7/8

60? 173-01 3 r I 5 石諄 叩き石 S Kl10 

M HH! 3 Fーじ6 仁製品 紡鐘稟 SK 10! 
や密や 並 橙 l5YR6/6 

60i 17Hl 3 F Lfi 須恵器 追 SK¥26 102 ロクロナデ 波状文 や粗ゃ 良 灰白 N7/0 口1縁/部5 

W 113-01 l H6 1-il甜 台I寸甕 SK 126 '5 ナデ ゃ程や 埜 橙 5YR7/6 3脚/部4 

606 OIH5 J F-F£ 土"器 碗 SK I!! 111 51 口縁部ヨコナデ、外面ナデ ケズ’）、内iffi.I.貝ナデ や密や 並 浅費橙 IOYR8/3 
口縁部

3/4 

607 018-01 3 r r 6 土"器 碗 S Kl~ 115 '9 口緑部ヨコナデ、体部ナデ や粗や 並 にぶい橙 1 jVR7/4 口4緑/部5 

6 Q 8 0 17 -{, 3 3 M5 上師器 杯 SB¥31 1,0 19 横方向ナデ 粗並 橙↑ iYR7/6 口::1縁/器4 

609 020-02 3 }-Kl 土師器 杯 S 81」1 13 5 30 体部外面ケズリ、内面ナデ や；笠 培 25YR 7 /8 
口縁部

1/2 

HO OlHt 3 F K 5 土師器 杯 S Bil¥ 16l '' 内面にミガキ や密や 並 橙 75YR7/6 
口縁恕
1/2 

6ll l↑ Hl J f-KS H前器 杯 S~11, 15! 2' 口縁邪ヨコ....デ，外面オサヱ 内図ナデ や密や 並 橙 llYR7/6 
口縁部

内面にへう描きが残る
l/2 

t I lり1H5 3 r-11 須烹器 壼 SH 116 16 0 16 
つまみ部径 0クロナデ，ロクロケズリ や密や 良 灰白 10YR7/1 口1繰/部4 
30 

613 11Hi 3 HI 土9泊＂ 杯 SHlH 13 0 '' 口緑部ヨコナデ、外面オサエ、内面ナデ や粗や ~ 橙 5YR7/fi 口縁部

1/6 

611111-01 J F-11 士"器 賽 SH t t6 151 16' 
体那最人径 口縁部ヨコナデ、外面タテ,,ゲ 内OOヨコ） \~ や組や 並 灰R l0YR8/l [; /緑部5 カマド支脚
11, 

£15 Oil-りi 3 F-! i 土9厄器 賽 SH 116 111 
体部最大径

口縁部ヨコナデ、外面タチハケ｀内面ヨコハケ や粗や 並 灰白 2 5YR8/2 I5I縁/邪8 
"0 

616 050-0 I 3 F・ll 土師器 甕 S Hl16 lJ I 
体郎最大澤

口緑部ヨコナデ、外而タテハケ，内面ヨコハケ tや並 灰白 tOYR 8/2 口1/緑部5 
110 

617 l!H3 3 F-Ii 9 坦恵甜 蓋つまみ SK 68 ョつナデ ゃ；並 浅震橙 1 5YR!l/4 つまみのみ

618 11H1 3 H9 土師甜 9み S K68 119 l I 摩滅著しく、罰整不明 や粗ゃ 並 邊↑ lYR7/6 口I9部4 
£19 IIH5 3 Hq ヤ'""

杯 SK闘 120 3 3 摩滅著しく、隕整不明 や；並 にぷい橙 5YR7/4 ロI緑/部3 

610 11H6 3 H9 ""甜 杯 S K68 12 2 ,, ナデ、オサエ や密や 並 橙 15YR 7 /6 口1緑/部5 

621 115-0J l H9 土..器 杯 S K6i 138 , , 摩減著しく勺調整不朗 ゞ並 橙
1jYR7/6

口嫌部
1/3 

622 ¥IHI 3 H9 "'器 杯 SKり 98 '5 ナデ｀オサエ、ケズリ や密や 並 にぶい賃橙 tOYR7/4 
口縁部

1/2 

62 3 I ¥S← 08 3 H9 r1, .. 杯 S K6B 10 9 265 ナデ、オサエ、ケズリ や；並 にぷい慢 1 5YR7/4 
口縁部

1/3 

6H IIH2 3 ,-Gg 十師甜 杯 S K68 15 I J 1S ナデ ゃ；並 浅雙擾 ↑ 5VR8/4 
口緑部

1/8 

m l!Hl l H9 土ii甜 皿 S KH 161 11 ナデオサエ や翔や 立 橙 1SYR 6/6 
口峰部

1/S 

f16 115-01 3 H9 土師舘 圃 SKH 118 11 ナデオサエ や粗や 並 にぷい橙 75YR7/4 

627 liH』 J H9 土師器 盤 SK柑 12' 1 l 
底部径

ヨコナデ ケズリ勺貼付高台 や密や 並 にぷい橙 l IYR7/4 口ほは部部 11//10 6 
11 l 
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耐告 登鐸 窮査
地区名 種類 謡9舅 出土遺構

口径 器高 その他
駒整枝法の特徴 胎士 燒成 色覇 残存度 傭考

番号 番号 次散 lcml '"' (Cf!I () 

m I I 6 0 l 3 J H1 t師器 鉢 S K68 "' D縁部ヨコナデ、外面ハケ｀内面風化大不明
やや
芯浅貫橙 10YR8/4 口縁部

粗 1/11 

m 14¥ 0 I 3 F HI柑 甕 S K81 23 7 口緑蔀ココナデ、外面タデハケ，内面ヨコハケ
やや
並浅賃橙 IOYR8/.1

口絨部

祖 1/3 

030 l I :i-0 ! J F-G9 須恵甜 杯身 S F61 1)6 0ク0十デ !II 並 褐灰 IOYR6/l 
口縁部

1/6 

631 IIJ-06 J F-G7 士9而稔 高杯 S F6l 112 ナデ
やや
並浅霞慢 IOYR8/3 口縁部

密 1/6 

633 112-02 3 H9 土師器 董 S F6! 115 ヨコナデ
やや
並にぶい貫橙 !OYR?/2 口縁部

密 1/9 

633 113-06 l Hg  土師諄 杯 S F61 ナデ
やや
並橙 5YR6/6

密

631 112-03 3 ' 土領霧 甕 S F6~ 330 ロ緑部J¥'T/J)後ナデ、外閃タテ）¥ I'[、内閲ヨコハケ やや
並黒渇 tOYR3/I '/緑/部7 

粗

635 1!0-01 3 HS 土師甜 杯 SF JOO ナデ｀外図ミガキ、内面暗文
やや
並浅賞橙 IOYR8/3

密

6 36 111り3 3 HS 須恵醤 杯蓋 SF 104 外面ケズ＇)、内面ナチ 密 やや
ィ’良
浅賃橙 1 5YR 8/6 体部破片 上面にへう記号あり

£3 7 l l l -りl 3 f-GS 棗烹摺 無台杯身 SF 104 10 2 nクnナデ、でクnケズリ やや
良陪黄灰 llY 5/2 

密

m 111 02 J f G 5 土師器 長顎壷 SF 104 '' ヨコナデ｀ナデ 密笙 青灰 5 B 6/ l 

rn 11HJ l HS 土師器 杯 S Flい ll l ナデ
やや
並灰白 ¥OYRB/1

口縁部

密 1/5 

610 l l 3 03 3 H5 土師器 杯 S F¥01 ナデ
やや
笠橙 5YR7/6

密

641113-04 3 H5 土"器 杯 s 1" lO¥ 1'' ナデ外面ミカキ 密並 にぷい嗜 5YR6/4 口縁部

I/la 

W 11HI l f G5 土師器 杯 SF 101 121 29 ナデ、内面ミガキ 培文
やや
並浅貫橙 15YR8/4 

口縁部

密 1/3 

64l llHI 3 f 土師器 台I寸甕 Sど6l "' 
口縁部ヨコナデ、外面Jヽケ 内面ナデ やや

笠浅貫橙 10YR8/3
口紘部

屯 1/5 

6H I¥H2 3 HS 土師牲 甕 SF ¥Ol 166 口縁部ヨコナデ、外面タテ}1'; 尺内面ヨコ)¥ケ やや
芯淡貫 2lY8/3 

口縁部

密 1/5 

60 178-03 J /" G l 土師器 甕 SF IH 161 〇縁部ヨコナデ｀外面タテハケ｀内面ヨコハケ
やや r 淡貫 2 lY 8/3 〇纏部

粗 1/3 

6H 112 0、: 3 f G 5 ±飼甜 甕 SF Iり4 "' ロ緯部ヨコナデ、外面タテ）＼ケ、内面ココハケ
やや
並澄 15YR 7 /6 

口籍部

粗 1/5 

60 112-01 3 HS 士"甜 甕 SF 101 "' 口縁郎ヨコナデ、外面タテI¥ダ内面ヨコ）＼ケ やや
並灰白 IOYR8/2 l1l縁/部7 

粗

618 llHI 3 F-G5 士!I器 甕 SF I 04 ISO 口縁那ヨコナデ、外面タテハケ、内面ヨコJ¥ケ やや
並浅貫橙 lOYRS/4 n1緑/郎6 

粗

619 111-01 3 HS 土製品 土冒 SF 104 "' 外図ナデ、内面）＼ケ 粗並 淡贄 ZSY8/3 鍔（寸き 接続部か

650 173-05 3 H5 士師器 ミらチ汀土器 SF l lO 底郎径
ナデ

やや
並灰白 10YR8/I 底部

3 5 粗 完形

m llH↑ J)'-Hg 士師甜 甕 S F13 ＂縁部ヨコナデ、外面タテ）＼ケ、内図ヨコ）＼ケ や粗ゃ 並 にぷい負橙 IOYR?/4 

rn 119-05 J HJ 須恵器 杯9 S F1l2 14 I ｛本部最大径 0クロナデ， 0ク0ケズリ や密や 並 灰賃渇 IOYR 6/2 口緑部
169 わずか

rn 110-02 J P-GJ 土師器 甕 SF 111 "8 n緑部ヨコナデ、外面タテ/¥ケ、内面ヨコ｝＼ケ やややや
にぶい費橙 !OYR?/4 ロ緑部

粗不良 1/4 

rn on o, 3 H3 須恵謂 高杯置 SF 114 121 S1 口タロナデ、ロクロケズリ や；並 灰白 5Y7/1 口縁部

1/1! 

655 179―り6 3 F-G~ 須恵器 杯蓋 SF !H ]]' nクnナデ、 nクnケズリ な並 灰 5Y6/1
口蟻部

わずか

656 081-03 3 f-G3 須恵嘉 杯菖 SF lH ll 0 nクnナデ 芦笠 灰 JOY5/ 1 
ロ樟部

I /10 

m 11H3 3 H3 須恵謡 杯身 S F!H 112 n夕nナデ nクロケズリ 密良 賛灰 2 5Y5/1 l/6 

6H 081-02 3 H3 須恵翡 杯身 SF !H n夕nナデ や密や 拉 渇灰 l0YR6/l 

659 t1Ht i Ml 上n龍 杯 S Fll1 II D ナデ、 ミガキ、ケズ') やw:?屯 橙 15YR7/6 

660 !80-0£ 3 H3 土師盤 杯 SF IH 21 0 ナデ ？笠 にぷい橙 SYR7/4 
口紐部

1/9 

661 08H1 3 H3 上肝儲 甕 SF lli I) i 口縁部ヨコナデ、外面9ヽ 広内面ヨコ Jヽケ1ナデ 粗並 黒渇 lOYR3/1 口縁部

1/6 

66? ¥30-03 3 H3 土師請 台付甕 SF lH 131 ロ絹部ヨコナデ、外面}¥ケ 内面ナデ な地 浅費橙 IDYR8/3 
口縁部

わずか

t6l 118-01 J H3 土"器 甕 Sr'lH 20 I 口籟部ヨコナデ｀外面タテハケ、内面ヨコハケ ゃ；並 浅閂橙 lOYR 8/3 n1緑/部4 

664 18H2 3 H3 土師器 甕 st'l l i 210 口緑部ヨコナデ、外面ハケ、内面ナデ ハケ や粗ゃ 並 灰白 tOYR 8/2 n1/縁部9 

€ 6 5り89-03 3 F-GJ 土師甜 甕 SF l!I J10 し— 口縁部ヨコナデ、外面ハケ 内007デ や密や 並 灰白 IOYR 8/2 口19部4 
666 l!H! l F-GJ i師甜 甕 SF 114 32 2 口縁l!llヨコナデ｀外面ハケ，内面ナデ ／＼ケ や粗や 並 炭R IOYR8/2 I1I/緑部8 

661 l!HI J H3 上師器 鉢 S F!H "8 D縁部ヨコナデ、外面ハケ、内面ヨコハケ
やややや

にぶい霞橙 IOYR 7 /3 111縁/部8 
阻不良

HS 08H2 l H3 上師器 台付甕 St'!ll !03 113 底部径 5 6 
口縁部ヨコナデ、外面ハケ、 f's]面＋デ や；並 にぷい橙 1 5YR?/4 口底緑部部 21//3 4 

体部最大径 11 B 

£69 OlHl J f-H 3 土師器 台I寸甕 St'¥ll "' 11 l 底部径 1 3 
口縁部ヨコナデ、外面J¥ケ、 fi.J面ナデ や；並 浅賛橙 ↑ 5YR8/4 口底縁部部 11//2 4 

体部最大径 ll 3 

610 OlHI l H3 土師＂ 台I寸甕 S Flll "' "' 
底部径

〇縁蔀脚端部ヨコナデ、外面ハケ、内閲ナデ や~{, :m 浅苗橙 ↑ 5YR8/4 1底/部2 91 

671 088-03 3 HJ 土9耐抒 台I寸甕 SF l ll 155 体部最大径
口緑菰ヨコナデ、外面ハケ、内面ナデ r並 にぷい橙 1 iYH.7/4 口嫌郁

"" 1/2 

m mo '3  fりl0 頃恵甜 杯身 S K11 11 Q 体部最大径
ロクロナデ、ロクロケズリ や；良 オリしープ灰 i 沿 YS/1 口籍部

129 わずか

673 m-o J J F I l 0 須恵器 杯身 S K71 1,0 0クロナデ や；笠 灰 1 5YG 6/ 1 口縁部

わずか

611 m-o '3  1 I 10 +II器 杯 SK↑1 1,, ロ緑部ヨつナデ、外面オサエ＋ナデ 内面ナデ や粗や 笠 にぷい橙 5YR6/4 口縁郎
1/4 

6↑ I 091-0 3 3 f I 10 七"器 杯 SK11 160 35 ナデ、底部外面ヘラミガキ や；苅 賓灰 i 5Y4/l 口縁蔀

1/Z 

6 i 6 0 91―り; 1 r I ¥ 0 士"" 杯 SK11 15 8 3£ ナデ、底部外閲ヘラミガキ や密や 笠 橙 5YR6/6 口縁郎

1/3 

m m-o 1 J r-11 a 土"器 鉢 S KTl IOO 口緑部ヨコナデ外面ハケ後ナデ、ケズリ、内面ナデ や粗や 並 にぷい褐 1 5YR 6/3 ロ峰部

1/5 

m 091-0 I l 『-110 土"器 甕 S KT! 250 口縁部ヨコナデ、外図ハケ、内固ヨコハケ や泥や 並 灰白 IOYR8/2 ロ縫習

1/4 

£19 09H I 3 f-11 0 土師器 甕 S K71 25 D 口緑部ヨコナデ、外団ハケ、内同ヨ :J}¥ケ や粗や 並 浅貫培 1 lYR 8/4 口縁部

1/6 

680 01H 2 3 F-J Iり 士師Ill tこfJY畳 S K71 3 9 S 8 体部最大径
ナデ や密や 苫 明責渇 lりYR?/6 完形

'0 

6 a I 191・ りI 3 Fー］↑ 須恵器 無台杯身 S K81 "2 3 3 ロクロナデ、へう切り、刻印 や粗や 良 灰白 5Y7/1 口縁音 I受濃J哀lj印
1/8 

682 12H '' r-n 士師器 蓋 S K8I ロクロナチ、 nクnケズ') 粗並 にぷい橙 5YR6/3 

m tis-o 'J  f-l↑ 士師器 蓋つまみ SKRI ナデ や粗や 並 橙 15YR7/6 つまみのみ

m mo J J f-n 土Bl甜 杯 SK81 底部径
口クロナデ｀貼I寸高台 誓並 橙 15YR7/6 1底/部5 115 

m 121 o '' F-K6 土81啓 杯 SKSl 口縁部ヨコナデ、外面底部ミガキ、内面ナデ 誓並 橙 5YR6/6

第12表 出土遺物観察表 F区 (6)
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報告 登録 覇奎 地区名 種類 "It 出土遺構
口径 器漬 その他 綱整技法の特徴 胎士 燒成 色＂ 残存償 噴考

番号 番号 次歎 (c,) le>I {cm g) 

m 12Hl 3 F"P? 土師摺 杯 S K8¥ 111 ナデ｀ョコナデ
やや
並にぶい橙 5YR6/4 

坦

"' ¥26-02 3 H8 土師詐
鉢 S K81 I↑ 0 口縁部ヨコナキ外園I¥ケ、内面ナデ

やや
並淡貫 ISY 8/3 

口縁郎

粗 l/5 

6'8 12HI 3 f- <? 土師謂 甕 S Ka1 11 S 口縁部ヨコナデ、外面タテハケ、内面ヨコハケ
やや
並灰白 IOYR8/2

〇嫌部

粗 1/4 

689 1lHl 3 F-f↑ 土師器 甕 SK81 150 口縁那ナデ 外面ケズリ、内面ハケ痕跡
やや
並淡貫 2iY8/3

柑

690 063-01 J f n 土製品 怜形？ SKS! 
やや
並灰臼 258/1 

粗

長径さ 3 ' やや

691 !2H5 J f-P7 上師諄 土羅 S K81 I 0 ナデ 密
並灰白 218/2 残 1/2

重さ 3 18 

692 IH 01 3 i-F1 餃 釘 S KSl 

H'l lH―り1 3 H6 須恵猜 杯量 S K93 "' 
ロクロナデ、 nクロケズリ

やや
良灰 SYRS/1

口緑部

密 1/6 

m 131 02 3~-J 6 洪恵謂 杯身 SK切 118 0ク0ナデ'tJクロケズリ
やや
良灰 Nii/0

口縁部

密 1/8 

ns 111 o 1 J r-I 1 須恵＂ 杯身 S K91 IS 0 50 
体部最大径 口クロナデ、ロクnヶズリ

やや
良灰 5Y6/l 口l縁/翌£ 

18 0 密

696 IH 03 3 f-J6 須恵諄 杯房 SK的 IOO ロクロナデ｀ロクロケズリ
やや
良灰 15Y6/l 

口縁部

粗 1/7 

m 136-02 J F-J6 須恵甜 高杯 S K93 
底菰径 口クロナデ カキメ、三方スカシ 密良 灰 NS/0
'0 

698 ill H 3 F・I 7 土9而器 杯 S K92 
底部径 ナデ、ロクロナデ、貼付高台

やや
並橙 5YR7/6

111 粗

699 13Hl ]『-J6 土"騒 杯 SK切 ll 0 3' ナデ
やや
並浅賃橙 lOYRB/3

密

100 l3H3 J F-J 6 土師昇 杯 S Kg3 115 ナデ 粗並 浅賃橿 10YR8/4 

↑ 01 m ーn1 3 H6 L師甜 杯 S K96 155 31 ナデ、内面ミガキ、外面ケズリ
やや
並にぶい糧 5YR7/4 完形

密

102 m-os 3 H6 上師翡 台付椀 S K91 
底部径

ナデ、エ具ナデ
やや
並橙 5YR7/6

90 粗

70J 135-03 J r-J 6 須烹器 高杯 SK的 0クロナデ｀ナデ
やや
笠灰 10YR6/1

密

101 !35-01 3 『J6 土閲諄 鍋 S K93 115 ナデ、オサエ 粗笹 橙 15YR7/6 
口縁郎

1/2 

105 IJHl 3 f-H 土9訂猜 鉢 SK釣 150 口縁部ヨコナデ、外面ヨコJ¥ゲ｀内面タテ）ヽケ
やや
笠嗜？双R7/6

口縁部

粗 1/3 

rH 13Hl J F-H 土師器 畳 S K9! 190 摩減著しく、潤喪不明
やや
笠淡黄 2SY 8 / 3 

口縁部

密 1/3 

？り↑ 13H• 3 f-J 6 土師蒻 台付甕 SKい 130 口縁部ヨコナデ、外面ハケ、内面ナデ
やや
並浅貫橙 15YR8/4 

口嫌部

粗 1/6 

？り8llH1 3 r-11 土"器 台I寸甕 S Kgi 1'' 口縁部ヨつナデ、外面ハケ、内間ナデ 粗並 にぷい橙 7 !YR7/4 
口縁部
1/5 

10! 14H2 l F 土師牲 ミこfi7土翡 S K98 
底那径

壷't-デ、オサエ
やや
並灰白 25Y 8/2 

2' 粗

↑ 10 022-0J 3 F J6 土師諄 ;: わ7土器
SK 体部最大径 オサヱIJ)後ナデ ；ゃ並 にぷい橙 「5YR7/3

ロ11/ll

93-96 '' 
少し欠く

7 I 1 131・03 3~-! i 土師器 ミこ和了土甜 SKれ 体底部部最径大径3り1 0 ナデ、オサエ 粗並 にぶい買橙 l0YR7/4 

長さ 1↑ 

112 rn-oi J r-J 6 .t製品 土錘
SK 9員 36 

ナデ な笠 浅賛橙 lOYRS/3 
93-9! 

重穴.径 "u '" 
長頃さ 1 1 

7 l 3 0 ¥ 5 0 I 3 f-H 土製品 ＋鍾
SK 

―̀ 
36 

ナデ や；並 灰白 !OYRB/2 
い-H

重穴.径 " 0.9 " 

711 18Hl ｝ 下水管 須烹譜 甕 Pit 3 210 口縁部ヨコナデ、外間タタキ、内面ナデ や祖や 並 費灰 2 5Y 5/ 1 

715 181ーりi J -//対？ 土師蒻 愧 pi t 2J 111 < D ナデ :や並 賃橙 l0YR8/6 口l縁/部6 

716 t8Ht 3 下水管 士師柑 高杯 Pi t 3 "' 06 底,部3径 ナデ ゃ，t並 橿↑ 5VR 6/6 底口縁部部ほぼ7/完形16 

111 181-04 3 下水管 土師甜 高杯 Pit 3 113 106 底9部.3径 ナデ｀オサエ や：並 慢 5YR7/8 ほぽ完形

↑ 18 l8H2 3 下水管 七師器 高杯 P i t 3 ISO 10り 底'都;径 ナデ 祖並 橙 25YR7/6 a底緑邪蔀 13//3 4 

119 186-01 3 下水管 七餌器 台｛寸甕 Pit 3 llO 口縁部ヨコナデ、外団ハケ、内面ナデ 粗並 明賛渇 tOVR?/6 ？縁/部3 

12 0 181・ りl 3 下水管 t師器 量 Pit 3 11, 口縁部ヨコナデ 外面}¥ケ、内団ナデ や粗や 並 浅賃橙 IりYRB/4

111 !69-01 3 F 須烹詳 董杯身 包含II 壷 ロクロナデ波状文，杯雰 Uクo-,.デ。溶着 な並 暗賃灰 2 5Y5/2 

711 lfiHl J f J3 土師翡 甕 包含II -- 庶u那径 ナデ｀木菓文 tや並 壇 2SV7/6 底部
完形

713 l4H2 ]『-I ¥ 0 土製品 土管 包含II ナデ，)¥ゲ や粗や 並 浅賛壇 lOYR 8/3 

長さ 7 I 

7H aJ5 H 3 r-H 上製品 ±錘
SK I員 3' ナデ や密や 並 浅寅橙 IOYRB/4 
93-98 

・穴'径 " 0 8 

長さ 4 5 
や；並

115 !71-05 3 HI 土製品 土錘 Pi t. 8 輻 16 浅負橙 10YR 8/3 

穴径 0 5 

7l6 06H3 J f-fi 石製品 冑玉 包含II
長径さ J ' 
01 灰オリープ 7 IY 6/2 

重さ 1 5 

↑ 21 06H1 j 1-19 石製品 宥孔円板 包含II
重さ ォlj-ープ灰 10Y5/2 ,. 

m 11i・Ol 3 『-J9 鉄 鎌 包含層
籟i

'' 
第13表 出土遺物観察表F区 (7)

（註）

cu in忠t雑扁りは、 HI辺昭:「須忠器人成』（角川書店 1981)を参考にした。
② 拙沢「庫県卜古墳時代後期略穴住居内の造り付け寵の構造について」「研究紀要」第 9号(-:屯県罪蔵文化財センター

1999.3) 

③ 山Ill猛ほか「山城遺跡・北瀬古墳跡」 (:iii:県埋蔵文化財センター 1997.3) 

④ 「斎宮跡の t・帥器」 r煎県斎宮跡調径事務所年報 1984史跡 斎宮跡 一発掘調企概報ー」('重県教有委ti会. : ボ児斎宮跡調11:・Jサ務所
1984.3) 
⑤ t村安it氏の御教小及び、『占代のt師器牛紅と焼成研究会 窯跡研究会 1887.5」による。

R 「研究紀要j第7¥}-t. 師器焼成坑と占代t器の牛産と流通ー（五k脱埋蔵文化財センター 1998.3) 

⑦ 栴蛤彰ー「老洞古窯跡群発掘魂介報告書］（岐阜市教育委員会）
⑧ r'贔県斎宮跡調介事務所年報 1982 史跡 斎所跡 一発掘調在報告ーJ(~ 重県教育委員会・：重県斎宮跡調介ボ務所 1982.3) 

⑨ 「斎宮跡発掘：紆芥・卜選j(斎宮肝史博物館 1989.10) 

⑩ 「ft遺跡」第2次発批凋介報化科（島中j市教脊委員会 1987.3) 
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V I・K区の調査成果
1 はじめに

l区は第3次、 K区は第4次において調査を実施

した。第m章でも述べたが、 I 区は更に a~d の小

地区に分れており、ここではK区に隣接する Ia区

を併せて報告する。調査合計面積は、 900mてである。

2 基本層序

旧病院関連建物の基礎による攪乱が多く、遺物包

含層・遺構検出面等の上壻観察は困難であった。

第1層は旧建物の基礎ブロック、プラスチソク等

を含む現代の攪乱である。遺構検出面まで深く掘り

込まれている。第2層は黒色土層である。遺物はさ

ほと含まれない。第3層は第 2暦にわずかに黄褐色

土ブロックを含む層である。ここに遺物が多く己含

される。第4層は明黄褐色土であり、この高茶屈台

地の基盤となっている。遺構は第2層から切り込ま

れていると思われるが、遺構埋土も黒色十．であるた

め判別しづらく、第4層上面を遺構検出向とした。

3 遺構

I: 閉褐色シルト IOYR3/! 
2:1/iオリープ色シルト 5Y4/2 
3: 賠灰色± N3/0 
4: 灰色J_5Y4/J 
5: 賣灰色シルト 2.5Y4/I 
6: 盟色シルト 2.5Y2/I 

現代までの攪乱が見られた。しかし、古墳時代前期

の遺構が検出され、台地南東部にまで、占墳時代前

期の菓落が広がることが証明された。時代を追って

述べていく，9

(1) 古墳時代前期

8D501 (第84図） 東西方向の溝である 0 幅は1.4

m、深さ 25cmで船底状の断面形を呈し、調介区外

へのびる。調介区内では総延長 15mを検出した。

出上遺物(729-754) は土師器小型壺•小型器台·直
① 

口壺·広口壺•台付甕で、古墳時代前期の範疇に収ま

るものである。

(2) 飛鳥• 奈良時代

SH502 (第83図） 一辺2.0mXl.8m、深さ18cm

の規模を有する rF 方形の竪穴住居である。焙周溝•

主杜穴・炉・カマド等の施設は、調杏区内では認めら

れない。床面は全体に固く締まっている。出上遺物

(764~779) は土師器杯• 皿・甕• 長胴甕•甑で、飛鳥
② 

lli併行期と考えられる n

SH503 (第83図） 後述する SH506より新しい，9

~I 
1: lk黄褐色ソルト 10YR4/2 

cl 

第83図 SH502·503•504•5 l 2・SF509・520実測図 (1: 80、水糸高は 18.800m)
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1: カクランl
2: オリ ・色砂質土7.5YR3/l
3 : 暗灰色砂質土 N 3/0 
（褐灰色砂質I混10YR4/l)
4 : 推進坑によるカクラン

SD147 

5 : 暗灰色シルトN3/0
（黒褐色シルト 2.5Y3/I)
6: 暗灰色シルトN3/0
（黄橙色粘質土IOYR7/8)
7 : 明黄褐も粘質土IOYR7/6

へ~_p=====-~1 2 一三ーニニ

□三ニニ。口ニ
O 2.5 m 
I I I I I↑ l 

l: カクうン土
2: オリープ黒色砂質U.5YR3/l
3:ft和灰色砂質士N3/0
（褐灰色砂質I龍10YR4/lI 

l: 黒色土7.5YR2/l
2 : 賠黄褐色1lOYR5/6 

4: 掲灰色砂質土IOYR4/I
（黄柑色砂負t乱IOYR7/81
5: 陪灰色シルトN3/0
6: 賠I火色シルト2.5Y3/I

7: 黄灰色シルト2.5Y4/l
（焼土及び炭化物含む）
8 : p~ 屎廣色シルト2.5Y4/2
（焼J:及び炭化物多く含む）
9:llJl黄褐色粘質I10YR6/6 

SD149 

3 : 賠橙色砂質 J-_lOYR7/8 
4 : 黒褐色t.7.5YR3/2 
5: 黄色砂質U.5Y7/8

0 lm 
I I I I I I I 

第84図 SDl 47•501•SF520·SD149 土層断面図
(SD147・501・SF520は1:100、SD149は1: 40、

水糸底は 18.800ml

一辺2.0mX 1.4 rn、深さ14cmの規模を有する長方形

の竪穴住居である。壁周溝は北辺•南辺が途切れる。

カマドは西辺ほぽ中央につき、カマド燃焼部に土師

器甕(804)が据わった状態で出土した。主柱穴は碓

認できない。床面は中央付近が固く締まっている。

出土遺物 (795~81 l) には土師器杯•甕•長胴甕• 鍋、

須恵器長頸壺があり、飛鳥W併行期と考えられる。

SH504 (第83図） 。辺1.3mXl.8m、深さ14cmの

規模を有する長方形の竪穴住店である。壁周溝は東

辺が途切れるが、ほぱ全周する。カマド・主柱穴は

確認できない。床面は中央付近が固く締まっている。

出土遺物 (780~785) は土師器杯•甕•長胴甕があり、

飛烏w~v併行期と苔えられる。

SH506 (第83図） 大半が調介区外に広がる。一辺

1.2 m以 r.X1.3m以上、深さ 4cmである。出土遺物

(786)は 1湘．師器長桐甕で、飛鳥w併行期と考えられ

る。

SH512 (第85図） 北東部が攪乱を受ける。一辺

2.2Xl.8m、深さ12cmの規模を有するはぽ正方形の

~82 -

堅穴住居である。カマドは東辺やや北寄り中央につ

く。カマドの向かって、右からは十．師器杯•甕等が

出上した (829~831) 。壁周溝•主柱穴は確認できな

い。住居南東部床面上に白色粘L塊がみられた。出

上遺物 (812~831) には十師器杯•皿・甕•長胴甕・移

動式カマドがあり、飛鳥m併行期であろう。

SH521 工事中に発見した。 2分の Iはどしか遺

存していなかったが、正方形の平面形を持つものと

思われる。カマド・隈）剖溝•主柱穴は確認でぎなかっ

た。出土遺物 (787~794) には土師器杯 ·IIIl· 甕•甑、

須恵器長頸壺があり、飛鳥m併行期と考えられる。

SF509 (第83図） S H502・504より新しい。長

辺 0.6mX短辺0.3m、深さ8cmの長方形を呈す。断面

形は船底状を呈す。北•東•南辺が強く被熱する。出

土遺物 (832~836) は土師器杯•高杯・甕があり、飛

鳥III併行期と考えられる。これらの土器は細片で、

土坑埋土に散在してみられた。

SF515 長辺0.8mX紅辺0.6m、深さ4cmの柘円形

を呈す。断面形は船底状を呈す。被熱痕は僅かであ

るが、北部が比較的被熱している。出土遺物の土師

器杯盃片 (837) は、飛鳥 III~N併行期と衿えてよい

か。

SF520 (第83凶） S H502より新しい。長辺0.8

mX短辺0.2m以に深さ16cmの規模を有す。平面

形は不明であるが、断面形は箱型を呈す。南辺に強

い被熱痕が見られる。出上遺物は士師器細片で詳細

は不明である。

SF522 SH521より新しい。工事中に発見した。

焼士の広がりを確認したのみで、平面形の検出は行

うことがでぎなかった。出土遺物 (838-839)は土

師器杯・甑で、飛烏 II-III併行期と考えられる。

SK516 一辺 0.4m X 0.3m、深さ20cmの不定形の

土坑である。内部には白色粘十．が多く見られた。出

土遺物(762)は細片であるが上師器甕である。

SK518 ・ 辺 0.5mX0.4m、深さ22cmの不定形の

土坑である。内部には白色粘tが多く見られた。出

土遺物 (763)は細片であるが土師器甕である。

SKl 44 後述するSD149の後に掘削された土坑で

ある。南北 3mX束西5m以 t、深さ10cmの不定形

を呈する。

出土遺物 (755-759) は土師器杯•裔杯脚・甕、須
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恵器甕片があり、若-f古い様相のものも混じるが、

飛鳥 II-ill併行期と考えてよいか。

SDl 49 (第84図） I区北東隅よりのび、 K区中

央で途切れる。幅は 2.2m、深さ1.4mで断面形はV

字形に近い。途切れる部分は、第2次世界大戦中の

建物の配水管に少々攪乱を受けてはいるが、ほぼ垂

直に立ち上がる。その先に延長部は見られない。出

土遺物(760-761)は溝の規模に比べ少なく、細片

であるが十師器杯甕が見られ、飛鳥 II-ill併行期

と考えられる。

(3) 鎌倉時代

SDl 47 (第84図） K区北辺より南囲方向に延び

る溝である。幅はl.lm、深さ18-20cmで総延長 12

m を検出した。断面形は船底状を呈する。 I 区で—・

且途切れる。出土遺物(841-843)は土師器鍋•羽釜、
③ 

陶器椀があり、伊藤編年でいうところの第4段階併

行期と考えられる。

4 出土遺物

調介区の大半が攪乱を受けていたにもかかわら

ず、多くの遺物が出土した。これについては、時期

をおって特徴的なものを挙げて概観したい。

(1) 古墳時代前期(729-754)

S D501出土遺物のみである。 751・752は広□

壺頚部である。両方とも縦方向のミガキを施す。接

合しないが、体部破片が多く見られる。台付甕(734

-749)は破片を含めるとかなり多く見られた。頸部

外側には仕上げの際にエ具を用いて強いナデを施

し、頸部内側には板状のケズリを施す。

(2) 奈良時代 (755-839、844-849、851-874)

SH群、 SF群、 S0149からの出土で、この地

区の主体となる。

S H502出上遺物(764-779) 769・770は内面に

賠文が確認できる。甕 771-773は丸底になると思

われる。 773は体部下半にハケ後板状t具でケズリ

を施す。 777は体部最大部径が頸部近くになるもの

である。 778は甑底部であるが、底桟が欠損してい

る。 779の十製品は獣脚になると思われる。

Sll503出土遺物(795-811) 796ははぱ完形に復

元できる鍋である。体部内面は板状工具によるナデ、

外面はハケ後下半にケズリを施す。 803-811はカ

マド及びカマド周辺からの出士遺物である。 804は

-89 -

ほぽ完形の甕である。体部I付面はヨコ方向のハケ後

下半にケズリ、外面はタテ方向のハケメ後ケズリを

施す。口縁端部は面を持たせて仕上げる。

S H512出土遺物(812-831) 杯·杯蓋•皿·甕・移

動式カマド等がある。 812は内外面にミガキを施

すが、片側にのみ把手をつける。

(3) 鎌倉時代(840~843 、 850 、 875)

S Dl47からの出土である。 842は土師器羽釜で

ある。 813は土師器鍋で、南伊勢系土師器である cぅ

煤がイ本部外面に付着する。陶器椀はいわゆる山茶椀
④ 

で藤沢編年でいう第5型式併行期に属する。

(4) その他

k区攪乱から出土した土馬 l点がある(877)。手

綱• 面繋•尻繋 ·I」は太い線刻で、たてがみは細い線

刻で表現する。目•鼻は］―.具による刺突で表し、鞍橋

は粘土を貼り付ける。脚部は欠損している。

5 まとめ

当区の特徴として、後述する G区とはぼ同時期の

古墳時代前期の遺構が検出されたこと、奈良時代前

半を中心とする時期の竪穴住居がまとまって検出さ

れたことが挙げられる。

(1)古墳時代前期の状況

占墳時代前期の遺構は溝 l条のみであるが、

まで前期に集落が営まれていたことを示す。後述す

るG区以外では古墳時代前期に属する遺構は見つか

っていない。これはどう考えるべきであろうか。

当区で検出したSD501は、深さが25cmである。

この溝は本来、もう少し深いものと考えると、後世

の削平をかなり受けたと考えることができる。した

がって、他地区に当該時期の遺構があったとしても

削平されていると考えられる。

また、 SD501の南側には、古墳時代前期に属する

遺構がもともと営まれていなかったとも考えられ

る。 SD501の北側での調査はG区のみである。他

の調介［｛と G区の同時期と思われる古墳時代後期の

竪穴住居の残存する深さを比較すると、はぱ同じも

しくは他調脊区の竪穴住居のはうが深い。また、 G

区の古墳時代前期と古墳時代後期の竪穴住居の深さ

を比較すると、前期の竪穴住居のはうが深い。

前述したように、高茶屋台地の基盤である黄褐色

士状にはいわゆる黒ボクが堆積し、古墳時代前期以



降の遺構についてはこの黒ボク上面から切り込んで

いることは埋土から見ても確実である。 しかし、調

在にあたっては、遺構の見極めが困難であることか

ら、ほほどの調在区でも、基盤層である黄褐色上面

で逍構の検出を行っている。他の調杏区において、

己含層から古墳時代前期の遺物の出土か皆無である

ことを考えると、 kいにおいて検出した SD501の

南側においては、古墳時代前期の遺構は存在しない

可能性が高いといえるのではないか。

(2) 飛鳥•奈良時代の状況

竪穴住居群について

竪穴住居6棟中、＂羊細が判明する竪穴住居は 4棟

である。この 4棟中、 カマドの見られたものは SH

503・512である。また、いずれにおいても、

柱穴と思われるピノトは検出できなかった。

ある。このことから、

る深さも浅いため、出十遺物は少なかった。

はぼ全容の分かる竪穴住居4棟中、

ことは前述したが、

k区内で途切れる。

があるが、

であろうか。

SD 149よりも若干新しい。

主

カマド

の有無についてはどう若えるべきであろうか。当地

区の竪穴住居の面積は 2.3-3.9mと古墳時代の竪穴

住居に比して狭い。この広さでは、古墳時代の竪穴

住居のように、食住や間兼用とは機能しないようで

カマドを持つ竪穴住居を「竃

屋J、持たない略穴イt居を居住施設と考えることは

できないだろうか。柱穴等が見られないため、上屋

構造については不明である。

焼成土坑について

北地区で検出された焼成土坑については、残存す

F区に

あるようなt師器焼成坑とも考えられるが、当区で

カマド施設を持

つものが2棟、残り 2棟はカマドが見られなかった

この焼成上坑については、竪

穴住居の届外炉としての可能性も考えられる。

8D149について

前述したように、断面形がV字形を呈する溝で、

E区のSDlOと組み合う司能性

これらの溝はどのように機能していたの

SD149の北側で検出された SH群は

このことから飛鳥m併

行期の段階でS0119が埋没し始めるころ、 SD149

の北側に竪穴住居が構築され始めるといえる。 SD 

r;~~ こニニ］
872 

\—_ ージブ
873 

~]2 

k区

ロロロロロ□
9,

八
包含暦 (877)

20cm 
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器から、飛烏m併行期までSD149が機能していた

と考えられるが、

汀□
874

胃］
 

--876 

877 

区両内部には飛鳥 lII併行期まで

の遺構は見られない。

（註）

① ここでは、古墳時代前期の年代は隣接する突出島貫

遠跡で良好な一括上器が出上し、それに基つく潟年が

なされているため、それに基づく。 SD.'iOI出土の土器

は島貰 2 期新よ廿併行期と考えられる（伊藤裕偉• 川崎

志）り『鶴抜第 1次調査J三車県埋蔵文化財センター

1999年）。

② 古代の土器研究会編『古代の土器 l都城のt器槃成』

1992年に基づく。

③ 伊藤裕偉「伊勢の中世煮沸用十器から束海を見る」

（『禍と甕そのデザインj第4回束海考古学フォーラム

1996年）

① 藤沢良祐はか『尾呂』瀬戸市教育委員会 1990年

10と組み合って区画溝としての性格を持つと考え

た場合、 SD149の南側が区画内部となる。出土土

-90 -



報告 登録 霧査
地区名 穫類 器穫 出上遺構

11径 翡高 その他 胴整 技法の峙徴 胎士 焼成 色謂 残存度 1 備考
番号 番号 次散 le叫 '"' '"' 
1l9 OOHR l i-B2 土"" 小型ii: SD 501 

外 ナデーヨコナデ やや
並浅費橙 1SYR 8/3 紹片

内 ナデーヨコナデ 粗

730 003―りi I K-BI 上師器 小型諄台 SDH! ,, 外内 ヨヨコつナナデデーーヘヨラつナミデガ、キシポリーナデー/Iケメ
やや
並橙 1lYR6/6 3/4 二全体方的向にに愚透孔減

密

131 0 0 3 D 5 i K-R 4 土師謂 小型謡台 S D501 
撲合部径 外ヘラミガキ やや

笠橙 1IYR 6/8 g--., 脚部 ニ方向に透孔

'' 内 ケズり一十デ 密

'" 002-06 I K-Bl 上栢謁 1J1型器台 SD 501 
接合部径

外内 ヘ工具ラナミデガキーナデーハケメ
やや 並にぷい橙 7SYR?/4 ＂～脚部 三方向に遇孔

3 2 密

1ll 001 0 l l K・ ~1 土"諄 董 S D501 12' ¥ 6 I以上 外 ヨコナデーヘラミガキ やや
並塔 1SYR 6/6 1/3 

内 工具ナデーヨコナデーヘラミガキ 密

73' lll 07 4 K BI 土師器 台付甕 SOSO! 12' 外 ハケメーヨコナデ やや
並にぶい慢 1 lVR 6/4 1/4 

内 ナデーヨコナデーケズリ 祖

13¥ り01-01 l K-~3 土"諄 台付甕 S DHI 120 
外タテーヨコハケ ヨコナデ ，，，や

並にぶい櫓 1 lYR?/3 1/4 
内 オサエナデーヨコナデ 粗

136 DOl-06 I K-8 4 土師牲 台I寸甕 SD 501 130 
外 タテーヨコハケーヨコナデ やや

並淡橙 SYRB/4 細片
内 オサエナデーヨコナデーケズリ 祖

737 OOH3 4 K-B! ±! 雨＂ 台I寸甕 SD SOI 1, 1 
外 タテ ヨコ Jヽ ケーヨコナデ やや

並灰貧 25Y7/2 1/4 
内 ハケメーオサエーヨコナデーナデ

＂ 

118 00!-01 4 X-61 土師器 台I寸璽 SD⑭l ll l 
外 タテ←ヨコ）＼ケーヨコナデ やや

並にぷい贄橙 IOYR 7 /3 1/2 
六 オサエナデーヨコナデーケズリ 粗

1J9 OOHS 4 K-Bl 士"甜 台（寸甕 SD引I! 152 
外 タテーヨコハケーヨコナデ やや

並淡貫 2¥Y8/3 1/8 
内 エ異ナデーヨコナデーケズリ 粗

↑ 10 QOl-02 1 !-B 2 上師諄 台I寸甕 SD!Ol 16 2 
外 タテーヨコハケーヨコナデ やや

地淡買 2JY8/3 1/4 
内 オサエナデーヨコナデ II! 

Ill 001 01 1 K Bl 士師牒 台付甕 som  "' 
外 タテーヨ:J/Iケーヨコナデ

祖並 橙 5YR6/6 1/8 
内 オサエナデーヨコナデーケズ')

10 002-0i l~-~2 .t師諄 台（す甕 S OSOi II 0 
外 タテーヨコハケーヨコ＋デ やや

並明褐灰 75YR7/2 1/8 
内 オサヱナデーヨコナデーケズリ 粗

143 OOHJ 1 K-B:l tll謂 台付甕 S IJ l O I 19 0 
外タテJ¥ケーヨ ::iナデ やや

並にぷい橙 5YR7/4 細片
内オサユナデヨコ＋デ 粗

1H OOHl I K-Bl 土師譜 台付甕 SD雑1 lil 外内 タテーヨコハケーヨコナデ やや
並灰費渇 10YR4/2 1/6 

オサヱナデーヨ:,ナデ 粗

ll5 OOHl 1 K-34 士Bl器 台i・t甕 SD⑭l 
接合部径 外タテ）＼ケ やや

並にぷい賃褐 10YR5/3 
接合部

5' 内ハケメ、ナデ 粗 完存

11! 003-03 i K-A B 2 土e;器 台付甕 SD 501 底径 外内 ナデーハケ やや
並灰オ']-プ 5Y 6/2 1/4 

Si オサエナデ 坦

w m-01 l K-B3 土"" 台付甕
S D501 底径 外ナデハケ やや

並にぷい橙 lOYR?/3 1/2 
J:11 100 内オサエナデ 密

10 りOH2 l K-Bi .t師諄 台付甕 SD 501 底径 外内 ナデーハケ やや
並にぷい橙 IりYR7/.1 1/2 

!06 オサエナデ 粗

70 DOJ-01 4 K-~I Ti吊器 台付甕 SD 501 底径 外 ナデーハケ やや
並にぷい雙橙 10YR6/4 はぽ完存

上層 "' 内オサユナデ 粗

750 0りH6 4 K-&3 土師II 仏II畳 SD 501 外栖描文ーヘうミガキ 粗並 明赤渇 5YR5/6 
伍部

上漕 内オサエナデ 1/8 

151 OH 02 4 K A3 土師器 広口壷 S D5りl 11' 
外 ヨコナデーヘラミガキ やや

笠にぷい賃橙 IOYR 7 /3 1/7 
内 ヨコナデーヘラミガキ 紺

151 156-02 I~-Bl 土"諄 広D董 S D501 "' 
外 ヨコナデーヘラミガキ やや

並橙 5YR7/6 t/3 I歪み大
内 オサエ、ナデーヨコナデ-T一具ナデ 粗

rn m 02 l K Bl 土"謂 広口量 SD!Ol 
底径 外 ナデーハケ やや

並橙 15YR7/6 1/2 

'' 内ナデ 粗

15l 15Hl 4 K-B, 土9原請 広口蜃 S 0501 
底径 外ヘラミガキケズリ

粗並 橙 1SYR7/6 ほぼ完存 I 1 s 2 1:: 同一個体か.' 内：エ呉ナデ

1H 171 0¥ J I Bi 土師器 皿 S KlH ll 0 l 1 
外 ヨコナデーヘうミガキ やや

並にぷい褐 75YR 5/3 1/5 
内 ヨコナデヘラミガキ 密

156 11HJ J Hl 土"謂 高杯 SKIH 
底径 外 ハケメーヨコナデーヘラミガキ やや

並橙 5YR6/6 1/5 

"' 内 ナデーヨコナデ "' 
151 170-05 3 I-Bl 土師甜 甕 SK!H 1, a 

外 J¥ケメーヨコナデ
や；並 1こぷい橙 Y IYR7/4 1/4 

内ナデヨコナデ

158 171-02 3 Hl 土師甜 甕 SKHl 212 
外 ／＼ケメーヨコナデ

誓並 にぷい橙 1 SYR 6/4 1/7 
内 ナデーヨコナデ

159 Ii I v I J HI 項烹器 措台 SK 111 
外 回転ナデー波状文 凹線 や密や 笠 灰白 5Y7/1 細!,
内 同転ナデ

HO ,1;1 I K -CI l 土9眉儲 杯 SDlH 外内 ヨコ＋デーヘ弓ミガキ
ョコナデーヘラミガキ

密良 明赤掲 5YR5/8 細片

m 191 oi 3 I H 土師整 甕 SD 10 25' 
外ヨコナデ や粗や 良 1こぶい黄橙 JOY凡?/4 1/6 
内ヨコナデ

16 2 0 I↑ ・06 l K-13 土師甜 甕 S KSl6 外内 ハヨコケナメデーヨつナデ ゃ粗や 並 灰褐 1 5YR 5/2 紐片

16l りl↑-05 l K-14 土"器 甕 S Kll8 外 ヨコナデ や；並 橙 5YR6/6 細片
内 ヨコナデ

764 007-04 ! K Cl 土9句惰 杯 S H5位 9 0 , , 外 オサエーナデーヨコナデ
密良 にぷい賃澄 IQYR6/4 1/4 

内 ナデーヨコナデ

76¥ 00↑ -01 4 K-CJ 4 上"'" 杯 SH雑2 138 4 I 外 オサエーナデーヨコナデ や粗や 良 橙 5YR7/6 1/4 
内 ナデーヨコナデ

166 0り90 4 4 K Cl t師謂 杯 SH 502 139 
外ナデヨコナデ 閉屯 にぶい赤褐 5YR5/.1 4 1/R 内 ナデーヨコナデ

161 010-02 4 X-Cj 土"甜 杯 SH 502 15' 
外 ナデーヨコナデ や棺や 並 にぷい赤褐 5YR5/3 4 1/3 
内 ナデーヨコナデ

m ODHJ 1 K-CJ 士師甜 杯 SH 502 111 , a 外 ヨコナデーヘラミガキ や密や 並 浅貫橙 5YR8/4 
口縁部

内 ナデーヨコナデ 1/8 

↑ 61 QOH4 i x-Ci 土師諄 杯 S HlO~ 160 
外 ヨコナデーヘラミガギ や密や 埜 橙 5YR6 7/6 1/4 I暗文タり内 ナデー暗文ーヨコナデ

710 007-03 1 K-Cl 土9匝柑 皿 S 11502 181 , , 外ナデーヨコ＋デ
密良 慢 5YR6/6 1/4 I嗜文あり

内 ナデー暗文ーヨつナデ

171 001-02 i i-CJ i 土師諄 甕 SHm  ,,o 
外 9ヽ ケメーヨコナデ

や；良 にぷい買橙 lOYR4/.1 1/4 
内 ）＼ケメーヨコナデ

？↑ 2り08-03 l X-C4 土師器 甕 SH代2 16' 
外内：： I¥ケメーヨコナデ
ハケメーヨコナデ 誓並 灰渇 1 SYR 5/2 1/5 

113 008・01 1 K-Cl 上師蒻 甕 SH汎2 22' 外 J'¥'fメーヨコナデ ゲズリ
粗亜 にぷい貫橙 lnYR7/4 1/4 内ヱ具ナデヨコナデ

11 l O I a O I l K Cl HI甜 甕 S HS舷 2.1' 
外ハケメーヨコナデ

祖並 にぷい攪 1lYR7/1 1/7 
内 ハケメーヨコナデ

775 00! —り 2 l H り 土師謡 甕 S H502 lJ 6 
外ハ，，メーヨつナデ

粗笠 1こぶい橙 5YR6/4 1/8 内 ）＼ケメーヨコナデ

116 OOH¥ • ~-C 4 土師器 甕
SH50i 

23 2 
外ハケメ ヨコナデ

や；良 橙 15YR 6/6 
口籍部

カマド 内ハケメーヨコナデ ほぽ完形

111 009-0 I < K-Cl 土9盾整 甕
SH 502 

22' 
外内 ） ¥,.,. メーヨコナデ ケズリ

や；ェ にぷい橙 5YR7/4 l/6 カマド オサエーJ¥ケメーナデ

11i りlO・。3'  HJ  上肝蒻 直 S H502 底径 外 ハゲメーナデ や粗ゃ 卯 橙 SYR6/6 1/6 lO I 内 オサエーエ具＋デ

119 DlH '' K -C'.l 土製品 獣脚 S HS02 残存長
オサエナデ や柁や 並 にぷい橙 5YR7/4 完形

l 6 

↑ io OIH I I HJ  .t開詳 杯
S HSかi

110 
外 ヨコナデーヘラミカキ

密笠 橙 5YR6/6 1/6 I晴又あり燒土内 内 ヨコナデーヘラミカキ

↑ 81 0 l l 0 '' 
,ca 
"'" 杯

S HSDI 

'°' 
外 ヨコナデーヘラミガキ

密並 にぷい賃橙 10YR7/4 1/9 上層 内 ヨコナデーヘラミガヤ

HJ OIH '' < -C3 土師甜 屈？把千 S H50! オサエ ナデーハケメ や粗や 泣 灰買渇 lOYRS/2 
把手のみ
完形

m rn a 1'  K-C3 土9而舒 甕
S IIW 外内 ハケメーヨコナデ 祖並 にぷい笥橙 ¥OYR 6/4 I旧片北壁問溝 ハケメー3:Jナデ

m OIH 1'  K-C3 上師抒 甕 SH弧4 191 
外 ハケメーヨコナデ

や坦や 笠 iこぷい橙 1 SYR6/4 1/1 I黒斑あり内 オサエーナデーヨコナデ

第14表 出土遺物観察表 I• K区(1)
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桐告 ll録 詞査 地区名 "類 啓9亀 出土遺構
口径 ＂高 その他

顆整技法の特徴 胎士 焼成 色厠 残行度 I 隋考番号 番号 次敗 lcml '"' '"' 
181 OIHl 1 K-CJ 士"器 甕

S Hjり4
19 2 

外 ハケメーヨコナデ やや
並にぷい橙 7IYR7/4 1/10 .L漕 内 IIケメーヨコナデ 粗

186 OIHJ ! K Bl 士師器 甕 SH針間 "' 
外ヨコ＋デ

密芯 浅費橙 IOYRS/4 l /10 
内 ヨコナデ

T81 016-07 l I・Bl 土9箭謂 杯 SH終l 外ヨコナデ やや
並浪黄撓 15YR8/3 矧片

内 ヨコナデ 密

788 026―06 j !-Bl 土"器 杯 S Hl1l 
外ナデケズリヨコ＋デ やや

笹浅寅澄 tOYR8/3 細片
内 ヨコナデ 密

↑ sg m-01 1 K -B5 士9匝諄 杯 SH紅I "6 31 
外 オサエ ナデーヨコナデ やや

並樽 5YR6/6 1/4 内 ナデーヨコナデ 粗

190 02H2 4 K-B5 土"器 杯 SH位1 IOO 
外ハケメ ヨコナデヘラミガキ やや

芯橙 5YR6/6 1/7 
内 ヨユナデーヘラミガキ 密

191 0 21-0 ,I 4 X・R 5 士"諄 甕 SH位1 外 }¥ケメーヨコナデ やや
並にぷい渇 1lYR5/3 細片

内ヨコナデ 密

1~2 rn―り4 l X-Bl 須烹器 壷 S Hl11 "' 
外 [~]転ナデ やや

良灰臼 N7/0 1/4 
内回転ナデ 密

193 Oll-Ol l l'.-R ,I 土師誇 甕 S Hlll 208 外内 l¥ケメーヨコナデ やや
並 I火笥褐 IOYR 5/2 J/8 ハケメーヨつナデ 粗

19102103 l il Bl 土師器 甑 S Hl2¥ 
外 ）＼ケメーナデ やや

笹じぷい貫澄 IOYR 6/4 紐片
内 ハケメーナデ 桓

191 O!Hl l X-84 士師甜 杯 SHJOJ 160 
外ナデーヨコナデ やや

並にぷい賛橙 !OYR7/4 1/6 内ヨつナデ 粗

796 OJHl l 1-8, 上師甜 甕 SH 103 2)0 13 3 
外 J¥ケメーゲズリーヨコナデ やや

並にぶい橙 75YR7/4 1/4 内ヱ異ナデヨコナデ 粗

19『 OHO I 1 .1 tl 七師甜 甕 S HIOJ 230 
外ハケメーヨコナデ やや

良浅貪橙 IOYR8/3 1/6 内 ハケメ-ヨコナデ 粗

19 8 0 l 3-0 S l ,i-B! 上師甜 甕 SH m 240 
外 J¥ケメーヨコナデ やや

良にぷい賣橙 10YR7/4 1/8 内 ハケメーヨコナデ 粗

199 rn 06 l X Bl t師謂 甕 SHIO'.l "" 
外~ ハケメーヨコ＋デ やや

良浅貫橙 IOYR 8/4 1/8 
内 ナデーヨコナデ 密

SO O O l 3 01 4 .1-8, 上膊猜 甕 SH !OJ 261 
外 /Iケメーヨコナダ やや

良 にぷい員澄 IOYR7/4 1/12 
内ヨコナデ 密

8 0 I D 14 0 2 l X Bl ナ師癌 甕 SHIO、1 250 
外ハグメーヨコ＋デ やや

並浅貫橙 15YR8/4 1/6 内 上呉ナデーヨコナデ 租

!01 Ol 5 03 l ,1-B4 土師器 甕
SH雑3

"" 
外)¥ケメ ヨコナデ やや

良にぶい赤喝 5YR5/4 1/6 IP ilJI 内：ヨコ＋デ 密

i03 Dll 01 l~-B 4 須恵舘 長＂蚕
SHJOJ 体菰最大部径 外 回転ナデ一回転ヘラケズリータタキ やや

立灰 N6/0 2/3 カマド 182 内回転ナデ 程

iり101H1 1 .i-BI 土師器 甕
SH籍3

15' 110 
外 J¥ケメ ケズ＇）、ヨコナデ やや

良にぷい費橙 IOYR7/4 2 / 3 I強全体に焼土付着
加卜中央 内 ハグメーケズ1)、ヨコナデ 密 い被絨痕虎り

! 0 S a 12 11 I 1 K Bl te屈器 甕
SH 503 

"2  
外 ハケメーケズリ、ヨコナデ やや

並にぷい橙↑ がi'R7 /4 1/4 ~?f' 筋部 内 ナデーヨつナデーハケメ 阻

8 0 6 0 I 2・ り2 I K-B1 上ii器 臣胸甕
S H503 

"0  
外 Jヽ ケメーヨコナデ ナデ やや

ヤ浅霞橙 15YR8/3 1/4 111籍盟峡軌のため赤変加f'前部 内 工具ナデーヨコナデ 阻

807 Oil 02 l K Ai tS而摺 長詞甕
S H50J 

"' 
外 ハケメーヨコナデ やや

並にぷい笛橙 IOYR?/3 J/6 カマI'煙道 内 ナデーヨつナデ 粗

m OOH2 1 K -B 4 土閲器 長憫甕
SH純3

1'0 
外ハケメー 3コナデ やや

良 にぶい橙 7iYRfi/4 I/ 4 fi州」OOは懸減薯しい
カマド 内 工具ナデnーヨコナデ 粗

iり90 11 D 1 I~ ~i 土師開 長胴甕 SH 501 "' 
外 /¥ケメーヨコナデ

で並 にぷい賃橙 IOYR7/3 1/7 
加I'.b裕l 内 r具ナデーヨコナデ

m 03Hl i Ml  土簡器 畏胸甕
S H 50'.l 

"l  
外 ）1ケメーヨつナデ ナデ

や；芯 にぷい貰橙 l1JYR7/4 1/2 ヵマ）＇右符 内 エ只ナデーヨコナデ

81し 03 6 D l i K Bi t師器 長胸甕 S H503 "' "' 
外． ハケメーヨコナデ -tm~ 並 にぷい焚橙 IOYR7/3 lハ iカマド支脚カマド （推定） 内 ハケメ、ナデーケズ')'_[_兵ナデーヨつナデ

廿ll O 2 I D l i K I 3 上隋謀 把手｛寸杯 S H5l2 JO 3 ls 
外 ヨコナデーヘラミガキ やや

笠橙 5YR!i/fi 1 り~:損 1底訊へ弓記号 (tマ）、噌文あり内 ヨコナデヘラミガキ（把手）ナデ 密

813 01:l 05 I K-n3 - t師甜 杯 S H512 ll' 3 6 
外 オサエーナデーヨコナデ

: 良 1こぶい食橙 10YR6/4 1/5 内：ナデーヨコナデ

Bli OlHJ I~- 13 土師器 杯 S H512 "8 
外ヨコナデ

や；良 橙 SYR6/6 1/8 
内 ヨコナデ

815 0 19 0 l I K 13 t師器 杯蓋 Sll.112 15 i 外内 ケズリーオサエーヨコナデ
工呉ナデーヨ::J-'-デ

密良 橙 5YR6/6 1/8 

Bt6 rn-os 4 K・I 3 1.S羅器 杯蓋 S H5l2 15 i 
外ケズリ オサエヨコナデ

密良 橙 5YR6/6 1/6 内エ貝＋デーヨコ....-'r 

811 0¥6 04 I K I 3 t師常 杯 S H512 Ii' 外 オサエー十デーヨコナデ
も良 橙 5YR6/8 1/8 内 ヨつナデーヘラミガキ

rn OlHZ 1 K 13 L簡器 杯 S H512 18 3 外ヨコナデ
や；良 橙 5VR6/6 1/5 内ヨコ＋デ

819 019 O! 4 K H 3 ヤ師器 杯 S ll 51 l ,1 i 外内 ヨコナデーヘラミガキ
ョつナデ 誓良 1こぷい寅樽 IOYR7/4 1/8 

R20 OIHl り K-H3 上師器

“ 
S H5ll 2<り

外 }¥ケメ！ーヨコナデ
誓 n 橙 5YR6/6 1/s I磨減内：ヨコナデーヘラミガキ

811 021-0'1 i K-HJ 土師器 甕 S H5Iヽ 151 
外 ハケメーオサエー＋デーヨコ＋デ や粗ゃ 並 淡赤渇 I 5Y7/4 1/6 内 ケズリーヨコナデ

m 020 01 り〖—廿 3 ±師翡 甕 S H5ll 20 I 
外 ハケメーヨコナデ や坦や 良 にぷい黄橙 lOYR6/1 1 /S I黒斑虎り (11籍～）
内 ハケメーヨコナデ

813 021-05 l~I'.l 土師唸 甕 S H51l I! D 外 ハケメーヨコナデ や祖や 並 灰憑 7 5YR4/1 1/8 内：工兵ナデーヨ7ナデ

Sil 02¥-0J l Hl  上師器 甕 SHSll Ii B 
外 Jヽ ケメーヨコナデ

そ：芯 にぷい澄 1 5YR7/1 1/8 内 ハケメー十ヂーヨ :J-J-デ

815 ll¥01 ''"' 土9月" 甕 SH 512 151 外 J¥ケメーヨコナデ
や；並 ！こぷい澄 10YR7/3 1/9 内 オサエー/¥ケメーヨフナデ

m 01s 01 l X -I 3 土師甜 甕 SH5ll 14 0 外 ヨコナデ や粗ゃ 良 にぷい霞憬 !OYR6/1 1/8 内 ハケメーヨコナデ

811 03101 l K H 1 ""憶 甕 S ll 5 t 2 219 外内 ハオケサエメーー/ケIズケメリ、ーヨヨココナナデデ や粗や 並 1こぷい黄橙 l0YR7/2 l/4欠隕 I少々否む

m m-01 l K・I 3 上閲器 移動式 SH512 外 ）＼ケメ、オサエ，ナデ
誓屯 にぶい費憬 l0YR7/3 紐片カマド 内ナデ

m り2101 l K I'1 "'" ＂ 
S 1151 l 

13' '' 
外 オサエーナデーヨコナデ や粗や 並 にぷい黄橙 lOYR7/4 

ロほ部
カマド 内 ナデー 3コナデ 1/1欠損

l K B4 
S H503 

外 ハケメーケズリーヨコナデ や碍や 並 1/J IE'J遺濁で接合iJりma1 "'" 甕 カマド 18' にぷい岨 1 5YR 5/4 HJ 
S H511 

内 工兵ナデーハケメーヨコナデ

8 3 I O I a a I l K I) ,.,,, 謡 甕
S 115 t 2 殿大邪径 外内 ハケメーケズリーナデ や粗や 良 澄 1¥YH.6/6 1/4 I 底部 rJ) —一部 t,1~.,闇
カマド 19 6 ナデー）1ケメ

IH OIH4 l K CI 土"討 " 
SF 509 15 0 30 

外 オサエーナデーヨコナデ なて ビぷい霞渇 ;QVR5/3 1/5 内ナデヨコナデ

83l OIHS l K-Cl 土9百器 杯 st・m "5 
外 ヨコナデーヘラミガキ

や；並 澄 15YR7/6 1/9 内 ヨコナデーヘラミガキ

83! 1116-0! l K-C3 土"" 甕 SF 509 ,, 2 
外 ）＼ケメーヨつナデ

誓笹 灰褐 7 5YR 6/2 1/5 内ハケメ ヨコナデ

835 OIHJ l X-CI 土茄器 高杯 St'm 
底径 外内 ハl兵ケナメデ＿ヨーユヨコ月向方ナ向デナデーヘラミガキ ゃ；並 明赤喝 5YR5/6 I /10 Itぷ部とが慢令部に fうで網亥lj151 

!H•116-01 l K -CI 土"甜 窃杯 SF 509 
底径 外 ）＼ケメーヨコ方向ナデーヘラミカキ

や；記 澄 5YR6/6 I /5 I杯邪との起釦こヘラで線亥I」
"a 内 エ艮＋デーヨコ方向ナデ

!37 りIH6 l H1  土師器 H箱 st'l 11 
つまみ径 外 ナデー貼り（すけ後ナデ

や；並 にぷい樽 5YR7/4 
つまみ部

Jり 内ヘラミガキ 完形

m m-H l¥. ~l 土"討 ＂ 
S FW  10 6 

外 ヨコナデーヘラミガキ
密丁 澄 5YR6/6 1/6 内 ヨコナデーヘうミガキ

839 OlHI l K-Bl 土師牲 甑 SF託氾 26' 
外内 ハクメーナデ、オサエ
ハケメーナデ

や粗や 並 iこぶい黄橙 l0YR6/4 細片

iio m-r,1 J I I -CI .,器 咆 S KH6 18 0 '' 
高台澄 外 ロクロナデー糸切り 高台貼り付け後ナデ

誓良灰白 25Y 8/2 完形

'' 内 ロクロナデ

第15表 出土遺物観寮表 I・K区(2)
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報告 登録 調董
地区名 種類 甜壇 出土遺構

ll径 器高 その他
顆整技法の符徴

書号 暑弓 次数 le田1 r, ●I (c,J 

,,, 
りl↑-02 I K-B2 陶譜 椀 SD 147 既径 外内 回回転転ナナデデー糸切り一高台貼り付け後ナデ,, 
842 D!H3 り K-A2 ±師摺 羽雀 SDllY 外ヨコナデ

内オサ工，ナデ

843 O!Hl i K-&2 上師謂 鯛 SDIH "' 
外ハケメーヨコ＋デーナデ
内 ケズリーヨコナデ

"' 〇?H2
り K-11 須恵諄 杯 pi l l 151 ,o 高台径 外 囲転ナデー切り麟し後回転ヘラケズリー貼り付け後ナデ

11, 内囲転ナデ

"' 02Hl 
4 K- <4 土師謂 甕 pi! 1 "' 

外 l¥グメーオサエーヨコナデ
内 [Jしナデーハケメーヨコナデ

816 DlHl 4 K-1 l 土師摺 杯 p ii 2 11 l 外 ナデーヨコナデ
内 ヨコナデーヘラミガキ•

BO 02H1 4 K~G 4 土"諄 杯 pi! 2 "' 39 外 ＋ヂーヨコナデ
内ヨコナデ

80 02S Ol 4 K-G i 土師謂 甕 p ii 2 "' 
外ヨつナデ

内ヨコナデ

m 02Hi 4 K-I 4 ±靡誇 甕 pi! 1 外ヨコナデ
内ヨコナデ

BlO O?H3 4 K-64 陶謂 撓 pil I 高台径 外 ロクロナデー糸切り一高台貼り付け後ナデ
18 内 ロクロナデ

ill OJH5 4 K-D 土師II 甕 包含層
外ナデ、エ只痕
内ナデ

Bl2 03Hl 4 K-」］ 土師謂 杯董 包含層
つまみ径 外内 ナデー貼り付け後ナデ
21 ナデ

8S3 03Hl 4 K-C2 土飼II 杯 包含層 "' 29 外 ヨコナデヘラミガキ
内 ナデーヨコナデ

854 OJl-01 4 K-C I 土師謂 Ilil 包含層 170 I; 外内 オサエ、ナデーヨコナデ
ナデーヨコナデ

i55 OJHJ l X-81 土師謂 杯 包含層 "' 8' 
外 ケズリーヨコナデ ヘラミガキ

杓 ナデーヨコナデ

856 Oll-01 4 H-B I 士師舗 杯 包含層 198 3 8 外内 ヨコナデーヘラミガキ
ョコナデーヘラミガキ

851 OJHJ 4 X-81 土師器 杯 包含II 高台径 外貼り付け後ナデ
11 内ナデ

858 03Hl 4 X-B I 士師甜 甕 包含II "' 
外内 J¥ケメーケズリーヨコナデ
工兵ナデーヨコナデ

rn a2s-o1 4 K-51 土師謂 甕 包含JI "' 
外ハケメ ケズリーヨコナデ
内 ハケメーヨコナデ

860 030-01 4 K-Cl 土"器 甕 包含層 "' 
外 J¥ケメーケズリーヨコナデ
内 オサエーハケメーヨコナデ

8til 029 o, i x-c, 士"器 甕 包含層 218 外 /Iケメーヨコナデ
内 ハケメーヨコナデ

m 029-02 l K-C 1 上師器 甕 伺含層 "2 
外 ハグメーケズリーヨコナデ
内 J¥ケメーヨコナデ

w an-o, l K B 1 士OI甜 甕 包含層 "' 
外 J¥ケメーヨつナデ
内 )¥ケメーヨコナデ

W 029-01 1 K-CI 上飾謂 甕 伺含層 1'0 外ハグメーヨコナデ
内 I¥ケメーヨつナデ

W 03りー01 1 K Cl 士師器 甕 包含層 256 外 J¥ケメーヨコナデ
内 /Iケメ ヨコナデ

W OJJ-03 4 HJ 土9『謂 謳 位含層 213 外ハグメーヨコナデ
内 J¥ケメーヨコナデ

8~1 11H1 3 It-G2 須患器 高杯 包含層
接合部径 外回転ナデ
90 内同転ナデ

W 11り-02 J 1 a -Bl 上Of謂 杯 伺含層 "' 
外 ヨコナデー貼り付け後ヨコナデーヘラミガキ
内 ナデーヨっナデ＿ヘラミガキ

869 196 oi 3 Ji-64 七II謂 杯 包含層 1'0 31 外 ヨコナデエ只ナデツケ
内 ナデーヨコ＋デ

m 11り・03 3 la-Rl 土師甜 杯 包含層 152 '' 
外 ナデーケズリーヨコナデ
内 ナデーヨコナデ

871 197-03 3 I~-G 2 ,.,. 甜 甕 包含層 252 外 J¥ケメーヨコナデ
内 J¥ゲメーヨコナデ

m 110-01 3 l!. —G2 須恵諄 高台（寸杯 包含層 1'0 3' 
高台径 外内 回回転転ナナデデ一ー切ナデり霊し後ナデー貼り付けナデ
111 

8↑ 3 19Hi 3 i.-n ヤ"" 小皿 包含層
,, 11 外 ナデーヨコナデ

内 ナデーヨコナデ

mm  os J ,, 土師甜 高杯 包含層
悽合部径 外ヘラミガキ
56 内,;-デ

815 19Hl 1 la-n 陶講 椀 包含Ill "' I J 高台径 外 n夕nナデー糸切り復ナデー高台貼り付け後ナデ
86 内 ロクロナデ

376 198 01 3 ,, 瓦 平瓦 包含層 布圧痕

m l1Hl l k 土穀品 土罵 包含層
全長

オサエ ナデー線刻180 

【 凡例 】

「報告番号」は、当報告畜で記載した番号であり、図版と対応する。

「登録番号」は、実演）番号と対応する。

「調杏次数」の「3Jは第 3次調査を、 「4」は第4次調杏を表す。

「地区名」は、調査区ー小地区で示す。

「種類」・「器種名」は、出上遺物の見た目で判断している。

「出土遺構」は、その遺物の出土した遺構名を略記号と数字で示している。

胎土 燒成 色Ill

やや
良灰貧 2IYR7/2 

密

粗良 じぶい費攪 tOYR7/4 

やや
良にぷい橙 15YR7/4 

密

やや
屯灰賃 25YR6/2 Ill 

やや
並にぷい囀橙 lOYR 6/4 

粗

密埜 橙 5YR6/8

や； 並浅黄橙 IOYR8/3

やや
埜浅貫橙 IOYR8/3

密

な
並浅貧 2!Y7/3 

やや
並灰貫 25YR7/2 

密

やや
並にぶい黄橙 !OYR7/3 

密

やや
並橙 1SYR7/6 

密

やや
並 に5ぶYいR橿7/4 密

やや
並にぶい橙 5YR7/4 

粗

やや
並檀 5YR6/6

密

やや
埜にぶい橙 15YR7/4

密

やや
並橙 5YR7/6

密

やや
埜にぷい貴橙 lOYR7/J. 

粗

や； 良檀 7SYR6/6 

やや
良にぶい渇 1SYR5/4 

粗

や組や 良 にぷい褐 7 SYR5/4 

な良 橙 75YR.6/6 

誓 R 橙 75YR6/6 

や粗ゃ 良 にぷい黄橙 !OYR 6/4 

誓良 慢 7SYR6/6 

や，t並 暗灰黄 2 5Y S/2 
な並 灰白 5Y7/2 

や；並 褐 7SYR4/3

や1Jl{' 良 橙 7SYR6/6 

や；並 にぶい橙 5YR6/4 

や；良 にぶい貧渇 IOYR 5/3 

や密や 並 灰オリ プ 5Y 6/2 

誓良 浅黄橙 1りYRS/3

な良 橙 7IYR6/6 

や粗ゃ 良 灰賃 2 5Y7/2 

密良 にぷい貧橙 !OYR?/3 

や密や 良 浅貪慢 l(IYR8/3 

「出士遺物の法量」のうち「その他」は、計測した蔀位を明示し、その数値を記入した。なお、 「一」は計測不能を示す。

残存償 傭考

1/B 

紐片

1/11 
外面（口縁～）に煤（寸看

南伊舅系

1/3 

3/8 

1/6 

1/4 

l/6 

紐片

3/8 籾殻環あり

1/6 

つまみ部

完形

1/4 底部外面に黒斑わり

1/6 

1/5 

1/4 嗜文あり

1/5 

3/4 

1/4 

1/12 

1 /12 ヘラrが号あり

1 /12 

I /12 

1/5 

1/6 

1/8 

1/2 杯底はヘラ切り雛し穫不IJIJ整

1/7 嗜文あり

ほぼ完形 歪みあり

1/4 

1/6 

1/3 

ほぽ完形

1/脚3音欠損 二お向じ遺孔

ほぽァ形

2/.1 

脚部以外

ほぽ完形

「調整・ 技法の特徴」は、出土遺物の外面・内面それぞれについて可能な限り調整の施された順序で示すよう努めた口 「ー」はその調整の順を、 「・」はほぽ同時に行った調幣を示
す。

「胎土」は、観察により「密」・「やや密」・「粗」・「やや粗」で表現した。

10 「焼成」は、観察により「良」・「並」・「やや軟質」・「軟質」・「やや不良」・「不良」で表現した。

11 「色調」は、その遺物の大半を占める色を示している。なお、色名は農林水産技術会謡事務局監修『新版撓準土色帖』 (1997年版）に拠った。

12 「残存度」は、特に明記する場合を除き、基本的に図で示した部分の残存状況を示した。但し、残存する部分が多い場合は、 「0/0欠損」と欠損の度合いを示した。
13 「備考」については、上記の項目で表すことのできない特徴等を示した。

第16表 出土遺物観察表 I・K区(3)
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VI G区の調在成呆

はじめに

厚生施設建設、看護婦寮建設に伴う調奇である。

これらの建物に伴う付属施設の立会の調介成果も併

せてここで述べることとする。

第3次調企では西部1,200面を、第 4次調資では

東部 1,600mを対象とした。

2 基本層序

戦時中から現代の遺物を包含する礫混じり上（第

l層）、黒褐色土（第2層）、占墳時代から中世まで

の遺物を包含する黄褐色上ブロックを含む黒褐色土

（第3層）、そしてこの高茶屋台地の基盤となる明黄

褐色土（第4層）である。

遺構は第 2層から切り込んでいると思われるが、

遺構埋土との判別が困難であるため、第4層上面を

遺構検出面として調在を行った。

3 遺構

(1)古墳時代前期

古墳時代前期の遺構としては、区画施設を持つ掘

立柱建物群とその西に環状に配罹された竪穴住居群

がある。それぞれについて見ていく。

当該時期の竪穴住居の記述についてであるが、遺

構図面では貯蔵穴を向かって右下に配置した状況で

極カレイアウトするよう努めている。建物方向等を

記述する際、貯蔵穴を右下において配置したとき、

住届中央を通る縦方向の軸を建物軸と設定し、その

軸力向で記述する。また、建物内の施設の配置等を

いう場合は、建物軸を直立させ、貯蔵穴を右下にお

いた状況で、「右上」「上辺」などと記述する。方角

で記述するほうが適当な際はその都度記述する。

SH204(第92図） 一辺 6m、深さ 20cmの規模を

有するほぽ正方形の竪穴住居である。建物方向はN

45°wである。壁周溝は全周する。中央付近に径

30 cmの被熱による赤変箇所が5ヶ所認められ、炉

跡と推定される。右下隅には貯蔵穴があり、長辺90

cmX短辺60cm、深さ 52cmの楕円形を呈する。中か

ら赤彩の施されたt師器広口壺、土師器小型器台・

台付椀•高杯•台付甕 (892~898) が·括で出上した。

貯蔵穴内からは桃果種も出土した。

---
乙

0 ニロニ―ー
／。

c_ 

c
 

~@ 

i 
SH 204貯蔵穴 (1: ・20)

E 
ヽ

18.6m 

50cm 

A
 

、-- u 

。
2m 

I: 黒褐色シルト 7.5YR3/1 
2 : 褐灰色シルト 7.5YR5/2 
（黄褐色シルトプnック多く含む!OYR5/6)
3 : にぶい黄褐色砂質土 IOYR4/3 
4 : I火黄褐色砂質l: !OYR4/2 
5 : 開褐色粘質上 IOYR3/1 

6 : 明羨褐巳シルト（貼I.I;)10YR6/8 
（灰オリープ色粘質 t:含む 5Y5/2)
7 : 明褐色粘質十．（辟 t)7.5YR5/6
8 : 明褐色シルト（地LIM.5YR5/6 

第92図 SH204実測図 (1:60、貯蔵穴出土状況は1:20) 
-94 -



[ 

2/ 3/ D 

x~-1.1z.gいロ
F
 -------

”A 
。9

G
[
 

5 I 
6 ー 7 ー 8 ー ， ー

~! 
ー

。
．
 

ー

12 ー

1) 
14 ー 5 ー 6 ー 7 ー ， ー 2 。ー 2 I ／

 13 ー

24/ 2 6 I 

H

[

 

ー[

-- --一—ゴ： 

i @, 
’’  

一ーロ
J 

-—-
k
[
 

L
 

＼
 

M
[
 

z/ 

。[

p
[
 

Q
[
 

ーーーー
l

＼
 

＇ 

’•—. プ・・- -

I._ _'t__ j _ 

[
：
D

↓_1 

ご
366

-
7
-

-
6
-

-
3
-c―
 

i
 

-
―
 
忍⑪
 

び

！
 

＇
卜

1

-
0
-

>
ご[
 

>
！
 
-
3
5
9
 

/
 

f
 
lf 
9
,
 

L
 

ー：―-—/三二ぞ了ロ--—ーニJ

ー

＇

ー

ー

1

勺

1
1
g
9

6
 
3
 

[
l
 ー9|
9
—
芦
：
ー[]／い二

2i/ 

~ 
ゞ

-..__F__ 

～迫、

--..__fl__ 

I
 --------

----z 

k
[
 

~ 
,.,＇
|
1
]
.
9
,
 

M
[
 

z/ 

第93図

4/ 5/ 6/ 
G区遺構平面図 (1: 300) 
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／
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回 一ー

~,__; ェ「"--;==5

生ロニ~-~c=c=

G区東壁（西面）断面図

^——• 

！ ：表 I:(迅成 i及びカクラン I:)
2 : .'.I.¥褐色シルト（逍物他含村） IOYR3/! 
3 : 黒褐色 I.!OYR3/2(黄褐色プロ／クillり2.5¥3/2)
4 : .'.I¥色粘質 I:2.5Y2/l 
5 : l~J 黄褐色粘質 L IOYR6/6・ 貨褐色粘11I. IOYR:l/ l I地[IJ)
6 : 陪褐色も濱 IIOYR3/3 lil't物包含附）
7 : 黄褐色粘竹 I・.2.5 Y5/ 4 (褐色プロ J ク社とり IOYR4/!) 
8 : 黄／火色砂質 1.2.5Y6/J 
9 : 褐／火色粘質 I.!OYR4/! 
10 : .'且褐色枯質 I:IOYR2/2 

-・.  三~~し――--~-- --・・-- 1 

霊了―-・- 文二ニ-~--=ニ—---- __z_ー_;-—―で二ご戸~- •• ------------·--、—一, . 
5~ 

北

゜
4m 

G区西壁（東面）断面図．

第94図 G区士層断面図 (1: 40、水糸高は 19.200m)
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‘□: 
感`
〇□

-.,1 

A
 

こ

l: 黒褐色シルト
10YR2/3 

2 : 黒褐色シルト
10YR2/3 

3 : にぶい黄褐色土
10YR4/3 

（明黄褐色粘質 tプロッ
ク含む 10YR6/8)
4 : 暗灰色シルト
N3/0 

5 : 灰色粘質土
5Y4/l 

6: 黄橙色土
10YR7/8 

7 : 黒色土
10YR2/l 

・u1 

" 

り
吋

A
 

9A 

叶

SH 213実測図 (1: 60、水糸高は19.000m)

・001 . 
~~---~~ 

o ii 
Q
 

c
⑤
 

＼ピ
I 

L 

0~ 

゜
゜

゜

A
 

゜f-''"~'7 ""一.t
m
 
2
T
 

2m 

第96図 SH 214実測図 (1: 80、水糸高は18.600m)

左下隅には径65cmの円形七坑があり、土坑内には

焼土が見られた。主柱穴は4ヶ所確認でき、柱間は

3.0-3.2mである。床面は中央が固く締まっており、

踏みしめの状況を示しているものと考えられる。

右上t柱穴から右横方向に嘩固溝に伸びる溝が確
① 

認された。仕切り溝と考えられる。

出土遺物 (878-899) には土師器台付甕•台付椀・

高杯・甕底部がある。他、図化はしなかったが、軽

石が2点あった。

SH213(第75図） 一辺 5.lm、深さ22cmの規模を有

するほぽ正方形の略穴住居である。建物方向はN

44゚ Wである。壁周溝はほぼ全1月する。中央に炉跡

と思われる強い被熱痕が見られる。右壁に沿った床

面直上に、土師器小型鉢•小型器台・台付椀•広口壺•

高杯•台付甕が集中してみられた。貯蔵穴の近くに

見られた広口壺底部(898)は、 SH204の貯蔵穴出土

の広口壺と接合する。右下隅に貯蔵穴が見られ、長

径31cmX短径24cm、深さ 40cmの楕円形を呈する。

貯蔵穴からは少星の土師器甕休部破片が出たのみで

あった。主柱穴は4ヶ所確認でき、柱間は 3.0-3.1

mである。上辺の主柱穴間には深さ60cmの床下t坑

があり、土坑上には貼床が見られた。床面は中央が

踏みしめのため固く締まっている。

全体に焼七、炭化材が見られた。住居壁から 2m

の範囲に集中する傾向が認められ、住居床面から12

cm程浮いた状態で見られた。

出土遺物(900-911)には竪穴住居床面上右壁寄
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A' 
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1: 明黄褐色土 2.5Y7/6
2 : 橙色砂質十c2.5YR6/6 
3 : 明黄褐色砂質土2.5Y7/6 

C 
4 : 暗赤褐色士5YR3/2

- 5: 黄I火色シルト 2.5Y5/l
6 : IJI]黄褐色粘質土（地ilJ)
10YR6/8 

G_ 

~ 
第97図 SH 220•233 実測区 (1 : 80、その他は 1: 20、水糸裔は 18.400m)

~1c§J―こ

。
50cm 

H H 

~ 

s 

SK212 

又’ーニ A' 
18.8 m y 

゜
lm 

第98図 SK  212実測図 (1: 20、水糸高は 18.800m)
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~ バO
・a:,1 SH228 

、 tflfO 賢~@t;Rぷり-"a克~~ ~\ 
1 賠オリープ褐色 I

2.5Y3/3 
2 . 柚賠褐色 I
75YR2/3 

3 :'じ褐色i
2 SYo/6 

SH224 汀訓 い［：：翠：茨：：；i苓::::・ ざえ炉シぞこ三尋叶 I I I 
4 . 災色粘質 I
2.5Y8/6 
5・オリーゾ'I.¥色 j
2 5Y3/l 

I I I 
A' 

.曹a. .. ヽ 品。~も ::・:-:::・;: , ー：炉：＇ 

(¥, ! : 八g りiヽ

゜

A 
A' 

, l ----~ ____,, ~ 

｀ 
I 

5 

゜
2m 

f .----------.-~ 千ー→—↓ --

一

@ SH255 

゜
・cl l・_I 置言強い被熱痕

□ 弱い被熱痕

に~ 炭・ 炭化物
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りから出土したものと、埋土から、そして主柱穴か

ら出土したものがある。主柱穴から出土したものに

は、小型高杯のものと思われる脚部(900)がある。

SH214(第96図） 一辺4.6m、深さ10cmの規模を

有するほぼ正方形の竪穴住居である。建物方向は

N5°Eである。中央に炉跡と思われる強い被熱痕が

見られる。右下隅には貯蔵穴が見られ、長径 1.2

mX短径60cm、深さは40cmの長方形である。壁周溝は

下・左辺に見られる。主柱穴は 4ヶ所確認でき、柱

間は 2.9m X 1.9mである。竪穴住居埋土・貯蔵穴か

ら、図化でき得るような遺物の出土はなかった。

SH220(第97図） SH233が廃絶した後に建てられ

た、短辺6.lmX長辺6.6m、深さ 10cmの規模を有

するやや長方形の竪穴住居である。建物方向はN70°W

である。 SH233と重なる部分に床を張り、床とし

ている。右下隅には貯蔵穴があり、長径 1.7mX短

径 1.2m、深さは 60cmの長方形を呈す。壁周溝は左

下角が途切れるが、ほぽ全周する。主柱穴は 4ヶ所

確認でき、柱間は 3.6mX2.9mである。床面は中央

が踏みしめのため固く締っている。中央に炉跡と思

われる強い被熱痕が見られるが、この炉は床を掘り

窪め、炉としている。灰層が二層確認できるが、最

初の灰が堆積した上に、粘上状の白色土が西部分に

のみ確認でき、また灰層が覆う。このことから、灰

が堆積した後、土器を支えるための装置として白色

土を片側にのみ置き、再び火を焚いたものと考えら

れる。

この竪穴住居は建替えが行われており、その建替

え前の規模は長辺5.6mX短辺5.4mである。主柱穴

は4ヶ所確認でき、柱間は 2.5mX2.lmである。出

土遺物 (912~914) は、小型高杯•小型壺で、主柱穴

出土遺物に台付甕がある。

SH228(第99図） 一辺4.8mX5.2m、深さ 20cmの

規模のやや長方形を呈する竪穴住居である。建物方

向はN60°Wである。右下隅には貯蔵穴がある。壁

周溝は全周するが、主柱穴は明確でない。全体に焼

土、炭化材が見られた。特に、貯蔵穴周辺に良好な

炭化材が見られる。

出土遺物 (915~917) は全て台付甕であるが、良

好な状態で残存する遺物は少なかった。

SH233(第97図） 大半は調査区外へ広がる。残存
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部で3.9mX5.4m、深さ10cmの規模を有す。建物方

向はN36°Eである。右下隅に貯蔵穴があり、長径

50cmX短径30cm、深さ 70cmの長方形を呈する。主

柱穴は右下隅のみ確認できた。壁周溝はほぼ全周す

る。床面には踏みしめによる硬化面が見られる。調

資区北壁に接する部分で土師器広口壺(923)が倒立

した状態で出土した。他、出土遺物(918-923)は、

土師器壺•広口壺•台付甕がある。

SH244(第120図） 廃絶後に SH242が建てられて

いる。住居の大半は調査区外へ広がる。検出した規

模は東西5.8mX南北2.7m以上、深さ26cmである。

貯蔵穴は見られないが、残存する住居壁から建物方

向はN7゚Eと任意で設定する。壁周溝は調査区内で

は全周する。主柱穴・カマド・貯蔵穴は調究区内では

検出できない。床面は全体に踏みしめのため硬化す

る。出土遺物は細片であり、遺物から住居の時期は

推定できないが、規模、床面に硬化が見られる事

から、古墳時代前期の竪穴住居と考えたい。

SH249(第100図） 一辺 7.5m、深さ20cmの規模を

有するほぼ正方形の竪穴住居である。建物方向はN

32°Wである。貯蔵穴は右下隅にあり、長辺45cmX 

短辺30cm、深さ 55cmの長方形を呈す。左下隅にも

長方形上坑があり、長径 1.3mX短径70cm、深さは

20cmである。主柱穴は 4ヶ所あり、その柱間は3.8

mの等間である。壁周溝はほぼ全周するが、その内

側、上•左•下辺に溝が見られることから、建替えが

行われた可能性がある。しかし、建替え前の主柱穴

はみられない。下辺中央にある 2条の溝は仕切り溝

の可能性がある。床面は全体に踏みしめのため硬化

する。床面には 7カ所に炉跡がある。特に左辺の主

柱間にある炉は細長い石をおき、支石としている。

主柱間上辺にある炉には石が外れた痕跡がある。い

ずれの炉も床を掘り窪めていない。住居右壁に沿っ

で焼土塊が見られる。

この竪穴住居に特徴的なのは、住居壁に等間隔で

柱穴を持つことである。これは右•上・下辺で確認で

きるが、遺構検出面からの深さが20cmほどの柱穴が

住居建物軸に当たるところに1ヶ所、それから2.3m

両側に 1ヶ所ずつの計3ケ所みられる。上辺では 2

ヶ所、左辺では検出できない。出土遺物(924-927)

には土師器小型器台•小型壺底部•台付甕がある。
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SH255(第99図） 一辺4.6mX4.9m、深さ20mの

規模を有するやや長方形を呈する竪穴住居である。

建物方向はN45°Wである。貯蔵穴は右下隅にあり、

長辺 lmX短辺0.78m、深さ50cmの長方形を呈す。

主柱穴は 4ヶ所あり、柱間は 2.2mである。墜周溝

はほぼ全周する。また、右上主柱穴から L字状にの

びる仕切り溝がある。

右辺主柱穴間にレンズ状のピットがあり、内面は

被熱することから炉跡と思われる。床面は全体に踏

みしめのため硬化する。出土遺物 (940~955) は土

師器高杯•壺•台付甕•広口壺があるが、貯蔵穴から

土師器台付甕•甕が出土している。

S8284(第101図） 第 3 次•第 4 次調在区にまたが

る。桁行3間(6.5m)・梁行2間(4.Sm)で、南に庇

がつく。棟方向はN22°Wである。柱間は桁行で

2.2m・2.1 m・2.2m、梁行で 2.4mの等間である。中

央には床束柱が見られる。 SH307と重なる柱穴の

部分は、貼床が施されている。出土土器は細片であ

るが、古墳時代前期に属するものが見られる。

S8361 (第103図） 桁行4間(8.6m)・ 梁行2間以上

(5.4 m以上）で、東側にのみ独立棟持柱を持つ。

棟方向はN68°Eである。後に SB362が掘削され

ているため、柱痕跡が一部しか確認できないが、確

認できる柱間は桁行で 2.lm、梁行で3.Smである。

側柱の掘形は 1mXl.2mの方形で、柱痕跡は径30

cm、柱掘形のほぼ中央に確認できる。中央に床束柱
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がある。束柱と独立棟持柱の柱間は 3.lmになると

推定されるが、束柱の規模は、 SB362が重複して

いるため、不明である。側柱は幅80cm、長さ7.6m、

深さ 5cmの溝を掘り、柱穴を掘削している。この溝

は柱筋を揃える、もしくは深い柱穴を掘削する際の

足場として掘られた可能性がある。柱掘形•柱痕跡

等から、高床式の建物と推定される。

S8362 (第103図） 桁行4間(8.3ml・梁行2間(5

m以上）で、西側にのみ独立棟持柱を持つ。棟方向

はNlll0Wである。 SB361と重複して建てられ

ている。柱間は桁行で東から 2.lm・2.0m・2.1m・ 

2.lm、梁行で3.4mである。柱痕跡は径30cmであ

る。中央に床束柱があり、束柱と独立棟持柱の柱間

は2.2mである。束柱穴の深さは、側柱穴とほぼ同

じである。柱掘形•柱痕跡等から、高床式の建物と推

定される。

S8363(第104図） 桁行4間(Sm)・梁行2間(6.6

m) で、西側にのみ独立棟持柱を持つ。棟方向はN

111°wである。柱間は桁行で 2mの等間、梁行で

3.3mの等間である。側柱掘形は 1.lmXl.4mの長

方形を呈し、その柱痕跡は径30cmで、位置は柱掘

形の中央ではなく、両側柱とも建物中央に寄って見

られる。中央に床束柱があり、束柱と独立棟持柱の

柱間は 3.lmである。束柱穴の深さは側柱穴に比べ

浅い。側柱は幅 lm、長さ 5m、深さ 5cm程の溝を

掘り、柱穴を掘削している。この溝は柱筋を揃える、

もしくは深い柱穴を掘削する際の足場として掘られ

た可能性がある。両側柱の 6ヶ所で柱抜き取り痕が

見られる。柱掘形・柱痕跡等から、高床式の建物と

推定される。出土遺物(863)は、土師器鉢がある。

S8364(第105図） 桁行4間(8.3ml・梁行2間(5.8

m)で、西側に庇を持つ。棟方向はNll0°wであ

る。柱間は桁行で東から 2.lm・2.lm・2.lm・2.0m、

梁行で 2.9mの等間である。柱掘形等から見て、建

替えの可能性がある。柱痕跡は径 20cmである。柱

掘形の規模・形・ 柱痕跡等から、平地式の建物と推

定される。

SA305 西•東辺の一部、北•南辺が調杏区外へ伸

びるが、幅30-40cm、深さは 40-60cmの塀跡であ

る。その形状等から区画施設と考える。長方形の区

画をなし、区画内部の推定面積は 1,184面である。
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方向はN25°Wである。東側溝は区画内部側壁が垂

直に落ち、区画外側の壁がなだらかにあがる断面形

を呈し、溝底面の痕跡から竪板塀であったと思われ

る。東辺の溝の一部が長さ 3mほど途切れており、

この区画の出入口と考えられる。出上遺物 (958~

961) には、土師器壺•台付甕がある。

SA309 SA305が廃絶した後に掘削されている。

N23°E 方向に真っ直ぐ伸びる、幅 30~40cm、深

さ60cmの塀跡である。後述する SA314とlmの間

隔を保ち平行して伸びており、その方向が同じであ

ることから、 SA309とSA314は同時に存在し区

画を形成していたと考えられる。区画内部側壁が垂

直に落ち、区画外側の壁がなだらかにあがる断面形

を呈する。溝底面の痕跡から竪板塀であったと思わ

れる。立会調査で東西方向を向く溝が確認できたこ

とから、調査区外で屈曲しているものと思われる。

SH306と重複する部分で、長さ 1.2mほど途切れて

おり、この区画の出入口と考えられる。出上遺物

(964~966) には、土師器台付甕がある。

SA314 N23°E 方向に真っ直ぐ伸びる、幅30~

40cm、深さは60cmの溝である。区画内部側壁が垂

直に落ち、区画外側の壁がなだらかにあがる断面形

を呈する。溝底面の痕跡から竪板塀であったと思わ

れる。立会調査で東西方向を向く溝が確認でき、調

査区外で屈曲しているものと思われる。 SH308と

重複する部分で8mに渡って一段高く、その部分で

ピットが2.5m間隔で 3ヶ所確認できる。出入口施

設の可能性がある。出土遺物 (967~971) は、土師

器壺• 台付甕•広口壺がある。

SK212(第98図） 規模は南北辺2m、東西辺 1m 

以上で深さは 20cmの長方形を呈する土坑である。

やや中央が深くレンズ状に近い形状を呈す。出土遺

物 (928~931) には土師器小型丸底鉢•小型器台• 台

付甕•甕がある。

SK246(第102図） 長辺2.3mX短辺 1.75m、深

さ14cmの平面長方形、断面形は箱型を呈する土坑で

ある。出土遺物 (935~939) には土師器壺口縁片•

広口壺• 台付甕．甕・土錘がある。

(2)古墳時代後期

ここで言う古墳時代後期は、前期の建物群廃絶後

の、 5 世紀後半代~6 世紀後半代（田辺編年で言う
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② 

ところのTK47型式-TKlO型式併行期）をさす。

個々について見ていく。

当該時期の竪穴住居の記述についてであるが、遺

構図面では極カカマドを上に配置した状況でレイア

ウトしている。建物方向等を記述する際、カマドを

上において配置したとき、住居中央を通る縦方向の

軸を建物軸と設定し、その軸方向で記述する。しか

し、カマドが確認できない場合は、北に対して傾き

が最も小さい配置での住居軸を任意で設定する。ま

た、建物内の施設の配置等をいう場合は、建物軸を

直立させた状態で向かって「右上」「上辺」などと

記述する。方角で記述するほうが適当な際はその都

度記述する。

SH203(第106図） 5.7mX5.0m、深さ20cmのやや

長方形を呈する竪穴住居である。建物方向はNl25°

Eである。壁周溝は全周する。住居上辺の調査区壁

にあたるところに焼上が固まり、土師器台付甕に須

恵器甕口縁部が伏せた状態で出土した。カマド構築

物は見られないこと、須恵器には被熱痕が見られな

いことから、カマドが廃絶若しくは破壊された後、

須恵器を据えたものと考えられる。住居下辺壁寄り

に土師器甕(998)が倒立した形で出土した。主柱穴

は3ヶ所確認でき、柱間は2.6m・2.5mである。貯

蔵穴はない。

出土遺物(997-1008)には、竪穴住居埋土出土の

土師器台付甕、主柱穴出土遺物として上製丸玉、焼

t部分出上遺物には須恵器甕がある。

SH203の住居平面形にあわせたように、 SK221

が掘られている。 SK221は一辺 2.8mの方形で、

深さ 40cmの断面箱型の土坑である。上層断面観察

では、 SH203が埋没しない段階で SK221が掘削

された、若しくは SH203が機能している段階で

SK221が掘削されたことが考えられる。つまり、

SH203もSK221も同時に埋没しはじめていると

いうことである。しかし、 SH203の右下主柱穴は、

SK221が掘削されていることで機能していないこ

と、また住居が機能している段階でSK221が掘削

されているとしたら、おそらく SK221上に板状施

設をかける必要があると考えられるが、その痕跡が

上層断面で確認できないことからSH203とSK221

は同時に機能していないと考えられる。よって、 SH
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203が廃絶し、埋没しない早い段階でSK221が掘

削されたといえる。では、 SK221はどのような機

能を持つ土坑であるのだろうか。 SK221内部に壁

周溝• 主柱穴•カマド等の竪穴住居としての施設が

確認できないことから、竪穴住居とは考えられない。

土坑内から須恵器屈 (1007・1008)、土師器管状

土製品(1004-1006)が出土した。管状土製品は、

3個体とも自然石 2点とともに、床面直上から並ん

でいたような状況で出土している。いずれにも被熱

痕などは見られない。

SH250 (第100図） 一辺5.4m、深さ20cmの規模を

有するほぼ正方形の竪穴住居である。建物方向は

Nl08゚Eである。壁周溝は切り合いが激しいため不

明である。カマドも同様であるが、南辺に土師器甕

(1020)が伏せられた状態で焼土と共に見られ、こ

れがカマドと考えられる。貯蔵穴は右上隅にあり、長

辺1.1mX短辺0.7m、深さ40cmの長方形を皇す。主

柱穴は 4ヶ所確認でき、柱間は3.4mX3.5mである。

出土遺物(1009-1020)には不明土製品、土師器

杯• 台付甕・ 甕がある。

SH256(第106図） 一辺6m、深さ 5cmの規模を

有するほぼ正方形の竪穴住居である。建物方向は

Nl07゚Eである。壁周溝はほぼ全周する。住居壁左

辺際と下辺際には断面船底状の溝が掘られる。主柱

穴は4ヶ所確認でき、柱間は3.3mX3.0mである。カ

マドは東辺中央の床面に焼土が見られたことから、

住居廃絶時に破壊されている可能性がある。貯蔵穴

は右上隅にあり、その規模は径80cmの円形を呈し、

深さ 10cmで断面は船底状である。中からは上師器

台付甕 2 個体•須恵器蓋杯~1028-1033)が出土した。

他、住居左壁沿いに土師器甕(1025)・杯(1021)

が床面直上で出土した。住居右壁沿いから出土した

土師器長胴甕(1024)は、 10cmほど浮いた状態で出

土していることから、当竪穴住居に伴わない遺物の

可能性が高い。他、出土遺物(1021-1034)には砥

石などがある。

SH306(第107図） 一辺5.6m、深さ 5cmの正方形

を呈す竪穴住居である。建物方向はN93°Eである。

カマド燃焼部には支柱石があり、支柱石上には土師

器台付甕台部(1132)がのった状態で出土した。右

上隅には径70cm、深さ 68cmの貯蔵穴があり、貯蔵
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第109固 SH306•365·SK332 実測図 (SH306·356 は、 1 : 80、SK332他は 1: 40、水糸高は 19.000m)

穴を取り囲むように幅10cmの土手が築かれている。

壁固溝はほぽ全周する。主柱穴は 4ヶ所あり、柱間

は2.7mX2.4mである。住居中央には長辺1.2mX短

辺0.7mと長辺0.9mX短辺0.8mの方形土坑2基が

あり、掘削後床を貼っている。この竪穴住居は SA

309-314と璽複する部分には特に床を貼って、強度

を補っている。住居左部中央にある土坑SK332は住

居廃絶後掘削されているようで、中より多くの土師

器・粘土・焼士が出士した。しかし、土坑内嘩•底に

被熱痕が見られないことから、廃棄したものと思わ

れる。出 t遺物 (1095~1148) には土製品、土師器

台付椀•高杯•小型甕・甕•台付甕、須恵器蓋杯がある。

SH307(第108図） 一辺Sm、深さは 5cmの田方形

を呈する堅穴住居である。建物方向はN101゚ Eで

ある。カマドはやや右に寄って構築されている。右

上隅には径 70cm、深さ 50cmの貯蔵穴があり、内部

からは七師器台付甕 (1049~1054) が出土した。壁

周溝はほぽ全周する。上柱穴は 4ヶ所あり、柱間は
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4.3mX3.4mで、やや長方形を呈す。右上角床面上

に被熱部分がある。他、出土遺物(1046-1048)に

は、上師器台付甕•不明土製品がある。 1046の土

師器台付甕は混入と考えられる。

SH308(第107図） 6.6mX6.4m、深さ 20cmの規

模を有す、ほぽ正方形の竪穴住居である。建物方向

はN93°Eである。右上隅には径80cm、深さ48cm

の平面形が円形の貯蔵穴があり、貯蔵穴を取り囲む

ように幅10cmの土手が築かれている。壁周溝は、住

居左上角付近で検出できたのみである。主柱穴は検

出できなかった。 SA305・309・314と童なる部分

には特に床を貼っている。

竪穴住居下半部には、 SH308の平面形にあわせ

たように、長辺6.lmX短辺3.3mの方形土坑SK329

が掘られている。深さは 45cmで断面箱型を呈す。

土層断面観察では、 SH308が埋没しない段階で

SK329が掘削された、若しくは SH308が機能して

いる段階で SK329が掘削されていたことが考えら

れる。つまり、 SH308もSK329も同時に埋没しは

じめているということである。しかし、住居が機能

している段階でSK329が掘削されているとしたら、

おそらく SK329上に板状施設を設ける必要がある

と考えられるが、その痕跡が土層断面で確認できな

いことから、 SH308とSK329は同時に機能してい

ないと考えられる。よって、 SH308が廃絶し、埋

没しない早い段階でSK329が掘削されたといえる。

では、 SK329はどのような機能を持つ土坑である

のかといえば、内部に例えば壁周溝• 主柱穴・カマ

ド等の竪穴住居としての施設が確認できないことか

ら、竪穴住居とは考えられない。これらのことは、

前述の SH203における SK221と同様である。土坑

内からは、多くの焼土・粘土と共に、土師器台付椀•

高杯•台付甕、須恵器杯蓋、不明t製品が出土した。

これらのことから、 SK329は廃棄土坑としての機

能が考えられる。出土遺物(1149-1166)には土師

器小型壺・把手付鉢•高杯•台付甕•甕•長胴甕•管状

土製品、須恵器壺•蓋杯がある。 SK329 出上遺物

(1167-1182) には、土師器土錘•甕•高杯•鉢•台付

甕、須恵器蓋杯がある。

SH365(第109図） SH306廃絶後に掘削されてい

る。残存する規模は東西 3.3m以上•南北 3.4m以上

~112~ 

で、深さはわずか2cmである。カマドは確認できな

いが、建物方向は残存する住居壁からNll0Eと設

定する。壁周溝は南西隅のみ残存している。主柱穴

は4ヶ所あり、柱間は 1.9mの等間である。カマド・

貯蔵穴は検出できない。埋土にば焼土・炭化物が多

く混じり、南部床面には被熱箇所が認められた。

SH312(第110図） 一辺5.5m、深さ 5cmの正方形

を呈す竪穴住居である。カマドは確認できないが、

同時期に属する、貯蔵穴を南東隅にもつ他の竪穴住

居は、みなカマドを東辺に持つことから、 SH312

についても同様に考えると、建物方向はN99°E

である。貯蔵穴は南東隅にあり、径40cm、深さ 40

cmである。壁周溝は所々途切れるが、ほぼ全周する

ようである。主柱穴は南西隅以外の3ヶ所確認でき、

柱間は2.4mの等間である。

中央には一辺4.2mX3.6m、深さ 20cmの方形土坑

SK315がある。この土坑内からは土師器高杯•甕•

台付甕・管状土製品、輛羽口、須恵器蓋杯•高杯脚部

(1064-1080)が廃棄されたような状態で多く出土

した。土層観察の結果、他の竪穴住居に見られる方

形土坑と同様、竪穴住居が埋没する以前に掘削され

たようである。出土遺物には、埋土出土遺物として、

上師器杯•高杯• 台付甕・甕、輛羽口、須恵器肱

(1055~1062) 、貯蔵穴出土遺物に土師器台付甕

(1063)がある。

SH316(第111図） 調杏区外へ広がり、下半部は

攪乱を受けている。残存する規模は東西 7.3mX南

北4.2m以上、深さ 15cmの規模を有す竪穴住居であ

る。他の竪穴住居と同様、正方形を呈すものと思わ

れる。建物方向はNl07°Eである。壁局溝は調介

部分では全周する。主柱穴は 2ヶ所確認でき、柱間

は3.5mである。右上主柱穴内から、上師器台付甕

台部・高杯脚部(1195-1196)が出土した。カマド

構築土には白色粘土も用いられているが、粘土自体

には被熱が見られない。貯蔵穴は右上隅にあり、一

辺60cm、深さ 70cmのやや方形を呈す。中からは土

師器台付甕台部 2 個体•土師器高杯等 (1191-1194)

が出土した。他、出土遺物 (1183~1189) には、他

に土師器高杯•甕•台付甕、須恵器蓋杯がある。

SH325(第112図） 東西 7mX南北 8m、深さ 5

cmのやや長方形を呈す竪穴住居である。他の竪穴住
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居と同様、正方形を呈すものと思われる。建物方向

はN9°Eである。壁周溝は左辺では確認できない。

主柱穴は 4ヶ所確認でき、柱間は 3.5-4mである。

カマド構第土には白色粘土も用いられているが、粘

土自体には被熱が見られない。カマドは SH326の

左下主柱穴上に構築されている。カマド前方に、径

lm、深さ 10cm断面レンズ形の土坑がある。

SH326(第112図） 一辺5.8m、深さ 5cmの正方形

を呈す竪穴住居である。建物方向はN96°Eである。

壁周溝はほぼ全周する。主柱穴は 4ヶ所確認でき、

柱間は 3.2-3.6mである。貯蔵穴は右上隅にあり、

径 70cm、深さ 30cmである。

SH333(第113図） 推定規模は一辺6.lmX5.9m、

深さ 5cmのほほ正方形を呈す竪穴住居である。カマ

ドは確認できないが、残存する壁周溝方向から建物

方向はN9°Eである。壁周溝は左上角部分のみ検

出できた。主柱穴は 4ヶ所確認でき、柱間は 3.QmX

3.2mである。主柱穴はいずれも重複していること

から、建替えが行われている可能性がある。貯蔵穴

は確認できなかった。出土遺物(1220-1221)には

土師器杯破片•台付甕口縁部破片がある。

SH334(第113図） 3分の 2以上が調査区外へ広

がる。残存する部分で東西 2.5m以上•南北 1.7m 以

上、深さは 5cmの規模を有す。カマドは確認できな

いが、残存する壁周溝方向から建物方向はN8°Eと

任意で設定する。壁固溝は左下角部分のみ検出でき

た。検出し得る部分が限られているため、貯蔵穴•主

柱穴• カマドは調在区内では確認できなかった。左

下角床面上には白色粘土が遺存していた。出土土

器は細片のみであった。

SH341 (第114図） 一辺4.9m、深さ 20cmの正方

形を呈す竪穴住居である。住居建物方向はN2°Wで

ある。住居中央やや左寄りには径 1.4cm、深さ10cm

の断面レンズ形土坑が掘られている。明確な貯蔵穴

は見られない。カマドには支柱石の代わりに土師器

高杯脚部(1230)と、底部と体部一部を欠いた土師器

鍋 (1231)を組み合わせている。壁固溝は全周する。

主柱穴は 4ヶ所確認でき、柱間は2.3mの等間であ

る。 SA305と重なる部分には床を貼っている。出土

遺物 (1222-1231) には土製品、土師器小型壺•杯•

鉢•高杯•甕がある。
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SH342(第115図） 推定規模は東西8.5mX南北6.1

m以上、深さ 2cmの規模を有す。カマドは確認でき

ないが、残存する壁周溝から建物方向はN14°Eと

任意で設定する。貯蔵穴は右下隅に見られる。壁周

溝は上辺のみ確認できた。主柱穴は右上・左下の 2

ヶ所で確認でき、推定の柱間隔は東西4.6mX南北

4.1 mである。

中央には東西 6.lmX南北 6.3m、深さ 55cmの方

形土坑が掘られている。この土坑内からは多くの焼

土や黄色•白色粘土、土師器•須恵器等が出土した。

土層断面観察から、竪穴住居が廃絶した後に掘削、

焼土や土器・粘土を廃棄した様子が窺える。

出土遺物 (l232~1364) は、中央の方形土坑から

で、土製品、土師器杯•台付椀•高杯•小型甑•小型

甕甕甑台付甕須恵器蓋杯凪壺•無蓋高杯、石

製品、鉄製品がある。

SH345(第116図） 一辺5.5mX5.7m、深さ20cm

のほぱ正方形を呈する竪穴住居である。建物方向は

N 84゚ Eである。カマド燃焼部には支柱石が確認

できた。貯蔵穴は径80cm、深さ 60cmの円形を呈し、

右上隅にある。貯蔵穴の周囲に輻 10cmの土手を巡

らせている。壁周溝は所々途切れるが、ほぼ全周す

るようである。カマド下にも壁周溝が見られ、壁周

溝を掘削した後、カマドを構築したものと思われる。

主柱穴は左上・左下の 2ヶ所確認でき、柱間は 2.6

mの等間になると考えられる。

中央に一辺3.5m、深さ 60cmの方形土坑SK351

がある。この土坑内からは焼土が多く見られ、右下

角壁面に弱い被熱痕が見られた。また、左上角付近

から鉄滓 l点が出土した。土層観察の結果、 SK351

は他の竪穴住居の方形土坑と同様、竪穴住居が埋没

する以前に掘削されたようである。

出土遺物 (1365~1373) には、土師器杯•小型壺•

台付甕•不明製品、須恵器杯身•甕がある。 SK351

からは須恵器杯身•無蓋高杯、土師器土錘、図化し

ていないが鉄滓が出土している。

SH346(第116図） SH345廃絶後に掘削されて

いる。一辺 5.4m、深さ 10cmの正方形を呈す竪穴住

居である。建物方向はN1°Wである。建物軸中央

には径 1.2m、深さ 20cmの断面レンズ形の土坑が掘

られている。土坑内から土師器台付甕(1383)が出土
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第115図 SH 342実測因 (1 : 50、水糸高は 19.000m)

している。貯蔵穴は見られない。カマド支柱石は確

認できなかった。壁周溝は下辺以外は巡る。カマド

トにも壁周溝が見られることから、まず壁周溝を掘

削した後、カマドを構築したものと思われる。主杵

穴は右下以外の 3ヶ所確認でき、柱間は 2.0mX2.4

mである。出 t遺物には、埋上出土遺物(1374~1380)

として土師器把手・高杯•台付甕•鍋がある。カマド

出上遺物には土帥器高杯(1381)がある。主柱穴から

土師器台付椀(1382)が出土している。

SK252(第117図） 4.4mX3.6m、深さ 40cmの不

定形の土坑である。断面形は箱朋を早す。カマド・

壁周溝•主柱穴等の施設が見られないことから、緊

穴住居ではない。埋土からは比較的多鼠の粘上と土

器細片が出土した。粘士採掘士坑の可能性がある。

図化できる遺物はなかった。

(3) 飛鳥•奈良時代

古墳時代後期に比して緊穴住居の規模が縮小し、

G区においては明確な焼成上坑が見られる時期であ

る。時期としては、ここでは都城編年でいうところ
(J) 

の飛鳥II期～平城V期併行期のものとする。個々の

遺構について見ていく。

SH207(第117図） 長辺 2.7mX短辺2.0m、深さ

15cmの長方形を呈す竪穴住居である。カマドは確

認できないが、建物方向はN75°Eと任意で設定す

る。主柱穴は 2ヶ所確認でき、柱間は 1.7mである。

ほぼ床面直上で土師器杯(1440)が出 t・.した。飛鳥

m期併行期をくだらない時期のものと名えられる。

SH209(第118図） •辺 4.6m 、深さ 20cmの正方形

を呈すと考えられる竪穴住居である。建物方向はN

9°Eである。ほぼ中央付近は現代のゴミ穴として

掘られた攪乱がある。また左半分は調杏区外に広が

る。右上隅に径 60cm、 深さ22cmの円形を呈する貯
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第116図 SH 345・346実測図 (1: 80、カマド・貯蔵穴は 1: 40、水糸高は 19.000ml
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第117図 SK252・SH207実測図 (SK252はl: 80、SH207は1: 40、水糸高は 19.000m)

蔵穴がある。中からは上帥器杯•甕、須恵器杯身 (1407 所確認でき、杜間は 1.lmXl.3mである。貯蔵穴は

~1409) が一括で出土した。主柱穴は左F以外の 3 ない。床面全体が踏みしめのため硬化している。出

ヶ所確認でき、柱間は 2.lmX2.3mである。 土遺物 (1424~1429) には土師器有孔円盤•皿・甕が

カマド周辺に大量の土師器 (1412~1419) を検出 ある。飛鳥 lII~N併行期の所産と考えられる。

したが、土層観察の結果、住居が廃絶して暫く土が SH241 (第121図） 3.1mX2.6m、深さ 21cmの長

流れ込んだ後、浅い落ち込みの状態のときに廃棄さ 方形を呈する竪穴住居である。建物方向はN21°E

れたものと思われる。他、出土遺物(1395-1419) 

として、十帥器杯•壺•高杯・甕•甑•管状土製品、須

恵器冦がある u

SH215 (第118図） 一辺2.6mX2.9m、深さ8cmの

やや長方形を呈する竪穴住居である。北東隅にカマ

ドがあるため、住居建物方向はN9°Eと任意で設定

する。主柱穴は 4ヶ所確認でき、間隔は1.lmXl.2

mである。出土遺物には土師器杯•甕 (1420-1421)

がある。

SH224(第119図） 一辺3.0mX3.3m、深さ 16cm

のはぽ正方形を呈する竪穴住居である。建物方向は

N96°Eである。カマドはやや右隅に寄る。主柱穴

は左上以外の 3ヶ所確認でき、柱間は1.3mである。

壁周溝•貯蔵穴は確認できない。出土遺物には土師

器杯(1423)がある。平城川併行期と考えられる。

SH230(第119図） 一辺3.3mX2.4m、深さ 30cm

の長方形を呈す堅穴住居である。南東隅にカマドが

あるため、建物方向はNl70°Eと任意で設定する。

カマドは住居角を利用して袖部としている。壁周溝

は上・下・左辺で見られる。主柱穴は左下以外の 3ヶ

と任意で設定する。住居右卜上部に径40cm、深さ 5

cmの断面形レンズ状の土坑があり、内部にぱ焼土が

堆積し底は被熱している。これば炉跡と考えられる。

壁周溝主柱穴は見られない。住居右辺に集中して

七帥器杯 (1430~1436) が出上した。

SH242(第120図） SH244廃絶後に建てられてい

る。 4.5mX3.3m、深さ 35cmの長方形を呈す。建物

方向はNl0°Eである。カマドはやや右寄りに構築

されている。建物軸に対してやや主軸を傾け、煙道

として土師器長胴甕(1458)を少なくとも 2個体連

結させている。カマドの西にはカマドの袖状構築物

がもう一ヶ所確認できた。主柱穴・貯蔵穴はない。

住居の左•下辺に深さ 5cmの溝が）禾下で確認でき

た。土層観察によると、この溝を掘削した後、床を

貼っている。この溝についての機能・用途は不明で

ある。出上遺物 (1447~1458) には、土師器ミニチュ

ア・台付甕•高杯•甕•長胴甕•移動式カマド、砥石が

ある。これらの土器は調整•形状の特徴から、飛鳥

II併行期の所産と考えられる。

SH247(第100図） •辺 4.4mX2.4m 、深さ10cmの

-119 -
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第120図 SH242・244実測図 (1: 80、カマドは 1: 40、水糸高は 19.000ml
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長方形を呈する竪穴住居である。建物方向はN92°

Eである。壁周溝は左下隅にのみ確認できる。主柱

穴•貯蔵穴はみられない。出土遺物(1459-1461)は、

全てカマドからの出土であり、土師器杯•甕がある。

飛鳥II期併行期の所産と考えられる。

SH311 (第110図） 一辺3.5mX4.3m、深さ 10cm

の長方形を呈す竪穴住居である。建物方向はN75°

Eである。壁固溝は右辺などで途切れるが、全周す

るものと思われる。主柱穴は中央のピット 2ケ所の

可能性がある。その場合、柱間は1.8mである。カマ

ドの構造は明確に出来なかったが、土師器甕(1094)

が倒立した状態で据わっており、 SH312内のSK315

の埋土である黒褐色土上にのっていた。他、出土遺

物(1081-1093)は、竪穴住居埋土出土遺物として

土製品、土師器高杯•杯蓋•杯•甕がある。飛鳥 m-v

併行期の所産と考えられる。

SH359 推定6.0m、深さ 20cmの規模を有す。住居

内で一段下がり、土坑があるものと思われる。狭い

調介区のため建物方向、他施設等は不明である。出

土遺物0466-1471)には、竪穴住居埋土出土遺物

として土師器鍋(1466)があり、飛鳥II併行期の所

V V 

産と考えられる。

SF254(第122図） 5.4mX4.9m、深さ3cmの平面

形は不整円形、断面はレンズ状を呈す。床面全体が

強く被熱する。出土遺物は細片ばかりだが、飛烏の

範疇に収まるのではないか。

SF318(第122図） 2.0mX2.4m、深さ10cmの平

面形は楕円形、断面はレンズ状を呈す土坑である。

床面全体が被熱し、中央が特に強い。出土遺物は細

片ばかりであるが、飛鳥の範疇に収まるのではない

か。

I: 黒褐色シルト 7.5YR3/I
2 : オリープ黒色シルト 5Y3/2
3 : オリープ黒色粘質 I:5Y3/2 
4 : 褐灰色シルト IOYR4/l
5 : 明黄褐色粘質土（地山）IOYR6/7 
6 : 賠オリープ褐色t2.5Y3/3 c
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=,C 

三
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2m 

第121図 SH241実測図 (1:60、土器出土状況は1:20、水糸高は18.800m) 
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SF320(第122図） 推定l.4mX2.2m、深さ14cmの

規模を有す。床面中央が強く被熱する。出土遺物は

細片ばかりである。

SF354(第122図） SH346と重複するため、被熱

範囲から規模を推定した。径 2.6m、深さ 5cmの楕

円形を呈す土坑である。床面全体が強く被熱する。

出上遺物は細片ばかりであるが、飛鳥期の所産と考

えられる。

SF368(第122図） 径2.6m、深さ 5cmの平面やや

楕円形、断面レンズ状の土坑である。床面全体が強

＜被熱する。床面直上から刀子(1473)が出上した。

他、須恵器杯身(1472)があり、飛鳥II併行期の所

産と考えられる。

SF370(第122図） 被熱面のみ確認した。 1.lmX

1.7mの長方形を呈するものと考えられる。全体に

弱い被熱痕が見られる。出土遺物はない。

SF371 (第122図） 被熱面のみ確認した。 l.lmX 

1.4mの長方形を呈するものと考えられる。全体に

弱い被熱痕が見られる。出土遺物はない。

(5)中世

区画溝を伴う掘立柱建物が調登区全体に広がる。

個々について見ていく。

SD201 調介区南より北方向に延びる。幅 60~80

cm、深さ15cmで調査区内で途切れる。長さは15mで

ある。中に含まれる土器は細片であるが、 12世紀

後半代と考えられる。東西方向のSD232と組み合

い、区画溝となると考えられる。

SD202 ほぽ南北方向に伸び東西方向に阻曲し調

査区外へ延びる。区画溝としての機能が考えられる。

中に含まれる土器は細片であるが、 12世紀後半代

と考えられる。他、出土遺物に土製丸玉、土師器甕
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第123図 SE206·SK205• 208実測図 (SE206・SK208は1: 60、SK205は1: 20、水糸高は 19.000m)
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第124図 SB275・276実測図 (1 : 100、水糸高は 19.000m)

底部(1502・1503)があるが、混入の可能性がある。 設が被熱し、赤変したものと考えられる。出土遺物

SK205(第123図） 直径85cmX95cm、深さ15cmの

土坑で、中に焼土が堆積している。埋 1・.の土層観察

の結果、上坑内に粘t等で構築された馬蹄形状の施

には土師器椀、陶器椀 (1516~1518) があり、陶器
④ 

椀は藤沢編年でいうところの第4形式併行期の所産

と考えられる。掘立柱建物の屋外炉としての性格が
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考えられる。

SE206(第123図） SK208より古い。埋土土層の観

察の結果、廃絶後、人為的に埋められたようである。

井戸枠等の施設は確認することができなかった。出

土遺物 (1510~1515) には、瓦器椀、土師器小皿、陶

器椀•小皿がある。陶器椀は第 5 形式併行期の所産

と考えられる。

SK208(第123図） SE206より新しい。 l.8mX2.9

m、深さが38cmで、楕円形を呈す。出土遺物(1519・

1520)には土師器小皿がある。 12世紀後半代の所産

と考えられる。

SD219 調介区北西隅より、南東ー北西方向に延

びる。幅50cm、深さ10cm、調査区内での長さは 28

mである。出土遺物は細片である。他の溝と同様、区

画溝となるものと思われる。

SD232 輻 60cm、深さ15cm、調介区内での長さは

26mを計る。 SD219と途中で重なる。出土遺物

(1504)には土師器小皿がある。他の溝と同様、区

画溝となる。

SD301 SD303と並走する。出土遺物の陶器椀

(1507)は第 6形式併行期の所産と考えられる。

SD303 SD301と並走する。出土遺物の陶器椀

(1508~1509) は第 6 形式併行期の所産と考えられ

る。

SK231 径 lm、深さ10cmの楕円形を呈す。出土遺

物 (1521)の陶器椀から、第 5形式併行期の所産と考

えられる。

S8275(第124図） 4間(7.8m)X 3間以上 (6.lm

以上）である。建物方向はN1°Wである。南東隅

土坑 SK243を持つ。 SK243内には人頭大の石が

数個入っていた。出上遺物には、土坑SK243から

出土した、土師器小皿・杯・甕• 鍋、陶器椀• 小皿

(1480-1482、1484-1487)がある。陶器椀は、第

5形式併行期の所産と考えられる。また、土師器鍋

についても同時期と考えられる。

S8276(第124図） 3間(7.3m)X 2間以上(3.lm

以上）である。建物方向はN1°Wである。出土遺

物には柱穴から出土した陶器椀 (1475)があり、

第5形式併行期の所産と考えられる。

S8277(第125図） 3間(6.2m)X 2間(3.8m)であ

る。建物方向はN8°Wである。出土遺物はない。
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S8278(第125図） 4間(10.2m)X 3間(7.8m)で

ある。南東隅土坑SK253を持つ。建物方向はN4°

Wである。出土遺物は陶器椀•小皿•加工円盤、土師

器鍋(1492-1501)で、第 4-5形式併行期の所産

と考えられる。

S8279(第125図） 3間(7.7m)X 2間(4.0m)であ

る。建物方向はN3°Wである。出土遺物はない。

S8280(第125図） 4間(5.4m)X l間(2.7m)であ

る。建物方向はNl3°Wである。出土遺物はない。

S8281 (第125図） 3間(5.7m)X 3間(5.3m)、建

物方向はN4°Eである。北東隅のSK234はSB281

に伴うものか。

SB282(第126図） 3間(6.4m)X 2間(3.9m)、建

物方向はN3°Wである。出土遺物(1477-1479)

には、柱穴から、白磁器、陶器椀、土師器鍋が出土

した。陶器椀は、第 5形式併行期の所産と考えられ、

土師器鍋についても同時期と考えられる。

S8283(第126図） 4間(9.5m)X3間(6.5m)、建

物方向はN5°Eである。南東隅土坑SK261を持

つ。出土遺物 (1487-1491) は陶器椀•小皿•鉢、鉄

製品がある。第4形式併行期の所産と考えられる。

S8284(第127図） 3間(7.7m)X 3間(7.2m)で、

建物方向はN5°Wである。出t遺物はない。

4 出土遺物

属する時期としては弥生時代前期から近代（第二

次世界大戦時）にまで及ぶが、古墳時代後期が主体

となる。時期を追って、各遺構毎に概観したい。

(1) 弥生時代前期(878・972)

古墳時代前期に属する竪穴住居SH204から甕口

縁部破片が出土した(878)。

他、 K7pitl2から、同じく甕口縁部が出土して

いる(972)。外反する口縁部外面に 2条突帯を貼り

付ける。

(2) 古墳時代前期(879-996)

SH204出土遺物(879-899) 竪穴住居埋土出土

遺物の土師器甕 (885)は技法・胎土から、生駒西麓

産の庄内甕と考えられる。時期は纏向m式併行期と

考えられる。

貯蔵穴出土遺物の中で図化できなかったが、土師

器甕体部破片で、板状工具の木口を原体とした押圧

文が見られるものがある。細片のため、確認できる



部分で、押圧文は 2個所であるが、類例から、山陰

の影響を受けたものと考えられる。磨滅が激しいた

めその他の調整は確認できない。

SH213 出土遺物(900~911) 竪穴住居床面上東

壁よりから出土したものと、埋土から、そして主柱

穴から出土したものがある。

東壁よりに並んで出土したものには土師器小堕鉢

(901・902)・ 小型器台(903)・小型高杯(904)・尚杯

(910)・ 台付甕(909)・広口壺底部(898)がある。遺

構の部分でも述べたように、広口壺底部は SH204

貯蔵穴出土広口壺と接合する。 SH204とSH213が

同時期廃絶と想定する根拠となる。

SK212 出土遺物 (928~931) 土師器小型丸底

鉢•小型器台•台付甕•甕が出士した。 931 の甕はい

わゆる布留形甕である。

(2) 古墳時代後期(977~1394)

SH203 出土遺物 (997~1008) 竪穴住居埋土出

土遺物と、主柱穴出土遺物、焼土部分出土遺物、竪

穴住居内に掘削された SK221出土遺物に分けてみ

ていく。

竪穴住居出土遺物の須恵器甕口縁部(1001)は、

倒立した状態で伏せられて出土している。しかし、

甕自体に被熱痕はみられない。カマドを破壊した後

に据えたものと考えられる。

SK221 出土遺物には、土師器甕•台付甕台部·須

恵器肱•管状土製品がある。

中でも、管状土製品 (1004~1006) の出士状況に

ついては遺構の部分で述べたが、 3個体とも床面直

上から出土している。みな、オサエ・ナデ成形•調整

を施し、片面はややすぼませている。 1006は内面

を工具ナデで調整している。 3個体とも磨滅が激し

いが、二次的な被熱痕等は見られない。

SH250 出土遺物(1009~1020) 不明土製品・土

師器杯•台付甕•甕がある。

不明土製品(1009)は若干欠損しているが、楕円

形を呈する。断面は、片方の端が反対の端に比べ、

薄く作られる。表面に植物痕が見られることから、

土器焼成時に伴うものと考えられる。類似品として

は竪穴住居SH307出土遺物にある(1047)。

SH306 出土遺物 (1095~1148) 竪穴住居埋土

出土遺物と、カマド部出土遺物、貯蔵穴出上遺物、
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竪穴住居内土坑出土遺物に分けられる。中でも、竪

穴住居内土坑SK332内からは、多くの焼土・粘土と

共に、士師器台付椀•高杯•台付甕、須恵器杯蓋、不

明土製品が出土した。土師器台付甕(1146)は、体

部外面にハケを施した後、板状工具の木口を原体と

して、一定間隔で押圧文を施す。約 1/5残存して

いるが、残存部全体にこの押圧文は確認できる。こ

の押圧文を施す際にあてた指オサエ痕が、体部内面

に同様に一定間隔でみられる。また、体部外面に施

されたハケは、当遺跡内で見られる他の台付甕とは

ハケの方向が左上から、右下に施し、異なっている。

不明士製品(1148)は若干欠損しているが、不整

形を呈する土製品である。オサエ・ナデ成形・調整を

施す。両面に植物痕が多く残り、土器焼成時に伴う

遺物と考えられる。

SH321出土遺物(l197~1200) 竪穴住居埋土

出土遺物には、土師器小型壺、須恵器杯身がある。

t師器小型壺 0197)は丁寧な作りで、頸部にエ具

でヨコナデを施す。

SH341 出土遺物 (1222~1231) 竪穴住居埋土

出土遺物、主柱穴出土遺物、カマド部出土遺物に分

けられる。竪穴住居埋土出土遺物として、土製品、

土師器甕がある。 1223は棒状を呈するが、両端と

も、欠損している。

主柱穴出土遺物には、上師器小型壺(1222)があ

る。体部内外面にエ具ナデを施し、口縁部は丁寧に

ョコナデを施す。

カマド部出土遺物として、土師器杯•鉢•高杯•甕

がある。 1231の土師器高杯と 1232の土師器甕は

カマド部支脚として用いられた。高杯は、脚錦のみ

カマド支脚に用いられ、杯部は、竪穴住居埋土から

出土している。高杯脚部に、底部を欠いた甕を倒立

させ被せて用いられた。よって、高杯•甕とも被熱

のため磨滅が激しい。

SH342 出土遺物 (1232~1364) 遺構の部分で

も述べたように、竪穴住居としての残存状況は悪い

が、竪穴住居内に方形上坑が掘削されており、その

中から、粘土•焼土と共に大菫の土器類が出土した。

出土状況から、ほぱ一括鹿棄されたものと考えられ

る。遺物としては、多種多様な土製品、土師器杯・

台付椀•高杯•小型甑•小型甕•甕•甑•台付甕、須恵器
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蓋杯•肱•壺•無蓋高杯、石製品、鉄製品がある。遺

物毎に見ていく。

土製品には、ミニチュア製品がある(1232-1234、

1240-1241)。土製品 1237は一部欠損しているが、

両面に指オサエ痕が明瞭である。 SH250出土遺物

(1009)・SH307出土遺物(1047)・SH306内土坑

SK332出土遺物 (1148)の類似品である。土錘

(1239)は他の土錘と制作技法は同様で、棒状のも

のに板状粘土を巻き付け、棒を引き抜き、孔のあく

面にエ具ナデ調整を施す。側面の一部に、棒状の当

り痕が見られる。乾燥の際の台痕跡とも考えられる。

土師器杯(1242-1247)は外面下半部には明瞭な

指オサエ痕が見られ、上半部はナデ調整を施す。ロ

縁端部はヨコナデを施すが、端部をやや外反させる

もの (1242・1243・1247)、丸くおさめるもの

(1244-1246)に大きく分けられる。また、 1245 

の底部には木葉痕が確認できる。 1246の内面には、

ヘラ記号が施されている。

台付椀についても、椀部で見れば、口縁部を直立

させて端部をヨコナデにより強く外反させるもの

(1249)、口縁部を直立させてやや外反させるもの

(1250・1252)、口縁部をやや内湾させ、端部をや

や外反させるもの(1251)、口縁部をやや内湾させ

て端部を丸くおさめるもの(1248)に分けられる。

脚部も多様であり、椀部との接合部からラッパ状に

開くもの(1248・1249) と、接合部から一旦真っ直

ぐ伸び、下半部1/3からラッパ状に開くもの(1250

-1252)に分けられる。前者については、 1248に

比して、 1249は下半部 1/3に若干段が見られる

ことから、後者への過渡的な様相と考えられる。

高杯はここでは例は少ないが、杯部については、

小振りで口縁部はそのまま真っ直ぐ開くもの (1253)

と上半部 1/ 3で更に外反するものと(1254)異な

る。後者は端部を摘み上げ、面を持たせる。脚部の

分かる資料は1255のみであるが、下半部 1/3で更

にラッパ状に開く。

1256は土師器小型甑と考えられる。残存する範

囲では、両端部とも生きており、おそらく、十字も

しくは一文字の蒸気孔がつくものと思われる。把手

部は残存する範囲では確認できない。

1265は丸みを帯びた体部を持つ甕である。体部
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内外ともオサエ・ナデ成形・調整を施し、その後外面

下半部にはケズリ調整を施す。底部については欠損

しているため不明であるが、底部近くの破片から丸

底と考えられる。口縁部は横方向の断続的なナデで

くの字に外反させて摘み上げ、端部は丸くおさめる。

頸部には指オサエ痕が確認できる。胎土には多く雲

母が確認でき、他の土器とは異なる。軟質土器の影

響が考えられる。

土師器台付甕(1280-1330)はSH342出土遺物の

中で、大半を占めた遺物である。図版のほうは、ロ

径の小さなものから大きなものへと機械的に並べた

が、口縁部・端部の形状から、分類できるものと考

えられる。

頸部と口縁端部それぞれに施されたヨコナデの境

が強く盛り上がり、所謂s字甕D類に近い形状を持

つものもある。

須恵器杯蓋(1331-1341)は、製作技法でみると、

どれも天井部に匝転ヘラケズリを施すことでは一致

する。内面の仕上げナデについては、残存状況や磨

滅のために確認できないものがあるが、一方向ナデ

と多方向ナデを施し、一点ではあるが円形ナデを施

すものがある。また、内面に残る当て具痕は、 1335

で確認できる。 1336は天井部外面が使用時に伴う

と思われるナデで、回転ヘラケズリが磨滅している。

また、 1332・1337-1339は焼成不良で、磨滅が激

しい。 1333は歪みや焼成時の細かいひび割れが確

認できる。

須恵器杯身(1342-1357)は杯蓋と同様に、焼成

不良のものが多い。底部内面の仕上げナデは、一方

向ナデと多方向ナデに分けられる。当て具痕は 8点

に見られる。 1357の底部外面は、使用時に伴うと

思われるナデで、回転ヘラケズリが磨滅している。

無蓋高杯(1360)は、杯部が大きく歪み、全体的

に自然釉が見られる。

(3) 飛鳥•奈良時代の遺物 (1395-1474)

SH209出土遺物(1395-1419) 竪穴住居埋土

出土遺物、カマド部出士遺物、貯蔵穴出土遺物、主

柱穴出土遺物、竪穴住居廃絶後に廃棄された遺物が

ある。それぞれについてみる。

竪穴住居埋土出土遺物(1395-1405)には、土師

器杯•壺•高杯•甕•管状土製品、須恵器凪がある。
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SH 306 主柱穴 (1134~1137) SH 306 貯蔵穴 (1138-1141)

20cm 

第136図 出土遺物実測図G区古墳時代後期 (6)(1 : 4) 

高杯(1398)は内外ともケズリ痕が明瞭に観察でき

る。 1402・1403の管状土製品は端部に面を持たせ、

古墳時代のものに比して、 T寧な作りである。

カマド部出十．遺物 (1405·1406) には土師器杯•甑

がある。甑(1406)は底部が欠損する。他例から見

て、円形の蒸気孔を持つのではないか。

貯蔵穴出土遺物は、土師器杯•甕、須恵器杯身があ

る。杯(1407)は粘土紐積み上げ痕が明瞭に残る。

須恵器杯身(1409)は所謂杯Hである。飛烏 11併行

期の所産と考えられる。

竪穴住居廃絶後に廃棄された遺物(1112-1419)

には、土師器不明品・甕•移動式カマド、須恵器杯が

ある。須患器杯(1419)は所謂杯Bである。飛烏V

併行期の所産と考えられる。

SH311出土遺物(1081-1094) 竪穴住居埋土

出土遺物とカマド部に出土遺物に分けられる。竪穴

住居埋土出土遺物には土製品、上師器裔杯•杯蓋•

杯•甕がある。土製品 (1081) は獣脚と考えられる。

1082は約 1/3程しか残存していないが、鈴のミ

-138 

1147 

1148 

1146 

ニチュアと考えられる。 1084は、宝珠つまみがつ

き、煩恵器杯Gをひっくり返し、宝珠つまみをつけ

たものの写しのようである。 1093は須恵器杯であ

る。杯Bである。

SH359出土遺物(1166-1471) 竪穴住居埋上

出土遺物と、竪穴住屈内十坑出土遺物がある。竪穴

住居埋土出土遺物は七師器鍋(1166)である。調整・

形状の特徴から、飛鳥 II併行期の所産と考えられる。

竪穴住居内土坑出土遺物(1467-1471)には土師器

杯•甕•長胴甕がある。それぞれの土器の調整•形状

の特徴から、飛鳥 II併行期の所産と考えられる。

SF368出土遺物(1472-14 73) 須恵器杯身、）J

子がある。須恵器杯身は所謂杯Hであり、飛烏 II併

行期の所産と考えられる。刀子は床面直上から出土

し、完存する。柄の木質が残存する。

包含層出土遺物(1474) 土師器皿である。調整・

形状の特徴から、飛烏Ill併行期の所産と考えられる。

(4)中世の遺物(1475-1556) 

SD232出上遺物(1504) 士師器小皿である。ての
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字口縁小111lである。

SK235 出土遺物(1522~1524) 土師器破片、陶

器椀がある。陶器椀は第 4~5 形式併行期の所産と

考えられる。

SK238 出土遺物(1525~1529) 瓦器小皿、土師

器皿•鍋、陶器小皿がある。瓦器小皿は底滅が激し

い。土師器鍋から陶器椀でいうところの第4形式併

行期の所産と考えられる。

SK257出土遺物(1530・1531) 陶器椀•加工円

盤がある。陶器椀は第 5~5 形式併行期の所産と考

えられる。

SK258出土遺物(1532・1533) 士師器llI1・鍋があ

る。皿(1532)は平城 I併行期の所産と考えられる。

土帥器鍋は、陶器椀でいうところの第4形式併行期

の所産と考えられる。よって、 111lは混人と考えられ

る。

SK266出土遺物(15]4) 陶器椀がある。陶器椀

は第 5形式併行期の所産と考えられる。

SK302出土遺物(1535) 土師器小皿である。

12世紀後半代の所産と考えられる。

5 まとめ

古墳時代前期の集落

G区では、古墳時代前期の良好な集落跡が検出さ

れた。竪穴住屈群と区両溝に囲われた大型掘立柱建

物群である。

(1) 竪穴住居エリアー個々の構造と立地

竪穴住居群はみな、ほぼ同様の構造を持つ。各施

設について見ていく。

炉 平面形が円形、断面形がレンズ状に掘り窪め

て炉とするもの(SH220・255)と、掘り窪めず、床面

を転々とするもの (SH204・213・249)に分けられ

る。後者では、支石を用いるものがある。炉の位閥

としては、前・後者とも主柱穴が取り囲む範囲に限

られる。 SH255は主柱穴間中央に設置される。

貯蔵穴 皆床面から一段下げて設けている。この
(l) 

うな貯蔵穴の構造は、津市四ツ野B遺跡でも確認さ
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れており、貯蔵穴を蓋する為の装置と考えられてい

る。これを裏つけるものとして、 SH228の炭化材

の状況がある。炭化材は貯蔵穴を塞ぐように、遺存

している。貯蔵穴内部には炭化材ははとんど確認で

きなかった。また、竪穴住居の他の部分の炭化材は、

貯蔵穴上の炭化材に比べ遺存状況はさほどよくなか

った。

また、壁周溝は、貯蔵穴につながり掘削されてい

る。貯蔵穴が貯蔵施設であるとともに、排水施設・

貯水施設の役割を担っていたことを示しているかも

しれない。

仕切り溝 SH204・213・249・255において確

認できた。主柱穴から壁際へ見られるもの(SH204・

255)、主柱穴間中央から壁際へ伸びるもの(SH213・

249)である。

立地 竪穴住居は中央に空閑地を保ち、円形上に

立地している。そのうち、 SH213・228は焼失住

居と考えられ、同時期に火災に遭ったものと推定さ

れる。また、 SH204貯蔵穴出土の土師器広口壺と、

SH213出tの土師器広口壺底部は接合し、この 2

棟も同時存在といえる。

一番東端にある SH249はもっとも規模が大きく、

壁立式竪穴住居として他の竪穴住居とは異なる。中

央の「広場」に面する竪穴住居の外側に位置する、

SH214・233・244は別として、おそらく「広場」

に面する竪穴住居群は、同じ場所での建替えはとも

かく、「広場」を囲むようにしてほぽ同時存在で建

てられていたのではないだろうか。

ただし、大型掘立柱建物群に接する錦分には竪穴

住居は見られない。前期の竪穴住居は残存状況は良

好であるため、削平されているとは考えがたい。

この［広場」に、掘立柱建物SB284が建つ。出土

遺物からは時期を推し量ることはできないが、建物

方向が区画溝と同じくすること、また前述したよう

に、古墳時代後期のSH307が、わざわざ柱穴の上に

床を貼って建てられていることから、それ以前の建

物と断定できる。その立地状況から、古墳時代前期、

竪穴住居群と同時存在と考えたほうが妥当といえる。

(2)区画を伴う大型掘立柱建物エリア

この区画溝・掘立柱建物群は大きく 2つの時期に

分けられると考えられる。即ち、小区画SA305と
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SB361の時期、そして大区画SA309・314とSB

362・363・364の時期である。

大型掘立柱建物

高床式大型掘立柱建物は片側にのみ独立棟持柱を

持つ点が特徴である。しかし、その掘形の深さはと

いうと、側柱柱掘形に比べ、格段に浅い。本来、屋

根を支えるものであったはずが、本例の場合は意味

を成していないといえる。ここで、本例の独立棟持

柱の役割を考えた場合、可能性があるのが建物の正

面観（方向）を示すということである。勿論、この

『正面観」は独立棟持柱のある梁行に建物入り口が

あるという意味ではない。あくまでも、建物の「向

き」を示すという意味である。小区画の時期のSB

361は区画の入り口である東側に独立棟持柱を持つ

が、大区画の時期の SB362・363は西側に独

立棟持柱を持つようになる。

同時存在と想定できる SB362・363には構造上

の違いがある。それは、束柱掘形の深さが異なると

いうことである。これについては、深い SB362の

束柱が、棟までのび支えているのに比べ、浅いSB

363の束柱はあくまでも床束柱であるという違い

であると考えられる。

区画の範囲

ここで、小区画の面積について述べたい。本調介

では北•南辺が調査区外へ伸び、規模は不明であっ

た。配水管設置に伴う調査で、南辺が確認でき、そ

の規模は南北40mX東西32mと断定できる。

また、大区画の 2条溝の範囲についてはどうであ

ろうか。本調森後のフェンス設置に伴う調在で、 SA

309・314と思われる溝が東トレンチで確認できた。

また、新たに大型掘立柱建物と思われる柱掘形が東

側で確認された。本調在区では確認されていないの

で、 トレンチで確認できた新たな柱掘形が西端の掘

形と考えると、少なくとも、大区画の東西長さは55

mにはなるであろう。もしくは、台地縁まで、伸

びていたことも考えられる。

確かな規模として南北46mX東酉 55m以上とい

うことはいえる。

(3)大型掘立柱建物群の性格について

ここで若干、大型掘立柱建物群の性格について考

えたい。前述したように、大型掘立柱建物群は台地
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の緑に立つ0 眼下には伊勢湾を見渡し、本来は台地

間際まで海岸線が迫っていたと考えられる。この周

辺は中世安濃津の存在も示しているように、中世段

階では物資交流の要地であった。これよりi朔って考

えても、高茶屋大垣内遺跡の北、半田丘陵一帯に広

がる三重県最古段階の須恵器窯の操業など、海上交

通による新文化流入が盛んであったと考えられる。

このように考えると、交通の要地に立つ「豪族居
R 

館」・「公的施設」の可能性が高いと考えてよいので

はないか。当該時期の祭祀遺物出土が特無であるこ

と、掘立杜建物の規模・配置などから、 I祭祀施設J. 

「倉雁」の可能性は、高茶屋大垣内遺跡の大型掘立

柱建物群については考えがたい。

古墳時代後期の集落（竪穴住居の構成）

古墳時代後期、 5恨紀後半から 6世紀前半に、竪

穴住居群が見られるようになる。竪穴仕居個々の施

設について見ていきたい。

(1)竪穴住居内施設

カマド カマドの設置される方向には大きく 2方

向がある。即ち、東辺につくものと北辺につくもの

である。

貯蔵穴 方向等について見る前に、その構造につ

いて触れたい。 SH306・308・325・345において、

貯蔵穴を取り囲む上手が確認できた。これは、墜際

以外の3方向に築かれている。ここで思い出される

のが、古墳時代前期の竪穴住屈の貯蔵穴である。前

期の貯蔵穴は床面を一段掘り卜.げていた。これと同

様の施設ではないであろうか。即ち、貯蔵穴に被せ

る蓋を固定するものである。

方形土坑 竪穴住居のプランに沿って掘削されて

いる。土層の状況、もしくは主柱穴等の施設の残存

状況等から、竪穴住居と方形上坑が同時存在とはい

えない。断己できるのは、埋没時期が同じというこ

とである。このことから、竪穴住居が廃絶した後、

埋まらないうちに掘削されたものと考えられる。そ

の用途として、廃棄土坑として用いた、何らかの作

業場として用いた、土を採掘した等のことが考えら

れるが、それぞれの土坑の状況は様々であるので、

断定できない。

(2)竪穴住居の時期と構造
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カマドに 2方向があることが先に述べた。このカ

マド方向と同時に、他の施設の差異はあるのだろうか。

この時期に該当する緊穴仕居で、北カマドのもの

として SH326・341・346がある。この竪穴住居に

は貯蔵穴は見られないc あるのは、カマド手前やや

左手に、浅いレンズ状の土坑である。

また、東カマドのものとしてSII306・307・308・

316・325・345がある。この堅穴住居には貯蔵穴

がつく。また、方形土坑がつくのもこのタイプである。

時期差としては、北カマドが新しくなる。

焼成土坑について

G区の調企では、被熱の見られる土坑が6甚見ら

れた。みな、浅いレンズ状を呈し、出上遺物も少な

い。しかし遣物は皆細片で、被熱のため剥離してい

る。時期としては、飛鳥時代に属するが、この時期

の仕居は皆竪穴住居であるが、小型化する。

（註）
① 仕切り溝O)',£義については石野博信「H本原始・ 古代住居の

研究』古川弘文館 1990年に某づく。
② 田辺昭：『須恵器大成』角川苔I占1981年
③ 古代の上器研究会紺『占代のt器 I都城の十器集成」 1992年
④ 以ド、陶器椀の組年については藤沢編年で記述する。藤沢良

柘ほか『尾呂』瀬戸市教育委貝会 1990年
⑤ 渦在担,)~者池端泊行氏の御教ポによる

⑥ ここでいう「家族」は、「嵌族」がどういうものかという問題

は排除し、 清文的な用語としてrnいている。
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俯告 璧縁 嗣査
地区名 種類 器9● 出土遺構

口径 器高 その他
翻整技法の特徴 胎土 焼成 色調 隋存度 傭考

番号 番号 次歓 lcrnl (c,f ltrn (I 

m 
GO l 2- 3 G-L6 弥生土器 甕 s lllOl 外ナデオサエーヘラ描

粗並 明赤渇 5YR5/6 細片 前期
り5 内ナデ

'" 
GOりl23 3 か恥 上製品 丸玉 S HlOl 11 孔径 01 

ナデオサエ
ほぽ
並にぷい黄橙 IDYR6/4 1/2 片憤」穿孔

最大0目 2 1 密

m G012Ol - 3 かM6 ±製品 土錘 S HlOl '' 幅孔I復径元） I I l 0 ナデオサエ
やや
並灰白↑ 5YR8/2 1/3 穿孔の際のエ具痕あり

粗

a a 1 GO 0l 1 1- 3 G-H8 土師器 台I寸甕 SHlOl 110 
外 J¥ケーヨコナデ やや

笠明羨渇 25Y7/6 1/8 
内 オサユ ナデーヨコナデ 粗

m GO 013 1- 3 G-M7 土師甜 台I寸甕 SH20↓ IJ I 外内 lオ¥ケサエーヨナコデナデーヨコナデ
やや
並にぷい賃橙 10YR7/3 1/9 

粗

8 8 3 G 100 3 J - 3 H6 7 土師翡 台（寸甕 S H20り "' 
外 I¥ケーヨコナデ やや

笠浅貫橙 ¥OYR8/3 1/7 
内ヨコナデ 粗

u, GO 0I 1 1- 3 G・N8 土師器 台付甕 S Hl04 敦部径 外 J¥ケーヨコナデ やや
並浅賃橙 IOYR8/4 1/4 

99 内 オサヱ ナデーヨつナデ 密

885 GO 015 1- 3 D-N8 土"器 甕 S HiH 155 
外~ タタキーヨコナデ

密埜 褐 1SYR4/4 5/6 庄内甕
内ケズリーヨコナデケズリ ナデ

m GO 017 1- .1 H6 土師甜 短＂壼 S H204 ,, 外内 ヨヨココ方方向l~J ナナデデ 密並 じぶい貫慢 IOYR 6/4 1/4 

m GD a4 1 I - 3 G-M6 上聞器 台I寸椀 SH2い 12 5 外ヨつナデ やや
並にぷい黄橙 IりYR6/4 杯部

内；ヨコナデ （脚内部）シポリ 粗 ほ．ぽ完形

m G0¥2 0 I 3 G-11.1 土9心器 高杯 S ll 201 底9部.0径
外 ハケーヨコナデーナデ

密並 橙 75YR7/6 完形 ：：：：方向遇孔
内 シポリーナデーヨコナデ

8H GOl2Ol ・ 3 G-116 .Lil措 高杯 S H20l 底部径 外 ヘラミガキーヨコナデ やや
笠橙 1SYR7/6 1/4 ＝方向透孔11, 内 シポリーナデーヨコナデ 密 S H2D4貯蔵穴}接合

m GW01 ― 3 G-M6 土"器 賽 S H20J 外ナデハケ やや
笠橙 75YR7/6 紐片

内ナデ 粗

HI GりOt12- 3 H8  土"諄 壺 S H20! 外内 ナデーハケー貼り（寸け
ナデ

粗並 にぶい賃掲 IOYR 5/4 紐片

m Cll901 - 3 G-M6 土師器 ,J, 形牲台
S H201 10, 外 ヨコナデーヘラミガキ 密 やや 橙 15YR Ii/Ii 杯節
貯蔵穴 内 ヨコナデーヘラミガキ 軟買 ほぽ完形

8 9 3 D 1012 9- 3 G・ 印 土9用諄 椀形高杯
SH 20! 11 B 外 ヨコナデーケズリ やや

軟質 明赤褐 5YR5/6 杯部
貯識穴 内 ヨコナデーヘうミガキ 粗 完形

S 91 GI 0t 3 1- 3 G-1!6 土師器 高杯
SH 201 

16 6 112 
底部径 外 ヨコナデー透孔穿孔ーヘラミガキ

密軟賣 明赤褐 5YR5/6 1/5欠損
貯蔵穴 !06 内 ヨコナデーケズリーヘラミガキ

M GD0 り12~ 3 G-M6 士師摺 高杯
SH 201 

"0 "0 
底郎径 外内 Jヽ ケーヨコナデーヘラミガキ

密並 橙 7SYR 6/6 1/4欠損
貯蔵穴 "3 ナデ ）＼ケーヨ.,ナデ

6 9 6 G010り4- 3 G-M1 土"舒 台付甕
S H?O! 

"0 
外 ナデーハケーヨコナデ

屁地 にぷい賣橙 IOYR4-5/.1 1/3 
貯蔵穴 内 オサエナデーヨコナデ

m G 1011 9- 3 G・ 劇 土師諄 広口壼
SH砂4

"9 
外 ヨコナデーヘラミガキ やや

軟質 明黄褐 10YR6/6 2/5 
貯蔵穴 内 ヨコナデ 密

m Ga 0 D I l-
SH闘4

外 ヨコナデ—ハケ—ヘラミガキ 凸帯埠状浮文—凸布上刺 体部J._IS H筏4貯濠穴I3 G-M6 7 ±師諄 広〇壺 貯臓穴 19' 突内 オサエ ナデ—ョコナデ Ill 並 橙 5YR6/6 ほぽ完形
体部下 ISH213) SH 11J 

m GOOli 9- 3 G-N! 士師舘 壼 SK 210 

"' 
外 ハケーヨコナデ やや

並浅賃 15Y 8/4 1/8 内 =!., ナデ 粗

900 GO0O6 - 3 G-0 土師器 台I寸榛 SH 113 底部径 外ナデ やや
並澄 15YR7/6 1/3 P4柱痕 16 内ナデーハケ 粗

9 DI GO0l4 2- 3 G-J, 士Si甜 小形鉢 SH 213 10, ,' 底部径 外 ナデーハケーヨコナデ
や；良 浅賃橙 JOYR 8/4 1/3欠損l

1 B 内 オサエナデーヨつナデ

902 GO Dl J 1- 3 C-JI 土師器 小形鉢 SH 213 9 0 ,, 外 オサエー願轄不明
粗良 橙 7lYR 6/6 ほぼ完形

内駒整不明

9 0 :l GOl2 Dl 3 t H 七師謂 小形謂台 SH 213 . ; JI 底邪径 外 ヨコナデーヘラミガキ
密良 明貧喝 10YR7/6 ほぽ完形 底部外OOに黒斑あり111 内 シボリ、ヨコナデ

9 0 l GW02 ・ 3 G-J 1 土師甜 台I寸椀 S Hl 13 116 ,, 底部径 外ヘラミガキ
:ゃ良 浅費 2 .IY8/4 ほぼ完形19 内シボリ

9 0 5 Gl 〇Hり 3 G H 土師器 台｛寸甕 S Hl IJ 130 外ヨコナデ {'1!!{' 並 にぷい橙 1 5YR7/3 1/11 体部片あるが接合せず
内 ヨコナデ

m GO 022 1- 3 G-H 土師請 台付甕 S Hl 13 130 
外 ）＼ケーヨつナデ

や粗ゃ 良 浅費 2 IY 8/3 1/:l 
内オサエヨコナデ

m am01 - 3 G-H 土師舘 台付甕 SH 2 I 3 II< 外 ）＼ケーヨコナデ
や粗や 良 箸褐 JOYR3/4 1/5 

内 ナデーヨコナデ

m Gt O1l 1 3 G-H 土師甜 台（寸甕 SHill 
161 外 ハケーヨコナデ

や坦や 笠 にぷい貴橙 IOYR7/4 1/8 I椎定） 内 ヨコナデ

909 G01101 - 3 G H 士師謂 台（中甕 S Hlll "' 
219 底u部径 外 ハケーヨコナデ

粗良 にぷい負橙 10YR7/4 1/2 （推定） 内 オサエ ナデーヨコナデ

910 G 101! 1 - 3 G-H 士"甜 高に S H213 232 1'I 底部径 外 ヨつナデーヘうミガキ
や粗や 祐 橙 15YR7/6 l/3欠隕

12' 内 ヨコナデ ヘラミガキ，、ンボリーヨコナデ

311 G0001 6― 3 Hi 土師器 高杯 SH 113 "2 "g 底部II 外 ヨコナデー沼孔穿孔ーヘラミガキ
や；並 橙 15YR7/6 1/8欠損 歪みあり115 内 シポリ、ナデ、杯内部不明

rn GO0O2 ~ .1~G:l Iii謂 小形器台 S Hll゚ '' 
外 オサエーヨコナデ｀ヘラミガキ や粗や 笹橙 1lYR?/6 1/2 
内 ヨコナデ｀シポリ ナデ

ll3 G0001 8- 3 G-G3 土師器 小形壼 SH 2lO 110 外~ ヨコナデ
や；並 橙 5YR6/6 1/8 内 ＋デーヨコナデ

911 GO04 O- 3~Hl 土9百器 台付甕
S H2l0 112 外ハケーヨコナデ

粗並 にぷい黄褐 IOYR 5/3 1/R IP i t I I 内 ナデーヨつナデ

りIJ, G002 09, 3 かり5 土9罰甜 白付甕 S H2終 160 外}¥ケヨコナデ
粗並 にぶい閃橙 lOYR7/4 1/8 内 ナデーヨコナデ

916 GO0 O I 9 - 3 H H5 土師甜 台付甕 S Hm  "' 
外 I¥ケーヨコナデ

誓並 寅橙 1 lYRfl/8 1/7 内 ナデーヨつナデ

m G0~03 9- 3 Hl  S 土師甜 台付甕 S H228 110 外 J¥ケーヨコナデ
粗並 貪灰 2 5y4-..,5/l 口縁部

内 オサエ ナデーヨコナデ 1/8 

918 GO0H5 - 3 G-H 3 土師開 壼？ S Hl訂 151 外内 ヨナデコナーデヨコナデ 芦笹 にぷい褐 7 5YR5/4 1/7 

m GOH03 - 3 H2 土師器 台付甕 S H2J3 111 外ハケヨエナデ
や粗や 並 にぷい負橙 t0YR7/3 1/8 内ヨコナデ

920 G0032 6・ 3 G-n 3 土師器 台（寸甕 S H 2:l3 145 外 ハケーヨコナデ
や粗や 埜 にぶい橙 7 5YR7/4 1/.1 内 ナデーヨつナデ

9'/! りり0H1 J G-F2 3 土師器 台付甕 SH幻l 15 6 外 ）ヽケーヨコナデ
岱並 にぷい費壇 !OYR 6/4 

口縁部
内 オサエ ナデーヨコナデ 細片

912 G¥200 I - 3 G n 3 土！用器 広口壼 SH只3 "' 
外 ハケーヨコナデ＿貼付凸苓棒状浮文 やややや

明赤褐 5YR5/6 1/4 内 ヨつナデ 粗不良

rn cm 0 I 3 G-F3 士9雨器 広口壼 S H233 16 0 外 ヨコナデー衝摺文
粗並 浅貧橙 IりYR8/4 口緑部

内 オサエ ナデーヨコナデ 1/2欠損

91l 〇りD3i 0- 3 G-H 土問器 I小形巽台 SH219 

'' 
外 ヨコナデーヘラミガキ

密埜 橙 5YRtl/8 1/8 内ヨコナデ

m mDI J- 3 G 1'1l 0 十蒻器 ,J, 形鉢か SHJH 底部径 外ナデ
租並 浅寅 2 lY 8/3 底部

< I 内オサユナデ 完形

m ~D o3 i 3- 3 G-110 土闘翡 台I寸甕 SHH9 II I 外 /Iケーヨコ＋デ
や粗や 笠 にぷい貴橙 ¥OYR?/4 1/4 内 ナデーヨコナデ

927 GO 03 1 3- 3 G-FIO 土肝摺 台付甕
SHH9 底部径 外 ナデーヨつナデーハケ

や阻ゃ 並 浅霞橙～費橙 lOYRS/4- 1/4欠損焼土 ,, 内オサエナデ—ヨコナデ ， 
m m02 o 3 G-M! 土師器 小形鉢 S K2ll 116 '6 外ヨコナデ ..1il，， 並 0月赤褐 5YR5/5 8 1/3 （推定） 内 ナデーヨコナデ

929 GO D13 りー 3 G-M4 
土"" 小形甜台 S K21l '' 

外 ヨつナデーヘラミガキ｀洟子［（三方）
や；並 橙 5YR7/6 1/3 内 ヨコナデヘラミガキエ具ナデ

HO GOH 02 3 G 114 土"甜 台付甕 S Klll 外ハケヨコナデ
や；並 浅賃橙 10YR8/4 紐片内 不明ーヨコナデ

931 00021 りー 3 か ~4 土"甜 甕 SK 2 ll 110 外 不明ーヨつナデ
誓並 橙 25YR6/6 1/3 胴滅内 ハケーヨコナデ

932 Gll31 り1- 3 G l!3 ,.., 甜 台付甕 SKlH 16 2 外 ハケーヨコナデ
や：並 灰白 t0YR7/1 1/5 内ナTーヨコ＋デ

933 I GQ31H ・ 3 G-16 土閲器 壼
SK 237 13, 外オサエナデ

や；並 明霞褐 lOYR?/6 l/5 上面 内ナデ

931 G¥¥7- 3 G-16 士師甜 甕 SK 239 16 l 外 I¥ケーヨコナデ
や；並 浅焚橙 10YR8/4 1/,1 内 ナデーヨコナデ

第17表 出土遺物観察表G区 (1)
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報告 登録 調査
地区名 種類 器種 出土遺構

U径 誇高 その他
鯛整技法の特徴 胎 t 燒成 色胴 残行度 傭考書弓 書号 次数 le●I '"' (im :l 

935 
GOりI-

3 G-18 1.師翡 壺 SKm  
外 ナデーヨコナァー棒状浮又 やや

並にぶい負橙 l0YR6/4 細片09 内 ナデーヨコナデ 粗

9l6 
C!OJ 

3 G-li 土師器 壼 SK2H 最大部径 外 /Iケーナデ やや
埜橙 1lYR7/6 1/5 05 1£1 内ナデ 粗

9ll GWI 0 ・ 3 G-18 上閲器 台f寸甕 SKW  
外 I¥ケーヨコナデ

粗並 にぶい費橙 !OYR6/4 細片
内オサエ ナデーヨコナデ

9l! CO0H 1 3 G-li 士Bl器 甕 SK2H ヨコナデ？ 粗埜 灰貫褐 10YR5/2 紐片

m C¥06 01 3 G-li 土製品 士鍾 SK2H 6 2 最孔大径部径20 4 6 オサエナデ
やや
埜浅賃橙 lOYR!!/4 完形

重さ 10 S 9 粗

940 CO O5J 1 3 G-Ml 0 土製品 つまみ9 S H255 JI 2' ナデオサエ
やや
並灰貫褐 IOYR5/2 完存

密

9U ~0250 l - 3 H9  土"器 高杯 SHHl 接合部径
屠減が薯しいため網裏不明

やや
並橙 5YR6/8

脚杯接合部 円形遺孔
35 密 完存 杯蔀内閲に炭化物付讐

rn Go0¥o- 3 G-M8 土"器 高杯 SH255 外 円形透孔穿孔ーヘラミガキ やや
並橙 SYR6/6 1脚/祁3 内シポリ—ナデ 密

w GIO0S 9- 3 G-Nl 土師詮 壼 S H2!5 120 外 ナデーヨコナデ やや
並橙↑ 5YR7/6 1/4 

内 ナデ？ーヨコナデーヘラミガキ 密

9 44 GO0H 2 3 G 土9丙器 壼 SHHJ 146 外 J¥ヶ？ーヨコナデ？
粗並 貫坦 lOYR 8/6 1/6 愚減内ヨコナデ？

go GI~ りt3 HS  上閲藷 台付甕 SHrn 130 
外 J¥ケーヨコナデ

阻並 浅賃橙 IOYR 8/3 1 /10 
内 ＋デーヨコナデ

90 GO 05 3 2 3 G KS ±II器 台付甕 SI! 255 121 外 J¥ケーヨコナデ
粗良 にぷい寅橙 l0YR7/4 1/6 

内 ナデーヨコナデ

90 GO 0 5 1 l- 3 G-1!9 士師諄 台付甕 S Hl終 '' 
外 J¥ケーヨコナデ

翔並 にぷい費橙 IOYR 5/4 1/4 
内ナデヨコナデハケ

90 G0¥02 2- 3 G-S8 土師器 台付慶 SH255 Ii I 外 9ヽ グーヨコナデ やや
並にぷい貧橙 l0YR6/4 1/8 

内 オサエ ナデーヨフナデ 粗

90 Gm01 - 3 G-1!8 土師甜 広n壼 SH255 12 0 
外 ナデーヨコナデ やや

並浅費橙 10YR8/4 1/6 
内オサエナデーヨコ＋デ 粗

9lO G0055 6- 3 G-N9 土9両" 台付甕
SH255 

13 a 
外 J¥ケーヨコナデ やや

並浅寅橙 !CYR8/4 1/8 貯蔵穴 内 ヨマナデ 粗

951 GOo5t 3 G-M9 土師詣 台I了甕
SH255 

13 l 外ヨコナデ？ やや
並灰褐 7lYR6/2 1/8 唐讚著しい貯蔵穴 内ヨコナデ？ 粗

rn G 00¥6- 3 G-N9 土師器 台I寸賽
SH2H 

13' 
外 9ヽ ケーヨコナデ やや

笠にぷい橙 15YR7/4 1/6 貯蔵穴 内オサエナデ-ヨ:Jナデ 粗

953 G05601 - 3 G-N9 土師討 台付甕
SH255 外 ｝＼ゲーヨコナデ やや

並浅貧 25Y8/3 1/12 貯蔵穴 内 オサエナデーヨコナデ 粗

9H GmOi - 3 a-N9 土"" 台I寸慶
SH2H 

台9部.8径
外ナデーハケ

粗並 にぶい黄培 10YR7/2 1 /10 
貯蔵穴 内オサエ

955 Gm  OJ 3 H9  士9両荏 台付甕
SH2終

摩滅が着しいため鯛整不明
やや
並じぶい賃橙 t0YR7/4 1 /10 貯蔵穴 ll! 

956 G0o2z l- 3 G-rlO 上師翡 甕 S K271 110 外ヨコナデ やや
泣浅食 l!YS/3 1/4 内ヨコナデ 粗

rn Gm0 I - 3 HlO 士師甜 壼 SK! ↑] 且部径
摩滅が著しいため調整不明 粗並 にぶい褐 7 5YR 6/3 

底部
体部に黒斑あり,, 

完形

958 lll-01 4 G J l! L師討 台付甕 S A301 外ヨコ＋デ
な立 灰賃褐 IOYR4/2 紐片内ヨコナデーI¥ケ

rn Ill 01 4~Ill ヤ節甜 台付甕 S A305 JO 3 外 ハケーヨつナデ
粗良 にぷい寅橙 tOYR?/4 1/8 内ナデヨコナデ

960 132-01 4 G-m 土師甜 台I寸甕 S A30S 16り 外ヨコナデ や密や 並 にぷい勢渇 1りYR5/3 I /10 内 ヨコナデーハケ

%1 131-01 4 G Ill t師猜 甕 S A30S 底部径 外オサエナデ
粗並 にぷい費橙 tOYR7/3 

I 呼4 内団に砂粒が多く（寸着16 内ナデ

m 16Hl 4 G-rn ±"" 小形器台
SB 361 

12 6 外 ヨコナデーヘラミガキ
や密や 並 橙 5YR7/6 1 /12 P8掘形 内 ヨコナデーヘラミガキ

Hl 163-01 4 0-! l8 土師諄 杯9 SB 363 外 ナデーヨコナデ
や密や 屯 橙 5YR6/6 紐片Pげ掘形 内ヨコナデ

964 lJH! 4~-113 ±"II 甕 S A309 l<' 外ヨコナデ
や，t並 にぷい隻掲 ¥OYR 5/4 紐片 布留式甕

内ヨコナデ

g65 IJHI 4 C W 土師器 台付甕 S A309 "' 
外ハケーヨつナデ

粗良 にぷい霙橙 t-OYR7/3 1/6 
内オサエナデヨコナデ

m 130-03 4 G- <] 土"柑 台I寸甕 S A309 13 0 外 ハケーヨコナデ
阻良 にぶい培 i lYR6/4 1/7 内 ナデーヨコナデ

961 l1HS 4 G-Flり 土師器 細頸壼 SA311 外 ヨコナデーヘラミガキ
密良 橙 5YR6/6 紐片

内 ナデーヨコナデ

m 111 DI 4 Hl6 士師器 甕 SAW  ll. 外ハケヨコナデ
や俎や 良 浅賃 2 5Y8/3 1/5 外面に黒斑あり内 胴整不明ーヨコナデ

969 lll--05 4 かIlS 土"" 広口壼 SA311 20 I 外 Iヽ ケーヨコナデ
や祖や 良 にぶい費橙 10YR7/4 1/8 内ヨコナデ

970 130 OJ 4 G-G 15 士師枯 台付甕 S A311 12 6 外ハケヨコナデ
な良 灰賃褐 1DYR4/2 1/8 内 ＋デーヨコナデーエ具ナデ

971 l6HJ 4 G-rn 土師柑 甕 SA311 13' 
外 ハケー三コナデ

や粗ゃ 笠 にぶい貫橙 IOYR7/4 1/4 内ヨコナデ

9 7 2 G ! 0I2 り- 3 Hl  弥生士諄 甕 pi t ll ナデ、突帯 や粗ゃ 並 浅費褐 !OYR 8/3 紐片

m IJH1 4 G-013 ±師儲 鉢 P i t 4 111 外 ハケーヨコナデ
粗芯 橙 5YR6/6 1/6 内オサエ ナデーヨコナデ

914 l!Hl 4 c-m 土師牲 鉢？ P i t 6 ,, 外 ナデーオサエーヨコナデ
な並 にぶい橙 ↑ lYR7/4 1/3 内 エ異ナデーヨコナデ

rn GO -061 •l — 3 G-J8 土師翡 台I寸甕 P i t 7 外ヨコナデ
や粗ゃ 並 灰白 2 5Y 8/2 紐片内 ナデーヨつナデ

116 GOO05 - 3 G-G5 土9用＂ 小形鉢 Pi t 7 底部径 外ナデ
阻並 橙 5YR6/6 底郎

'' 内ナデ 完形

971 140-06 4 G-112 土9用詣 甕 Pi t 11 外ナデ
誓並 浅賃橙 IOYR8/4 底部のみ内ナデ

m GOOOJ - 3 G-J9 土師諄 甕 Pit 4 1]. 外 ）ヽケーヨコナデ
誓笠 淡賃 2 SY 8/3 1/4 内 ナデーヨコナデ

979 GO!J 01 3 G-J9 士"甜 壺 P i t 4 1'0 外ナデ？
誓並 にぶい霞橙 IOYR7/3 

口緑部
胴減蒼しい内ナデ？ 1/6 

m GOl3oa - 3 G-J9 上抒蒻 小形壼 P i t 4 '' 
外 醐整不明ーヘラミガキ

や，t並 橙 5YR6/8 1/9 屠減薯しい内嗣整不明

9 81 GI 0H4 - 3 G HS 土9而群 ,J, 形啓台 Pit 7 ,o 外ナデ？
誓屯 橙 75YR7/6 1/6 襲減肴しい内ナデウ

982 139-0 '4  G-J I, 土師儲 台I寸甕 P i t I 11, 外 ）1ケーヨつナデ
な並 灰白 2 SY8/2 1/6 内オサエ ナデーヨコナデ

り83 IJH '4  c-rn 土師諄 台付甕 S K358 II 0 外 ｝＼ケーヨコナデーエ臭ナデ
な並 にぷい貫橙 ¥CYR7/4 1/1り内 ナデーヨコナデーエ具ナデ

984 130 0 '4  りーり16 土師討 台I寸甕 S K358 底邪径 外内 ナデーハケ や粗ゃ 並 にぷい貧橙 JOYR7/4 1/4 lO 0 オサヱナデ

985 GOo1t 3 G-G3 土師器 台I寸甕 SD 219 15 2 外 J¥ゲーヨコナデ
な益 にぷい貫橙 lOYR 6/4 1/7 内ヨコナデ

986 GO 0l 3 i- 3 G舟2 土師諄 台付甕 SD 219 116 外 ナデーヨつナデー菊J突
な並 にぷい贄渇 10YR5/3 1/8 内 ナデーヨコナデ

9 81 GO 0 1I 9- 3 G-fJ 土師器 甕 snrn l1り 外 ）＼ケーヨコナデ
な笠 にぷい貫橙 10YR7/4 1/3 内ナデーヨコ＋デ

m GOl2 03 3 G-IB 士"甜 1J1形討台 包含111 ,, 外 ヨコナデーヘラミガキ
誓並 慢 5YR6/6 1/5 内ヨコナデ

9BQ GO 011 2- 3 G-G2 上師諄 小形壼 包含II 10 l 摩滅が著しいため調整不明 や粗や 笠 橙 5YR6/6 1/6 

ij90 GO 013 5- 3 C l 10 "'" 広〇壺 包含層 外 ヨコナデーハケ？ーヘラ描
誓並 にぶい橙 7 5YR7/4 細片 島減著しい内不明

m 131-a '4  G-「15 土師甜 広口壼 包含層 外 ）＼ケーヨ::rナデー剌突
や粗や 並 にぷい褐 7 5YR5/3 紐片内 ハケーヨコナデ

第18表 出土遺物観察表G区 (2)

-158 -



報告 :; 悶 地区名 種類 甜項 出土遺膚
口径 器高 その他

胴整技法の特徴 胎士 焼成 色胴 残存度 償考番号 l<0I (c,) 1cm (I 

992 "0" 6 3 Hl ナ師器 畳 包含II 底部径 外内 ） ¥'T-ナデ {>li1や 並にぷい橙 1 5YR7/4 1底/部4 iり ハケ

993 GOH― 3 G-18 上師詳 甕 包含II 112 外ハケヨコナデ やや
前橙 5YR7/6 1/8 01 内 工具ナデーヨコナデ 密

99< 
GO i2-
3 G 18 土師甜 畳？ 包含II 既6部.1径 外内 ~ ナデ 粗並 にぷい培 7!YR7/4 1/4 05 ナデ

99' 136-06 4 G-JH 土釘諄 台付賽 包含漕
外 ）＼ケーヨコ＋デ やや

良 にぷい貫橙 IOYRll/3 細片内 ＋デーヨコナデ 粗

996 
~1 OJ-
3 G 13 土"器 鉢

焼.L
9 I < I 辰邪径 外内 オサエナデーヨコナデ やや

良橙 5YR6/6 n1緑/部4 黒斑あり
,. 

集中部

'' オサエナデ 密

rn~ 胄― 3 H6  L肝雑 台付聾 S H20J 18' 外 I¥ケヨコナヂ やや
並にぷい橙 5YR6/3 1/8 内 オサエ ナデーヨコナデ 粗

9 9i G 00¥0・ 3 G N 6 十師盤 台付甕 SH鎌3 II i 外 ハケーヨつナデ
粗並 橙 5YR7/6 ほ〇ぽ縁完部形内 ナデーヨコナデ

り99 cm0 I - 3 G-06↑ 土師器 台9寸甕 S H203 158 底部径 外 )¥ケーヨコナデーケズ＇)、ナデーケズリ やや
芯 iこぷい橙 7 SYR7/4 口縁部

'' 内 ナデーヨコナデ 粗 靭片

I a O 0 Gl06 .1 G-05 土製品 丸土
sHm 

23 最重孔大さ径幅 Iiu 3 . I ナデオサエ
やや
笠浅羹橙 15YR 8/3 完形03 {Pi¥ 7) 

密

JOD! 
GO 11-
3 G・07 須恵翡 甕

S H20l 
SI< 外 国転ナデ タタキーカキメー波状文 やや

良炭白 N7/0 ほぼ完形01 燒土邪分 内 回射ナデーオサ工、当具 密

!Oil! G 11 ¥ 3 G-06 土師諄 甕
S H203内

"' 111 外ハケーヨコナデ やや
並浅黄橙 !OYR8/3 1/4 01 SK辺1 内 Jヽ ケーヨコナデ 粗

IDり3GD l 1 3 G-06 土師II 白付甕
S HZOJ内 底部径 外 ナデーケズリ やや

亜淡費 lSY 8/3 1/8欠損DI SK糾！！ Iり9 内オサエー＋デ 粗

IO O! GOG5- 3 G-06 土霰品 Sぶ S fl203内 上部径 ! 0 5 外工具＋デ？ーヨコナデ やや
亜浅費橙 10YR8/4 下部 外面1:黒斑ありり1 S K22! 最大部径 1 0 i 内オサエ ナデーヨつナデ 粗 欠損 磨減

Iり05
G003-
3 G 06 土製吊 }'!II~~ SH 203内 "' 

上部径 ! 0 9 外 工兵ナデ？ーヨコナデ やや
並浅賛橙 lOYRll/4 下部 外団に黒斑あり

"' SK m 最大部径 l2 3 内 オサエ. ナデーヨコナデ 粗 若＋欠損 島滅

1006 GOO り•
3 か06 上製品

管状 S Hl03内 上部径 lO 9 外工具＋デ？ーヨコナデ やや
並にぶい橙 1 5YR7/4 

下部 外．面に黒斑ありり1 士製品 SK12J 最大部径 11 I 内 T一兵ナデーヨつナデ 粗 若干欠損 屠滅

1007 
GQl7-
3 G⑭ 須恵諄 直

S H203内
II I 外 回転ナデー波状文

密並 にぶい貫橙 !DYR7/2 1/8 OJ SK 121 内：国転ナデ

1008 
GO 11-
3 0-06 須恵器

" 
SH 203内 最大部径 外 回転ナデー沈線一剌突 やや

並灰 N6/ 体部～底部
内面じ自然釉塊02 S K221 96 内 回転ナデ 密 完形

GO 45 — 不明 長径 5 1 
やや

植上物謂焼攘あ成時り道具か？
1009 3 G-F9 土因品 S H250 

短厚径さ ' ' 
オサエ ナデ 並にぷい賃橙 10YR7/4 部欠墳りi 土製品 o, 粗

l O I~ GO°' JO- 3 G-G9 t師甜 杯 SH 250 "' '' 
外 オサエ ナデ-ヨコナデー多方向ケズリ やや

並浅賃橙 15YR8/4 完形内 ナデーヨコナデ 祖

IO l l 
GOH-
3 G-G! 土師諸 杯 SH 2.¥0 IJ 2 3 6 底部径 外 ナデーヨコナデ

粗世 浅買橙 7 !YR 8/4 1/8 晃J離箸しいOI 18 内 ナデーヨコナデ

1012 ° 胃 3 Hl  土"諄 台付甕 SH2雑 161 外ハケーヨコ七デ やや
並橙 15YR7/6 1/10 内 ヨコナデ 粗

l O 13 GOH 3 G-!IO 土"摺 台付甕 SH2Sa 160 外 /Iケーヨコナデ やや
並浅貫橙 IOYR8/-1 1/10 °' 内ナデヨコナデ 粗

I 0¥4 G OJ I・ 3 G-GlO 上闘器 台付甕 SH 250 16< 外 I¥ケーヨコナナ やや
並浅負橙 IOYR 8/4 1/6 02 内：オサエ ナデーヨつナデ 粗

10 I 5 GO 0 3 I 1 3 G GlD 士師甜 台付甕 S H1l0 161 外内 f¥ケーヨコナデ やや
並淡黄 15Y 8/.1 1/6 黒斑ありナデーヨコナデ 程

IO 16 GD。3io― 3 G-GID 土"譜 台付甕 S H250 底部径 外ナデヨコ方向ナデーハケ やや
並灰H 10YR8/2 台部

'' 内 オサエ ナデーヨコ方向ナデ 密 完形

IO 11 G 1DI 1! - 3 H9  士師諄 甕 SHいり no 外 ハケーヨコナデ
や； 良橙 5YR6/6 1/6 内 ナデーヨコナデ

!Oli Go.1001 - 3 H9 土師甜 聾 S HBO 111 外 /Iケ ヨコナデ、ケズリ やや
並灰H 10YR8/2 

体部上～口縁
内 オサエーエ呉ナデーヨフナデ ケズ') 粗 部完形

I 019 GO/r 3 HlO t"牲 甕 S H250 

"' 外内 ハオサケエーヨつナデナデヨユナデ 祖並 にぷい寅橙 JOYR7/4 1/4 へう記号 工兵当たり頂あり

10!0 G033 03 3 G-G9 土"舘 甕
SH 250 

13' JO' 懇滅が著しいため胴整不明 な並 浅賃橙 IQYR8/4 1/2 被熱ITJため全体剥羅カマド

I 021 0020 I 5- 3 G-MlO 土師舘 杯 SH 156 13 0 ,, 外内 ナデ？ーヨコナデ
ナデーヨコナデ な並 橙 i5YR7/6 ほぽ完形 愚鼻

1022 Gm  OJ 3 G-MIO 土師諄 台｛寸甕 SHW 13 6 外ハケヨコナデ
な並 淡費 2 JY 8/3 1/8 内・.-rデーヨコナデ

t 023 G°o¥S- 3 G-M!O t師器 台I寸甕 S HH6 底駆径 外内 オサエ ナデーヨつ方向ナデ
粗並 浅費橙 1 5YR8/4 1/6欠損95 ョつナデーヨコ方向ナデ

1m Gm 0 I 3 G・N 11 土師舘 長胸甕 SH1H 211 外ハケヨコナデ
や祖ゃ 並 戊貫橙 10YR8/4 1/4 内 オサエーハケーヨコナデ

1025 G00 6I 2- 3 G-MIC• 土師甜 甕 S H2S6 底邪径 外 ハケーナデーケズリ
や；良 にぷい橙 ↑ 5Y且7/3 体下半～底部

90 内ナデ 完形

IOH cm 01 3 G-MIO 石製品 砥石 S H256 3面が研愚面、 2面が凹団

I 027 G00 59l - 3 かK11 土師器 甕
SllW 

"0 
外ハケーヨコナデ

や粗や 並 浅閃橙 IOYR8/4 1/6 カマド 内 ナデーヨフナデ

JOlS 〇り021 8ー 3 G KIO 士師器 台付甕 S貯H蔵2穴舒 138 外 /Iケーヨコナデ
粗並 にぷい胃褐 IOYR7/4 1/3欠樟l内 エ冥ナデーヨコナデ

IO 2りG l 0 I I B .'3 HIO 上師請 台（す甕
S H256 

162 外 I¥ケーヨ :.J+デ
や粗や 良 にぷい負橙 IOYR?/4 1/4 貯蔵穴 杯」 ナデーヨコナデ

113りGOH- 3 G-m 須恵甜 蓋 S 貯H蔵2穴56 115 5' 
つまみ径 外 回転ナデー回転ヘラケズリ つまみ貼り付け後ナデ やややや

灰白 2 5Y7/l ほぽ完形o、 ,, 内国転ナデ 密軟

1031 G0022 1- 3 G・W 須恵謂 杯蓋
S H,56 

130 51 外 回転ナデ一回転ヘラケズリ
や密や 並 灰 Nii/ 1/5 外面に焼けぷくれあり貯臓穴 内回転ナデ

1032 G003 24- 3 G NI 0 須恵器 杯房 SH156 
136 '' 

外 回転ナデー回転ヘラケズリ
や密や 芯 灰 NS/ 1/2 

正み人
貯蔵穴 内回転ナデ 端部細かく欠く

1013 GmOS - 3 G~I 0 須患器 杯身 SH'rn 外回転ナデ
誓良 灰 NS/ 細片貯蔵穴 内回転ナデ

I 03 l GDo¥8- 3 H!O 瓦器 小皿 SH幻i 10 I , , 外オサエ ナデーヨコナデ やややや
黒褐 2 lY 3/1 1/5欠損内ナデ—ヨコナデ 粗不良

1035 G0062 D- 3 か11 L師甜 台（寸聾
S H2U 既部径

外内 オオササエエ ナナデチーーヨヨコつ方方伯向Jナナデデ 粗並 橙↑ 5YR7/6 1/2 カマト支柱石J:Iこのるカマド 9' 

1rn 心lOlJD-
SH 148 

外 阿転＋デー回転ヘラケズリ
や寃や不良

3 G- <9 須恵甜 杯壼 主柱穴 15' 灰 5Y5/1 1/6 Pit 2 内回転ナデ

1037 Gm  02 3 G-?9 ヌ恵甜 掘蓋高杯 SH2H内 17 B 外内 回回転転＋ナデデーー仕回転上ヘげナラデケズリ、 =方透かし ゃ；並 負灰 1 iY 6/ I □縁部
土坑 1/5欠損

1038 rn0 1 g- 3 H9  土"" 台I寸甕
S H2U内

15 S 外内 ハケーナデ
や；並 にんい橙 SYR7/4 1/4 上坑 ナデヨコナデ

1039 102 01 3 G-G I I 土"諄 台（寸椀 SH 317 ll I 71 底部径
島滅が著しいため胴整不朗 粗良 橙 15YR7/6 1/4欠損11 

1010 12H3 4 G寸]10 土師器 甕 S H311 外 ハケーヨコナデーオサエ
誓並 浅賃橙 IOYR.8/3 紐片内 ナチーJ¥ケ＿ヨコナデ

1011 162-05 4 G GJO 須恵器 杯 S HJ11 151 外回転ナデ
や密や 並 灰 1SY 6/ I 1/8 底部に高台がつくか内回転ナデ

!W¥23-03 1 G-010 l.師器 聾 S 11311 底部径 外ナデ？
や密や 並 隻橙 lOY R 8/6 1/4 全体に舅滅が蒼しい16 内ナデ？

tOO 160-03 4 Hll -tll器 杯 SHり1

"' 3' 
外 オサエナデーヨコ方向ナヂ内 オサエ ナデーヨつ方向

粗芯 淡澄 5YR8/4 1/3欠損 底部外面木葉痕を一方向ナデで消す{p I l 3) ナデ 歪み大

IOH !62 07 4 HII 土製品 ミこそ17土器 S H317 • 0 18 
底部径

オサエナデ {'，t並 にぷい黄橙 10YR7/2 完形(p I¥ 2) 3 5 

100 -09 4 G-G 11 土製品 紡錘稟？
S HJI? 

60 最礼大径邪径0l 8 6 オサエ ナデ や粗や 笹 費灰 2 5Y 5/ I 字形 写孔は下から上へ行うIP i 1 61 

¥OH 132 O '' G-KIJ 土9阿器 台I寸甕 S H3い 外 ）ヽ ケーヨコナデー__[兵ナデ
や密や 並 にぷい賛橙 lOYR 7 /3 紐片内ヨコナT

ぶ甘
SHJ釘

最大部径 5~ 
や；王

1047 117 06 4 G-1.t 3 土製品
右被熱日召昌 最大郁厚 I g オサエナデ にぷい黄橙 lOYR7/4 若干欠潰 土牲焼成時の道只か？

1QO lH Q 'I 4 G-rn 土閲器 甕
SH闘↑ 底部径 外ハケーナデーケズリ

誓並 食橙 IOYR8/6 
は下半～底部士柱穴 121 内 L兵ナデーナデ 守形

第19表 出土遺物観察表G区 (3)
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報告 豊録

” 
地区名 清類 翡種 出土遺欄

口径
盤l"高I 

その他
詞整技法の特徴 胎t焼成 色扉i 残存震 備考

番号 番号 [cml [cm g) 

100 101-01 ~G-~13 土師諄 甕
S H301 

外内 "オケサエーヨナコデナーデヨーつケナズデ') 粗並 にぷい喝 1 SYR5/3 
口籟部

被黙じよる尉I順あり
貯庫穴 1/2 

1050 l!l-02 4 G-Ll1 土"甜 饗
SH 307 

130 
外 /Iケーヨコナデ ヘラ記号

粗並 橙 5YR6/6 1/6欠損
貯蔵穴 内 オサエ ナデーヨコ十デ

1051 1J9 03 4 Gーしll 土師器 甕
S H301 

"' 
外 I¥ケーヨコナデ 岱 並にぷい褐 75YR 6/3 1/8 

貯蔵穴 内 オサ工→工具ナデーヨコナデ

1052 13HI 1 Gーし13 土師器 甕
S HJOl 

15' 
外ハケヨコナデ やや

亜橙 1SYR7/6 1/4 
貯蔵穴 内 工具ナデーヨコナデ 粗

10 5 J 161 D』 4 G Ll3 土"器 甕
S H301 

"' 
外 )¥ケーヨコナデ やや

並にぶい費檀 10YR6/2 1/1 
貯蔵穴 内オサエ ナデーヨコナデ 粗

IOH 16 7-0 t 4 G-L13 土"諄 甕
S H307 15. 

外 J\ケ—ヨコナデ ヘラ祀号 やや
良橙 75YR7/6 

口縁部

貯蔵穴 内 オサエ ナデーヨコナデーハケ 粗 完形

IOIS 055-06 4 G rn 土"器 杯 SH311 1, 0 外オサエ ナデーヨコナデ
や； 並にぶい橙↑ 5YR7/3 1/9 

内ヨコナデ

1056 05H4 4 G・H 11 士9而器 高杯 S HJ12 
底酪径 外オサユナデヨコナデ やや

埜にぷい貫橙 IOYR7/4 1/3 
8' 内 シポリーヨコナデ 粗

10 ! 1 05H3 4 C-Hl2 上師諄 台f寸甕 S H3!2 
底部径 外内 ハケ、ナデーケズリ やや

良 にぶい貫慢 IOYR7/3 悶, , 工具ナデ、ナデ 密

¥OH DSHl 4 G H 11 t師甜 台付甕 SH 312 18 0 
外 ）＼ゲーヨコナデ やや

良 にぷい橙 1!YR6/4 1/4 
内 ナデーヨコナデ 密

1059 OSH2 4 Hl2 .LOI摺 台付甕 SH 312 I↑ 0 外内 J¥ケーヨコナデ やや
良 にぷい貧橙 10YR7/4 1/8 

ナデーヨ7ナデ 粗

lり60051-0¥ 4 G-1112 t!I甜 甕 S tl3¥l 180 
外ヨコナデ やや

笠浅費橙 10YR8/3 l/12 
内ヨコナデ 阻

1り61056-05 4 G-112 土製品 寵羽H SH 312 l I 
外オサエ十デ やや

並浅賃橙 7SYR8/4 1/3 餃滓付着
内オサエナデ 祖

1D62 05H5 4 G 112 須烹器 鳩 SHW  
最大部径 外 回転ナデ一回転ヘラケズリー剌突―穿孔 ほぼ

良暗灰貫 25YS/2
体1l1l

'8 内回転ナデ 密 完形

l O 6 3 136-03 4 G-112 土師器 台付甕
S H312 

底1部0.径6 
外 ナデーヨコ方向ナデーエ只ナデ

粗並 浅貧橙 1DYR8/4 1/2 
貯艤穴 内 オサエ ナデーヨコガ向ナデ

1064 060 01 4 G HI, ±II謂 高杯
SHJl2内

"' 
, , 底部径 外 オサエ ナデーヨコナデ やや

並明賃褐 lOYR7 /6  口8韓脚部記部 1/完 特に杯部(J)患滅が著しい
S K:llS 78 内シポリオサユナデ 粗

IO 6 S 05! —り 5 4 G-H 11 土9園翡 台付碗
S H31l内 底部径 外ヨコナデ ほぼ

並橙 5YR7/6 ほぼ完形
S K3l5 Yl 内ヨコナデ 密

1066 0~I O l 4 G Hl2 土師器 甕
S Hrn内

110 
外ヨつナデ

粗良 にぷい貧橙 10YR7/4 1/2 
SK315 内 オサユ ナデーヨコナデ

10 6 7 060-03 4 G-Hl2 土9酎翡 甕
SH3tl内 底蔀径

愚減が著しいため調喪不明 粗良 賃橙 !OYR 8/6 翌SK3H '' 
1m  rn Ol 4 G I 13 u, 諄 台付賽

S H312内
11 l 

外 ）＼ケーヨコナデ やや
並にぶい橙 5'iR7/4 1/4 

SK J 15 内 オサエー三コナデ 粗

1069 り5↑-Oi -1 G-H 12 土"器 台竹甕
SH J 12内

"6  
外 ハケーヨコナデ やや

並にぶい橙 5YR7/4 1/6 
SKW  内：ナデーヨコナデ II! 

iりH 05↑ -02 4 G-rn 土師蒻 台I寸甕
SH ll2内

111 
外 ）1ケーヨつナデ やや

並浅贄橙 IOYRS/4 1/5 
S K3ll 内オサエ ヨコナデ 粗

l O 11 057-01 4 りーH12 土師牲 台付甕
S HH2内 11, 外 ;, ケー三コナデ やや

也灰費褐 10YR6/2 1/5 ｛本部外にエ具当り償あり
S K3l5 内オサエ ナデーヨコナデ 阻

1071 OHーりi 4 fl-Hl2 土"雅 台/t甕
S H3t2内 底部径 外 ナデーヨつ方向ナデーケズリ やや

並にぷい橙 5YR7/4 
台部

S K'.ll5 9' 内：オサゴ ナデーヨコ方向ナデ 粗 完形

1073 051-0t 4 G HI, t帥器 台付甕
S H3ll内 限郎径 外ナデーヨコ方向ナデケズリ

やffl{,並 浅費橙 1 SYR8/4 1/4 
SK 315 g' 内 ナデーヨコ方向ナデ

10n 060-02 4 G-Hl2 土領甜 台付甕
S Hl 12内 底部径 外内 オオササエエ ナナデデー—ヨヨコ::,方方柏向J ナナデデ —ケズリ 粗良 にぷい食橙 IOYR7/4 

台部
SK 315 106 完形

1 on a 6~a, 4 じHl 2 t製品 誉状 S H312内 ,, 外 ナデーヨコナデ や坦や 良 にぷい費橙 1DYR7/4 1/6 
士製品 SI< 315 内 ケズリーヨコナデ

1m  loH, 4 G-Hl! L製品 構剪口
SH 31 l内

31 外オサエナデ
誓並 iこぷい費橙 !OYR7/2 1/4 鉄滓（寸着

S K315 内オサエナデ

1011 019 02 4 G-I 12 須烹甜 杯艤
S H311内

1'i 
外凶転ナデ 芯f1'ヽ良 にぷい貫橙 lOYRti/3 1/3 ,., 面II

S KJ IS 内回転ナデ

1078 059 03 4 G・H 12 須恵翡 杯量
S H3l2内

130 外内 回転ナデ一回転ヘラケズリ
誓良 灰 5Y6/1 1/8 

降灰状況から、頂部に別憫体を重ね、
S KJ 15 回転ナデ 全体に焼け膨れ 窯拮めする

1m  019 01 4 G-a 12 須烹器 杯身
S H3l2内

13' 52 
外 国転ナデー回転ヘラケズリ

芦王良 灰 N5/ l/2 
否み大

S K1l5 内 回転ナデー仕上げ一方向ナデ 全体t紐かいひび割れ

1080 059―り4 4 かH11 須恵甜 高杯
S H312内l 底部径 外回転ナデ

誓不良 灰白 2 IY 8/ I 1端/部7 ニ方向滑孔（長方形）S K315 ,, 内回転ナデ

1081 rn 06 4 G Hl1 土製品 獣脚？ S H311 2 9 すサエナデ や粗ゃ 芯 褐灰 75YR5/1 
脚部

朋部？との接合部分ではがれる
完形

i O 81 GO01 S6- 4 G-H11 上製品 鈴？ S H3l1 オサエ ナデー繰亥lj ？並 褐灰 i0YR4/ I 1/3 

1083 052・。i 4 G-111 ±.... 高杯 S H3ll 140 艶滅か薔しいため顧整不OJj tや並 浅震橙 15YR8/4 1/8 

IDH 052-01 4 G-H 11 土師歴 杯蓋 S H31l 110 ,, 外 ヨコナデーケズリーつまみ貼り付けナデ
や粗ゃ 並 浅賃橙 IDYR8/3 完形

内 ヨコナデ

1015 055-03 4 G-Ill 土"器 杯 S HJll 15 0 外 ナデーヨつナデ や密や 並 橙 5YR6/6 1/8弱
内 ナデーヨコナデ

l0S6 055-01 4 G-Hll 土"器 皿？ S H311 19 6 '1 
外オサユナデヨコナデ や密や 並 橙 5YR6/6 1/3 
内ナデーヨ:..rナデ

1081 05H4 4 G-Hll 土"" 甕 SH311 

"' 
外内 ハケーヨコナデ
ヨコナデ

や，t良 橙 15YR7/6 1/12 

1 o 8 aり52-03 4 G-Hll 土師器 甕 SH311 '"1 
外ハケヨコナデ

誓並 にぶい橙 ↑ 5YR7/3 1/8 
内ナデ-ヨコナデ-]¥ケ

l08~DSHI 1 G・r 11 土"諄 甕 S H311 111 外 J¥ケーオサヱーヨコナデ や粗や 並 浅貫橙 IDYR8/3 1/.1 歪み大
内ナデヨコナデエ晨ナデ

1090 D5H2 4 C I¥ I 士9品舘 甕 S H3ll 21 D 外 ハケーヨコナデ
や；良 にぶい買橙 IOYR?/4 1/6 

内 オサエ ナデーヨコナデーハケ

1091 OSHl 4 か!11 土師II 甕 S Hlll "0  
外 ハケーヨつナデ

や；良 にぶい●橙 IOYR!l/4 1/6 内：）＼ケ—ヨコナデハケ

1092 052-0l 4 Hll 土師器 冑 S Hlll 20 I 
外ハケーヨコナデ

や粗や 並 にぶい橙 7 .¥YR 6/4 1/7 
内 ハケーヨコナデ

1093 052-06 4 G・H 11 須恵謂 杯 S Hl¥l 底部径 外 回転ナデー回転へうケズリー貼り1すけナデ や密や 良 灰白 IOYRB/1 
既青

内面の底部は愚耗している138 内 国転ナデ—一方向ナデ 完形

1091 05H1 4 G-112 土"器 甕
S H3ll 

"' 
外内：： ハケーヨコナデー）.Tズリ ゃ~{> .. にぷい赤褐 SYRS/4 3/4 カマド ハケーヨコナデーケズリ

IりH 05¥ 06 4 じ ~17 十製品
不明 S 11306 I↑ 板状の粘土を中央に折り込む やfflや良 浅寅橙 2 5YR8/4 完形 ミ...::.チュア模造品か
土製品

I O g6 0 5 I -0 1 4 G l t B 上餌措 台付椀 S HJ06 118 '' 
底部径 外オサエナデヨコナデ

や；並 浅賃橙 ↑ 5YR8/4 I17i隷台部部 3,, / 
11 内 ヨコナデ、ナデ

1091041-03 4 Gし16 士9厄謂 台f,H甕 S H306 底部径 外 ナデーヨコナデ
や；並 橙 1IYR7/6 l台/邪3 

'6 内 ナデーヨフナデ

1098 W-06 4 C Lt7 土師翡 高杯 SHJ06 "' 
外 ナデーヨコナデ

や；並 橙 15YR7/6 I/JO 
内 ナデーヨコナデ

1099 01H2 4 G-し16 ±師蒻 高杯 SH 100 
底部径 外 ナァーヨコナァ

や，t並 壇 5YR7/8 1/6 95 内 ンボリーヨコナデ

llDrJ an as 4 G-W 士師器 短顎壼 S H306 122 外オサエナデ
粗並 じぷい橙 1 5YR7/4 1/6 

内オサユナデ

1101 on —り 4 4 G-KIS L師甜 壺？ S H'.l06 ,, 外 ナデーヨコナデ
や粗ゃ 並 にぷい橙 1 5YR7/4 1/6 内：ナデーハケーヨコナデ

1101 OU 03 4 G-Ll6 七師謂 甕 S HJ06 99 
外 ナデーヨつナデ

や祖ゃ 並 にぷい橙 1 5YR7/4 1/1 
内ナデヨコナデ

I 103 OH-02 4 G-Kl6 土師器 甕 S H306 "' 
外 ナデーヨコナデ

や筵ゃ 並 にぷい贄橙 10YR7/4 1/4 
内 ＋デーヨコナデ

l!Ol (119 Ol 4 G rn t師器 台付甕 Slim II 0 外 ハケーヨコナデ
;や良 にぷい褐 1 5YR5/4 l/4 

内 ナデ—ヨコナデ

1105 039・ 〇'4  G-Ll 6 土師器 台付甕 S H3⑭ 160 
外ハケーヨコナァ

芦良 にぷい黄橙 lOYH.7/4 l/2 内 ナデーヨコナデ

tl06 043-Q '. G L16 士"霊 台f・「甕 S !13(柑 108 外ハケーヨコナデ
や粗や 屯 橙 1,iYR 7/6 1/7 内 ナデーヨコ;-デ

第20表 出土遺物観察表G区 (4)
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報告 豊鎌 鵬査
地区名 積類 舘It 出＋遺欄 口径 器高 その他

瓢整技法の特懲 胎土 燒成 色調 残存度 備考書弓 番号 次歓 ltm) (inti (C(II g) 

1101 りIHl 4 HH  土師器 台付甕 S H306 11, 外 Iヽ ケーヨコナデ やや
並浅黄橙 I』YR8/4 1/3 内 ナデーヨコナデ 密

:1Di 00-01 4 G-Ll1 l.l面討 台付甕 S HJ06 ll l 外 Jヽ ケーヨコナデ やや
笠浅賞檀 IOYR8/4 1/2 原部にヨコナデの際のエ具当り痕あり内 オサヱ ナデーヨコナデ 粗

! j 09 OJ9 0¥ 4 Gーし16 土"誼 台付甕 SH 106 "0 
外 ハケーヨコナデーヘラ描 やや

良浅賛橙 IOYR8/4 1/4 内 オサヱ・エ具ナデーヨつナデ 阻

I l i 0 0.6 01 4 G-Lll 土師甜 台付甕 S HH6 17 0 外 ）9ケーヨコナデ やや
佐浅賃橙 15YR8/3 L/4 顎部に強いヨコナデ内 ナデーヨコナデ II! 

l¥!1 DIH4 4 C L 11 土簡甜 台付甕
S H306 

18 0 外 ハケーヨコナデ やや
並浅賃橙 IOYR8/4 1/8 貼氏土内 内ナデヨコ＋デ 粗

lll2 rn-01 4 G-Lli ±''" 台（寸饗 S Hl託 150 外 Iヽ ケーココナデ やや
並浅費槽 15YR 8/4 1/6 内オサエ ナデーヨコナデ 祖

1113 OJH, 1 G-KI↑ 土師譜 台付賓 SH 306 156 外 ハケーヨコナデ
粗並 浅貴橙 1 SYR8/3 l/8 内 ナデーヨコナデ

'114 OH―oz 4 Hl1 土節譜 台（寸璽 S HH6 ISO 外ハケーヨコナデ
粗笠 にぷい橙 1 5YR7/4 1/8 打邪じヨコナデの隣のエ具当り痕あり内 ナデーヨコナデ

1115 HH2 4 Gーしt! 土師譜 台付甕 S Hl06 

"' 
外ハケーヨコナデ

粗並 浅胃壇 lOYR 8/3 1/4 内 オサ上 ナデーヨコナデ

I I I 6 HHl 4 G-rn 土II器 台｛寸甕 SH 106 Ii 0 外 ハケーヨコナデーヘラ搭き
箆並 にぷい赤褐 5YR5/4 1/3 内 エ只ナデーヨコナデーハケ

1111 04H3 4 G-rn 上"器 台I寸甕 SH 106 15l 外 ）1ケーヨコナデ やや
笠檀 15YR7/6 1/7 内 ナデーヨコナデ 粗

1118 0 4 5 0 2 4 a-rn 土師器 台付甕 S HJOfl 156 外 ハケーヨコナデ やや
並浅賃橙 7lYR8/6 1/4 内 オサエ ナデーヨコナデーケズリ 預

1:19 039 Ill 4 G LI 6 土節藷

＂ 
S H306 110 外 ）＼ケーヨコナデ やや

良橙 l5YR7/6 1/3 内 ナデ—ョコナデ 粗

!llり050-02 4 C K 11 土閏籍 甍 S Hl06 '"" 
外 オサエーハケーヨコナデ やや

並浅賃慢 IOYRB/3 1/8 内 L兵ナデ ヨコナデ 粗

1121 HH2 4 Gーしlti t師譜 ,. SH 106 底蔀径 外オサエナデ やや
泣にぷい捲 1IYR7/3 1/4 9 0 内： /Iク 粗

l I 2 2 HHI 1 Gーし16 士.... 聾 SH 106 底部径 1;白血.~; 心エハグ 9 やや
並にぷい橙 15YR7/4 ほ郎

'' 粗 完影

I 12 3 041-05 4 G-Kl6 須烹譜 杯璽 SHJOi JSO 調整不明瞭 やや
不良 橙 15YR7/6 1/8 粗

I 124 041-0t 4 a-rn 須恵器 杯身 S HJO! 106 '' 外内 同回転転ナナデデーー同多転方ヘ問ナラデケズリ やや
良灰 5Y5/l 1/4 

降灰の状況から窯詰めは璽をして行っ
粗 たと閉われる

112s D4H4 4 a-rn 須恵蟹 杯身 S H306 llD 外回転ナデ やや
良灰 5Y5/l 1/8 内 回転ナデ 裕

11,6 1H Ol 4 0-Ll? 上師器 甕
SH 306 底那径 外 J¥ケーケズリ やや

良にぷい貫澄 IOYR7/4 翌 底那外開に籾般環あり貯識穴 8り 内オサゴ ナデ 粗

I I 21 I 6 I O 3 4 C-L 17 土SI器 台竹甕
S H306 

119 外 ／＼ケーヨコナデ
姐霊 浅寅檀 l0YR8/3 l/4 黒斑あり貯蔵穴底 内 ヨつナデ

I 12 i l l 9-01 4 G L 17 土"霧 台｛寸甕
SH 30! 15 8, 外 1, ケーヨコナデ やや

並橙 11YR7/6 1/4 貯蔵穴底 内 下具ナデーヨ::i+ァ 粗

l!H 0!1-0l 4 G-L 11 土閲器 台吋聾
S H306 底祁径 外 ナデ-:"l'.1方向ナデーケズリ ，，，や

並にぷい賛橙 IOYR7/4 底邪
貯蔵穴 9! 内オサエナデヨコ方向ナデ 粗 完形

1130 00-01 4 H17 十"" 璽
S HHi 

II 0 外ヨつナデ やや
並灰白 !OYR8/2 1/4 カマド 内 ヨコナデ 粗

1111 OlHl 4 G-rn 土"器 台吋璽
S H311 

111 外／＼ケ ヨコナデ やや
良貫橙 IOYR8/6 1/12 カマド 内 オサエ ナデーヨコナデ 阻

1!31 OlHl 4 Hl7 土師需 台（寸甕
S1130! 底紐袢 外鳥整不M糟 やや

並淡賃 15Y8/3 l/2 カマド支柱石上に据わった状懲で出土カマド ., 内オサユ 粗
S HH6 

外 回転ナデー回転へうケズリ
や粗や 良 窯歪み桔大I'/)は正位で、更に上に牙J価体を重

1133 rn-Ol 4 じーHi 須恵甜 杯蓋 カマト IJ I 
灰 5Y5/t l/3 SK3ll 内 回転ナデー一方向ナデ

ねる

I lH l J1 05 4 G-Kl 1 土"甜 杯 S HH6 
12 l 外オサエ ナデーヨコナデ

や密や 良 Iごぷい費糧 !OYR7/4 1/6 主柱穴 内 ナデーヨコナデ

1llllfiHl 4 G Kl6 須恵甜 杯身
S H306 

118 10 外 ヨコナデー回転ヘラケズリ
や；並 灰 SYS/I 1/3 _窯桔,,め,ヽは量をして，正-位・で.行う主柱穴 内 ココナデー多方向ナデ

t lH 138 01 4 G-LI Ii 士師甜 甑
S Hl06 

25' 磨減(J)ため剰整不明瞭 棺花 貧橙 IOYR 8/6 l/8 王柱穴

1111 l!H5 1 Hl6 須烹諄 杯董 SH 106 
121 5 I 外 固転ナデー回転ヘラケズ＇）

密良 オリープ灰 2 SGYS/l 1/5 
焼き膨れあり主柱穴 内：同転ナデ 窯詰めは正位で行う

1138¥JHl 1 G-Kl! ±柄碍 甕
S H306 11, 外 T具ナデー 3::,ナデ

や：並 にぷい貫橙 IOY!l7/4 1/3 貯II!穴 内 オサエ ナデ—ョコナデ

1119 !JH3 4 Hti 土師摺 甕
S H306 

119 外 Jヽケ ョコナデ
誓良 橙 15YR 6/6 1/8 貯蔵穴 内 ナデーヨコナデ

!HD ,17-02 4 G-W 土師器 台付轡
SH 306 

150 外ハケーヨコナデ {mや良 橙 5YR6/6 1/6 貯蔵穴 内 ナデーヨコナデ

ll↓ I 137 a4 4 G・Kl! 土"器 台9寸甕
S Hl闘 底部径 外 ナデーヨ:Jh向ナデーケズリ

や祖や 良 明贄渇 IOYR 6/6 翌貯蔵穴 IO I 内 オサ工，ナデーヨコ方固ナデ

l 1!2 IB 03 4 G-Kl6 土節器 台付椀 S K332 ぽ部径 外オサユナデ
や粗や 並 浅貫橙 7 SYR8/3 台部,, 

内オサヱナデ 7形

! !O 129 Ol 4 C rn 土師甜 高杯 SK 332 底部径 外 ナデーヨコ方向ナデ
組並 にぷい胃橙 IOYR7/4 脚掃

'e 内 ナデーシポリ 完形

!IH 12H3 4 G-rn ±"" 高杯 SKJH 外 ナデーヨコナデ
や粗や 苅 にぷい澄 5YR7/4 細片内ココナデ

110 12H2 4 G-rn 土師慧 台（寸甕 SK訳比 132 外 ハケーヨコナデ
や粗ゃ 並 橙 15YR7/6 1/3 内 オサエ ナデーヨコナデ

': 46 12』01 4 G-rn 土9月膳 台f寸甕 SK 331 外 ハケーココナデーエ具による押圧文 や粗や 中 明赤褐 5YH5/6 1/5 内 オサエ 十デーヨコナデ

''41 159-81 4 G-Kl6 須恵摺 杯壼 SK3位 11 e 53 外 回転ナデ国転ヘラケズリ
や密や 並 灰 N6/ l/8 

窯詰め1よ子／立更に上にlJり涸体を重ね内 回転ナデー一方［白jナデ
る

110 11り-iJ) 4 a-rn 土製品 不明 SK符l 植物濱が多く見ちれる や粗や 並 にぶい賃拷 10YR7/3 上器野焼きの際の覆い紀士か土梨品

illり111G l 4 G HI, 上師器 ；これ？土器 S H3DS 1 D 外 工只ナデーヨコナデ
;や並 にぷい褐I7 lYR5/3 1/5 内 ナデーヨコナデ

i H II, 〇l 4 G-H,5 上帥器 ；こ紅7土器 S HW  底部径 外 オサエ ナデー上兵唄
や；並 にぷい褐 7 lYR5/4 台祁

11 内オサエナデ 元形

lt:5: 115-01 4 GりIf 土"謂 高杯 S HJO! '6 
外 ナデーヨコナデ

や密や 笠 橙 5YR6/6 1/3 内 ナデーヨコナデ

I 152 111-H 4 G GI I 土"'甜 台I寸甕 SHH! ll 6 外 ハケーヨコナデ
や程や 並 にぷい橙 75YR7/4 l/4 内 オサ :r— ナデーヨコナデ

llil !!HI 1 G H l 5 -,.,, 謂 台（寸甕 S HHS 111 外 ハケーヨコナデ
や密や 皿 にぶい貫橙 1GYR7/4 l/4 内：オサエ て具ナデーヨつナデ

l!illlHl 4 G Hll 土師器 甕 S !1318 111 外 /¥ケーヨつナデ
や粗ゃ 並 浅負燻 IOYR 8/4 2/3 内オサエナデ—コ 7 ナア

::55 116 01 4 H!l 土師器 書 S H208 

'°' 
外 Jヽケ ココナデヘラミガキ

な並 浅笛橙 IOYR 8/3 1/3 内 オサエー上只ナデ ヨコナデ

l,i! 114 04 4 ,J-H li 上"甜
詈状 S H]!S 12' 外 ナデ——貼り付けオサヱ

や；並 沿貫橙 IOYRB/4 l/4 土製品 内ナデ

1 H'12 1-11 4 G GI 5 匁烹謀 壼 SH闘i 最人部径 外 ナデー，可転ナデ
芦並 灰 5Y5/l

体忠
116 内回転ナデ

完形

IH! 114 OJ 4 GりI! 須烹甜 杯直 SHH~ ",: • i 外 回転ナデー回転ヘラケズリ やややや
費灰 l 5Y 6/ t 1/4 

若干患減している
内 回転ナデー一方同ナデ 粗不良 窯詰めは正位で、更に別個体を重ねる

11 lJ ll1 02 4 G-Hll ，.烹諄 杯身 S H308 131 'J 
外 回転ナデー回転ヘラグズリ

や；笠 灰 5Y6/I 1/4 同心円文当只痘内 囮転ナデー当只痕ー一方岡ナデ
窯i恥りはii.を合わせ正位で行う

I 16 0 l l 7 15 1 D-rn ，.烹慧 杯身 S H30i l2i ;' 外 回転ナデー回転ヘラケズリ
や密や 並 灰 N6/ 1/5 窯詰めは慕を合わせ正位で行う内 国転ナアー一方向ナデ＿底部ヘラ記号

1111 IIH3 4 a-rn 須烹器 杯身 S 1!108 11 C 外国転ナデ
粗良 灰 N5/ 1/5 窯詰めIt.屋を合わせ正位で行う内回転ナデ

11!1 11りU2 4 G-G¥6 須恵器 杯身 S HJOI 131 外内 団回転転ナ＋デアー回転ヘラケズリ 粗良 灰 5Y5/l 1/3 窯詰めは嚢を合わせ正位で行う

110 I H 02 4 G-G16 須恵器 杯身 S HJ闘 11< 12 外内 回回転転ナナデデーー国当転真ヘ痕ラケぅズ5向リナデ ゃ；芯 灰賛褐 1バ R6/2 l/2 窯同心詰め円文Iえ蓋当具を痕合わサ正位で行う

第21表 出土遺物観察表G区 (5)
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厨告 豊鎌 調査
地区名 種繋 譜ll 出t遺欄 D径 猾高 その他 調整技法の特徴 胎上 焼成 色饒 残存度 傭考

番号 蜃号 次歓 '"' l"I (ca. il 

1161 l l J -01 4 G-116 土81精 台付甕
S H3Q! 底部径 外オサエナデケズ＇） やや

笠にぷい橙 7iYR7/3 2/3 
貯朧穴 100 内：オサエ ナデ、エ兵当り寝 粗

I 16 5 16Hl 4 G 116 ＋師鱈 把手付鉢
S HJDS 116 lO I 

底郎径 外 ナデ ヨコ＋デーケズリー杷千貼り付けナデ やや 喪橙 5YR1i/8 2/3 内面に黒斑あり
貯戴穴 '' 内 ＋デーヨコナデ 密

S H30i 
最孔大径郎径1l l 8 やや

I 16 6 16Hl 4 H16 土製品 上鍾 カマド下 61 ナデ 穿孔の方向は不明 密
池灰貧褐 ¥OYR6/2 完形

土坑 重さ ！〇A

I I 6 7 11Hi 4 G-H 15 土師器 甕
S Hl⑭内 116 

外 ナデーヘラミガキーヨコナデ やや
良樗 5YR6/6 1/5 

S K128 内 エ貝ナデーヨコナデ 布

lt!S 117-01 4 G 上BIii 高杯
SH l08内 底部径 外ナデか やや

並橙 5YR7/6 :J/4 磨滅著しい
S K32i '' 内 ナデーシポリ 姐

116 9 11H2 4 G-Hll 土9庸藷 高杯
S H30B内 底蔀径 外 ナデーヨコ方向ナデ やや

並浅費橙 !OYRS/4 1/5 
SK ll8 120 内 ナデーシポリーココ方向ナデ 密

I! ↑ 0 l 14 0 3 4 がIll 土師請 鉢
S H3りi内

"' 
外内 オサエ ナデ やや

並 1こぷい貫褐 1』YR4/3 1/3 
S KJH オサエナデ 組

1171 135-03 4 G-Hll 土饗品 ；巧17土謂
SHH! 内 外オサヱナデ やや

並 Iごぶい橙 1 5YR 6/4 
底祁

S K3l8 内ナデ 祖 完形

11 ll !)HJ 4 G H 15 土膊器 台付甕
SH 308内

1<6 
外 ！ヽケーヨコナデ やや 並にぶい橙 7JYR7/4 1/4 

S K328 内 オサエナデーヨコナデ 粗

1171 116 a 3 4 G-1 l 5 士"盤 台付甕
SH3い内

"' 
外 ハケーヨコナデ やや 並浅賃橙 1GYR8/4 1/3 

S KHi 内 ナデーヨコナデ 穏

1171 16 l -0 I 4 G-H 15 土II器 台付甕
S H)Oi内 158 

外 ハケーヨコナデ＇ やや
苅浅賃橙 !OYR8/4 1/3 

SK323 内 オサエ エ只ナデーヨコナデ 密

1115 l5Hl 4 a-rn 土師器 台付甕
S Hl08内 1,, 

外 /Iケーヨコナデ やや
並浅賃橙 1lYR8/4 1/3 

S KJ28 内 オサ.J:.'ナデーヨコナデ 粗

11 l 6 11H2 4 Hts 土師器 甕
SHm内 210 

外 ハケーオサエーヨコナデ やや
並にぷい培 1 5YR7/4 1/4 

SKJ糾l 内 エ貝ナデーハケー :g., ナデ 祖

I¥ 71 116-04 4 かHIl 上節器 甕
S H308内 190 

外 ナデーヨコナデ やや
並浅賃橙 1,5YR8/4 2/3 

S K328 内 ナデーヨつナデ 密

S Hl闘内
孔径 1 3 やや

ll↑ 8 165-01 4 G・Hli 土製品 土鍾 ,o, 最大部径 5 9 ナデオサエ 並浅貫橙 1IYR8/4 完彬 側面に壇物隈つく

SK切B 重さ H8 
粗

S H3り8内
礼径 I• やや

I 17g 165 02 4 G-H!I t師請 土鑑 S K328 
113 最大郎径 5 8 ＋デオサエ 粗

並檀 5Yil6/li 完形 側面に植物痕つく

重さ U3 

1180 !IHI 4 H¥5 須恵諄 杯量
SH 30i内

"' 
, a 外内 同回転転ナナデデーー回一転方ヘ向ラナデケズリ

やや
並灰 fiY6/I 1/5 窯詰めは正伍で行う

SKれ8 密

l I 8 I IS l-D 3 1 Hl5 須恵翡 杯蓋
S H303内 13' ,, 外 回転ナデ一回転ヘラケズリ やや

並灰 N6/ 1/4 Sll;Gi.1物と接合
S KJH 内回転ナデ 密

1 m 12Hl 4 G-Hl5 須恵器 杯身
SH 308内 Ill 

外回転ナデ やや 不良 淡賛 l 5Y 7 /3 1/3 焼成不良
S K321 内回転ナデ 密

118 3 13Hl 4 かDl'I 上"器 高杯 SH:l¥6 
咲部袢 外 ナデーヨコナデ 粗並 浅贄橙 7 lYRS/6 1/4 
11 l 内：シボリーナデーヨコナデ

1 I 8 ( 13H3 4 G―り12 土"霜 甕 S HJ !i 112 
外 ナデーヨコナデ やや

並明賃褐 lOYR7 /6 J/5 
内ナデー ,g::iナデ 粗

rns 16 3 0 1 4 G-Dl3 土"譜 台付甕 S Hll6 15< 
外 ）1ケーヨ:i+デ やや

並浅費橙 IOYR8/3 1/S 
内ナデヨコナデ 坦

1116 13H1 4 G DI J 土師譜 台付甕 SH 116 16 3 
外 Jヽ ケーココナデ や；並 浅霞橙 1いYR8/4 1/.1 
内 ナデーヨコナデ

1131 l J3 02 4 G D12 頃恵轄 杯璽 S H116 130 
外国転ナデ回転ヘラケズ') や；立 灰白 5Y7/2 l/6 窯詰めは正位で、更に別個体を重ねる
内回転ナデ

1188 133り1 4 G-Dll 須罵甜 杯蓋 S Hlt6 15 0 
外 回転＋デー回転へうケズリ や；並 灰 5Y6/I l/8 

紐片のため降灰が見られず、窯詰め状

内 回転ナデーーガ向（または多方向）ナデ 況iよ不明

1189 l6H1 4 G―on 須恵謂 杯身 S H316 "' '1 
外 岡転＋デー回転ヘラケズリ や；笠 灰 1SY5/t 1/8 
内 回転ナデー当貝痕

I 190 163-02 1 G・Dl2 土師謡 台付甕
S H3lli 

"6 
外 ハケーヨコナデ や粗ゃ 祐 にぷい得 7 5YR7/4 1/4 

主庄穴 内 エ只ナデーヨコナデーハケ

ll9l 12Hl 4 C-D 12 iBI器 高杯
S H316 外欝整不明 や粗や 並 堪 1SYR 7 /6 

実訓I蔀分
愚戒呑しい

貯鐵穴 内 シポリーナデ 完形

ltn 12!-06 4 G-D I J 土"謬 璽
S H31i 底邪径 外ナデ 底部に木菓痕 や粗や 並 橙 15YR7/6 

底部

貯蔵穴 6 0 内ナデ 完形

ll9J 128 o, 4 G-Dl2 土9同謁 台（す甕
S H3li 底郎径 外 J¥'T, オサエ ナデーケズリ

な並 淡赤橙 ZlYR?/4 
体部下～底部

貯鐵穴 '' 内 T具ナデ、ナデ 天形

1194 112-01 4 G~I J ±師慧 合付甕
S H3l6 

"' 
Z 6, 0 底部径 外）1ケーケズ']、ヨコナデ オサエナデーケズ•;

竺並 橙 15YR7/6 
D8I<底那部 '/ 完

斤籠穴 （推定） i3 内＋デヨコ＋デ ' 
11:l¥ Ill 05 4~Dll t!i器 高杯 S Kl23 

底部径 外オサエナデヨコ方向ナデ
誓並 橙 ilYR7/6 

脚部

'' 内 ンポリーナデーヨコナデ 完陀

11り! 116 I.¥ 4 G-D11 土"" 台付甕 S K1打
底部径 外オサエナデヨコ方[1,Jナデーケズり

誓並 1こぶい壇 15YH6/4 
ほ部 .::.次的な被熱痕あり

10 I 内 オサエナデーヨコナデ 完形

11 i 1 l 6 9 0 3 4 G illり 土"甜 小形壼 SH切l 11 
外 ＋デーゴコ＋デ—工具によるナデ 密良 褐 1iYR4/3 1/6強 黒斑あり
内 工具ナデーヨコナデ

I 19! 131 —0 l 1 G-111 土9『器 甕
SH321内 10' 外内 I¥ケーヨコナデ 祖良 じぶい貫橙 IOYR7/4 l/1 
±坑． ョコナデ

119! 1oH1 4 G・D1』 須恵誼 杯身 SH⑫I II 0 ,, 外 回転ナデ一回転ヘラケズリ や密や 並 灰 15Y6/ I 1/4 窯詰めは墨を合わせ王位で行う
内 回転ナデー円形当具憫

l l OD 161 Ol 4 G 
"''"荏

杯身
s llJ21内 111 11 

外 回転ナデー回転ヘラケズリ 粗 i 貫戌 l紅'6/ 1 1/2 
窯詰めは蓋をして正位で行う

土坑 内回転ナデ 工畢立会

l l O l 143・0 I 4 G-J I 1 土師聾 ,. SH3ll 
最大部径 外ヨコナデ や粗や 並 にふい自捲 りYR7/3 細片 古墳前期
111 内 ヨコナデ

110'1 HHl 4 G J11 土"謂 杯
SH325 

122 .. , 外すサエ ナデー :l""]ナデ 粗並 浅黄橙 10YR8/4 完形
貯ill穴 内 ナデーヨコナデ

外オサエ ナデーヨコナデ
'IO 3 16 0 Q 2 4 G-j I 1 ヤ師器 杯

SH l25 

"' '' 
粗並 にふい橙 ↑ 5YR7/4 1/5欠損

貯蔵穴 内ナデヨコナデ

12 0 4 13 6 I 5 4 G-111 ti月器 台付甕
S H125 

"' 
外ヨ"']ナデ や；並 橙 ~5YR7/6 1/8 

貯蔵穴 内ヨコナデ

IW lJH4 4 G-1 l 1 ±師誇 台付甕
S H3J5 141 

外 ）''T ョコナデ 侭良 浅黄橙 ！が!'RB/4 l/4 
貯蔵穴 内：ナデーヨコナデ

tm 10-0 5 1 りー118 上"器 こわ7上器 S H326 l G 
外 覇整不明ー3:.Jナデ？ 粗笠 淡111: 1Y8/3 1/3 塵滅薯しい
内オサユ ナデーヨコナデ

1201 16H '4  G IH 上師甜 、二和7土謂 sum  il '1 
外オサエナデ や粗や 五 澄 7iYTl6/B 1/4 
内オサエナデ

1108 llH I 4 G-Hlり 土"甜 甕 S H]H "' 
外 ナデーオサエーヨコナデ や粗や 並 にぶい橙 1 iYR7/3 1/1 
内 ナデーヨコナデ

11 o j 1 6 a o I 4 c-118 土"難 豊 S H3バ 186 
外 エ只ナデーヨコナデ や粗や 芥 没賞橙 '5YR 8/4 

体邪上～口緑

内 オサヱナアーヨコナデ 完"

11! 0 H 2-G '4  G ! I! UI慧 合付甕 SH3i6 llO 
外 ハケーヨコナデ や粗や L にふい費ii :OYR7/3 1/5 昂減晉しい
内 顆整不明ーヨコ＋デ

1111 141-0 I 4 G-rn ±"器 台(t甕 SH121 160 
外 /Iケーヨ'.]+デ 粗並 汲賛橙 1DYR8/3 1/5 
内ナデヨコナデ

lll2 152-0 I 4 G 土師器 台｛寸甕 SH 326 1sa 
外ハケーココナデ

誓並 にぷい貴橙 刈YR7/4 1/3 
内 オサエー上兵ナデーヨコナデ

1113 16H 2 1 G-1¥i 土"器 台9寸甕 SH 126 "' 
外ハケヨコナチ

望＇並 浅賃橙団YR8/3 1/4 
内オサエナデーヨコ＋デ

1211 l!H 3 4 G I Ii 須恵器 杯嘉 Sl-1115 "' 5' 
外 否転ナァー同転へうケズリ や密や 並 友 N5/ >/4 窯枯めはF位で行う
内回転ナデ

trn 112-0 I 4 G-I 1 S 土師器 甕
S Hm  

18 8 
外ヨコナデ や組や 笠 にぷい貫橙 iYR7/4 l/8 

カマド 内 ヨコナデ

1m 113-o J 4 G-1 l ! 土師謂 台付甕
S H326 

110 
外 ハケーヨコナデーヘラ描 紺笠 じぶい寅橙 !DYR 7 /3 1/4 

カマド 内 調整不明ーヨゴナデ

1211 l i 2 0 3 4 G-I 1 8 HI慧 高杯
S H326 

29' 飼整不明 粗吋 浅賛橙 1 SYRS/4 1/8 
貯蔵穴

l l Ii 14 l-D '4  G-11 a t師棺 台（寸聾
SH316 底部径 外 オサ :r— ナデーヨつ方向＋デーケズリ

粗並 浅買槽 ? 5YR 8/3 
台邪

貯蔵穴 10'1 内 オサエーヨコ方向＋デ 完形

1119 161-0 I 4 c-117 土"器 台付甕
S H321 136 

外 ハケーヨつナデーケズリ ヘつ記号 粗白 にぷい費橙 IDYR 6/4 1/4 体部下半は愚最が著しい
主柱穴 内オサエ 十デーヨコナデ

1220 163-0 '4  HJO 土師器 台付甕
SH J2i 外 ⇒つ十デ や粗ゃ 並 浅費橙けYR8/3 細片
主柱穴 内ヨコ＋デ

第22表 出士遺物観察表G区 (6)

-162 -



::1 :: 1::1itl区 •I 種類 I .. ,. I出士遺欄 I~~ 器高

'"' 
その他

(1'・!1 ＂整• 技法の特徴 胎土I焼成 魚晨！ 残存度 備考

12211121-111 4 1,-1,,1 土師舘 I 甕? I S H331 外：ナデーヨコナデ

内：ナデ ヨコナデ

外：ケズリーヨつナデ

内・ 上具ナデ ョコナデ

紐片

叫 16Hll4 IO-J211 直|、_,』7土誇 Ii靡 I 1.0 I 1.1 1/3 I既部外面に木葉憫あり

1111[111い1, to-ml 1. 製品 1 獣脳' I SHlll 
最大部径

1.i Iナデ
下面 ● Ill 
上団欠損

122』l123-12l4 IH211'-''甜 I 甕 IS H311 I II. I 

122il15Hil 4 IG且11 土"器 I 甕 Is "'" I ll o 

,12,111, 111 4 IG-'211 土9后甜 I 甕 I S H2'1 I 11. 4 

4

4

 

4
 ，
 

1/6 

1/6 

1/8 

:2211121-0,1, 1cml 土"甜 I 杯

』2211151-Dll4 ihlが I士""I 杯
m11,1-DJl < IG-Jが I'""謂 I 鉢

冷30[151-0l[ 1 [G-J13[土"牲 l 高杯 底部径 外．オサ9 ・ナデーヨコナデ、脚端部にエ只当痕

"' I内・ナデーココナデ
11111111-0:14 IGJZ<I土師器 I 甕

"' 
外：ヱ具ナデーヨコナデ
内：工具ナデ ヨコナデ

ゃ，."I並 I橙 5YR 7/8 

粗 I並 Ill UYR6/6 亨，・逆位で被サる

11'1l111-0ll 4 IG・J111 H, 器 I、,,汀土器 i.6以上

11111m-oi1 , 10-ml -"''器 1,,,げ土甜 ISH 3'2 I 6. 0 I 18 

i.?<1095 oil , I G-;11 I 土師甜 I、こわ7土翡 ISHOil I 3. 2 I I. 3 

外 9ヨコナデ

内：ナデーヨコ＋デ

外• ハケーヨコ＋デ
内： ,. ケーヨコナデ

外： ,. ケーオサエーゴコナデ

内：オサエー,.ケーヨコナデ

外：オサエ・ナデーヨコナデ

内：ナデーヨコナデ

外：オサ上・ナデーヨコナデ

内．オサ T ・ナテーヨコナデ

外．ケズリーヨコナデ

内；ナアーヨコナデ

外・ナデ・オサエ

内：ナデ・オサエ

外・ナデ・オサエ
内；ナデ・オサエ

外：ナデ・オサニ

内．ナデ・オサと

已 ：

□ :,. 1/3 

1/2 

1/, 1底郎1こ黒斑あり

心J;l1DH<I 4 IG-.'211土"聾 I土製円板 ISH]い
在 u
孔径 0.1 Iオサ T I手づくわ）ー片1月穿孔
重量 IS C 

や；I並 1,こぶい贄堵 iOYR 7/.1 I 完形

I四,1m-011 1 1c-m1 土"盤 I 十鉾 I SH34l , , I 最大部径 I. ↑ 
重さ 96 
Iオサエ・ ナデ

I :::1:::・::1 : I:::: I:::: I :~:: I ::::: I 3 1 
オサエ'"荏た） 1/4幻員 I悦台か’

rn1011-uil, IH211 上"器 I 1. 錘 ISH3" 

直

111 I伍三穿子＇は下か,,,

1'0lll1 Cll 4 IG-J201 土"器 I 、こわ？土嘉 ISH3'1 I 11. 3 
9
.
9

・

デ

デ
＋
ナ

•••• 
外

内 冒
ほぼ完形

基部欠損 I先端にII滓付着

完形

1/• I高杯か？
島減が著しい

l41l0 り H•l• IGrnl 土"舘 I、こ9汀土器 ISH34l 

・101011-oil, 1c-1111 土"慧 I 杯 ISHHI 

""1101-0,1 4 IG・ <211 UI整 I H I SHH! I II 1 

'!IIIICi、00111o.i111土;ぽ|杯 ISHll! I 11.1 

最大部径

］ 
12 

!6 

'' 
48 

70 底部径
↑ i 

82 咲部径

7' 

Bl ほ部径
10 

底部径
16 

i 2 I 底1部6径

底部径

9 0 

a 3 I 咲1祁3径! 

外：オサエ・ ナデーエ具十デ

内．ナデ

外．ナデーヨコナデ

内．ナデーヨコナデ

外．オサヱ・ナデーヨコナデ
内： Ill整ネ明ーヨつナア

外．オサェ．底部エ只当痕．翻整不明

内・ 罰整不咲

戸三□三冒こ
Ill I並|浅費橙 11YR8/4 I 1/.S欠頃 I屠滅が誓l、い

1<Sl106·061410- 〖 1'1 土II啓|杯 I SHHI I :11 摩滅が著しいため胴整"'月 粗|並 I<こぷい橙 UYR6/1 I L/3欠111I虎郁に木藝痕あり

'1'610屈 011,1om1 上"啓 I 杯 ISHJO I IU 

2'21071 OJI 4 10 —以 'I 土"器 I 応 I SHHI I :u 

llH OS Gl 4 C Kl l 土師器 台I寸椀

'20 CliH1 4 C Kl ±"器 台吋椀

150 87Hl 4 Hli t!i鼎 台I寸椀

115! DH―0 I 1 Hli 土"蟹 台け撹

!152 07Hl 4 G-: l ! 上師器 台I寸撓

'153 W-Dl 4 G-Jl 1 土師毬 高杯

'154 (:99-J¥ 4 G-Kl: .L師器 高杯

l 15 5 I 11 i-1J] 4 G Jl' 上"器 高杯

SHHl I 11.8 

SH3l1 I 11.1 

粗 11'1,こぷい橙 UYR7/3 I L/5欠隕

SH3<1 I 11 1 

外：オサエ・ナデ一 77ナデ

内 ナデーヨコナデ、ヘラ描き

外・オサエ・ ナデ ヨコナデ

内．オサエ・ナデーヨ Jナデ

外・ナデーヨ Jナデ

内 オサ上・ナデーヨコナデ

外、ナデーヨコナデ

内 シポリ、ナデーヨコナデ

外．ナデーヨコナデ

内：オサエ・ナデーヨコナデ

SHW I'2 < 摩滅が吾しいため嗣II!不明

SHHl I II. o 外・ナデーヨコナデ
内.-,.デーココ＋デ

SH342 I ,u ヨコナデか 胴整介朋

SHW I 11.8 

SH3'2 

,,,,10,,0,1, 10-ml 土"荏 I ID.'! I SH"2 I 21.2 

は511088-0,I4 I G且 I 土""I 台（寸甕., I SH342 I 7.< 
'l58IIOふOil4 IHlll 土"慧 I 壺O I $ HHl I 9 4 

l5J¥09S い¥1 ¥Hlc¥ 土9后整 I 甕" ¥ S H'4l ¥ 10. 6 

外 9十デーココ＋デーオサエ
内・ンポリーナデーヨコ＋デ

外中デ ヨコナデーオサエ

内：シポ］—+デーヨコナデ

外・不明ーヨコ＋デ、ケズ 'J
内．オサエ・ナデーヨコナデ

外：ハクーヨコ＋デ

内．オサエ・ナデーヨコナデ

外：胴整不明ーヨコナデ

内．エ只ナデーヨコナデ

外．ナデーヨコナデ

内：エ具ナアーヨつナデ

: 並 9ごぷい橙 7 iYR7 /4 

やややや
粗不良

浅貫祖 JOYR 8/4 

;ゃ茄橙 5YR7/6

ゃ粗や並樗 5 YR 6/6 

；や並浅費橙 IりYR8/4

'(~{· 並橙 5YR 7/6 

ゃ:t良橙 5YR 6/6 
や粗や 笠灰白 l.5Y8/2 

や程，，並橙 5YR6/6 

や； 並にぷい橙 'JYR7/4

や熊や " . 月貧褐 ll訊 7/6

粗 I, Iii貧橙 IOYR8/3 

や;,,"'1並 1,こぷい堵 5YR7/4 

260I09H>l 4 IG-:201±II器 I 響? I SH3" デ
デ
ナ
ナ

••• 外

内
径
ー
部ほ
4

紐,im-011,10-,111±師器 I 甕 s HHl I II. I 心
外．ハケーナデーヨコナデ

内：ナデーココナデ

ん6'1111-0114 IHlll 上9厄器 I 甕 I S H3" I "・2 外： asナデ
内：ヨコ＋デ

⑬ 11101-0,1 4 I Gい11 上"捏 I 甕 ISH3ll I 11.1 

10410010叶4 IH111 土9而苔 l 台付甕? I SH341 I 14. 4 

外・ハケーココナデ

内：工兵ナデーゴコナデ

外：ハケ ヨコナデ

"'オサエ・ 十デーヨコ＋デ

16¥1'21 011 4 I Gい11土""I 甕 ISHHl I 16. 0 外・ ォサエ・ 十デーケズ')、ヨコ方向ナデ
内：オサユ・ナデーヨコ方佑ナデ

165I011-Cll 4 IHF,I 士"歴 I 甕 ISHJ<I I 16.1 外：鯛霧不9月ーヨ o'!-デ
内．オサエ・ナデーヨコナデ

外：エ具ナデーヨコナデ
内,;-デ・ヨつナデ

外．ナデーヨコナデ
内：オサエ・ナア・ヨつナデ

~ 外．ケズリーヨコナデ

内．エ只ナデーヨコナデ

外・"ケーヨコナデ
内：オサヱ・ナデーヨコナデ

外・"ケーヨコナデ
内・ナデーココ＋デ

□ 4 

l/2 

1/脚3部欠隕

1/2 

1/3 

1/2 

1/4欠頃

1/4 I令体に懸滅が着＼ふ
杯棉

ほぽ；；；；形

脚音
1/4 

1/1 2 外面被懇

1/2 

1/3 島減

1/5 

底郎

完形

1/6 

1/4 

1/5 

I /2 I台部との袴合郎分腔片あり

1/4欠隕 I 
体邪下半搭煎

丸底

1/3 I愚滅

267j07!0il 4 jHIII "'慧 I !l I S H3'1 I 1K 8 粗 I吋 Iにぶい震橙 IOYR7/3 1/3 

l68loe1-011, 10ー，11I 土師惹 I 甕 I SHHl I IU 

'l!II07Hll 4 IHII I 土9匝器 I 甕 [ SHJ!l I 11.8 

110110, oel 4 IH11 I L師器 I 甕 I SHW 

や粗やI並1浅閃樗 IIYR8/.1 
や粗ゃ 並 浅黄橙 7 iYR8/4 

坦 I茄 I浅貧橙 IIYR8/4 琵 I磨滅着しい

釘1107'-Uil4 IHll I土師器 I 甕 I s HHl 部

形
底
完

2'21100 011 410:111 土"甜 I ,0 I S H342 1/6欠損

273I08Hll 4 IGはDI 士"諄 I 甕 Is "'" 

'1'110'1-0叶,I Hll I +師慧 I 甕 I s,,eo 

l'llO約・0211IHJ:I 土師器 I 甕 I SHW I 2'.6 ； 4 

1/3欠慣

1/.3 

郎

形
底
完

1/2 Iおそらく把千がつく

1/< I把手はがれ痕あり

1761080-0!I 4 IG-!101 土師器| 冑 I SH310 I 1U. 

111IM・Oll 4 IG・Jlll .til器 I 甕 ISH3'1 I 31.l 

1/6 

1/7 
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報名 置最 胴傘 坦区名 種類 舘1、出土遺蠣 ロ径 開高 その他 駒整技法の待徴 胎t 焼成 色爬 残存度 I 償考
番号 暑号 次懃 (i副 icml le m gl 

121! 06Hl 4 G rn 土"器 鍋 S HJO 111 
外 工具ナデーヨコナデー柁キ貼り｛寸けナデ

粗並 朗貫Ii 'いYR7/6 1/3 
内 ナデーヨコナデ

:m ¥5HI 1 G-J 2 I 土9匝器 飯 S H3l2 16 I "" 
底部径 外 オサエ ナデ ヨコナデ把手貼り付けオサエ やや

並浅費橙 '(,YRS/4 1/4 
10 0 内 ナデーヨコ十デ 粗

12 8 0 01HI 4 G-K2 ! 土師器 台｛寸甕 SHW  100 
外 !¥-'Jーヨコナデ やや

並にぷい褐 ilYR 5/3 l/4 
内 オサエ ナデーヨコナデ 密

1281 08H3 4 c-m HI翡 台｛寸甕 S H342 108 
外 ／＼ケ—ヨコナデ

粗良 にぷい胃橙 l8YR fi/4 1/2 I釦邪 F半被熱のため愚滅
内：オサユ ナデーヨコナデ

118 2 09 り— 0t 4 G-J⑭ 上Bl器 台吋甕 S H'JO 111 
外ハケーヨコ＋デ やや

良 にぷい閉澄 IOYR7/4 1/4 
内 ナデーヨコナデ 粗

l 28'.' 071 01 4 G K1l 土"甜 台rt甕 S HHl 110 
外ハケーヨ:.i+デ やや

並にぷい苗培 IIYR 7 /3 1/4 
内 ナデーヨコナデ 粗

11!4 IQ 6ーりt 4 G-Kll 土"経 台I寸甕 SH川i 12 C 
外 J¥ケーヨコナデ やや

笠 I火褐 '.¥YR5/2 1/4 
内 オサ了 ナデーヨコナデ 程

ms  OH 01 4 G K 1 i 土師誇 台（寸甕 SHH, Ill 
外 ）1ケーヨコナデ やや ;t ii. 諮橙 1 lYR8/3 1/4 
内 オサエナデー g7ナデ 椋

1m I ,qじl 4 C Kl I t師器 台付甕 S HiH "' 
外 ）ヽケーヨコ+デ やや

並淡ill I !JY 8/3 1 /4 /昂滅が著しい
内 ネ明一つコナデ

＂ 
IH1 りi'i01 4 H20 t舗誇 台（寸甕 S H2H 

底部径 外 ）ヽケ、オサヱ ナテーケズ＇； やや
並浅貧橙 1:YR8/3 1/2 ,, 内 ＋デ—ョコナデ 粗

]di D 6 5 I 1 4 HH  土9百器 台付甕 S H:U 111 "' 
底部径 外 IIケ、オサエナデケズ＇） やや

並 1こぷい費橙 ltYR7/3 完形

6' 内 オサ工 ＋デーエ兵ナデーヨコナデ 阻

In! 010 —り i 1 G XZI 土"器 台付甕 SHW  '] l 
外 ナデーヨコナデ やや

並 1こぷい橙 75YR7/4 1/6 
内 ナデーヨ:Jナデ 粗

1m 01Hl 4 G K2l l..師器 台I寸甕 S H3U ll l 
外 J ヽケ—ヨコ＋デ やや

並 Iごぷい橙 75YR6/4 1/4 
内 オサユ ナデーヨコナデ 粗

1191 m-01 4 G JI'.' 土"群 台付璽 S H1il "' 
外 J¥ケーヨコナデ やや

並灰白 IOYR8/2 1/4 
内 ナデーエ只ナデーヨコ＋デ 祖

'291 081-0: 4 G-K2 l 土師器 台I寸甕 SHW  II! 
外 I¥ケーヨコナデ ，，，や

壷 i,・. ぶい橙 5YR7/4 J/3 
杓エ只ナデー3:1ナデ 密

'19 3 a, c1↓ 4 G Kl! 土"聾 台Iず甕 SHHJ 110 
外 ハケーヨコナデ 柁寸 浅買培 1 :YR 8/3 1/4 
内 オサヱーエ具ナデーヨコ＋デ

lH 07'0) 4 C K1 l -taili慧 台付甕 SH3H 111 
外 ハケーヨコナデ やや

並 I~ ぷいIf 'iYRr/,~ 1/3 
内 工具ナデーココナデ を

1m ！りiり］ 4 G- 〖 i 』 tBI舘 台ド甕 SHJりl 114 
外 ハケーヨコキア やや

良にふい黄培 内 R7/4 1 /4 I二次的被熱環おり
内オサエ＋デヨコ＋デ 粗

'H6 072-02 4 G, K 1 I 土師器 台（寸甕 S H1H "' 
外 ）＼ケーヨつナデ やや

王にぷい負褐 ICYR 5/ .'3 1/4 
内オサエ ナデー _L~-,..デーヨ:.J7デ 坦

12 9 7 11: !I 4 Hll 土"討 台9寸甕 S HJ41 Iii 
外）＼ヶ ョコナチ やそ

並灰白::YB/2 1/t. I体部に煤が（寸着
内＋デー =l:J 7デ 相

』m Ofil-01 4 C―m 土師討 台付甕 S Hl42 I< I 
外 J¥-'l ョコ＋デ やや

並浅費橙 'IYR8/3
D緑部 1/ 

内ナデー ::3:.i -rデ 粗 2 他は死形

129! し OZ~I 4 G-n I 上"討 台I寸甕 S l¥342 131 "1 
底部程 外 ）＼ケーゴコ＋デーケズリ やや

並 （こぷい橙 5YR7/3 けば完qそ
8 5 内 ナデーヨコナデ 粗

13 DO ! i l O 2 4 H2¥ 土"討 台I寸甕 S II H? Iヽ 8
外 J¥ケーヨコ＋デ ，，，や

並浅閉橙 い.H 8/3 1/1 
内 ナデーヨコナデ 粗

J I OJ l -01 4 G J1D 土栖討 台(t璽 S H30 111 
外 ,, ケーヨコナデ やや

笠奴F 2iYR/2 1/3 
内オサエ十デーヨ'.1+デ

＂ 
I; 0 l O 8 0 01 4 G 01 土"慧 台It甕 SH 3il "' 

外 Iヽ ケーヨコナデ、ヘラ記号 やや
並淡霞 2 YヽS/3 1/,1 

内ナデーヨ:1-I-ァ 粗

I'0'0 I I O l 4 G-J20 Hffi継 台付甕 SHW  "' 
外 "ケーヨコ＋デ やや

並浅費橙 IIYR 8/3 1/s I昂減晉しい
内 ナデ？ ヨコナデ 密

l ! 0 l 15 ! 0 l 4 G Jl 1 土81盤 台付甕 SH30 "2 
外 ハケーヨ::,---デ、ヘラ記号 やや

並にぷい閂澄 IいrR7 / 4 1/6 
内ナデヨコ＋デ 粗

1:cs m 02 1~-n: 土"器 台I寸甕 SH3U II S 
外 J¥ヶョコナデケズ') やぐ

良 （こぷい費培 (,YR7/4 1/4 
内 オサエ -+-デーヨJ;-デ 粗

1!!6 IOH3 4 Hll ill啓 台（寸甕 SHHI !I J 
外ハケゴコ＋デ

粗王 浅買橙汎YR8/3 2/5 
内 ＋デーヨ:.i+デ

1 ! t 7 0 B g a! 4 a rn 土師器 台｛寸甕 SHJ41 !6 / 
外ハケヨコ十デ や粗や 良 にぷい雲橙 ：'YR7/4 1/2 
内 ナデーヨコナデ

l;OB DSHJ 4 じーKl 土的拶 台r寸甕 SHH1 'f : 
外ハクー=>:J -rデヘラ椿i

誓こ 浅黄橙 』Yb'.8/J l/.3 
内 オサエ ナデーヨコナデ

IH9 06B IZ 4 G~11 土"欝 台付甕 SHJH 』''
外 ）＼ケーヨコナデ や；笠 じぷい寅橙 !IYR7/4 1/3 
内 オサ一丁ー ナデーヨブナア

!OI心':,) 2 4 G K1: 土"" 台付冑 SH l仕 "1 
外 J¥ケーヨコナデ や梃や 笠 i.~ ぷい買橙 (YR7/,1 3/l 
内 工具ナデーヨつナデ

1 I 01f 12 4 G-K2 l t師器 台付甕 S HH2 6 
外 ）9ケーヨコナデーケズ'} や糾や 芯 浅賃!f 1 :YR8/4 !/3 ¥二次的被煎演あり
内 オサエ ＋デーココ＋デ

')ll 119 ,), 4 G'2し 土師器 台付甕 SHW  16 0 
外 ハケーヨコナデ や粗ゃ 並 浅門培 'CYR 8/3 t/2 底部外面に黒斑れり
内オサエ十デヨコナデ

1 l I J O !f" 11 4 H21 土師器 台付甕 SHW  'O I "'' 
底部径 外 オサエー!¥'Tーヨコナデ ケズリ

粗ヱ 1こぷい橙 ＂が i'R7 /4 1/2 
1GO 内オサエ十デーヨコ＋デ

': 11 0'! 0 J 4 C K Z' 土"器 台｛寸甕 S H3il I'リ
外 /¥ケーココ＋デ

や；並 浅虞橙 " 5YR 8/4 1/4 
内オサエナデー3:J..,. デ

llH Ci 11 4 G-'1C 土師翡 台｛寸甕 S 11 ]0 i, 外ハケ ヨコ十デ—ケズリ ィ粗ぺ 並 1こぷい黄橙 ':YR7/3 1/3 
内 ナデーヨコ...デ

1)16 06HI 4 G Kl! 土"翡 台付賣 SH 342 159 :1' 
底邸径 外 ハケーヨコナデーhズ＇； tや並 明寅褐 'lYR?/6 1/:J 
0 I 内 オサ.J... ナデーヨコナデ

I JI : IO 1 D I 4 G Kl l 土"猜 台付甕 SH 111 "' 
外 ハケーヨコナデ や粗や 良 にぷい負橙 ： :YR~/4 1/l 
内 ナデーヨコナデ

I! 18 111 0 ! 4 G X2: 十師難 合（寸響、 S HHl "' 
外 IIケーヨコナデ

:や王 rぷい賃澄 IGYR7/.1 1/5 
内 オサ:r ナデ-ョコナア

13)りOH;1 4 G-Jl I 土9行舘 台り甕 SH Hi Hf 
外 ハケーヨコナデーケズリ や灼や 並 にぶい場 'iYRti/4 1/4 
内 オサエ ナデーヨコナデ

11111 ma. 4 H1I ±師諄 台付甕 SHW  170 
外 ハケーヨコナデ -tw.や芯 浅貧橙 'lYR8/3 1/1 
内＋デーT具ナデヨ::J+デ

m1 113 n 4 G rn 土師器 台（寸甕 S H:n It I "' 
底部径 外 IIケーヨ::i+デーケズリ ，っ描

誓良 にふい閂橙 /YR?/4 3/4 
g' 内ナテヨコ＋デ

••— 

l1m m o3 4 H1: 1.a, 器 台付甕 SH'!, "l 
外 ）ヽケーヨコナデ ,fi~'ill にぷい贄橙 HYR7/4 1/2 
内オサエ ナデーらコナデ

I? lJ l O 8 11 4 H2t 上"諄 台付聾 S HH2 161 外内 ハオサケエヨコ十デナデーヨユナデ ゃ，t良 橙 ~1YR6/6 1/4欠損

l;H 064 01 4 G-rn 土"器 台付甕 s II in "↓  
外 j、ケヨコ＋デ

竺並 にぷい橙 1臼YR7/4 1/4欠損
内 オサェ ナデーヨコナデ

'21¥ l O 1 -11 4 G JH 土"甜 台付聾 SHW  111 
外 ハケーヨコナデ

;や良 にぷい百橙 18YR7/4 1/J 
内 ナデーヨコナデ

IJH 111「|'4  Gm  +81額 台付聾 S H3り Ii 0 
外ハケーヨコナデ

や；笠 浅笛橙 ：い頂 8/4 1/4 
内 エRナデーヨコナデ

し321101-0'4  G-Kll 土"器 台付甕 SHW  "a 
外 /1ケーヨコナデ やfflや良 ,.・ ぷい賃祖 18YR ti/:¥ 

n縁郎

内 嗣整不明ーヨつナデ ほぼ完形

¥Hi Oel―りI 4 G-Kll 土II器 台付甕 SHW  112 
31 9 底部径 外 ハケーヨコナデ—ケズ 'J —ヘラ描 や粗や 並 淡● l SY 8/~ 

伍部下半以外

（推定） g 0 内オサエナデヱ具ナデココナデ 字形

'129 llH '4  G-K 11 HI" 台付甕 SH3い
底部径 外 オサエナデーハケ

ゞ並9 咬白 ilYR8/2 
←邪

'' 
内オサエ十デ 元形

l Jl O l) I 4 G- <l1 土"甜 台I寸甕 SH 341 
底部径 外 ）1ケーケズ,;

や粗ゃ 良 にぷい費橙 IOYR7/4 
Iふ部下～台部

,0 J 内オサエ十デ 完"

1)」10 3'U 1 4 りーKJ I 頃患甜 蜃 S HHI '60 ,, つまみ涅 外国転＋デ回転ヘラケズリ つまみIM寸＋デ やややや
灰白 5Y6/1 1/4欠隕 降灰の状況から 窯詰めは止位で←そ

1 S 内 同転ナデ 一方町ナデ 粗不良

: 7 1 l I 2fi 0 6 4 G U¥ 須烹諄 杯蔓 S H1H "' '' 
外高整不朗ー同転ヘラ,,ズ，’

望ズ良 淡費 1 5Y 7 /3 1/3 感滅
力駒整不明 --
外 回転ナデー回転ヘラケズり

11n oりI0 '' r. .I l l ，.烹開 杯蓋 S HJり2 Iii .' {：良 灰 N6/ 1/8 
全体Iご歪みひび割t,

内 回転ナデー多方向1デ 降I火状況から窯詰めは正位で行

l.l H 0』2-03 4 HII 棗烹揉 杯藷 S H]H '3 I 3J 
外 回転ナデ—回転ヘラケズリ

や：良 灰 N6/ 1/2 
天＃部外由'-j-デで磨滅

内 回転ナデー当只頂ー一方同ナデ 窯詰r/JIょこ位で往う

3H 013 0 1 1 G K2I 須恵抒 杯蓋 SHW  111 'I 
外 回転ナデー回転へ弓ケズリ

や：笠 ず）プ/k 2ぅ(;Y fi / I S/8 
大井郎汎面、ナデで唐滅

内屁転＋デ 窯桔めは茫位で仔う

第24表 出士遺物観察表G区 (8)
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慰告 豊銭 胴査
地区名 穫類 窃種 出土遭構

U径 謂高 その他
胴整筏法IJ)特徴 胎土 焼成 色II] 残存度 傭考暑号 暑号 次数 ie,I 1ml 1cm ti 

1336 07Hl 4 G-Kll 須烹毬 杯蓋 SHW  110 
外回転＋デ回転へ→ケズ') やや

笠暗青灰 5B5/l 1/4 降灰の状況から、窯詰めは正位で行う
内回転ナデ

＂ 13 31 l li-01 4 G -Kl! 須烹諄 杯璽 S H3i2 116 外 同転ナデー回転ヘラケズ'/ やや やや
灰白 1 5Y 7 / 1 1/4 

内・ 回転ナデ 笞 不良

1138 IOHl 4 G -Kl! 須I!荏 杯蓋 SHHl 1!6 '9 
外 回転ナデー顆整不朗 やや

不良 灰白 5Y8/l 1/4欠損 磨最著しい
内回転ナデ iii 

13 3 9 0 91 0 S 4 G Kl! 須患諄 杯盪 S HHl 1'0 '' 
外 回転ナデー回転ヘラケズ'! ，，，や やや

灰白 5Y7/l 1/2 
内：回転ナデー一方向ナデ 粗 ズ良

IHO 091 DI 4 G Kl¥ 須烹器 杯蓋 SH3い 111 '9 
外 回転ナデー阿転ヘラケズリ やや

並戌費 2JY 7 /2 1/.1欠損
焼け艇れa,',り

内 回転ナデー円形仕上げナデ 密 降灰の状況かも、窯柏めは正位で行う

IHl 100-01 4~,)1[ 須恵諄 杯董 SHHI 118 5' 
外 回転ナデ一回転ヘラケズリ やや

良灰白 2JY 7 / 1 1/2 降灰の状況からし窯;ili/'/J1£TF位で行う内 回転ナデー多方向ナデ 密

tHi OB oi 4 G-KI↓ 須烹贈 杯身 SH11l 111 '' 
外 回転ナデ一回転ヘラケズリ

密良 灰 75Y6/1 1/5 
窯枯めは蓋をサず茫位で抒うが内閲

内：回転＋デー当具痕ー仕上げナデ 中央に隣灰なし

1143 06H3 4 G-Ki, 須烹摺 杯身 SH1U l!O 外 回転ナデー回転ヘラケズリ やや やや
灰褐 5YR5/2 1/6 同心円文当具演内 回転ナデー当具痕 粗 不良

l)H m 01 4 c-rn 須恵笞 杯身 SHH! :, B 13 
外 回転ナデー割整イ、明 やや 不良 灰費 'I IY 7/2 l/4 愚滅著しい
内 回転ナデ 粗

11ヽ5lOH2 4 H2l 須恵器 杯身 SHH1 ,, 0 外内 同回転転ナナデデ —回駐ヘラケズリ やや
良灰 N4/ l/4 窯詰めは蚕の右無は不明だが、逆位か

粗

1146 1 a 1 a 1 4 かK11 須恵甜 杯身 SHH! ll B 55 
外 同転ナデー回転ヘラケズ＇） やや

R 灰 5Y6/1 l/4欠損 窯話め11甚/J)石無は不明だが、逆ほか内 回転ナデー当R濶ー仕上げナデ 密

1H7 Qyl-01 4 G-J10 須恵器 杯身 SHH1 116 ,, 外内 同回転転ナナデデ＿ー回一転方ヘ向ラナケデズ'/
やや やや

灰白 5Y7/l l/4 
密 ズ良

110 070 01 4 G K1 I 須患甜 杯身 SHH1 12 2 外 回転ナデー回転ヘラケズ＇） やや やや
戌賛 2 JY7/2 1/3 

内回転ナデ 密 不良

1H9 IO I O 1 4 G Kl I 須恵甜 杯身 SHH1 111 51 外 回転ナデ一回転ヘラケズ＇） やや
良灰白 N7/ 1/3 窯枯めl.t藝1,/)'Ii!艇は不期だが、逆位か内 回転ナデー当只痕 Ill 

1150 093-05 4 G-m 蜃烹闘 杯學 SHW  116 50 
外 回転ナデー回転ヘラケズリ やや

並オリープ灰 15GY5/1 1/3 
問心円文当具

内 回転ナデー当具項一多方向ナデ 粗 窯結めは蓋の有無は不明

1351 08H4 4 G・Kl I 須烹諄 杯身 SHH! 12 2 '' 
外 回転ナデ一回転ヘラケズリ やや

笠灰白 N7/ 1/3 窯全柏体め的はに娩蓋IJJ庇-Hれ熙は不明逆位か内 国転ナデー当具項一多方向ナデ 宮

l 3l2 09Hl 1 G-Kl I 須烹蟹 杯身 S H!O 11, 外内 回転ナデー回転ヘラケズリ やや
並灰賃 2lY 6 /2 1/3 

内 外OOに自然約かかり 紐かな厠
回転ナデ 粗 整，隣灰状況不明

irn IOHl 4 G, Kl I 須恵器 杯身 S HJ¥2 II 0 5' 
外 回転＋デー回転ヘラケズリ やや

良灰白 N7/ 1/3欠損 窯詰めは蓋r7)租無は不明だが、逆位か内回転＋デ当具痕 密

llH o 9 1 -a 3 4 かKl! 須恵器 杯身 SHH2 111 '' 
外 回転ナデー回転ヘラケズリ やや やや

灰オリープ 5 Y 6/2 ほぼ完形μ」 回転ナデー一方h」ナデ 粗 1, 良

!HS 091-02 4 G-Kl i 須烹器 杯身 SHlH "' 51 
外回転＋デ回転ヘラケズ＇）

"良 緑灰 lDGY 6/1 1/4欠損 窯話めは嚢の行無は不明だが、逆位か内 回転ナデー一h向＋デ

1 J l6 09H1 4 (r K1' 須烹器 杯身 SHW  ID I 
外 回転ナデー同転ヘラケズ'] やや

R I火 N5/ 1/4 窯話めは蓋をせず、逆位か内 回転ナデ 密

I J51 09HJ 4 G Jけ 久烹甜 杯身 SHH2 111 4↑ 外 阿転ナデー同転ヘラケズ'] やや ，，，や
にぷい貧橙 (IY R'7 /2 1/4欠損 窯天詰井め部は外正面位、でこ行すれうにより滑らか内 回転ナデー当兵痘 柘 不良

1; l 8 070 01 4 G-m 須患甜 ,. S HH2 "' 
外回転ナデー液状文沈線 やや

芥灰貧 2lY6/2 1/6 若干風化する内回転ナデ 密

l!l9 068 04 4 G J1: 須烹諄 壼 SHH2 り0 外回転ナデ
や密や 只 灰 N6/ 1/fi 内回転ナデ

1360 09H2 4 G-~2 i 頌烹膊 高杯 SH Jn 11, l'. 1 底部径 外内 回回転転ナナデデ一回転ヘラケズ')ー接合ー透かし守孔 ゃ；良 灰白 N7/ I/"S亭ャ・enみ欠 杯郎大きく歪み、全体的に自然釉,, 
窯桔めは拶位か

!Ht 09Hl 1 G-Kl1 石製品 砥石 SH 142 厚さ
滑r's開1面憤はI、閲金2属I'll'!閣品花砥いだ演鮒おり15 

1:62 IIHI 4 Hl: 鉄製品 鉄鍍 SHH2 残存長
茎蔀欠損

片刃

'2 杭策を王す

1J63l!H2 4 H/1 舷製品 鉄鎌 SH HZ 残存長 刃先 曲刃鎌
II 具

苔千欠損 折り返し部に木賢残る

!J6~l!H4 4 G-Kll 石製品 袂入石柑 SH H2 チャート

¥J65 123-14 4 G-ll」 土9而芥 にわ7土器 SH H5 
虎祁径 外 ）＼ケー十デ

や，t苫 浅霞橿 IGYR8/4 1/2 台付甕 '' 内ナデ

!'.66 llJ 15 4 G Hl1 土9罰諄 台状 S HlO 外ナデ ＂叩 汲貧場 ］いYR8/4 実槻部分
土製品 内ナデ 完礼

IH7 15Hl 4 G rn 頃烹諄 杯費 S lllO "0 '' 
外 回転ナデー回転ヘラケズ') やややや

暗灰苗 1 :Y 5/2 1/4 内 回転ナデー当貝頂 を不良

!HB 15り―15 4 G-ttil 須烹器 把手吋甕 S Hlヽ5 "' "' 
外 回転ナデ—タタキ？ 回転ヘラケズリ

や；並 貰灰 2 lY 6/ 1 n鎌部
韓式系土器の影響か？

内 オサエ 回転ナデ—多方同ナデ 3/4欠損

1319 !3H3 4 G !ll 土Ii器 杯
S l! H5 102 外 ナデーヨコナデ

や；良 にふい橙 ; ¥YR 6/4 1/6 カマド 内：ナデーヨ:,ナデ

13!01JH1 4 G-m 土師器 台1-t甕 S HJO 
I'I 

外ハケーヨコナデ
や粗や 並 にふい費橙 l!YRi/1 1/4 カマド 内 オサエ ナデーヨコナデ

1311 l62 H 4 G I1 l 土"器 小形壺
SHJH 

i I 61 
外 オサエナデーヨコナデーエ具ナデ

竺並 灰費喝 IOYR 4/2 3/1 貯蔵穴 内上具ナデナデヨコナデ

1312 16g-05 4 G-11 J 上"甜 台付甕
S HlH 111 外ハケ ヨコナデーケ-x:')

や：良 にぷい澄 ↑ 5YR7/4 1/4 貯蔵穴 内 エ異ナデーヨコ＋デ

1]13 IH 01 4 G-11] 土"嘉 台付甕
S HlH 

156 
外ハケーヨコナデ

や：皿 浅寅澄 ICYR 8/3 1/3 黒斑あり貯蔵穴 内オサユナデーヨ:J7デ

J3H ll'l-0'1 4 G HlJ 土師諄 把手？ SHJH 残存長
オサエナデ や；並 にぷい寅橙 ： !YR7/2 完形IS 

'.315 し1H2 4 G-Gll ヤ"闘 高杯 S HH6 底部径 外 屍整不明ーヨコ方向ナデ
や：良 液讀橙 7 ,¥YR 8/4 脚郡

磨減善しいID 内 ンボリーヨコ方向ナデ 完界

l3H llH5 4 Hll +!I欝 台付甕 S HJH 11 < 外 J¥ケーヨコナデ
粗，' 橙 1.IYR7/6 1/3 磨誡暑しい内 嗣整不明ーヨコナデ

i81711H1 1 G-Hn 土"器 台付甕 SH H6 II 0 外ハケーヨコナデ
竺良 にふい喝 1 5YR 5/4 1/4 内 ナデーヨコナデ

1m 119 11 4 G-Gn 土師舘 台（寸甕 SH H6 1,' 
外 ）＼ケーヨコナデ

粗良 浅贄橙 IOYR 8/3 1/4 内 オサエ 十デーヨつナデ

lJ↑ 9 IIHJ 4 かH2 l 上"討 甕 SH H6 le' ●減が著しいため胴整不明 や粗や 良 にぷい費橙 l!YR7/2 1/6 

!HO llHl 4 G-G11 ill器 甕 SH H6 17 2 外ハケー "'l:"Iナデ
誓並 浅費橙 1 5YR8/4 1/4 a鍼内001こ黒斑予り内 ナデーヨコナデ

111 IJH4 4 G・。ll 上"器 高杯
SH H6 

I< I 外 ナデーヨコナデ
阻良 橙 5YR6/6 1/8 カマド 内：ナデーヨコナデ

'Jl2 l!O 14 4 G囮！ 土簡諄 台（寸椀
SH H6 底翌径 外 ナチーヨコ万向ナデ

や：並 橙 5YR7/6 胸部
王柱穴 I I 内 オサユ ナデーヨユガ向ナデ l/4欠損

1m l!l-12 4 G Gll 土"諄 台（寸賣
SH H6 

ll I 外 ハケーヨコナデーヘラ記号 や粗や 霊 Iごぶい橙 ↑ 5YR7/4 1/3 貯蔵穴 内 オサエ ナデーエ只ナデーヨコナデ

1314 111-14 4 G-Hll 須烹閥 杯警 SK J51 11 D 外 回転ナデー同転ヘラクズリ
や；不良 にぷい霞担 IOYR 6/3 1/8 内回転ナデ

13!5 15H I 4 G-12l 須烹器 無籠高杯 SK15l 161 111 底部径 外 回転ナデー回転ヘラケズリ
竺良 灰 Nfi/ 1/4 11, 内 回転ナデー一方同ナデ

最重孔大さ径部 I ; 
望良

1316 159-1 '4  G-112 .!.II諄 土錘 S K151 II 0 径 '2 オサエナデ、芽孔は．下からJ: にぷい橙 5YR7/4 完界；
161 3 

1m GO O1! 1- 3 G-r't 土.... 台I寸椀？ SDl69 底部径 外ナデ
誓並 にぷい橙 ↑ 5YR7/3 1/10欠撮, , 

内ナデ

13!! G 101 5 O 3 G D~ 士製品 丸玉 P 1 t 1 e I 
已得 l 1 

ナデ や社？ 並 橙 15YR G/6 1/2 孔径 I I 

13!9 rnり3: 3 G-K1 土師慧 杯 P 1 t 11 ・1, 

'' 
外 調蒋不明ーウズリーヨコナデ

距工 浅負橙 ICYR 8/3 l/4欠損 島減著しい内 調整不明ーヨコナデ

lHD 16H I 4 G-rn 須烹證 杯身 P i t I ,,, • 6 外 回転ナデー阿転ヘラケズ；
ゞ良 灰 N6/ 2/5 窯詰めは蚕を重ね正位で行う内 回転ナデ

13!1 13H '4  G-rn 土師摺 台（寸甕 Pit I 外 ）1ケーヨコナデ
や棺ゃ 芯 橙 5YR7/6 1/8 内 ナデーヨコナデ

'3 ! 2 G 1o1 : l- 3 G 土製品 土需 句含層 残存長
オサエナデ や粗や 並 浅賃澄 7 ,iYR8/4 片脚

I 5 完形

第25表 出土遺物観察表G区 (9)
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報告 登録 胴査 地区名 種類 甜種 出土遺構
口径 甜高 その他

調整 技法の特徴 胎土 焼成 色扉 残存度 傭考
番号 番号 次数 (col ltml (cm f) 

;m  G 1 0
 iー
3 Hti 土製品 猷棚 包含II

残存畏 オサエ＋デ 粗並 浅賃橙 '.JYR 8/4 
片蜘

01 '' 
完影

1394 13 3 0 3 4 G 匁烹詳 杯身 包含層 12, , , 外 回転ナデー同転へうケズリ やや 並灰 5Y 6/  l 1/4 全はが）に否む
内 回転ナデー一方向ナデ 密

1H5 
GO 5 l・ 3 Gーし］ 土簡器 杯 SH 209 111 麟減が著しいため胴整不明

やや 並にふい橙 15YR7/4 1/S 
01 紺

I 3 9 6 
G 10 6-

3 G U 土9酎甜 杯 S H209 13 l 
, , 摩減が著しいため鯛整不明 ナデか 粗並 賃橙 1りYR8/6 "" OI 

mi  
G051 

3 G LJ 士"討 壼 S H209 "l  犀滅が吾しいため駒竪不明
やや 良明ホ褐 5YR5/8 1/5 

o, 能

13 9 i 
G 101 

.1 G-M3 u, 舘 高杯 SH209 
底部径 外 ケズリーナデ やや

祐浅霞橙 IIYR8/.'3
紺邪

°' 
110 内工具ナデー，，ズリ 粗 ほぽ完形

13H 
G051 
3 G-M4 土師器 不明 S H2H ,o ,, 底部径

摩滅が暑しいため鯛整不0月
やや
並洛黄橙 10YR8/4 1/6 

°' 
llt 粗

11り！
りHI-

3 G-M3 土師箆 甕 SHZD! 201 外内 調調整整不不明6月ーハヨコケ＋ーデゴコ十デ 粗並 浅買橙 l0YR8/4 l/8 愚高が著しい
oz 

IHI coOI , り 3 c-~J 土師器 甕 SH20i 112 
外 ハケーヨコナデ

粗並 にふい屯 15YR5/4 1/6 
内ハケヨコナデ

1¥02 
ms-

3 G-M3 ii后器 膏状 SH凶i 110 
外 I¥ケヨコナデ やや

並浅買橙 7lYRS/4 1/4 
OI 上製品 内エ呉摺ーヨ:J'tデ 籾

im  
GOH 3 G-Ll 土Bl甜 土'!tt1"i, Sli10! 126 

外 罷整不明ーヨコナデ やや
並にぷい貫橙 IOYR7/4 1/8 

03 内 /Iケーヨコ-;-デ 粗

lH4 
amー 3 G-M, 須烹甜 追 SH 109 

外 同転ナデー液状文 密良 黄灰 2 5Y !i/ 1 細片
01 内回転ナデ

1105 
GO l l -

3 りし！ 土"甜 杯
SH闘9

lll 39 
外 ナデーヨコナデ やや

並橙り SYR7/6 1/4 
o: カマド 内 ヘラミガキーヨコナデ 粗

1406 
GOiJ-

3 G』3 士0『開 甑
SH闘り

10 0 
外 ハケーヨコナデー把手貼り f寸けーケ ':t:') やや 並浅霞橙 ICYRA/4 1/3 

否みわり

01 カマド 内 Jヽ ケーヨコナア 密 丸底，円形惑気孔か

]01 G l O ¥ 3 G-Mt 土師器 杯
SHm  

100 '3 
外 ナデーヨコナデ やや

井橙 75YR7/6 ほぽ完形
0' 貯蔵穴 内 ナデーつつ＋デ 樗

1111 
GO I 8 

3 Hi  土師器 甕
SH !09 

i, I :s, 
外 flケーヨコナア やや

並にふい橙 15YR 6/1 l/4 
01 貯歳穴 内 ナデーハゲーヨコナデ 飼

14 D 9 
C I~\ 

3 G-M.l 須恵討 杯身
S H2闘 ,e 3 3 

外 回転ナデ一切り離し後,i;飼整 やや
並陪オリーブ 1 lY1/3 完形 体窯部詰外めは回蜃自然をし釉て正位で行う

04 貯蔵穴 内固転ナデ 箆

1m  
Gi09 
3 G—M4 土"舘 甕

SH砂9
10 0 

外 Iヽ ケーココナデ やや
並 1こぷい橙 5YR7/4 1/8 

02 主柱穴 内 Jヽケ ナデーヨコナデ 粗

1411 
rn1-
3 G M4 HI討 甕

S H2闘
ll 6 

外！＼ケヨコ＋デ やや
並橙 5YR6/6 1/6 

02 主柱穴 内 ナデーヨコナデ 粗

,,.05 ,_ SHげ9 外 I¥ケーヨコナデ やや
101 3 G・N3 上"諄 不明 上層 •• 内 ナデーヨコナデ 粗

並橙 1IYR7/6 1/8 

t罷群

I l13 Gりり0｛— 
S H20~ 

外 ハケーヨコナデ やや
3 G 11.4 ,.,. 駐 賽 ぶ’肝 151 内 ナデー）9ケーヨコナデ 組

茄褐 1SYR4/3 1/8 

H 14 G00l91 -
SH 209 外 ）＼ケーヨコナデ

3 G-M1 土師毬 甕 上層 208 内 ハグーナデ｝ヽヶ ョコナデ
粗船 にぷい堵 5YR7/1 l/6 

上甜群

H15 GO0O1 -
SHJOi 

外ハケヨコナデ
3 G-111 土"甜 聾 ぶL 22. 

fl.,) ハケーヨコナデ
粗並 褐灰 7 5YRG/l 1/6 

14 16 GOH03 -
S 11109 

外 ハケーナデーヨコナデ
3 G Ml ±師器 甕

土上品
30l 内 ）1ケーヨコナデ

粗並 にぷい貫褐 !CYR5/3 1/8 

141, G l a D 1 t 
SH闘9 外 ）1ケーヨコナデ

3 Hi  土師柑 甕 上層 "1  粗芯 橙 "lYR7/6 1/6 

土器群
内 オサエ ナデーハケーヨコナデ

Ill! GOo5t 
移動式

S HJH 
外内 詞_j_整具1ナ、明デーーケナデズリーケズ「）.3 G Ml 上師器

カマド 心11" 330 粗並 橙 7JYR7/6 1/4 外面の恩滅が著しい

1419 G ! Lltl ↓ -
S 11109 

高台部径 外 同転＋デ—酌転ヘラケズリ 貼り付けナデ
や；並

底部
3 G-MJ 祖恵甜 杯 品 18 l 11 

¥JO 内 回転ナデ・多方向ナデ
明緑灰 1 IOY7/l 完形

10-0 rn05 り 3~H 土"誇 杯 S H215 19 '5 
外 ナデーヨコナデ やや 笠灰 5Y 4/  L 完形
内 ナデーヨコナデ .. 

1421 GOi02 l 3 G-17 土"整 甕 S HH5 I'I 
外 Iヽ ケーヨコナデ や俎ゃ 並 淡賃 1 5Y 8/3 1/4 
内 オサ :r—ーハケーヨつナデ

IHI Gi0i7 l 3 G-ll 土師器 甕 S H2H 
外 J¥ケーヨコナデ や相や 並 にぷい賞渇 しりYR5/4 紐片
内ヨコ＋デ

:HJ GOHn - 3 G-H4 土9訳器 杯 S H2い 1)0 
外 ナデーヨつナデ や密や 柏 培 5YR6/8 I/IC 
内ナデヨコナデ

tm  GOりJBA 3 O-F5 土製品 布孔円盤 S H230 ,, 礼径 オサエ ナデ や密や 良 浅買椿 11YR8/1 元形
0 3 

:m  Gm0 I - 3 G-Fl 土"器 杯 SH 130 1'8 24 
外嗣整不明ヨコナデ や密や 並 橙 5YR7/6 1/6 昂滅晉しい
内 -コナデ

1m  GOl7DI - 3 G-FI 土9周甜 “~ SH l30 111 11 
外調整不明ヨコナデ

誓並 にぷい費橙 ： 0YR7/4 l/3 
内 へうミガキ？ーヨコナデ

l i 17 G 101 1 l - 3 G F5 土"籠 杯 SK l25 220 2< 
外 ヘラミガキーケズ＇）ーヨコナデ

誓並 橙↑ 5YR 6/8 1/4 
内 ナデーヨコナデ

1128 GOHOl ― 3 G-n t!I猜 甕 SH 230 "' 
外ヨコナデ

望並 こぶい橙 5YR6/4 1/3 
内 ヨコナデ

1119 GOl8 Ol 3 G Fl 土Ii酵 響 SH認0 190 犀減が詈しいため11l整不明 や相や 並 淡寅 'I jy 8/3 1/5 

100 G0D 39t - 3 G-11 土師器 杯 SHlH "' 3 l 
外 ナデーヨコナデ一切り醸し後工具ナデ や密や 苫 じぷい寅橙 10YR7/2 1/H 
内 工具ナデーヨコ十デ

I 01 GOo\' — 3 G-Ii 土"討 杯 S H20 131 '' 
外 ナデーヨコナデ や粗ゃ 並 浅賃橙 1 iYR8/3 1/6 
内 T具ナデーヨコ＋デ

143l GO/t 3 G I 8 上"器 杯 SH 111 "' 
外 ヨつナデ

南廿 橙 5YR7/6 l/7 
内ヨコナデ

1 n: GO o3 , l - 3 G-18 土"甜 杯 SHW  IJ 3 3 3 
外 ナデー ='17ナデ一切り鯖し後T具ナデ や；並 にぷい賞惰 HYR7/2 1/6欠損 底郎外面ヘラ記号あり
内 エ臭十デ—ヨコ十デ

10, GI0D7 l- 3 G I 3 土"舘 杯 S H211 "; 3 0 
外ナデヨコナデ tや並 橙 5YR7/6 L/2 
内 ナデーヨコナデ

1435 m0 1 o- 3 G I B 土"猜 杯 S H2ll "' )9 外 十デ—ヨコナデ―切り爾 u髪エ異＋デ tや並 戌賛橙 !IYRS/3 1/4欠隕
内 ナデ・ヨコナデ—ヘラミガキ

106 GO0』2リー 3 G I A 土"翡 杯 S Hlll 118 J' 外 ナデ ヨコ十ア—切鶴後工具ナデ—ヘラミガキ ~m-t, 並 橙 1,5YR7/6 2/5 
内 ナデ・ヨコナデ—ヘラミガキ

101 じDO03 .1 G 17 +81榊 賽 SHれ1 "0  
外 /Iケーヨ :J-tデ {::・ 良 にぷい賃搭 l0YR7/4 1/IU 
内 Iヽ ケーヨコナデ

1m  GO0H 2 3 G-17 土Ii器 甕 SHHI 1'8 
外 /¥ケーヨコナデ や粗や 喪 浅費橙 1DYR8/<l 1/8 
内 罰整不明ーヨコナデ

109 Gi/t 3 0 18 土"酵 璽 SHH¥ 13 4 外内 IIケーヨコナデ
ハケーヨコ＋デ

粗茄 灰内 1 ¥Y 8/2 l/.3 

!HO GD0701 ・ 3 G-01 土"甜 杯 SHlD! "3  3' 
外 オサエーヨコナデ 粗並 浅寅橙 IOYR8/.1 1/3欠損
内ナデヨコナデ

HU  0029 04 3 G-K9 土師甜 、こJ17甑 SF lSi 
外劃整不明—＋デ や粗や •『』 淡賛 25Y8/3 細片 隣滅葦しい
内 胴整不明ーナデ

l ii 2 121 D3 4 G HI! 土師器 llll SF 1 I~ 18 0 16 
外ヨコ＋デケズ') や粗ゃ 並 にぷい橙 1 IYR7/1 1/8 
い」 I¥ケーエ具ナデーヨコナデ

Hn  16H2 4 G rn 士"謄 llil SF J 18 18' 11 
外 ＋デー :3:.Iナデ

誓良 にぷい橙 1 5YR7/4 1/4 
内：ナデーヨコナデ

ltH 16H 1.  G HH 土9行器 台付杯 SF l 18 
高合部径 外ナデーヨコナデ—貼り付け後ナデ オサュ．

誓良 橙 fが!'R6/6 3/8欠損
I< 内 ナデーヨコナデ

lll511H '1  G-HH 土師器 甕 SF 318 161 
外 ハケーヨコナデ

誓並 にぷい橙 1 SYR7/3 1/5 内面射！離
内 厠整不明ーヨコナデ

1416 l!B-02 4 G Hl1 土師器 甕 S FJ18 l2' 外 ）＼ケーヨコナデ や粗ゃ 並 橙 7ぴ R7/6 t/B 
内 ,, ケーヨコナデ

11↓ 1 m05 i- 3 G-Pt 土製品 、ごf汀土器 SHW  3' オサエナデ や；正 橙 5YR6/8
底部
若1―欠頃

l4H GO 05 3 l- 3 G-IB 土"甜 台付甕 S KH6 
外 ハケーヨフナデ や粗や 並 浅黄橙 IIYR8/4 紐片
内ナデヨコナデ

第26表 出土遺物観察表G区 (10)
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報E 豊霞 嗣査
地区名 種類 器9皇 出土遺槙

U径 翡高 その他
1J1)整技法の特徴 胎t 悦成 色震 残存度 償考番号 書弓 次数 '"' (cm) (i m g) 

IW  
Ga :i 1 

3 G F 6 土"" 高杯 S H20 ,I 0 外 ナデーヨコナデ やや
良培 5YR1i/6 1/6 05 内 ＋デーココナデ 粗

iuo 
G104 

3 G F1 土"器 甕 SHW  ＂邸程 外 Iヽ ケーヨつナデ やや
並渇灰 1!YR4/l 1/6 01 "1  内ナデヨコナデ 粗

101 GI001 8 3 H1  ti酎翡 長胴甕 SHW  "' 
外}¥ケ ヨコナデ

粗亜 にぷい貧橙 l!YR 7 /3 1/4 体部外面卜半被気のため芯変内 瓢整不明ーヨコ＋デ

102 
G 11 l・ 

3 an  t師儒 長胴甕 S IIW l11 外 Jヽヶ ョコナデ
粗良 にぷい黄橙 ，IYR6/4 !/2 01 内 エ.ci-tデーヨコナデ

103 GOH 3 G-n 土師牲 移動式
SHW  外ハケー貼り(~け後＋デ やや

並浅費橙 10YR8/3 紐片01 カマド 内ナデ 阻

Hi4 
G 1 l l 

3 G-n 石製品 砥石 S Hln 艶面4面 字形01 

l 4¥ 5 
G 111 3 G-F7 土師器 長胴甕

S HlO 
116 外ハケーヨコナデ

紀良 にぷい霞橙 'OYR?/4 1/2 Oi カマド 内 Jヽ ケーヨコナデ

106 
GO!l-

3 G・Fl 上師器 長胴甕
SHW  

14 0 外 ハケーヨコナデ やや
苫 1.~ ぷい寅橙 IOYR7/4 1/5 01 カマド 内：オサエ ナデーヨコナデ 飼

lll7 ~OH0 I - 3 U Ff 土"柑 長胴甕
SHW  

281 
外 ）1ケーヨコナデ やや

寸液黄屯 ICYR 8/4 1/4 島滅著しいカマド 内 罰整ぷ明ーヨコナデ 紆

G I I l S HH2 
外 ハケーヨコナデ1HB 

01 
.1 G 11 土師甜 長罰甕 カマ K "' 内オサエハケヨコ＋デ 粗良 にふい臼渇 !IYR!i/:l 1/2 

控遵

lW  GOO! l l - 3 G籾 tOI慧 杯
S HlH 

133 4 C 外ナチョコナデ やや 並明赤~5YR5/8 1/4 カマド 内ナデー 3:.Jナデ 密

!HO GO// 3 H8  土師酵 壼
S H1H 

11 I 外 ハケーヨコ＋デ やや
笠浅費橙 IOYR 8/3 1/8 磨嶽カマド 内 罰整不朗ーヨコナデ 粗

IHI GOD] 1 5- 3 G-n 土師盤 甕
S JI 10 

214 外 ハクーヨコナデ やや
並にぷい震橙 ICYR7/3 1/8 カマド 内 オ+)J_ ハケーナデーヨ Jナデ 粗

1161 GO0O1 - 3 G・ し！ 土"諄 聾 P i t 11 210 外 ハケーヨコナデ やや
並にぷい罠慢 IOYR 6/4 1/8 内 ハケーヨコナデ 蛭

Iり63 GD59ai - 3 G-L 11 iBj器 甕 P i t 1 150 外ヨコナデ やや
笠灰賃褐 10YR4/2 1/6 内 ハケーヨコナデ 籾

IH4 151 ai 4 り一II: 土師器 甕 P i t 1 220 外 ナデーヨコナデ やや
中にぶい賃屯 ICYR7/4 1/4 被煎のため島滅内 ナデーヨつナT

＂ 

IHi 136 01 4 G-ttH 土師器 豊 P i t 1 110 外 ハケーヨコナデ
粗並 浅買橙 HYR8/3 l/8 鰐減著しい内 罰整イ、明ーヨコナデ

IH6 HH! 4 C 土"諄 鍋 S H3H 33 6 外 ハケーヨコナデーケズリー杷千貼り付け＋デ
泥立 ↓-ぷい橙 5YR7/4 1/3 

体部外面に被煎頂あり
内 L臭ナデヨコ＋デ 工事立会

HU  H Ol 4 G "'慧 杯
S HJ59内

:l I 11 外 ヨコナデーケズリ やや
並にふい橙 7:YR7/4 1/4欠隕 T皐立会土院 的 ＋デーゴコナデ 密

IW  141 02 4 G 土"鼎 璽
SH 359内

110 外 I¥ケヨコナデ ぐや
並にふい賛澄 JC,YEl: 7 /4 1/2 T事立会土坑 佐 j¥ケーヨコ＋デ Ill 

IHI HS Cl 4 G 土師歴 甕
S)[ 359内

11' 16 G 
外ハケーヨコ＋デケズリ やや

並浅費橙 '!YR8/4 ほぼ完形 工事立会土坑 内 ハケーヨ:Ji'デーケズリ 粗

IHO 111-01 4 G 土師器 冒
SH託!内

119 Ii' 外 I\ ケーヨコ十デ—ケズJ やや
並汲霞培 ,0YR8/3 L/,1 上事立会+! ん 内 エ只ナデーヨコナデ II! 

1471 n-Dl 4 G 上"器 長胴甕
S HJSl内

2.10 "5  
外 Jヽ ケーヨコナデ

粗笠 にぷい橙 5YR7/3 ほぽ完If; 工●守令士坑 内 /¥ケーヨコナデーエ貝ナデ

IH1 149 D5 4 G 須恵器 杯身 S F36! lO 8 外 回転ナデ一回転ヘラ，fズリ やややや
黄灰 l iY6/ I 1/8 工畢立会内 回9云ナデ 密不良

141:llり/,1 4 G 鉄製品 刀子 SF'.: 託 残存長

完"
木百あり

l5' 工事立会

1471 llHI 4 G 土"'甜 Ilil 包含層 2< I '8 
外オサゴ ナデーヨコナデ

密良 橙 :Yl-(7/li 1/8 内 ＋デーヨ7+ず

inl 9」l,1l1 3 G-Fl 陶欝 陶甜椀
S B21£ 

"り 6 D 
高台邪径 外 ロク 7ナデー糸切り一高台貼り付けナデ

密立 茨白 !!YR R/ I 1/4 IP 11 3: 98 内 ロクロナチ

I iit Goo5s1- 3 G Ci 磁耕 白磁器
8 B 115 

LIクロナデー施釉 密良 灰白 ・JYR8/ 1 紀片IP 1 1 l I 

1411 GOH06 - 3 Gが 陶整 陶開椀
S8115 

161 外 ロクロナデ

誓並 灰白 ！い{R8/  I 1/6 IP t H: 内 0タtJ十デ

llli GOH 05 3 Hi  陶器 .,器撓 S IPH,<l1IOI 5 161 外 0クロ＋デ
ぐ；並 灰貧 2 JY 7 /2 l/5 内 ロクロナデ

'419 G 1 00 1 J 3 G H 1 土師器 鍋 S iPRi¥251 75 11, 外オサエ十デーヨコ＋デ
や；笹 灰白 2 lY 8/2 1/S 内 ナデーヨコナデ

.w GO D4I 1- 3 りーI! 上師器 小皿 SSBK2''区内3 '0 1, 摩減が著しいため顧整太朋 や相や 良 浅罠橙 ICYR 8/,J 1/fi 

lW  
GOL-

3 G-n 土9而甜 小皿
S 8' 、内

8' 15 外オサ;,_ j-デ
や祖や 亜 費櫻 7lYR7/8 字形Ol S KHi 内オサゴナデ

102 
GOil 
3 G Fl 土"'藷 皿

SBバ：内
190 摩減が著しいため嗣整不眼 や；良 にぶい黄橙 IQYR7/4 I/  I Ol S KH: 

11!3 ：ヽ 3 G-FIO 土師聾 甕 S I< 17 I 19< 外ヨコナデ
粗屯 浅貸橙 ICYij8/4 l/8 内ヨコ＋デ

!lH 
GOn-

3 H8  土師盤 鍋
SB八」内

ISi 外 オサエ 十アーヨコナデ
や粗ゃ 喪 培 1SYR7/6 l/'1: 01 SKIC 内 ナデーヨコナデ

1m  
0 0 ! I 

3 G Fi 土"控 鍋 Ss KKl'C• 4! 内 300 外 J¥ケーヨコナア
な並 冷黄橙 』YR8/J 1/'1 °' 内：ハケーヨコナデ

1186 
GOll-

3 G Fi 陶討 C,Illl SB'f勺
91 11 斑邪澤 外 D クロナデ—糸切り後ナデ

で並 灰白 ltYR8/I 1/6 ll SKHJ < I 内 ロクロナデ

H1 GOOO J 3 HS  陶甜 陶器郷
SR , 内 高台部坪 外 t.J クロ＋デ—糸切り 高台貼りばけナデ {m~, 良 灰白 ，い{R7 / l 民部S K20 ', 内 ロクロナデ

兎"
IW  G l OOl S- 3 Gり7 陶器 陶器椀

SBm  

"' so 高台部径 外 ロ夕u-rデー糸切り 高台粘 IJ(すけ＋デ
や坦や 益 灰貧褐 /YR 6/2 1/2 IP↓ I I : '0 内 ロクロナヂ

:m  GO~U 2 
SBHM  

底径 外 ロクロ＋デー糸切り

ゞ並
.1 G Ho 陶枯 山皿 S KZ6 l 91 15 灰白 l!YR7/l I /,1欠漬S K262 4 I 内 ロクロナデ

'HG GI 01 O 7 
SB終t内

鳥台郎径 外 nク0ナデ-ケズリー高台貼り/<けナデ3 G-H8 ., .. 片口鉢 SK 261 208 '6 栢良 1・ ぷい貫澄 IGYR7/3 1/3 SKり1
,. 内 0クロナデ

IHI GI 0O 7 4 3 8—G8 鉄製品 不0月 Sil1む内 残存長

小刀かSK 261 '5 

I 19 l ~'OI ' 0- 3 H6  土師器 鍋
S Arn 

19 0 外オサエナデヨコナデ
や粗や 立 にふい閃橙 (YR7/4 1/fi IP 11 5 ¥ 内ナデーヨ:.s+デ

idl O り~5,1 3 H7  陶器 陶器椀
S R21! 

"0  
外 ロタロナデ

密良 灰已 IOYR7/I l/6 IP l l I I 内 ロクロナデ

14りlm01 u 3 D-~ り 土"器 鍋
SE 21! 内

II! 外ヨ:.i+デ
粗並 にふい橙 1 5YR7/3 1/11 外面に煤が（寸讐SK狂3 内ヨコナデ

lHl Grn .1 G n 土"甜 銅
SB 21!¥J,J 

' 
外ヨコナデ

粗笠 にぷい屯 1 :YR 6/3 1/8 o. S K2l3 内 ヨコナデ

10! GOl0c l 3 H9  陶器 加工円盤
S B2バ内

21 厚さ
陶井椀を加工 や色や 良 I灰白 , 5YR8/2 て匹SK 153 】5

101 G0034 l- 3 H!  陶懸 加工円盤
SB2ii内

'5 
厚さ

陶甜椀を加工 や；良 灰白 ! lYR8/2 字仔；S KljJ 16 

l4!i GOH05 - 3 HJ  陶器 ii」皿
S B21』内 , , 

2' 11 
外 n:,,., ナデー糸切り

ゃ； & Ii: 祖 'OYR8/ 1 完形SK紅） 内 0クロナデ

H99 GOJ01 1, 3 G Ki 陶誇 陶需椀
S 82乃内

11, 外 Dクロナデ
密● 灰白 2八YRS/I 1/5 SK152 内 ロクロナデ

1:00 GO fl3l 1- 3 G-KI 陶器 陶＂槍
S 811仰勺

11, 外 Uクロ十デ
密 R 灰白 2 SYR 8/  l 3/8 SKlSJ 内 ロクロナデ

15り］ GO0!1 l 3 G Kl 陶甜 陶器柏
SB 2祁内 高台部径 外 Uクロ＋デー糸切り 高台貼り付けナデ

'i'白や良灰臼 lYRA/ I を手lS Ki終 , , 
内 0クロナデ

完干

15 0 Z G 1011 1- ,3 Hl  士師甜 丸玉 SD 1Ci : I 直径 1's、iじ
●孔さ涅 l 

＋デ tや良 朗黄招 JYR7/6 死平、 涅入か

l;D'.l GO0り11- 3 G-Kl 弥生t懸 甕 S Dl卯 底部径 外オサェナデ
粗笠 戻橙 ＇ぎ YR8/8 底部

湿人が1 I 内 I¥ケ
完,,

IH4 amUJ - 3 G Ii 土9厄" ,, 皿ヽ S01認 ,, 外ヨコナデ
；や並 にぷい橙 "JYR7/,1 1/6 内ヨコ＋デ

1505 GOJ1 Dl 3 G-11 陶器 陶鼎椀 SK239 111 55 
高台OO径 外 nクn十デー糸切り一高台Jt,I) (、：けナデ

や粗や 内 咬臼 (YR7 / l 1/3 籾般痕庚り9' 内ロク Dナデ

第27表 出土遺物観察表G区 (11)

167 



報告 豊録

” 
地区名 種類 誇9重 出上遺構

口径 謂高 その他 罰整技法の特徴 胎土 焼成 色鼻i 残行度 傭考

霧号 言号 Ice( ,c,] ltm ti 

110 6 
Gし15 3 c-[£ 鉄震品 釘？ SK広19

残存長

O< '' 
I l07 t3HS 4 G-1!l 3 陶甜 陶荏罰 SDJOI 

高台部径 外 ロクロナデー糸切りー高台貼り付けナデ 密良 灰白 10YR7/1 
底部

'8 内 0ク0ナデ 1/4 

1m  131 0 6 4 G-rn 陶甜 陶諄柁 SD 302 
高台邪澤 外 ロクロナデー糸切り一高台貼り付けナデ やや

白 にぷい日橙 l0YR7/2 1底/部4 
>6 内 0ク0ナデ 密

1509 l!iH4 4 G-Jll 陶儲 陶慧控 SD闘3
高台部径 外 ロクロナデー糸切り一高台貼り付けナデ やや

並灰白 lOYR8/ l 1底/部2 
i' 内： n /J nナデー一方向ナデ 密

l¥10 
GO I 0-

3 G Hi 丙慧 棺 S EJH 151 
外 オサエ ナデ -c'l7十デーヘ→ ミガキ 密良 灰白 N7/ 1/8 暗文虎り

oe 内＋デヨコ＋デヘラミガキ

1511 
GO 14・ 3 G 01 ナ師器 小団 S E!H '0 

外 オサヱーココナデ やや
並淡費 2 iY 8/3 1/4 

03 内ヨコ十デ 粗

1512 
GO 1 J-

3 G O 6 陶猜 山皿 S E2りt i8 
, , 底部径 外 nクmナデ やや

並浅費橙 ¥IYRB/4 3/8 
02 51 内： lJクロナデ 密

I.Ill GO 
1 3 
3 G-0£ 陶器 山IIl1 SEW  lO 0 ,, 哀部径 外 □ク cl+デー糸切り やや

並灰白 IOYR8/l 1/4 
01 < 1 内 ロクロナデ 密

1511 
GOH 

3 G-0" 陶柑 陶翡椀 S E206 11, i' 
高台部径 外 ロクロナデー UクU'fズ，J-高台貼り吋けナデ やや

良灰白 ¥IYR7/ I 1/3 籾般痕あり

" 
BB 内 ロクロナデ 密

1515 Gl004 5 3 G-~1 陶誇 陶器椀 SE砂i
高台部径 外内 ロク :.J-;t- ヂ—糸切 I) -高台貼り付けナデ やや

笛 I反RI.IYRR/1 l/3 
9' ロクロナデ 粗

15 16 
GDJ7 3 G·~1 iii舘 椀 S K205 "' 3 7 

底部径 外 ヨコナデー糸切り やや
甚にぷい喝 7IYR5/4 1/5 

D3 '1 内 ヨコナデ 密

l 517 
GOU- 3 G-ij↑ 

土""
椀 SK 20l "l  

外 ナデ？ーヨコナデ やや
良橙 15YR 6/6 1/6 

01 内 ナデ？ーヨフナデ 密

1518 ""03 ' 3~-N 1 陶甜 陶器椀 S KlOl 111 
外 t:lクロナデ 密良 灰白 2 5YR8/ l 1/8 
内： nクロナデ

Im  
a o 11-

3 G 01 ±"猜 小皿 S K108 9 I 16 
外 オサエ ナデーヨコナデ やや

並浅賃橙 IOYRB/3 1/< 
0, 内ナデヨコ＋デ 粗

1 rn 
GO 13- 3 r, 01 士"器 小団 S Kl-08 9: 11 

外 ナデーヨつナデ やや
並橙 5YR6/6 1/2 

04 内ナデヨコナデ 佳

1511 
t I 11-

3 りGs 陶贈 陶器撓 SK幻i ll 2 
外 nクtJ,t-デ やや

良灰白 1$Y7 / I l/1 

°' 内 ロクロナデ 密

I ¥22 
G031 
3 H5  弥生土誇 甕？ SK 1!5 ナデ 粗良 吃赤褐 SYRS/6 細片

01 

lHJ 
GOH 
3 G-IS 陶器 陶器椀 S K1J5 

高台部径 外 0クロナデー糸占りー高台粘り付けナデ やや
良灰寅 15Y 7 / 2 

底部

II € I 内 ロクロナデ 密 デ形

1524 wり｛,- 3 G-15 陶器 陶器撓 S K'/ll 
高台部径 外 ロクロナデー糸とりー高台貼り付けナデ やや

只灰白 1.¥Y 8/ 1 
底邪

「 8 0 内 0クロナデ 粗 完形

1125 
GIOり一

.1 Hi  瓦甜 小皿 SK ll8 100 19 
外 ヨコナデー糸切り やや 芯浅貫椿 ~iYRS/3 1/6 

D1 内ヨコナデ 密

1526 
G 1しa-

3 G-Ji 瓦柑 小皿 SK紅！ 92 
外ヨコナデ やや

並咬白 N7/ l/4 
01 内ヨコナデ 密

tm  
GOH・ 3 G-.'i 土9行諄 llI1 S Kl3! 151 11 

外ナデ？ やや
並にぷい橙 5YR7/4 1/8 

05 内ナデ° 粗

15/i GO 0i 4 I - 3 G Ji 陶開 Uiffil s i,; 託8 I 0, 0 I↑ 底I.C部在 外 ロクロナデ-糸きり やや
並淡赤橙 l ;YR7/3 1/4 

内 0クロナデ 密

151! し1D0l9- 3 G-,18 +_O, 器 鍋 SK 138 "0  
外ヨつナデ やや

並明褐灰 5YR7/2 1/6 
内：ヨコ十デ 阻

'.111 Gl025 り ,1 G G 8 陶営 陶舘撓 SK 157 
E台径 外 DクD'7"デ 糸きりー高台柑り付けナデ 密良 灰白 l iYH.8/1 l/2 

峰灰の状況かも、別個体和重t.1.-r正位
10 内 0クロナデ で窯桔め

15 3 l C IH O 4 3 HS  陶開 加工円盤 S K151 '' 
厚さ 陶器山Oil底部の例l面を打ち欠く

やや
良灰白 l¥YR8/1 字形

n' 粗

1m  m06 g- 3 H1  土9雨盤 皿 S K1汎 210 25 
外 ヨコナデーハケーヘラミガキーケズリ やや

並橙 5YR6/6 1/10 
内 ナデーヨコ十デ 密

l 533 Gmり1" 3 C K7 上"器 録 S K251 "' 
外顧幣不即 や粗や 並 灰白 ICYR8/2 1/6 麗減膏しい
内 オサエー綱竪不明

! I 34 GODHl - 3 G-il .,甜 陶甜椀 SK 26! 160 
外 ロタロナデ や密や 中 灰白 IIYR7/2 1/8 
内 ロクロナデ

t 115 161-08 4 G-Ll! 土師諄 小皿 SKJOl 00 ll 
外ナデ？ や粗や 並 灰白 !CYR 8/ I 1/2 島滅薯しい
内：ナデ.,

15 3 6 00016 1- 3 G一じ？ 陶器 陶欝祝 Pit !I 152 
外 ロクロナデ 密並 灰白 l!YR?/1 1/4 
内 nクnナデ

15)1 ao0 sI 1 .1 G-G 1 陶器 陶甜椀 P 1 t !D 118 51 
底部径 外 t1クnナデー糸ぎり一高台貼りばけ＋デ や粗や 良 にぷい霞橙 !JYR7/2 I/3欠慣
11 内 DクDナデ

153! G00 4'1 - :1. G-H 5 土師甜 鍋 P i L I 24 I 
外 オサエーヨコナデ 望4 並 にぷい橙 'iYR7/3 1/8 
内ナデ 3コナデ

1539 り101!2 3 G-I l 0 陶器 山皿 P i t 2 IO 1 I 
底部径 外ワクロナデ糸き h tや並 灰l'I!! , JY7/2 1/.1 

'' 内ロクuナデ

1510 GO0S 2 1 3 G~5 陶器 陶誇煎 P i t 2 
高台部径 外 ロクロナデー糸きりー高台貼りばけナデ や；良 灰白 5Y7/l l氏/郎3 

'' 内 ロクロナデ

IHl !I0-01 4 G-112 陶甜 陶器椀 P i t 9 
高台部径 外 ロタロ＋デー糸貨り一高台貼り付けナデ

？良 灰白 2 ¥Y8/ l 1底/部8 籾般痕あり
9 I 内 ロタロナデ

tlH 141-0t 4 G K18 土"荏 鍋 Pi t 2 2'0 
外 オサょ ナデーヨコナデ や粗ゃ 並 淡良 1SY8/3 1/8 体部外面に煤が付看
内 オサヱ ナデーヨつナデ

!H; 131 D6 4 G-Kll 陶討 灰釉陶盤 Pit 4 
高台部溶 外 ロクロナデー糸きり一高台貼 I)I寸けナアー施釉 や密や 良 灰賃 l 5Y7/2 

底部

11 内 ロクロナデ l/3 

llH lll-01 4 G-02 ±"器 鍋 Pi t 4 
外 ナデーヨコナデ や粗や L 灰白 lがl'R8/2 闊片
内 ナデーヨゴナデ

1H5 14~02 4 G LI I 陶誇 .,器椀 p i t l I!' 
外 ロクロナデ や密や 良 戻白 Z JY 8 / 1 l/6 
内 0クロナデ

1516 I!~I l 4 G-L H 陶鞣 陶器椀 P 1 t 2 '8 D 
外 nクワナデ や密や 良 明褐灰 71YR7/2 1/6 
内ロクロ＋デ

LI↓ ? GO0H 6 3 り―" 土師器 小IIll 包含層 100 13 
外オサエ—＋デ

望並 橙 5YR6/6 1/8 
内ナデ

1518 GOH OS 3 H9  態釉陶器 小皿 包含層
底部径 外ロクnナデ糸きり一施駐

岱並 灰白 N8/ 

” 
3 0 内ロクロ＋デ

!50 GIH D1- 3 Hi  陶器 山皿 包含層 ,o , , 底部径 外 ロクロナデー糸きり一施釉 や；良 灰白 2 IY 7 / 1 ほぼ完ff:
3! 内 Uクロナデーナデ

15 5りGOH H — 3 G-15 陶習 山皿 包含層
,, 3 

高台部径 外 ロクロ＋デー糸辻り一高台貼り（寸けナデ や程や 並 灰白 2 5Y8/I 1/4欠損
• 9 内 ロタロナデ

!b, l GOOJI - 3 じーG8 陶＂ 陶諄椀 包含II
高台邪哨 外 ロクロナデー糸きり一高台貼り付けナデ や；良 灰白 1 5Y8/l 

爬邪
体部外側の一部が赤変している

11 内 ロクロナデ 完形

1552 GOoH i 3 G一じB 陶諄 陶器愧 包含II 1!' 5.3 
高台郁斧 外 ロタつナデー糸き b一高台貼り（寸けナデ "tmや良 灰白 l 5Y7 /I 1/3 

降灰の状況から、 fJlj憫体を重ねて正伍

8,( 内 0ク0ナデ で窯詰め

c5 5~121 D5 4 G-Gl4 TBI隷 椀 包含II
高台邪径 高台貼り付けナデ や密や 並 橙 5YR6/6 1/4 
0 I 

1114 1H 0 '4  G-L2 2 陶詐 陶謂燒 包含層
高台部径 外 ロクワナデー企き I)-高台貼り付け＋デ や密や 良 灰費 l SY 7 /2 

底部

8' 内ロク tJナデ 完形

1515 131-D I 4 G-rn 陶甜 陶器椀 包含層
高台部径 外 tl'1ロナデ糸きり 高台貼りばit+デ

誓良 灰白 IOYR7 / L 
底部

内閲の底祁は摩耗している
↑ l 内ロク Uナデ 元形

l:H.3H '1  Mil 陶器 卸皿 包含II
底部径 外 D fJロナデー糸きり 密良 にぷい閂橙 ltYR7/3 1底/部6 
55 内 0クロナデーヘラ：こよる卸El-態釉

第28表 出士遺物観察表G区 (12)
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遺跡全景 （南上空から）

SH 8 (~t ヵ‘ら ）

S B 46• S H 40• S D 38・50 (北東から）

SH6出土状況 （東から）

SH 41 (西から）
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SH 49 (~t ヵヽら）

SH 52 出土状況 （東から 中央に土馬 (170))
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SH 53• 54 (左上）（東から）

SH 54 

SH 52 (~t 力》ら）

SH 52 粘土塊断面 （東から）

S 8 131 (東から）



I b区全景 （北から）

S D 165 • S H 168 • S F 166 (~ ヒカ‘ら）
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SH161 (北東から）

SH  152北東土坑 出土状況（東から）

SD  10 (~t ヵヽら ）
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F区全景 （東から）
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SK 81 

SF 92 (東から）

ぷ~—二贔ニ溢沿c.1,;{.公

SB 135 (南東から）



SH 99 (西から）
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SH 91 (~t ヵ）ら ）

SK 77出土状況 （東から） SH 71 (it力‘ら）
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G区全景 （真上から）
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SB 363 (東から）
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SA 309・314 (南から）

SA 309・314 (北から）
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